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基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

学位 学位の分野
開設時期及
び開設年次

所在地

情報科学部

実世界情報学科

年 人 年次
人

人

大 学 の 目 的

本大学は、専門学術を教育研究し、深い教養と実践的応用力を身につけ、時代の
要請に対応して国際的視野から知的・技術的創造を実現でき、確かな人間力を備
え常に向上を心がける専門職業人を養成して、社会の発展に貢献するとともに、
学術と文化の向上をはかることを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

様々なIoTセンシング技術とデジタル技術によって、実世界の状況をデータとし
て取得し、ヒト・モノ・環境の情報分析と可視化、生活空間の環境設備やロボッ
トなどの自動機器の制御（実世界インタラクション）により実世界の具体的な課
題を解決できる実世界情報のプロフェッショナル人材を養成する。
具体的には、以下に掲げる能力を習得させる。

（A）実世界情報技術が社会に及ぼす影響や技術者の社会的役割、責務などを理解
し、適切に判断して行動ができる。〔技術者倫理の習得〕
（B）実世界からの情報取得・分析技術、及び実世界へのインタラクション技術に
関連する理工学の基礎知識を持ち、専門的な技術の理解につなげられる。〔基礎
知識の習得と活用能力〕
（C）実世界からの情報取得・分析技術、及び実世界へのインタラクション技術を
修得し、これらを現実の問題解決に応用できる。〔専門知識の習得と問題解決へ
の応用能力〕
（D）課題を解決するために、情報を収集、整理、分析し、問題解決のための計
画、方策を立案して推進できる。〔問題の設定と解決能力〕
（E）技術文書の作成、発表、討論において、正確かつ論理的に情報を伝えるコ
ミュニケーション能力を持つとともに、他者と協働して活動できる。〔他者と協
働できる能力〕

卒業後は、さまざまな産業においてデジタル化が求められる幅広い業務で活躍
することが想定される。以下に具体的な例を挙げる。
（1）ライフライン運営業(インフラ設備の遠隔運用監視)
（2）電気・電子・通信機器製造業(IoT機器の開発製造)
（3）ソフトウェア開発業(業務用ソフトウェア開発)

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

工学関係
令和7年4月
第1年次

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

大阪工業大学
　情報科学部
　　データサイエンス学科〔定員増〕　(　10)（令和7年4月）
　　情報知能学科〔定員増〕　　　　　(　10)（令和7年4月）
　  情報システム学科〔定員減〕　　　(△ 5)（令和7年4月）
　　情報メディア学科〔定員減〕　　　(△ 5)（令和7年4月）

ネットワークデザイン学科（廃止）(△ 90)
（3年次編入学定員）　　　　　 (△ 5)

※令和7年4月学生募集停止

計 80 － 320
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講義 演習 実験・実習 計

情報科学部
　実世界情報学科

110科目 13科目 6科目 129科目

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数

新

設

分

情報科学部
　実世界情報学科

人 人 人 人

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

7 4

124単位

学部等の名称
基幹教員

助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

87

(7) (4) (2) (0) (13) (0) (87)

人 人 人

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

7 4 2 0 13 0

(7) (4) (2) (0) (13)
ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0

2 0 13 大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　6人

0

13

0

0

(7) (4) (2) (0) (13)

(0) (0) (0) (0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0

0 －

0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0)

小計（ａ～ｂ）
7 4 2 0

(0) (0) (0) (0) (0)

(7) (4) (2) (0) (13) (0) (－)
計

7 4 2 0 13

13
(7) (4) (2) (0) (13)

計（ａ～ｄ）
7 4 2 0

(89)

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

7 1 1 0 9

9 0 89

(7) (1) (1) (0) (9) (0)

情報科学部
　データサイエンス学科

7 1 1 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
7 1 1 0 9

(7) (1) (1) (0) (9)

0

(0) (0) (0) (0) (0)

大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　6人

(7) (1) (1) (0) (9)

0 0 0 0

(0) (0)

(0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0)

0 96

(5) (6) (2) (0) (13) (0) (96)

(1) (0) (9)

　情報知能学科

5 6 2 0 13

計（ａ～ｄ）
7 1 1 0 9

(7) (1)

13 大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　7人

(5) (6) (2) (0) (13)

0

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

5 6 2 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0

(0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0

0 0 0

(0) (0) (0)

小計（ａ～ｂ）
5 6 2 0 13

(5) (6) (2) (0)

0

(0) (0) (0) (0) (0)

(6) (2) (0) (13)

(0) (0) (0)

計（ａ～ｄ）
5 6 2 0 13

(5)

既

設

分

0 0

(0) (0)

(13)
ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0
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助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

学部等の名称
基幹教員

(98)

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

8 1 3 0 12

14 0 98

(9) (2) (3) (0) (14) (0)　情報システム学科

9 2 3 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
9 2 3 0 14

(9) (2) (3) (0) (14)

2

(1) (1) (0) (0) (2)

大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　7人

(8) (1) (3) (0) (12)

1 1 0 0

(0) (0)

(0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0)

0 95

(9) (6) (1) (0) (16) (0) (95)

(3) (0) (14)

　情報メディア学科

9 6 1 0 16

計（ａ～ｄ）
9 2 3 0 14

(9) (2)

5

(1) (3) (1) (0) (5)

11 大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　7人

(8) (3) (0) (0) (11)

1

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

8 3 0 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

3 1 0

(16)
ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0

(0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0)

0

(0) (0) (0)

小計（ａ～ｂ）
9 6 1 0 16

(9) (6) (1) (0)

(0) (0) (0)

0 24

(5) (6) (0) (0) (11) (0) (24)

(6) (1) (0) (16)

工学部
　都市デザイン工学科

5 6 0 0 11

計（ａ～ｄ）
9 6 1 0 16

(9)

11 大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　7人

(5) (6) (0) (0) (11)

0

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

5 6 0 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0

(0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0

0 0 0

(0) (0) (0)

小計（ａ～ｂ）
5 6 0 0 11

(5) (6) (0) (0)

0

(0) (0) (0) (0) (0)

(6) (0) (0) (11)

(0) (0) (0)

計（ａ～ｄ）
5 6 0 0 11

(5)

既

設

分

0 0

(0) (0)

(11)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0
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助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

学部等の名称
基幹教員

(31)

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

7 5 2 1 15

15 0 31

(6) (5) (2) (1) (14) (0)　建築学科

7 5 2 1

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
7 5 2 1 15

(6) (5) (2) (1) (14)

0

(0) (0) (0) (0) (0)

大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　9人

(6) (5) (2) (1) (14)

0 0 0 0

(0) (0)

(0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0)

0 12

(9) (5) (1) (0) (15) (0) (12)

(2) (1) (14)

　機械工学科

10 5 1 0 16

計（ａ～ｄ）
7 5 2 1 15

(6) (5)

0

(0) (0) (0) (0) (0)

16 大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　8人

(9) (5) (1) (0) (15)

0

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

10 5 1 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0

(15)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0

(0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0)

0

(0) (0) (0)

小計（ａ～ｂ）
10 5 1 0 16
(9) (5) (1) (0)

(0) (0) (0)

0 14

(9) (3) (2) (0) (14) (0) (14)

(5) (1) (0) (15)

　電気電子システム工学科

9 3 2 0 14

計（ａ～ｄ）
10 5 1 0 16

(9)

14 大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　8人

(9) (3) (2) (0) (14)

0

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

9 3 2 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0

(0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0

0 0 0

(0) (0) (0)

小計（ａ～ｂ）
9 3 2 0 14

(9) (3) (2) (0)

0

(0) (0) (0) (0) (0)

(3) (2) (0) (14)

(0) (0) (0)

計（ａ～ｄ）
9 3 2 0 14

(9)

既

設

分

0 0

(0) (0)

(14)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0

基本計画書 -4-



助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

学部等の名称
基幹教員

(9)

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

7 4 2 0 13

13 0 9

(7) (4) (2) (0) (13) (0)　電子情報システム工学科

7 4 2 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
7 4 2 0 13

(7) (4) (2) (0) (13)

0

(0) (0) (0) (0) (0)

大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　7人

(7) (4) (2) (0) (13)

0 0 0 0

(0) (0)

(0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0)

0 7

(5) (6) (2) (0) (13) (0) (7)

(2) (0) (13)

　応用化学科

7 6 2 0 15

計（ａ～ｄ）
7 4 2 0 13

(7) (4)

0

(0) (0) (0) (0) (0)

15 大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　8人

(5) (6) (2) (0) (13)

0

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

7 6 2 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0

(13)
ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0

(0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0)

0

(0) (0) (0)

小計（ａ～ｂ）
7 6 2 0 15

(5) (6) (2) (0)

(0) (0) (0)

0 27

(4) (3) (3) (0) (10) (0) (27)

(6) (2) (0) (13)

　環境工学科

4 3 3 0 10

計（ａ～ｄ）
7 6 2 0 15

(5)

10 大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　6人

(4) (3) (3) (0) (10)

0

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

4 3 3 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0

(0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0

0 0 0

(0) (0) (0)

小計（ａ～ｂ）
4 3 3 0 10

(4) (3) (3) (0)

0

(0) (0) (0) (0) (0)

(3) (3) (0) (10)

(0) (0) (0)

計（ａ～ｄ）
4 3 3 0 10

(4)

既

設

分

0 0

(0) (0)

(10)
ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0
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助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

学部等の名称
基幹教員

(10)

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

6 4 0 0 10

10 0 10

(5) (4) (0) (0) (9) (0)　生命工学科

6 4 0 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
6 4 0 0 10

(5) (4) (0) (0) (9)

0

(0) (0) (0) (0) (0)

大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　6人

(5) (4) (0) (0) (9)

0 0 0 0

(0) (0)

(0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0)

0 38

(8) (4) (6) (0) (18) (0) (38)

(0) (0) (9)

 一般教育科

8 4 6 0 18

計（ａ～ｄ）
6 4 0 0 10

(5) (4)

15

(6) (4) (5) (0) (15)

3 －

(2) (0) (1) (0) (3)

6

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

2 0 1 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

4 5 0

(18)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0

(0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0)

0

(0) (0) (0)

小計（ａ～ｂ）
8 4 6 0 18

(8) (4) (6) (0)

(0) (0) (0)

0 44

(9) (2) (3) (0) (14) (0) (44)

(4) (6) (0) (18)

 総合人間学系教室

9 2 3 0 14

計（ａ～ｄ）
8 4 6 0 18

(8)

4 －

(2) (2) (0) (0) (4)

7

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

2 2 0 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 3 0

(0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0

0 0 0

(0) (0) (0)

小計（ａ～ｂ）
9 2 3 0 14

(9) (2) (3) (0)

10

(7) (0) (3) (0) (10)

(2) (3) (0) (14)

(0) (0) (0)

計（ａ～ｄ）
9 2 3 0 14

(9)

既

設

分

0 0

(0) (0)

(14)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0
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助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

学部等の名称
基幹教員

(97)

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

6 3 1 0 10

12 0 97

(7) (3) (2) (0) (12) (0)

ロボティクス＆デザイン工学部
ロボット工学科

6 4 2 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
6 4 2 0 12

(7) (3) (2) (0) (12)

2

(0) (1) (1) (0) (2)

大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　7人

(7) (2) (1) (0) (10)

0 1 1 0

(0) (0)

(0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0)

0 93

(6) (4) (1) (0) (11) (0) (93)

(2) (0) (12)

システムデザイン工学科

6 4 1 0 11

計（ａ～ｄ）
6 4 2 0 12

(7) (3)

1

(1) (0) (0) (0) (1)

10 大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　7人

(5) (4) (1) (0) (10)

1

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

5 4 1 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0

(0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0)

(11)
ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0)

小計（ａ～ｂ）
6 4 1 0 11

(6) (4) (1) (0)

(4) (1) (0) (11)

　空間デザイン工学科

6 5 1 0 12

(0) (0) (0)

計（ａ～ｄ）
6 4 1 0 11

(6)

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

6 4 1

0 125

(6) (5) (1) (0) (12) (0) (125)

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 1 0 0 1

(6) (4) (1) (0) (11)
0 11 大学設置基

準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　7人

小計（ａ～ｂ）
6 5 1 0 12

(0) (1) (0) (0) (1)

0 0 0

(6) (5) (1) (0) (12)

(0) (0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0

(6) (5) (1) (0) (12)

既

設

分 計（ａ～ｄ）
6 5 1 0 12

(0) (0)
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学部等の名称
基幹教員

助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）

既

設

分

知的財産学部
　知的財産学科

13 6 1 0

教授 准教授 講師 助教 計

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

13 5 1 0 19

(13) (6) (1) (0) (20) (0) (26)

20 0 26

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 1 0 0 1

(13) (5) (1) (0) (19)

小計（ａ～ｂ）
13 6 1 0 20

(0) (1) (0) (0) (1)

(13) (6) (1) (0) (20)

大学設置基
準別表第一
イに定める
基幹教員数
の四分の三
の数　11人

(0) (0) (0) (0) (0)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

計（ａ～ｄ）
13 6 1 0 20

(0) (0) (0) (0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

　教職教室

0 0 0 0 0 0

(13) (6) (1) (0) (20)

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (10)

10

(0) (0) (0) (0) (0)
－0 0 0 0 0

0
小計（ａ～ｂ）

0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0)

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0)

計（ａ～ｄ）
0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

0 －

(129) (75) (33) (1) (238) （0） （－）
計

133 76 33 1 243

0

(0) (0) (0) (0) (0)

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

職 種 専　　属 その他 計

事 務 職 員
175 61 236

(175)

0 －

(136) (79) (35) (1) (251) （0） （－）
合 計

140 80 35 1 256

そ の 他 の 職 員
1 0 1

(1) (0) (1)

図 書 館 職 員
4 31 35

(4) (31) (35)

(61) (236)

技 術 職 員
17 0 17

(17) (0) (17)

計
199 92 291

(199) (92) (291)

指 導 補 助 者
2 0 2

(2) (0) (2)
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大学全体

  1,034.03 ㎡

合 計 251,555.43 ㎡ 0 ㎡

0　㎡ 0 ㎡ 167,344.28 ㎡167,344.28 ㎡

（167,344.28 ㎡)  ( 0 ㎡） （ 0 ㎡） （167,344.28 ㎡）

0 ㎡ 251,555.43 ㎡

校 舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 250,521.40 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 250,521.40 ㎡

そ の 他  1,034.03 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

校

地

等

区 分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

標本

〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 〔うち外国書〕

教 室 ・ 教 員 研 究 室 教 室 570 室 教 員 研 究 室 275 室

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌 機械・器具

0

（0〔0〕） （1〔1〕） （1〔1〕） (1,916) (0)

種 〔うち外国書〕 点 点

情報科学部
　実世界情報学科

19,013〔1,672〕

（18,165〔3,484〕)

0〔0〕　 1〔1〕　 1〔1〕　 1,916

スポーツ施設等
スポーツ施設 講堂 厚生補導施設

大学全体
8,635.46 ㎡ 1,077.91 ㎡  22,538.11 ㎡

0

（0〔0〕） （1〔1〕） （1〔1〕） (1,916) (0)
計

19,013〔1,672〕

（18,165〔3,484〕)

0〔0〕　 1〔1〕　 1〔1〕　 1,916

454,000千円 ― 千円 ― 千円

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 864千円 864千円 864千円 864千円

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

― 千円 ― 千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,640千円

170千円 176千円 ― 千円 ― 千円

設 備 購 入 費 9,935千円 7,888千円 7,888千円 7,888千円 7,888千円

経費
の見
積り

図 書 購 入 費 0千円 161千円 166千円

― 千円 ― 千円

共同研究費等 388,000千円 408,000千円 431,000千円

1,490千円 1,490千円 1,490千円 ― 千円 ― 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 　補助金、手数料等を充当

経費
の見
積り
及び
維持
方法
の概
要
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工学研究科

 博士前期課程

2

2

2

工学研究科

 博士後期課程

3

3

3

 博士前期課程

2

 博士後期課程

3

情報科学研究科

 博士前期課程

 情報科学専攻 2

情報科学研究科

 博士後期課程

 情報科学専攻 3

知的財産研究科

 専門職学位課程

  知的財産専攻 2

― 15 博士（情報学） 0.20 平成14年度
大阪府枚方市北山1丁

目79番1号

― 60 修士（工学） 1.50 平成29年度
大阪府大阪市北区茶屋

町1番45号

― 6 博士（工学） 0.50 平成29年度
大阪府大阪市北区茶屋

町1番45号

― 80 修士（情報学） 1.11 平成12年度
大阪府枚方市北山1丁

目79番1号

平成29年度

平成29年度

大阪府大阪市旭区大宮
5丁目16番1号

同上

同上

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 等 の 名 称 大阪工業大学大学院

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

―

―

―

60

100

60

1.98

1.66

1.23
大阪府大阪市旭区大宮

5丁目16番1号

同上

同上修士（工学）

修士（工学）

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

修士（工学）

平成29年度

平成29年度

平成29年度

―

―

― 6

6

6

博士（工学）

博士（工学）

博士（工学）

0.83

0.50

0.50 平成29年度

30

50

30

2

2

2

5

40

2

30

 建築･都市デザイン工学専攻

  化学･環境･生命工学専攻

  電気電子･機械工学専攻

  化学･環境･生命工学専攻

  電気電子･機械工学専攻

 建築･都市デザイン工学専攻

ロボティクス＆デザイン工学専攻

ロボティクス＆デザイン工学研究科

ロボティクス＆デザイン工学専攻

ロボティクス＆デザイン工学研究科

30 ― 60 知的財産修士（専門職） 1.56 平成17年度
大阪府大阪市旭区大宮

5丁目16番1号
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　電気電子システム工学科

　電子情報システム工学科

　生命工学科

令和3年度学科設
置

令和3年度入学定
員減（△15人）

令和3年度入学定
員減（△15人）

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

倍

工学部

　学部合計

　建築学科

　機械工学科

　応用化学科

　環境工学科

　学部合計

ロボット工学科

システムデザイン工学科

　空間デザイン学科

情報科学部

　学部合計

学士（情報学） 1.07 平成8年度 同上

学士（情報学） 1.05 平成14年度 同上

学士（工学） 1.11 平成29年度 同上

学士（情報学） 0.97 令和3年度
大阪府枚方市北山1丁

目79番1号

― 1.09 ―

知的財産学部

　知的財産学科

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

年 人

大 学 等 の 名 称 大阪工業大学

学 部 等 の 名 称

― 1.02 ――3,680
3年次
40

900―

4
3年次

5
学士（工学） 昭和24年度

大阪府大阪市旭区大宮
5丁目16番1号

　情報知能学科

　情報システム学科

　情報メディア学科

―

学士（工学） 1.11 平成29年度
大阪府大阪市北区茶屋

町1番45号

学士（工学） 1.05 平成29年度 同上

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

年次
人

人

4

4

4

100

150

140

125

110

130

75

70

280

90

90

100

460

70

90

105

105

90

140

―

―

580

3年次
5

3年次
5

3年次
5

3年次
5

3年次
5

3年次
5

3年次
5

3年次
15

3年次
5

3年次
5

3年次
5

3年次
20

―

3年次
5

3年次
5

3年次
5

1.03

1.02

1.07

1.03

1.06

0.96

0.89

1.08

1.02

0.96

1.06

1.02

3年次
5

3年次
10

410

610

570

510

450

530

310

290

1,150

370

370

410

1,880

昭和24年度

昭和25年度

昭和24年度

昭和34年度

昭和33年度

平成18年度

平成22年度

―

平成8年度

平成19年度

平成15年度

学士（工学）

学士（工学）

学士（工学）

学士（工学）

学士（工学）

学士（工学）

学士（工学）

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

―

同上

同上

大阪府大阪市旭区大宮
5丁目16番1号

―

学士（情報学）

学士（情報学）

学士（知的財産学）

280

370

430

430

370

　都市デザイン工学科

ロボティクス＆デザイン工学部

ネットワークデザイン学科

　データサイエンス学科

既
設
大
学
等
の
状
況
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　医療薬学専攻

理工学研究科

 博士前期課程

　社会開発工学専攻

　生産開発工学専攻

　生命科学専攻

理工学研究科

 博士後期課程

　創生工学専攻

　生命科学専攻

経済経営学研究科

 修士課程

　経済学専攻

　経営学専攻

法学研究科

 修士課程

　法律学専攻

国際言語文化研究科

 修士課程

　国際言語文化専攻

看護学研究科

 修士課程

　看護学専攻

農学研究科
令和6年度研究科
設置

 博士前期課程

　農学専攻

 博士後期課程

　農学専攻

年 人 年次
人

人 倍

大 学 等 の 名 称 摂南大学大学院

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

薬学研究科

 博士課程

4 4 ― 16 博士（薬学） 0.56 平成24年度
大阪府枚方市長尾峠町

45番1号

2 12 ― 24 修士（工学） 1.08 平成26年度 同上

10 平成26年度

2 12 ― 24 修士（工学） 0.83 平成元年度
大阪府寝屋川市池田中

町17番8号

2 ― 20 修士（理学） 0.85 同上

3 2 ― 6 博士（工学） 0.33 平成20年度
大阪府寝屋川市池田中

町17番8号

2 5 ― 10 修士（経済学） 0.20 平成26年度
大阪府寝屋川市池田中

町17番8号

2 ― 6 平成28年度3 博士（理学） 0.33 同上

大阪府枚方市長尾峠町
45番1号

2 5 ― 10 0.10 平成11年度修士（文学）

2 5 ― 10 修士（経営学） 0.20 平成26年度 同上

2 5 ― 10 修士（法学） 0.40 平成9年度
大阪府寝屋川市池田中

町17番8号

大阪府寝屋川市池田中
町17番8号

2 6 ― 12 修士（看護学） 0.33 平成28年度
大阪府枚方市長尾峠町

45番1号

2 20 ― 20 修士（農学） 1.05 令和6年度

3 3 ― 3 博士（農学） 1.33 令和6年度 同上

既
設
大
学
等
の
状
況
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理工学部

 学部合計

　生命科学科
令和3年度入学定
員増（15人）

　住環境デザイン学科
令和3年度入学定
員増（15人）

　建築学科
令和3年度入学定
員増（10人）

　機械工学科
令和3年度入学定
員増（20人）

　電気電子工学科
令和3年度入学定
員増（15人）

　都市環境工学科
令和3年度入学定
員増（10人）

外国語学部

　外国語学科

国際学部

　国際学科
令和4年度学部設
置

経営学部

 学部合計

　経営学科

　経営情報学科

薬学部

　薬学科（6年制）

法学部

　法律学科
令和3年度入学定
員増（30人）

経済学部

　経済学科
令和3年度入学定
員増（30人）

看護学部

　看護学科

農学部

　学部合計

　農業生産学科

　応用生物科学科

　食品栄養学科

　食農ビジネス学科

令和5年度学部設
置

 現代社会学科

大 学 等 の 名 称 摂南大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

4 80 ― 320 学士（農学） 0.85 令和2年度
大阪府枚方市長尾峠町

45番1号

4 100 ― 400 学士（看護学） 1.02 平成24年度
大阪府枚方市長尾峠町

45番1号

― 340 ― 1,360 ― 0.96 ― ―

4 80 ― 320 学士（農学） 1.00 令和2年度 同上

80 ― 320 学士（農学） 0.99 令和2年度 同上4

0.95 ― ―

4 105
3年次

5
430 学士（理学） 0.78 平成22年度

大阪府寝屋川市池田中
町17番8号

4 85
3年次

5
350 学士（工学） 1.04 平成22年度 同上

― 585
3年次
30

2,400 ―

1.08 昭和50年度 同上

4 130
3年次

5
530 学士（工学） 0.90 昭和50年度 同上

4 105
3年次

5
430 学士（工学） 1.03 昭和50年度 同上

4 80
3年次

5
330 学士（工学）

0.88 平成22年度 同上

4 ― ― ― 学士（文学） ― 昭和57年度
大阪府寝屋川市池田中

町17番8号

4 250
3年次

5
755 学士（文学） 0.96 令和4年度

大阪府寝屋川市池田中
町17番8号

4 80
3年次

5
330 学士（工学）

1.06 ― ―

4 280
3年次

6
1,020 学士（経営学） 1.06 平成18年度

大阪府寝屋川市池田中
町17番8号

4 ― ― ― 学士（経営学） ― 昭和57年度 同上

― 280
3年次

6
1,020 ―

同上

現代社会学部

6 220 ― 1,320 学士（薬学） 0.99 平成18年度
大阪府枚方市長尾峠町

45番1号

4 280
3年次

5
1,130 学士（法学） 1.02 昭和63年度

大阪府寝屋川市池田中
町17番8号

4 280
3年次

4
1,128 学士（経済学） 1.03 平成22年度

大阪府寝屋川市池田中
町17番8号

4 100 ― 400 学士（農学） 0.98 令和2年度

4 250 ― 500 学士（社会学） 1.02 令和5年度
大阪府寝屋川市池田中

町17番8号

令和4年度学生募
集停止・令和6年
度3年次編入学募

集停止

令和4年度より学
生募集停止・令
和6年度3年次編
入学募集停止

令和4年度入学定
員増（110人）・
令和6年度編入学
定員増（2人）

既
設
大
学
等
の
状
況
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令和6年度学生募
集停止

令和6年度学生募
集停止

令和6年度学生募
集停止

令和6年度学生募
集停止

令和6年度研究科
設置

令和6年度研究科
設置

　 医療経営学専攻

　 心理学専攻

医療・福祉科学研究科

修士（医療福祉学） ― 平成21年度
広島県東広島市黒瀬学

園台555番地36

年 人 年次
人

人 倍

看護学研究科

 博士前期課程

大 学 等 の 名 称 広島国際大学大学院

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

3 3 ― 9 博士（看護学） 0.00 平成24年度
広島県呉市広古新開5

丁目1番1号

平成21年度
広島県東広島市黒瀬学

園台555番地36

2 10 ― 20 修士（看護学） 0.00 平成15年度
広島県呉市広古新開5

丁目1番1号

平成21年度 同上

平成21年度
広島県呉市広古新開5

丁目1番1号

8 博士（薬学） 0.12 平成24年度

3 ― ― ― 博士（医療工学） ― 平成21年度
広島県東広島市黒瀬学

園台555番地36

同上

2 20 ― 20 修士（心理学） 0.70 令和6年度
広島県東広島市黒瀬学

園台555番地36

看護学研究科

 博士後期課程

 博士前期課程

　医療工学専攻

 博士後期課程

　医療工学専攻

 修士課程

　医療福祉学専攻

　医療経営学専攻

心理科学研究科

 専門職学位課程

　実践臨床心理学専攻

薬学研究科

2 5 ―

2 ― ―

 博士課程

　医療薬学専攻

医療科学研究科

　博士前期課程

　 保健医療学専攻

　博士後期課程

　 保健医療学専攻

2 ― ― ― 修士（医療工学） ―

2 ― ― ― 修士（医療経営学） ―

2 ― ― ― 臨床心理修士（専門職） ―

4 2 ―

5 修士（リハビリテーション学） 0.40

―

広島県呉市広古新開5
丁目1番1号

2 5 ― 5 修士（医療技術学） 0.20 令和6年度
広島県東広島市黒瀬学

園台555番地36

3 2 ― 2 博士（医療技術学） 0.00 令和6年度
広島県東広島市黒瀬学

園台555番地36

令和6年度 同上

リハビリテーション学専攻

健康科学研究科

　修士課程

　 医療福祉学専攻

　博士前期課程

　博士後期課程

　 心理学専攻

2 5 ― 5 修士（医療福祉学） 0.00 令和6年度
広島県東広島市黒瀬学

園台555番地36

2 5 ― 5 修士（医療経営学） 0.00 令和6年度

3 2 ― 2 博士（リハビリテーション学） 0.00 令和6年度 同上

3 2 ― 2 博士（心理学） 0.00 令和6年度
広島県東広島市黒瀬学

園台555番地36

　看護学専攻

　看護学専攻

医療科学研究科

医療・福祉科学研究科

医療・福祉科学研究科

健康科学研究科

健康科学研究科

既
設
大
学
等
の
状
況

リハビリテーション学専攻
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令和2年度学生募
集停止

　医療経営学科
令和2年度学生募
集停止

 看護学科

　薬学科（6年制）

 医療栄養学科
令和2年度学生募
集停止

 学部合計

令和6年度学生募
集停止

 医療経営学科

 医療栄養学科

令和6年度学科設
置

 健康スポーツ学科

保健医療学部

―

大 学 等 の 名 称 広島国際大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

220 ― 880 ― 1.02 ― ―

4 70 ― 280 学士（診療放射線学） 1.14 平成10年度
広島県東広島市黒瀬学

園台555番地36

4 50 ― 200 学士（救急救命学） 1.03 令和2年度 同上

　医療技術学科
　　臨床工学専攻
　　臨床検査学専攻

4 100 ― 400 学士
（臨床工学）

（臨床検査学）

0.93 平成25年度 同上

― ― ― 学士（義肢装具学） ― 平成25年度 同上4

4 180 ― 720 1.02 平成25年度 広島県東広島市黒瀬学
園台555番地36

学士
（理学療法学）
（作業療法学）

(言語聴覚療法学)
（義肢装具学）

180 ― 720 ― 1.02 ― ――

4 ― ― ― 学士（医療経営学） ― 平成23年度
広島県東広島市黒瀬学

園台555番地36

心理学部

4 ― ― ― 学士（心理学） ― 平成27年度
広島県東広島市黒瀬学

園台555番地36

4 ― ― ― 学士（医療福祉学） ― 令和2年度 広島県東広島市黒瀬学
園台555番地36

6 120 ― 720 学士（薬学） 0.70 平成18年度
広島県呉市広古新開

5丁目1番1号

 医療福祉学科
　　医療福祉学専攻
　　介護福祉学専攻
　　保育福祉学専攻

 心理学科

　社会学科
　　地域創生学専攻
　　社会福祉学専攻

健康スポーツ学部

― 350 ― 1,100 ― 0.79 ― ―

　学部合計

　診療放射線学科

　学部合計

医療経営学部

看護学部

薬学部

健康科学部

医療栄養学部

4 ― ― ― 学士（医療栄養学） ― 平成26年度
広島県呉市広古新開

5丁目1番1号

280 学士（健康スポーツ学） 1.10 令和2年度
広島県東広島市

黒瀬学園台555番地36

4 90 ― 360 学士（医療経営学） 0.92 令和2年度 同上

4 100 ― 400 学士（心理学） 0.69 令和2年度 同上

4 60 ― 240 学士（医療栄養学） 0.90 令和2年度
広島県呉市広古新開

5丁目1番1号

4 100 ― 100 学士
（地域創生額）
（社会福祉学）

0.53 令和6年度 広島県東広島市黒瀬学
園台555番地36

広島県呉市広古新開
5丁目1番1号

4 120
3年次
10

500 学士（看護学） 0.96 平成15年度
広島県呉市広古新開

5丁目1番1号

令和2年度学生募
集停止・令和4年
度3年次編入学募

集停止

　心理学科

既
設
大
学
等
の
状
況

総合リハビリテーション学部

リハビリテーション学科

理学療法学専攻
作業療法学専攻
言語聴覚療法学専攻
義肢装具学専攻

リハビリテーション支援学科

義肢装具学専攻

　救急救命学科

4 70 ―
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附属施設の概要

名 　 称   ：八幡工学実験場
目　  的   ：工学分野教育
所 在 地　 ：京都府八幡市美濃山一ノ谷４
設 置 年 月：昭和61年12月
規 模 等 　：土地28,687.88㎡、建物4,911.12㎡
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(１) 都道府県内における位置関係の図⾯ （※資料出展：Google マップ）

枚方第２校地 

図面　-1-

校地校舎等の図面



(２) 最寄り駅からの距離，交通機関及び所要時間がわかる図⾯

◆枚⽅第 2 校地へのアクセス
・京阪本線樟葉駅から、京阪バス「北⼭中央」「⼤阪⼯⼤」下⾞すぐ

（「北⼭中央」下⾞の場合⇒バス乗⾞時間：19 分、バス停から⼤学まで：260ｍ・徒歩 4 分）
（「⼤阪⼯⼤」下⾞の場合⇒バス乗⾞時間：18 分、バス停から⼤学まで：230ｍ・徒歩 3 分）

・JR 学研都市線⻑尾駅から京阪バス「北⼭中央」「⼤阪⼯⼤」下⾞すぐ
（「北⼭中央」下⾞の場合⇒バス乗⾞時間：8 分、バス停から⼤学まで：260ｍ・徒歩 4 分）
（「⼤阪⼯⼤」下⾞の場合⇒バス乗⾞時間：9 分、バス停から⼤学まで：230ｍ・徒歩 3 分）

4.3 ㎞ 

2.3 ㎞ 

枚方第 2 校地 
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(３) 校舎，運動場等の配置図 名称 敷地⾯積 
校舎敷地 71,937.00 ㎡ 
運動場⽤地 76,592.00 ㎡ 

建物名称 建物⾯積 
１号館 34,489.26 ㎡ 
２号館 4,113.37 ㎡ 
体育館 2,136.06 ㎡ 
クラブハウス１ 475.06 ㎡ 
クラブハウス３ 49.75 ㎡ 
屋外便所 54.00 ㎡ 
屋外便所 54.00 ㎡ 
屋内練習場 924.00 ㎡ 
更⾐室棟 132.49 ㎡ 
管理室 17.39 ㎡ 
DX フィールド 1,389.31 ㎡ 
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学 則
（1）学則案の全⽂ 

○⼤阪⼯業⼤学学則 
昭和24年3⽉25⽇ 

学園102 
第1章 総則 

(⽬的) 
第1条 本⼤学は、専⾨学術を教育研究し、深い教養と実践的応⽤⼒を⾝につけ、時代の要請に対応して国際的視野から

知的・技術的創造を実現でき、確かな⼈間⼒を備え常に向上を⼼がける専⾨職業⼈を養成して、社会の発展に貢献する
とともに、学術と⽂化の向上をはかることを⽬的とする。 
(⾃⼰評価等) 

第2条 本⼤学は、前条に規定する⽬的を達成するため、教育研究活動等の状況について⾃ら点検および評価を⾏う。 
2 前項の点検および評価に関することは、別に定める。 

第2章 組織 
(設置学部および設置学科) 

第3条 本⼤学に、つぎの学部および学科を置く。 
学部 学科 

⼯学部 都市デザイン⼯学科 
建築学科 
機械⼯学科 
電気電⼦システム⼯学科 
電⼦情報システム⼯学科 
応⽤化学科 
環境⼯学科 
⽣命⼯学科 

ロボティクス＆デザイン⼯学部 ロボット⼯学科 
システムデザイン⼯学科 
空間デザイン学科 

情報科学部 データサイエンス学科 
実世界情報学科 
情報知能学科 
情報システム学科 
情報メディア学科 

知的財産学部 知的財産学科 

(教育研究上の⽬的) 
第3条の2 ⼯学部は、地球環境に配慮しながら、専⾨技術の基礎ならびに⼈間⼒を基盤として幅広い協働によるものづく
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りを実践でき、常に向上を⽬指す技術者を育成することを⽬的とする。 
2 ロボティクス＆デザイン⼯学部は、⼯学的な知識・技術を⼈間中⼼の視点から活⽤し、持続可能で豊かな社会の形成

や発展に貢献できる専⾨職業⼈を育成することを⽬的とする。 
3 情報科学部は、情報通信に関する知識や技術を学び、広い視野と倫理観を持って社会や産業活動の情報化とその発展

に貢献する健全な技術者あるいは専⾨職業⼈を育成することを⽬的とする。 
4 知的財産学部は、健全な⼈間性、知的能⼒および国際感覚を有することにより、21世紀の産業社会において活躍する

者にして、知的財産の保護と活⽤を推進することに貢献できる職業⼈を養成することを⽬的とする。 
(収容定員) 

第4条 本⼤学の学科別⼊学定員および収容定員は、つぎのとおりとする。 
学部 学科 ⼊学定員 収容定員 

  3年次編⼊学定員 

⼯学部 都市デザイン⼯学科 100名 5名 410名 
建築学科 150名 5名 610名 
機械⼯学科 140名 5名 570名 
電気電⼦システム⼯学科 125名 5名 510名 
電⼦情報システム⼯学科 110名 5名 450名 
応⽤化学科 130名 5名 530名 
環境⼯学科 75名 5名 310名 
⽣命⼯学科 70名 5名 290名 
計 900名 40名 3,680名 

ロボティクス＆デ
ザイン⼯学部 

ロボット⼯学科 90名 5名 370名 
システムデザイン⼯学科 90名 5名 370名 
空間デザイン学科 100名 5名 410名 
計 280名 15名 1,150名 

情報科学部 データサイエンス学科 80名 − 320名 
実世界情報学科 80名 − 320名 
情報知能学科 100名 5名 410名 
情報システム学科 100名 5名 410名 
情報メディア学科 100名 5名 410名 
計 460名 15名 1,870名 

知的財産学部 知的財産学科 140名 10名 580名 

(⼤学院) 
第5条 本⼤学に、⼤学院を置く。 
2 ⼤学院については、⼤学院学則に定める。 

(職員組織) 
第6条 本⼤学に、学⻑、学部⻑、教授、准教授、講師、助教、助⼿および研究職員ならびに事務職員を置く。 
2 本⼤学に、必要に応じて副学⻑を置くことができる。 
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3 本⼤学には、前2項のほか、教務部⻑、学⽣部⻑、図書館⻑、情報センター⻑、事務局⻑、⼊試部⻑およびキャリア⽀
援部⻑その他必要な職員を置く。 
(各職員の職務) 

第7条 学⻑は、学務を統括し、所属職員を統督する。 
2 副学⻑は、学⻑を補佐し、その命を受けて本⼤学の重要な事項についての校務を掌る。 
3 学部⻑は、学⻑を補佐し、その命を受けて本⼤学の教学運営業務を遂⾏し、各学部内の業務を処理するとともに、各

学部に所属する教育系職員を指揮監督する。 
4 教授は、専攻分野について、教育上、研究上または実務上の特に優れた知識、能⼒および実績を有する者であって、

学⽣を教授し、その研究を指導し、または研究に従事する。 
5 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上または実務上の優れた知識、能⼒および実績を有する者であって、学

⽣を教授し、その研究を指導し、または研究に従事する。 
6 講師は、教授または准教授に準ずる職務に従事する。 
7 助教は、専攻分野について、教育上、研究上または実務上の知識および能⼒を有する者であって、学⽣を教授し、そ

の研究を指導し、または研究に従事する。 
8 助⼿は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事する。 
9 研究職員は、教授、准教授もしくは講師の職務を補佐し、または指導を受けて研究に従事する。 
10 事務職員は、本⼤学の管理運営業務にあたるほか、学⽣の学修指導および厚⽣補導に従事する。 
11 前条第3項の職員の職務については、職制に関する規定に定める。 

(⼤学・⼤学院運営会議) 
第8条 本⼤学に、⼤学・⼤学院運営会議を置く。 
2 ⼤学・⼤学院運営会議は、学⻑、副学⻑、研究科⻑、学部⻑、教務部⻑、学⽣部⻑、図書館⻑、情報センター⻑、事

務局⻑、⼊試部⻑、キャリア⽀援部⻑、国際交流センター⻑、教育センター⻑をもって組織し、本⼤学の重要な事項を
審議する。 

3 その他⼤学・⼤学院運営会議について必要な事項は、⼤学・⼤学院運営会議規定に定める。 
(教授会) 

第9条 本⼤学の各学部に教授会を置く。 
2 教授会は、学部⻑および当該学部の教授をもって構成し、学⻑がつぎに掲げる事項について決定を⾏うに当たり、意

⾒を述べるものとする。 
イ 学⽣の⼊学および卒業に関すること 
ロ 学位の授与に関すること 
ハ 前2号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意⾒を聴くことが必要と学⻑が定めるもの 

3 教授会は、前項に規定するもののほか、学⻑が掌る教育研究に関する事項について審議し、および学⻑等の求めに応
じ、意⾒を述べることができる。 

4 その他各学部の教授会について必要な事項は、各学部の教授会規定に定める。 
(委員会) 

第10条 本⼤学に、本⼤学の重要な事項を審議する組織として、つぎの委員会を置く。 
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イ ⾃⼰評価・IR委員会 
ロ ⼯学部教員選考委員会 
ハ ロボティクス＆デザイン⼯学部教員選考委員会 
ニ 情報科学部教員選考委員会 
ホ 知的財産学部教員選考委員会 
ヘ ⼊試委員会 
ト 教学推進委員会 
チ 教職課程委員会 
リ 学⽣委員会 
ヌ キャリア⽀援委員会 
ル 図書館運営委員会 
ヲ ⼈権侵害防⽌委員会 
ワ 個⼈情報保護委員会 
カ FD委員会 
ヨ 教員活動評価委員会 
タ 研究⽀援社会連携推進委員会 

2 ⾃⼰評価・IR委員会は、⾃⼰点検・評価、外部評価、認証評価機関による第三者評価、内部質保証に関する事項を審
議する。 

3 ⼯学部教員選考委員会は、⼯学部の教員の採⽤および昇任の資格審査ならびに研修に関する事項を審議する。 
4 ロボティクス＆デザイン⼯学部教員選考委員会は、ロボティクス＆デザイン⼯学部の教員の採⽤および昇任の資格審

査ならびに研修に関する事項を審議する。 
5 情報科学部教員選考委員会は、情報科学部の教員の採⽤および昇任の資格審査ならびに研修に関する事項を審議する。 
6 知的財産学部教員選考委員会は、知的財産学部の教員の採⽤および昇任の資格審査ならびに研修に関する事項を審議

する。 
7 ⼊試委員会は、学⻑の諮問に応じて各学部の⼊学者選抜についての企画調整、その他重要な事項を審議する。 
8 教学推進委員会は、学⻑の諮問に応じて教務に関する重要な事項の審議ならびに各学部間の連絡調整を⾏う。 
9 教職課程委員会は、学⻑の諮問に応じて教職課程に関する重要な事項の審議ならびに各学部間の連絡調整を⾏う。 
10 学⽣委員会は、学⻑の諮問に応じて学⽣の厚⽣補導、表彰、懲戒その他重要な事項の審議および各学部間の連絡調整

を⾏う。 
11 キャリア⽀援委員会は、学⻑の諮問に応じて就職およびキャリア教育に関する重要な事項の審議および各学部間の連

絡調整を⾏う。 
12 図書館運営委員会は、学⻑の諮問に応じて図書館の運営に関し必要な事項を審議する。 
13 ⼈権侵害防⽌委員会は、本⼤学における⼈権侵害の防⽌に関し必要な事項を審議する。 
14 FD委員会は、本⼤学における授業の内容、⽅法等の改善を図るため、組織的な研修および研究に関する事項を審議

する。 
15 個⼈情報保護委員会は、本⼤学における個⼈情報の保護に関し必要な事項を審議する。 
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16 教員活動評価委員会は、本⼤学における教員活動評価に関する事項を審議する。 
17 研究⽀援社会連携推進委員会は、研究⽀援・社会連携事業の事業計画に関する事項を審議する。 
18 その他委員会について必要な事項は、各委員会規定に定める。 

第3章 学年、学期および休業⽇ 
(学年) 

第11条 学年は、4⽉1⽇に始まり翌年3⽉31⽇に終わる。 
(学期) 

第12条 学年をつぎの2学期に区分する。 
イ 前期 4⽉1⽇から9⽉30⽇まで 
ロ 後期 10⽉1⽇から翌年3⽉31⽇まで 

2 必要がある場合、学⻑は、前項に定める前期の終期および後期の始期を変更することができる。 
3 第1項に定める各学期を前半および後半に分けることができる。 

(休業⽇) 
第13条 休業⽇は、つぎのとおりとする。ただし、休業⽇に授業等を⾏うことがある。 

イ ⽇曜⽇および国⺠の祝⽇に関する法律に定める休⽇ 
ロ 本学園創⽴記念⽇ 10⽉30⽇ 
ハ 春期休業⽇ 3⽉21⽇から3⽉31⽇まで 
ニ 夏期休業⽇ 8⽉1⽇から9⽉14⽇まで 
ホ 冬期休業⽇ 12⽉25⽇から翌年1⽉7⽇まで 

2 必要がある場合、学⻑は、前項の休業⽇を臨時に変更することができる。 
3 第1項に定めるもののほか、学⻑は、臨時の休業⽇を定めることができる。 

第4章 修業年限および在学年数 
(修業年限) 

第14条 修業年限は、4年とする。 
(在学年数の制限) 

第15条 在学年数は、8年を超えることができない。 
第5章 ⼊学 

(⼊学時期) 
第16条 ⼊学時期は、学年の始めとする。 
2 前項の規定にかかわらず、学⻑は、学年の途中においても、第12条に定める学期の区分に従い、⼊学させることがで

きる。その場合の学年は、第11条にかかわらず、10⽉1⽇に始まり翌年9⽉30⽇に終わるものとする。 
(⼊学資格) 

第17条 本⼤学に⼊学できる者は、つぎの各号のいずれかに該当する者とする。 
イ ⾼等学校または中等教育学校を卒業した者 
ロ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者(通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校教育を修了した

者を含む) 
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ハ 学校教育法施⾏規則第150条に定められた者 
(編⼊学) 

第18条 本⼤学に編⼊学を志願する者があるときは、選考のうえ原則として第3年次に編⼊学を許可する。 
2 編⼊学できる者は、つぎの各号のいずれかに該当する者とする。 

イ ⼤学を卒業した者 
ロ 独⽴⾏政法⼈⼤学改⾰⽀援・学位授与機構から学⼠の学位を授与された者 
ハ ⼤学に2年以上在学し、所定の単位を修得した後に退学した者 
ニ 短期⼤学、⾼等専⾨学校、国⽴⼯業教員養成所または国⽴養護教諭養成所を卒業した者 
ホ 学校教育法施⾏規則第92条の3に定める従前の規定による⾼等学校、専⾨学校または教員養成諸学校等の課程を修

了もしくは卒業した者 
ヘ 専修学校の専⾨課程(修業年限が2年以上であることその他の⽂部科学⼤⾂の定める基準を満たすものに限る)を修

了した者 
ト ⾼等学校の専攻科の課程(修業年限が2年以上であることその他の⽂部科学⼤⾂の定める基準を満たすものに限る)

を修了した者 
チ 外国において学校教育における14年の課程を修了した者 
リ 本学において、個別の⼊学資格審査により、前各号と同等以上の学⼒があると認めた場合で、20歳に達した者 

3 その他編⼊学については、編⼊学規定に定める。 
(転⼊学) 

第18条の2 本⼤学に転⼊学を志願する者があるときは、選考のうえこれを許可することがある。 
2 転⼊学できる者は、⼤学に在籍している者とする。 
3 その他転⼊学については、転⼊学規定に定める。 

(出願⼿続) 
第19条 本⼤学に⼊学を志願する者は、⼊学願書に所定の⼊学検定料および別に定める書類を添えて願い出なければなら

ない。 
(⼊学者の選考) 

第20条 ⼊学者の選考は、教授会の意⾒を聴いて学⻑がこれを⾏う。 
(⼊学⼿続および⼊学許可) 

第21条 前条の選考に合格した者は、指定の期⽇までに、別に定める学費を納⼊し、所定の⼿続を完了しなければならな
い。 

2 学⻑は、前項の⼊学⼿続を完了した者に⼊学を許可する。 
3 前項により⼊学を許可された者は、⼊学宣誓式に出席し、かつ、⼊学の宣誓をしなければならない。 

(保証⼈) 
第22条 保証⼈は、独⽴の⽣計を営む成年者とし、⽗⺟またはこれに代わる親族としなければならない。 
2 保証⼈は、当該学⽣の誓約に対し、責任を負わなければならない。 
3 保証⼈が、死亡などのため、その資格を失ったときは、新たに保証⼈を定め届け出なければならない。 
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第6章 教育課程および履修⽅法 
(授業科⽬) 

第23条 ⼯学部については、各授業科⽬をキャリア形成の基礎、⼯学の基礎、専⾨科⽬、数理科学と教育およびその他連
携科⽬に分け、これを4年間に配当し、編成する。 

2 ロボティクス＆デザイン⼯学部については、各授業科⽬を共通教養科⽬、⼯学関連科⽬、その他連携科⽬、専⾨横断
科⽬および専⾨科⽬に分け、これを4年間に配当し、編成する。 

3 情報科学部については、各授業科⽬を共通科⽬、キャリア科⽬、専⾨科⽬、⾃由科⽬に分け、これを4年間に配当し、
編成する。なお、⾃由科⽬については、情報科学部履修規定に定める。 

4 知的財産学部については、各授業科⽬を導⼊領域、教養領域、専⾨領域、展開領域およびその他連携領域に分け、こ
れを4年間に配当し、編成する。 

5 授業科⽬は、必修科⽬、選択必修科⽬および選択科⽬とする。 
(授業の⽅法) 

第23条の2 授業は、講義、演習、実験、実習もしくは実技のいずれかによりまたはこれらの併⽤により⾏うものとする。 
2 前項の授業は、多様なメディアを⾼度に利⽤して、当該授業を⾏う教室等以外の場所で履修させることができる。 
3 第1項の授業を、外国において履修させることができる。 
4 第1項の授業の⼀部を、校舎および附属施設以外の場所で⾏うことができる。 

(授業科⽬および単位) 
第24条 各学科の授業科⽬および単位数は、別表第1のとおり定める。 
2 前項の単位数を定めるに当たっては、1単位の授業科⽬を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準

とし、前条第1項に規定する授業の⽅法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、お
おむね15時間から45時間までの範囲で、つぎのとおりとする。 

イ 講義および演習については、15時間から30時間までの授業時間をもって1単位とする。 
ロ 実験および実習については、30時間から45時間までの授業時間をもって1単位とする。 
ハ 前2号にかかわらず、講義および演習と実験、実習を組み合わせて⾏う授業科⽬については、その組み合わせに応じ

て、15時間から45時間までの範囲で、本⼤学が定める授業時間をもって1単位とする。 
(卒業に必要な単位数) 

第25条 卒業に必要な単位は、つぎのとおりとする。 
⼯学部 キャリア形成の基礎20単位〔⼈⽂社会科学10単位、外国語8単位(英語6単位を含む)、

体育2単位〕ならびに⼯学の基礎26単位および所属する学科の専⾨科⽬70単位を含めて
合計124単位 

ロボティクス＆デザイン⼯学部 共通教養科⽬20単位(外国語8単位含む)、⼯学関連科⽬17単位、専⾨横断科⽬および専
⾨科⽬77単位、その他(共通教養科⽬、⼯学関連科⽬、その他連携科⽬、所属学科の専
⾨横断科⽬および専⾨科⽬、他学科の専⾨科⽬および他学部の科⽬)10単位を含め、合
計124単位 
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情報科学部 イ データサイエンス学科 
共通科⽬36単位(⼈⽂社会科学12単位以上、外国語8単位、健康・スポーツ科学2単位を
含む)、キャリア科⽬2単位および専⾨科⽬86単位を含めて合計124単位 
ロ 実世界情報学科、情報知能学科、情報システム学科、情報メディア学科 
共通科⽬36単位(⼈⽂社会科学12単位以上、外国語8単位、健康・スポーツ科学2単位、
総合理学系12単位以上を含む。⼈⽂社会科学、総合理学系のいずれかは14単位必要)、
キャリア科⽬2単位および所属する学科の専⾨科⽬86単位を含めて合計124単位 

知的財産学部 導⼊領域8単位、教養領域20単位(英語科⽬8単位および⼀般科⽬12単位を含む)、専⾨
領域74単位(必修科⽬10単位および基幹科⽬24単位、知的財産法科⽬10単位、技術＆専
⾨科⽬14単位、探究科⽬6単位、研究科⽬4単位を含む)、展開領域14単位(実践英語科
⽬2単位を含む)を含めて合計124単位 

(履修の⽅法および制限) 
第26条 履修の⽅法および履修の制限については、各学部の履修規定に定める。 

(⼤学院授業科⽬の履修) 
第26条の2 教育上有益であり、かつ所属する学部学科の学修に⽀障がない場合は、本⼤学院に進学する学⽣に対し、学

部⻑は進学先の研究科⻑があらかじめ指定する授業科⽬の受講を認めることができる。 
2 前項に関し必要な事項は、⼤阪⼯業⼤学⼤学院授業科⽬の先取履修取扱規定に定める。 

第7章 単位の授与 
(単位の授与) 

第27条 授業科⽬を履修し、試験その他の評価⽅法により合格した者には、所定の単位を与える。 
(他⼤学授業科⽬の履修および⼤学以外の教育施設等における学修ならびに単位認定) 

第28条 教育上有益と認めるときは、他の⼤学(外国の⼤学を含む)との協議に基づき、学⽣に当該⼤学の授業科⽬を履修
させることができる。 

2 短期⼤学または⾼等専⾨学校の専攻科における学修その他⽂部科学⼤⾂が別に定める学修(平成3年度⽂部省告⽰第68
号に定めるもの)を教育上有益と認めるときは、本⼤学における授業科⽬の履修とみなすことができる。 

3 前項に関し、その他⽂部科学⼤⾂が別に定める学修については、⼤学以外の教育施設等における学修のうち⽂部科学
⼤⾂が定める学修に係る単位認定取扱規定に定める。 

4 前3項により修得した単位について、学部⻑は教授会の議を経て、30単位を超えない範囲で本⼤学において修得した単
位とみなすことができる。 
(⼊学前の既修得単位の認定) 

第29条 教育上有益と認めるときは、新たに第1年次に⼊学した者が本⼤学に⼊学する前に⼤学または短期⼤学等におい
て修得した単位(科⽬等履修⽣として修得した単位を含む)を、30単位を超えない範囲で⼊学前既修得単位認定取扱規定
により認定することができる。 

2 教育上有益と認めるときは、編⼊学および転⼊学した者が本⼤学に⼊学する前に⼤学または短期⼤学等において修得
した単位(科⽬等履修⽣として修得した単位を含む)を、62単位を超えない範囲で⼊学前既修得単位認定取扱規定により
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認定することができる。 
3 教育上有益と認めるときは、学⽣が本⼤学に⼊学する前に⾏った前条第2項に規定する学修のうちその他⽂部科学⼤⾂

が別に定める学修を、⼤学以外の教育施設等における学修のうち⽂部科学⼤⾂が定める学修に係る単位認定取扱規定に
より認定することができる。 
(成績の評価) 

第30条 成績の評価は、「S、A、B、C、F、＊、G」をもって表し、「S、A、B、C、G」を合格とし「F、＊」を不合格
とする。 

2 授業科⽬の成績は、その授業の⽅法、内容および年間の計画ならびに成績評価の基準をあらかじめ学⽣に明⽰し、当
該基準にしたがって⾏うものとする。 

第8章 卒業および学位の授与 
(卒業) 

第31条 ⼯学部、ロボティクス＆デザイン⼯学部および情報科学部については、第25条に定める単位を修得し、かつ、卒
業研究に合格した者に、学⻑は教授会の意⾒を聴いて、卒業を許可する。 

2 知的財産学部については、第25条に定める単位を修得し、かつ、達成度確認テストおよび卒業研究に合格した者に、
学⻑は教授会の意⾒を聴いて、卒業を許可する。 

3 前項の規定にかかわらず、本学⼤学院知的財産研究科への進学を希望している知的財産学部の3年次に在学する者で、
学部の定める卒業要件を満たし、かつ、優秀な成績を修めたと認めた場合、学部⻑が推薦し教授会の意⾒を聴いて、学
⻑は修業年限を3年に短縮し卒業を認めることができる。 

4 第1項の規定により卒業の要件として修得すべき124単位のうち、第23条の2第2項の授業の⽅法により修得する単位数
は60単位を超えないものとする。 
(学位の授与) 

第32条 本⼤学を卒業した者には、学⼠の学位を授与する。 
2 その他学位の授与については、学位規定に定める。 

第9章 休学、退学、除籍、復学、再⼊学、転学部等 
(休学) 

第33条 病気その他やむを得ない理由により、⻑期にわたり修学できないときは、所定の休学願により学部⻑に願い出て
休学することができる。 
(休学命令) 

第34条 病気その他修学することが適当でないと認められる者については、所属学部⻑は休学を命じることができる。 
(休学期間) 

第35条 休学の期間は、原則として当該期または当該年度の末までとする。ただし、学部⻑が特別の理由があると認めた
者については、次条に定める制限の範囲内で、引き続き休学を許可することがある。 
(休学期間の制限) 

第36条 休学期間は、原則として連続2年(4学期)を超えることができない。 
2 休学期間は、通算して4年(8学期)を超えることができない。 
3 休学期間は、修業年限および在学年数に算⼊しない。 
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(退学) 
第37条 病気その他やむを得ない理由により、退学しようとするときは、学⻑の許可を得なければならない。 

(除籍) 
第38条 つぎの各号のいずれかに該当する者は、学⻑が除籍する。 

イ 学費を所定の期⽇までに納⼊しない者 
ロ 休学者で在籍料を所定の期⽇までに納⼊しない者 
ハ 第15条の在学年数を超えた者 
ニ 休学期間満了になっても復学を願い出ない者 
ホ 他の⼤学、短期⼤学または⾼等専⾨学校に在籍していることが明らかになった者(第51条に定める特別履修⽣とし

て⼊学を許可された者を除く) 
ヘ 死亡が確認された者 
(復学) 

第39条 休学者の復学については、復学規定に定める。 
(再⼊学) 

第40条 退学した者または除籍された者が再⼊学を願い出た場合は、学⻑は教授会の意⾒を聴いて、許可することがある。 
2 その他再⼊学については、再⼊学規定に定める。 

(転学部等) 
第41条 転学部または転科を志願する者があるときは、志願先に⽋員のある場合に限り、志願先の教授会の意⾒を聴いて、

学⻑が許可することができる。 
2 転学部または転科した者がすでに修得した単位の取扱いについては、学部⻑が別に定める。 
3 その他転学部または転科については、転学部・転科規定に定める。 

第10章 賞罰 
(表彰) 

第42条 学⽣として表彰に価する⾏為があった者には、学⽣委員会の議を経て学⻑が表彰することができる。 
2 その他表彰については、学⽣表彰規定に定める。 

(懲戒) 
第43条 本⼤学の学則もしくは諸規定に違反し、または学⽣の本分に反する⾏為を⾏った者には、学⽣委員会の議を経て

学⻑が懲戒する。 
2 懲戒は、譴責、停学および放学とする。 
3 放学は、つぎの各号のいずれかに該当する者に対して⾏う。 

イ 性⾏不良で改善の⾒込みがないと認められた者 
ロ 本⼤学の秩序を乱し、その他学⽣としての本分に反した者 

4 その他懲戒については、学⽣懲戒規定に定める。 
第11章 学費 

(学費) 
第44条 学費は、⼊学⾦、授業料および教育充実費とし、その額は、別表第2―1のとおり定める。 
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(学費の納⼊等) 
第45条 学費は、所定の期⽇までに納⼊しなければならない。 
2 学費の納⼊については、学費納⼊規定に定める。 
3 既に納⼊された学費は、返戻しない。ただし、学費納⼊規定に定めのある場合は、この限りでない。 

(休学中の学費) 
第46条 休学中の学費は、休学を許可された期の翌期から免除する。ただし、別表第2―4に定める在籍料を納⼊しなけれ

ばならない。 
2 その他休学中の学費等の取扱いについては、学費納⼊規定に定める。 

第12章 奨学制度 
(奨学制度) 

第47条 学業、⼈物ともに優秀で経済的理由などにより就学困難と認めた者に対し、奨学⾦を給付することがある。 
2 その他奨学⾦については、学内奨学規定に定める。 

第13章 教育職員免許状 
(教育職員免許状) 

第48条 教育職員免許状の取得を志望する者のために、教育職員免許法に基づき、教科及び教職に関する科⽬を置く。 
2 本⼤学において、取得できる教育職員免許状の種類および免許教科は、別表第3のとおりとする。 
3 前項の免許状を取得するための授業科⽬、単位の履修⽅法等については、履修規定による。 

第14章 公開講座 
(公開講座) 

第49条 市⺠の教養を⾼め、地域社会の教育⽂化の向上に資するため、公開講座を設けることがある。 
第15章 科⽬等履修⽣、特別履修⽣および研究⽣ 

(科⽬等履修⽣) 
第50条 本⼤学において、特定の授業科⽬の履修を志願する者があるときは、本⼤学の教育に⽀障のない場合に限り、科

⽬等履修⽣として⼊学を許可することがある。 
2 授業科⽬を履修し、試験に合格した者には、所定の単位を与える。 
3 履修料は、別表第2―2のとおり定める。 
4 その他科⽬等履修⽣については、科⽬等履修⽣規定に定める。 

(特別履修⽣) 
第51条 他の⼤学の学⽣で、本⼤学において授業科⽬を履修することを志願する者があるときは、本⼤学の教育に⽀障の

ない場合に限り、当該⼤学(外国の⼤学を含む)との協議に基づき、特別履修⽣として⼊学を許可することがある。 
2 履修料は、別表第2―2のとおり定める。 
3 その他特別履修⽣については、特別履修⽣規定に定める。 

(研究⽣) 
第52条 本⼤学において、特定の専⾨事項について研究することを志願する者があるときは、本⼤学の教育研究に⽀障の

ない場合に限り、学⻑は教授会の意⾒を聴いて、研究⽣として⼊学を許可することができる。 
2 研究⽣を志願することのできる者は、⼤学を卒業した者またはこれと同等以上の学⼒があると認められた者とする。 
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3 研究期間は、6カ⽉または1年とする。ただし、特別の理由がある場合は、その期間を更新することができる。 
4 研究料は、別表第2―3のとおり定める。 
5 その他研究⽣については、研究⽣規定に定める。 

第16章 外国⼈留学⽣および帰国学⽣ 
(外国⼈留学⽣) 

第53条 外国の国籍を有する者で、原則として⼤学⼊学を⽬的として⼊国許可を受けて⼊国し、本⼤学に⼊学を志願する
者があるときは、学⻑は特別に選考のうえ教授会の意⾒を聴いて、外国⼈留学⽣として⼊学を許可することができる。 

2 その他外国⼈留学⽣の⼊学については、外国⼈留学⽣⼊学規定に定める。 
(帰国学⽣) 

第54条 帰国⽣徒で、本⼤学に⼊学を志願する者があるときは、学⻑は特別に選考のうえ教授会の意⾒を聴いて、帰国学
⽣として⼊学を許可することができる。 

2 その他帰国⽣徒の⼊学については、外国⼈留学⽣⼊学規定による。 
第17章 付置研究所等 

(付置研究所等) 
第55条 本⼤学に図書館、情報センター、実験場、研究センターその他の附属施設を置く。これらに関する規定は、別に

これを定める。 
第18章 その他 

(施⾏細則) 
第56条 本学則施⾏に必要な細則は、別に定める。 

(学則の改廃) 
第57条 本学則の改廃は、教授会および⼤学・⼤学院運営会議の意⾒を聴き、学⻑の承認を得て、理事会の議を経て理事

⻑がこれを⾏う。 
付 則 

1 本学則は、昭和24年3⽉25⽇から施⾏する。 
2 

イ この改正学則は、2025年4⽉1⽇から施⾏する。 
ロ 2024年度以前の情報科学部の⼊学者に開設する授業科⽬および卒業に必要な単位数ならびに教職課程については、

なお従前の例による。 
ハ 2023年度以前の⼯学部の⼊学者の修得すべき授業科⽬および卒業に必要な単位数ならびに教職課程については、学

部⻑が別に定めるもののほか、なお従前の例による。 
ニ 2019年度以前の⼊学者の学費については、なお従前の例による。 
ホ 2023年度以前の知的財産学部知的財産学科の⼊学者の修得すべき授業科⽬および卒業に必要な単位数については、

なお従前の例による。なお、知的財産学部⻑は、これらの者の修得すべき授業科⽬の実施について、必要な措置を講
じることができる。 

ヘ 2022年度以前のロボティクス＆デザイン⼯学部の⼊学者の教職課程については、なお従前の例による。 
ト 第3条の規定にかかわらず、⼯学部ロボット⼯学科は、2017年3⽉31⽇に当該学科に在学する者が当該学科に在学し
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なくなるまでの間、存続するものとする。 
チ 第3条の規定にかかわらず、⼯学部電⼦情報通信⼯学科、情報科学部コンピュータ科学科、情報科学部情報ネット

ワーク学科および情報科学部ネットワークデザイン学科は、2025年3⽉31⽇に当該学科に在学する者が当該学科に在
学しなくなるまでの間、存続するものとする。 

リ 情報システム学科および情報メディア学科の「特別講義a」および「特別講義b」は、2023年度以前の情報科学部の
⼊学者にも適⽤する。 

ヌ 第3条の規定にかかわらず、情報科学部ネットワークデザイン学科は、2025年3⽉31⽇に当該学科に在学する者が当
該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 

 
別表第1 教育課程表 

注1 単位数の前に●を付した授業科⽬は必修科⽬ 
2 単位数の前に■を付した授業科⽬は選択必修科⽬ 
3 教職課程においては、注1、2は、教育職員免許状の取得に必要な必修科⽬等を⽰す 

Ⅰ ⼯学部 
1 キャリア形成の基礎 

授業科⽬ 単位数 
⼈⽂社会科学 
 

世界と⼈間 2 
⽂章表現基礎 2 
哲学 2 
倫理学 2 
美術史 2 
⽂学 2 
⽇本語の歴史 2 
法学(⽇本国憲法) 2 
経済学 2 
歴史学 2 
⼼理学 2 
⽇本の伝統と⽂化 2 
国際関係論 2 
※⽇本の⽂化と社会Ⅰ 2 
※⽇本の⽂化と社会Ⅱ 2 

外国語 
 

ベーシック・イングリッシュa 1 
ベーシック・イングリッシュb 1 
オーラル・コミュニケーションⅠa 1 
オーラル・コミュニケーションⅠb 1 
オーラル・コミュニケーションⅡa 1 
オーラル・コミュニケーションⅡb 1 
⼯学コミュニケーション英語基礎a 1 
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⼯学コミュニケーション英語基礎b 1 
キャリア・イングリッシュⅠa 1 
キャリア・イングリッシュⅠb 1 
キャリア・イングリッシュⅡa 1 
キャリア・イングリッシュⅡb 1 
英語プレゼンテーションa 1 
英語プレゼンテーションb 1 
中国語コミュニケーション 1 
中国語と現代中国事情 1 
海外語学研修 2 
※⽇本語Ⅰ 2 
※⽇本語Ⅱ 2 

体育 健康体育Ⅰ 1 
健康体育Ⅱ 1 
⽣涯スポーツⅠ 1 
⽣涯スポーツⅡ 1 

注) 授業科⽬名の前に※を付した科⽬は、外国⼈留学⽣を対象とする。 
 
2 ⼯学の基礎 

イ 都市デザイン⼯学科 
授業科⽬ 単位数 

⾃然科学 解析学Ⅰ 2 
解析学Ⅰ演習 1 
解析学Ⅱ 2 
解析学Ⅱ演習 1 
解析学Ⅲ 2 
解析学Ⅲ演習 1 
線形代数学Ⅰ 2 
線形代数学Ⅱ 2 
微分⽅程式Ⅰ 2 
微分⽅程式Ⅱ 2 
物理学a 2 
物理学b 2 
物理学c 2 
物理学d 2 
物理学実験 2 
化学 2 
地球科学 2 
⽣物科学 2 
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情報数理 基礎情報処理Ⅰ 1 
基礎情報処理Ⅱ 1 
確率と統計Ⅰ 2 

 確率と統計Ⅱ 2 
OITリソース デザイン探求演習(PBL) 1 

宇宙・地球・⽣命―探究演習(PBL) 1 
⼯学倫理 2 
知的財産法概論 2 
淀川学 1 

 
ロ 建築学科 

授業科⽬ 単位数 
⾃然科学 解析学Ⅰ 2 

解析学Ⅰ演習 1 
解析学Ⅱ 2 
解析学Ⅱ演習 1 
解析学Ⅲ 2 
解析学Ⅲ演習 1 
線形代数学Ⅰ 2 
線形代数学Ⅱ 2 
微分⽅程式Ⅰ 2 
微分⽅程式Ⅱ 2 
物理学a 2 
物理学b 2 
物理学c 2 
物理学d 2 
物理学実験 2 
化学 2 
地球科学 2 
⽣物科学 2 

情報数理 基礎情報処理Ⅰ 1 
基礎情報処理Ⅱ 1 
確率と統計Ⅰ 2 
確率と統計Ⅱ 2 

OITリソース デザイン探求演習(PBL) 1 
宇宙・地球・⽣命―探究演習(PBL) 1 
⼯学倫理 2 
知的財産法概論 2 
淀川学 1 
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ハ 機械⼯学科 
授業科⽬ 単位数 

⾃然科学 
 

解析学Ⅰ 2 
解析学Ⅰ演習 1 
解析学Ⅱ 2 
解析学Ⅱ演習 1 
解析学Ⅲ 2 
解析学Ⅲ演習 1 
線形代数学Ⅰ 2 
線形代数学Ⅱ 2 
微分⽅程式Ⅰ 2 
微分⽅程式Ⅱ 2 
物理学a 2 
物理学b 2 
物理学c 2 
物理学d 2 
物理学実験 2 
化学 2 
地球科学 2 
⽣物科学 2 

情報数理 基礎情報処理Ⅰ 1 
基礎情報処理Ⅱ 1 
確率と統計Ⅰ 2 
確率と統計Ⅱ 2 

OITリソース 開発プロセス基礎演習 1 
宇宙・地球・⽣命―探究演習(PBL) 1 
⼯学倫理 2 
知的財産法概論 2 
淀川学 1 

 
ニ 電気電⼦システム⼯学科 

授業科⽬ 単位数 
⾃然科学 解析学Ⅰ 2 

解析学Ⅰ演習 1 
解析学Ⅱ 2 
解析学Ⅱ演習 1 
解析学Ⅲ 2 
解析学Ⅲ演習 1 
線形代数学Ⅰ 2 
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線形代数学Ⅱ 2 
微分⽅程式Ⅰ 2 
微分⽅程式Ⅱ 2 
物理学a 2 
物理学b 2 
物理学c 2 
物理学d 2 
物理学実験 2 
化学 2 
地球科学 2 
⽣物科学 2 

情報数理 基礎情報処理Ⅰ 1 
基礎情報処理Ⅱ 1 
確率と統計Ⅰ 2 
確率と統計Ⅱ 2 

OITリソース 開発プロセス基礎演習 1 
宇宙・地球・⽣命―探究演習(PBL) 1 
⼯学倫理 2 
知的財産法概論 2 
淀川学 1 

 
ホ 電⼦情報システム⼯学科 

授業科⽬ 単位数 
⾃然科学 解析学Ⅰ 2 

解析学Ⅰ演習 1 
解析学Ⅱ 2 
解析学Ⅱ演習 1 
解析学Ⅲ 2 
解析学Ⅲ演習 1 
線形代数学Ⅰ 2 
線形代数学Ⅱ 2 
微分⽅程式Ⅰ 2 
微分⽅程式Ⅱ 2 
物理学a 2 
物理学b 2 
物理学c 2 
物理学d 2 
物理学実験 2 
化学 2 
地球科学 2 
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⽣物科学 2 
情報数理 基礎情報処理Ⅰ 1 

基礎情報処理Ⅱ 1 
確率と統計Ⅰ 2 
確率と統計Ⅱ 2 

OITリソース 開発プロセス基礎演習 1 
宇宙・地球・⽣命―探究演習(PBL) 1 
⼯学倫理 2 
知的財産法概論 2 
淀川学 1 

 
ヘ 応⽤化学科 

授業科⽬ 単位数 
⾃然科学 解析学Ⅰ 2 

解析学Ⅰ演習 1 
解析学Ⅱ 2 
解析学Ⅱ演習 1 
解析学Ⅲ 2 
解析学Ⅲ演習 1 
線形代数学Ⅰ 2 
線形代数学Ⅱ 2 
微分⽅程式Ⅰ 2 
微分⽅程式Ⅱ 2 
物理学a 2 
物理学b 2 
物理学c 2 
物理学d 2 
物理学実験 2 
化学 2 
地球科学 2 
⽣物科学 2 

情報数理 基礎情報処理Ⅰ 1 
基礎情報処理Ⅱ 1 
確率と統計Ⅰ 2 
確率と統計Ⅱ 2 

OITリソース サイエンス探求演習(PBL) 1 
宇宙・地球・⽣命―探究演習(PBL) 1 
⼯学倫理 2 
知的財産法概論 2 
淀川学 1 
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ト 環境⼯学科 

授業科⽬ 単位数 
⾃然科学 解析学Ⅰ 2 

解析学Ⅰ演習 1 
解析学Ⅱ 2 
解析学Ⅱ演習 1 
解析学Ⅲ 2 
解析学Ⅲ演習 1 
線形代数学Ⅰ 2 
線形代数学Ⅱ 2 
微分⽅程式Ⅰ 2 
微分⽅程式Ⅱ 2 
物理学a 2 
物理学b 2 
物理学c 2 
物理学d 2 
物理学実験 2 
化学 2 
地球科学 2 
⽣物科学 2 

情報数理 基礎情報処理Ⅰ 1 
基礎情報処理Ⅱ 1 
確率と統計Ⅰ 2 
確率と統計Ⅱ 2 

OITリソース サイエンス探求演習(PBL) 1 
宇宙・地球・⽣命―探究演習(PBL) 1 
⼯学倫理 2 
知的財産法概論 2 
淀川学 1 

 
チ ⽣命⼯学科 

授業科⽬ 単位数 
⾃然科学 解析学Ⅰ 2 

解析学Ⅰ演習 1 
解析学Ⅱ 2 
解析学Ⅱ演習 1 
解析学Ⅲ 2 
解析学Ⅲ演習 1 
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 線形代数学Ⅰ 2 
線形代数学Ⅱ 2 
微分⽅程式Ⅰ 2 
微分⽅程式Ⅱ 2 
物理学a 2 
物理学b 2 
物理学c 2 
物理学d 2 
物理学実験 2 
化学 2 
地球科学 2 
⽣物科学 2 

情報数理 基礎情報処理Ⅰ 1 
基礎情報処理Ⅱ 1 
確率と統計Ⅰ 2 
確率と統計Ⅱ 2 

OITリソース サイエンス探求演習(PBL) 1 
宇宙・地球・⽣命―探究演習(PBL) 1 
⼯学倫理 2 
知的財産法概論 2 
淀川学 1 

 
3 専⾨科⽬ 

イ 都市デザイン⼯学科 
授業科⽬ 単位数 

共通領域 都市デザイン⼯学⼊⾨ 2 
都市デザイン⼯学演習Ⅰ ●2 
都市デザイン⼯学演習Ⅱ ●2 
プロジェクト演習 ●1 
測量学 ●2 
測量学実習 ●2 
応⽤測量学 2 
応⽤測量学実習 2 
基礎製図 2 
CAD／CG演習 ■1 
上下⽔道システム⼯学 2 
建設⾏政 2 
技術者論理 ●2 
特別講義Ⅰ 2 
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 特別講義Ⅱ 2 
建築・都市設計演習 2 
⼟⽊情報学 2 

デザイン・計画領域 景観⼯学 ●2 
景観⼯学演習 ■1 
空間情報学 2 
空間デザイン学 2 
計画学a ●2 
計画学a演習 ■1 
計画学b 2 
社会資本計画学 2 
交通計画学 2 
都市・地域計画 2 

構造領域 構造⼒学a ●2 
構造⼒学a演習 ■1 
構造⼒学b ●2 
構造⼒学b演習 ■1 
構造⼒学c 2 
構造⼒学c演習 ■1 
橋梁⼯学 2 
複合構造・維持管理⼯学 2 

コンクリート・材料領域 建設材料学 ●2 
鉄筋コンクリート⼯学 2 
鉄筋コンクリート⼯学演習 ■1 
コンクリート構造学 2 
プレストレストコンクリート⼯学 2 
応⽤コンクリート⼯学 2 

地盤領域 ⼟質⼒学a ●2 
⼟質⼒学a演習 ■1 
⼟質⼒学b ●2 
⼟質⼒学b演習 ■1 
地盤防災⼯学 2 
地盤施⼯学 2 
⼟構造・道路⼯学 2 

河川・海岸領域 ⽔理学a ●2 
⽔理学a演習 ■1 
⽔理学b ●2 
⽔理学b演習 ■1 
河川⼯学 2 
⽔系保全学 2 
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 海岸⼯学 2 
建築⼠関連科⽬ 建築環境⼯学 2 

建築法規 2 
建築⽣産 2 
建築設備 2 
建築・都市設計製図Ⅰ 2 
建築・都市設計製図Ⅱ 2 

注) 建築⼠関連科⽬の分野に区分した授業科⽬の単位は、卒業に必要な単位数には含めない。 
〔卒業に必要な単位数〕 

キャリア形成の基礎〔⼈⽂社会科学10単位、外国語8単位(英語6単位を含む)、体育2単位を含む〕・・・・・ 20単位 
⼯学の基礎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26単位 
都市デザイン⼯学科の専⾨科⽬ 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29単位 
選択科⽬(選択必修科⽬で6単位を含む)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41単位 

その他(キャリア形成の基礎、⼯学の基礎、数理科学と教育、所属学科の専⾨科⽬、その他連携科⽬、他学科の専⾨科⽬お
よび他学部の科⽬) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8単位 

(合計)        124単位 
 
ロ 建築学科 

授業科⽬ 単位数 
基幹 構造⼒学Ⅰ ●2 

構造⼒学Ⅱ ●2 
設計演習Ⅰ ●3 
設計演習Ⅱ ●3 
設計演習Ⅲ ●3 
建築演習Ⅰ ●2 
建築演習Ⅱ ●2 

建築設計・計画 建築計画Ⅰ ■2 
建築計画Ⅱ ■2 
建築計画Ⅲ ■2 
建築計画Ⅳ ■1 
建築計画Ⅴ ■1 
地区設計論 ■1 
地区計画論 ■1 
都市計画論Ⅰ 1 
都市計画論Ⅱ 1 
ランドスケープデザイン 1 
建築史Ⅰ ■2 
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建築史Ⅱ ■2 
建築史Ⅲ ■1 
建築史Ⅳ ■1 
意匠論 1 
建築法規A ■1 
建築法規B ■1 
CAD／CG演習Ⅰ 2 
CAD／CG演習ⅡA 1 
CAD／CG演習ⅡB 1 
CGプレゼンテーション演習Ⅰ 1 
CGプレゼンテーション演習Ⅱ 1 

建築環境⼯学・設備 建築環境⼯学Ⅰ演習 ■2 
建築環境⼯学Ⅱ演習 ■2 
建築環境⼯学Ⅲ演習 ■2 
建築設備Ⅰ ■2 
建築設備ⅡA ■1 
建築設備ⅡB ■1 

構造⼒学・建築⼀般構造 構造⼒学Ⅲ ■2 
構造⼒学Ⅳ ■1 
構造⼒学アドバンスⅠ 1 
構造⼒学アドバンスⅡ 2 
建築振動論Ⅰ 1 
建築振動論Ⅱ 1 
鋼構造Ⅰ ■2 
鋼構造Ⅱ ■2 
鉄筋コンクリート構造Ⅰ ■2 
鉄筋コンクリート構造Ⅱ ■1 
鉄筋コンクリート構造Ⅲ ■1 
建築基礎構造Ⅰ ■1 
建築基礎構造Ⅱ ■1 
構造計画Ⅰ ■1 
構造計画Ⅱ 1 

建築材料・⽣産 建築材料Ⅰ ■2 
建築材料Ⅱ ■2 
建築施⼯ ■2 
建築経済Ⅰ ■1 
建築経済Ⅱ ■1 

共通 設計基礎演習Ⅰ ■2 
設計基礎演習Ⅱ ■2 
建築概論 2 
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建築構法 ■2 
⽊構造Ⅰ ■2 
⽊構造Ⅱ ■2 
絵画演習 2 
測量学Ⅰ・同演習 1 
測量学Ⅱ・同演習 1 
建築倫理 1 
建築学アドバンスⅠ 1 
建築学アドバンスⅡ 1 
特別講義 1 

 
〔卒業に必要な単位数〕 

キャリア形成の基礎〔⼈⽂社会科学10単位、外国語8単位(英語6単位を含む)、体育2単位を含む〕・・・・・・ 20単位
⼯学の基礎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26単位
建築学科の専⾨科⽬ 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17単位 
選択科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53単位 

・共通分野で選択必修科⽬6単位以上を修得していること(ただし、設計基礎演習Ⅰまたは設計基礎演習Ⅱのいずれかを含
む) 

・「建築設計・計画分野」で選択必修科⽬13単位以上を修得していること 
(ただし、建築法規Aまたは建築法規Bのいずれかを含む) 
・「建築環境⼯学・設備分野」で選択必修科⽬6単位以上修得していること 
(ただし、建築環境⼯学Ⅰ演習、建築環境⼯学Ⅱ演習、建築環境⼯学Ⅲ演習から4単位および建築設備Ⅰ、建築設備ⅡA、
建築設備ⅡBから2単位を含む) 
・「構造⼒学・建築⼀般構造分野」で選択必修科⽬9単位以上を修得していること 
・「建築材料・⽣産分野」で選択必修科⽬4単位以上を修得していること 
(ただし、建築材料Ⅰまたは建築材料Ⅱのいずれかを含み、かつ建築施⼯、建築経済Ⅰ、建築経済Ⅱから2単位を含む) 
・建築計画Ⅳ、建築計画Ⅴ、建築史Ⅲ、建築史Ⅳ、地区設計論、地区計画論、建築設備ⅡA、建築設備ⅡB、鉄筋コンク

リート構造Ⅱ、鉄筋コンクリート構造Ⅲ、建築基礎構造Ⅰ、建築基礎構造Ⅱ、構造計画Ⅰ、建築経済Ⅰ、建築経済Ⅱの
うち9単位以上を修得すること 

・別に定める建築⼠受験資格に係る指定科⽬から60単位以上を修得していること 
その他(キャリア形成の基礎、⼯学の基礎、数理科学と教育、所属学科の専⾨科⽬、その他連携科⽬、他学科の専⾨科⽬お
よび他学部の科⽬) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8単位 

(合計)        124単位
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ハ 機械⼯学科 
授業科⽬ 単位数 

共通 機械基礎ゼミナール 1 
研究推進ゼミナール 1 
機械の数学 2 
研究推進概論 1 
国際設計⼯学実習 1 
機械⼯学⼊⾨a 2 
機械⼯学⼊⾨b 2 
機械⼯作実習a ●2 
機械⼯作実習b ●2 
機械⼯学実験a ●1 
機械⼯学実験b ●1 
機械のデータサイエンス演習Ⅰ 1 
機械のデータサイエンス演習Ⅱ 1 
計算⼒学 2 
実験計画法 2 
先端技術論 2 
航空・宇宙⼯学 2 
⾃動⾞⼯学 2 
機械のAI 2 
機械⼯学演習Ⅰ 1 
機械⼯学演習Ⅱ 1 
機械⼯学演習Ⅲ 1 
機械⼯学演習Ⅳ 1 
開発プロセス発展演習 4 
⼯学コミュニケーション英語応⽤ 2 

設計・製作系 製図学 2 
CAD／CAM概論 2 
設計製図Ⅰ ●1 
設計製図Ⅱ ●1 
設計演習a 2 
設計演習b 2 
3次元CAD演習 2 
機械製作法Ⅰ 2 
機械製作法Ⅱ ●2 
機械設計法 ●2 
⽣産システム⼯学 2 
機械材料 ●2 

材料⼒学・機械⼒学系 材料⼒学Ⅰ ●2 

学則　-25-



 材料⼒学Ⅱ ●2 
材料⼒学Ⅲ 2 
材料強度学 2 
機械⼒学 ●2 
機械⼒学応⽤ 2 
振動⼯学 2 

熱・流体系 熱⼒学 ●2 
熱⼯学 ●2 
流れ学 ●2 
流体⼒学 ●2 
流体機械 2 
内燃機関 2 

計測・制御系 計測と制御 ●2 
システム制御 2 
基礎電気回路 2 
メカトロニクス 2 
ロボット⼯学 2 

〔卒業に必要な単位数〕 
キャリア形成の基礎〔⼈⽂社会科学10単位、外国語8単位(英語6単位を含む)、体育2単位を含む〕・・・・・ 20単位 
⼯学の基礎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26単位
機械⼯学科の専⾨科⽬ 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30単位 
選択科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40単位 

その他(キャリア形成の基礎、⼯学の基礎、数理科学と教育、所属学科の専⾨科⽬、その他連携科⽬、他学科の専⾨科⽬お
よび他学部の科⽬) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8単位

(合計)        124単位
その他の要件 

◇発展コース 
・⼯学倫理、開発プロセス基礎演習、実験計画法、開発プロセス発展演習、⼯学コミュニケーション英語応⽤を修得し

ていること 
・⼯学の基礎9単位以上(解析学Ⅱまたは解析学Ⅲから2単位、解析学Ⅱ演習または解析学Ⅲ演習から1単位、線形代数学

Ⅰまたは線形代数学Ⅱから2単位、基礎情報処理Ⅰ1単位、基礎情報処理Ⅱ1単位および物理学実験2単位を含む)を修
得していること 

◇実践コース 
開発プロセス基礎演習、機械⼯学演習Ⅰ、機械⼯学演習Ⅱ、機械⼯学演習Ⅲ、機械⼯学演習Ⅳ、3次元CAD演習を修

得していること 
また、設計演習a、設計演習bのいずれかを修得していること 
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ニ 電気電⼦システム⼯学科 

授業科⽬ 単位数 
電気電⼦基礎 電気電⼦システム総論 ■2 

電磁気学Ⅰ ●2 
電磁気学Ⅱ ●2 
電磁気学Ⅲ ■2 
電磁界理論 2 
電気数学 ■2 
基礎電気計測 ■2 
計算機プログラミング ■2 
技術者倫理 2 
先端研究概論 2 
⼯学研究基礎 2 

実験・演習・設計 電気電⼦システム実験a ●3 
電気電⼦システム実験b ●3 
電気電⼦システム実験c ●3 
電機設計／CAD製図 2 

電気電⼦回路 電気回路Ⅰ ●2 
電気回路Ⅱ ●2 
電気回路Ⅲ ■2 
電気回路Ⅳ ■2 
電⼦回路⼯学Ⅰ ■2 
電⼦回路⼯学Ⅱ ■2 
アナログ電⼦回路 2 
ディジタル電⼦回路 ■2 

材料・物性・デバイス 電気電⼦材料 ■2 
 電⼦デバイス⼯学 2 

電⼦物性論 ■2 
LSI⼯学 2 
センサ⼯学 2 
プラズマエレクトロニクス 2 
オプトエレクトロニクス 2 

エネルギー・電気機器 電⼒システムⅠ ■2 
電⼒システムⅡ 2 
エネルギー変換⼯学 2 
⾼電圧・パルスパワー⼯学 2 
電気法規および施設管理 2 
電機システムⅠ ■2 
電機システムⅡ 2 
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パワーエレクトロニクス 2 
電気応⽤ 2 

システム科学・通信 情報通信⼯学 2 
ネットワーク⼯学 2 
アンテナ・伝送⼯学 2 
電波・通信法規 2 
システム⼯学 ■2 
計算機ハードウエア 2 
計算機ソフトウエア 2 
制御⼯学Ⅰ ■2 
制御⼯学Ⅱ 2 
ロボット⼯学 2 

〔卒業に必要な単位数〕 
キャリア形成の基礎〔⼈⽂社会科学10単位、外国語8単位(英語6単位を含む)、体育2単位を含む〕・・・・・ 20単位 
⼯学の基礎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26単位
電気電⼦システム⼯学科の専⾨科⽬ 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17単位 
選択科⽬(選択必修科⽬で20単位を含む)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53単位 

その他(キャリア形成の基礎、⼯学の基礎、数理科学と教育、所属学科の専⾨科⽬、その他連携科⽬、他学科の専⾨科⽬お
よび他学部の科⽬) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8単位

(合計)        124単位

ホ 電⼦情報システム⼯学科 
授業科⽬ 単位数 

基幹科⽬ 電⼦情報システム基礎演習 ●1 
電⼦情報システム実験Ⅰ ●2 
電⼦情報システム実験Ⅱ ●2 
電⼦情報システム実験Ⅲ ●2 
エレクトロニクスプラクティス ●2 
電気回路Ⅰ ●2 
電気回路Ⅱ ●2 
電気磁気学Ⅰ 2 
電気磁気学Ⅱ 2 
基礎電⼦回路Ⅰ 2 
基礎電⼦回路Ⅱ 2 
コンピュータ基礎 2 
コンピュータアーキテクチャ 2 
情報通信システム基礎 2 
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 電気回路Ⅰ演習 1 
電気回路Ⅱ演習 1 
電気磁気学演習 1 
プログラミング・同演習 3 

技術⼈材育成・資格関連科⽬ 情報社会と倫理 2 
情報と職業 2 
電波・通信法規 2 

エレクトロニクス系科⽬ 
 

電気計測 2 
電気磁気学Ⅲ 2 
レーザー⼯学 2 
光エレクトロニクス 2 
電気回路Ⅲ 2 
アナログ電⼦回路 2 
ディジタル電⼦回路 2 
電⼦回路設計 2 
固体エレクトロニクス 2 
半導体デバイス基礎 2 
半導体デバイス⼯学 2 
センサー⼯学 2 

システム系科⽬ データ解析 2 
システム⼯学 2 
AI・機械学習 2 
ディジタル信号処理 2 
制御⼯学 2 

情報通信系科⽬ コンピュータシステム 2 
メディア情報開発 2 
信号とシステム 2 
通信⽅式Ⅰ 2 
通信⽅式Ⅱ 2 
ネットワーク⼯学 2 
ワイヤレス通信⼯学 2 
情報理論 2 
アルゴリズムとデータ構造 2 

〔卒業に必要な単位数〕 
キャリア形成の基礎〔⼈⽂社会科学10単位、外国語8単位(英語6単位を含む)、体育2単位を含む〕・・・・・ 20単位 
⼯学の基礎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26単位
電⼦情報システム⼯学科の専⾨科⽬ 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13単位 
選択科⽬(必修科⽬を除く基幹科⽬から12単位以上を修得していること)・・・・・・・・・・・・ 57単位 
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その他(キャリア形成の基礎、⼯学の基礎、数理科学と教育、所属学科の専⾨科⽬、その他連携科⽬、他学科の専⾨科⽬お
よび他学部の科⽬) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8単位
                                                        

(合計)        124単位
 
ヘ 応⽤化学科 

授業科⽬ 単位数 
基幹科⽬ 応⽤化学実験基礎 ●2 

応⽤化学実験A ●2 
応⽤化学実験B ●2 
応⽤化学実験C ●2 
基礎化学演習a ●1 
基礎化学演習b ●1 
基礎化学演習c ●1 
応⽤化学演習a ●1 
応⽤化学演習b ●1 
応⽤化学演習c ●1 
化学概論a ●2 
化学概論b ●2 
無機化学Ⅰ ●2 
無機化学Ⅱ ●2 
物理化学Ⅰ ●2 
物理化学Ⅱ ●2 
有機化学Ⅰ ●2 
有機化学Ⅱ ●2 
有機化学Ⅲ ●2 

総合化学系科⽬ 応⽤化学実験D ●2 
先端科学探究 1 
先端シミュレーション科学 1 
化学⼯学Ⅰ 2 
化学⼯学Ⅱ 2 
化学英語 2 
応⽤化学探求 2 
情報化学 2 
量⼦化学 2 
分⼦分光学 2 
電気化学 2 
危険物取扱法 2 
化学安全衛⽣管理 1 
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国際研究セミナー 2 
 国際インターンシップ 2 
創成材料化学系科⽬ 有機化学Ⅳ 2 

有機⽴体化学 2 
反応有機化学 2 
有機合成化学 2 
無機合成化学 2 
物性化学 2 
錯体・有機⾦属 2 
基礎⾼分⼦科学 2 
⾼分⼦化学 2 
⾼分⼦物性 2 
固体化学 2 

環境⽣命化学系科⽬ 分析化学Ⅰ 2 
分析化学Ⅱ 2 
分⼦構造解析Ⅰ 2 
分⼦構造解析Ⅱ 2 
環境化学 2 
環境計測 2 
資源化学 2 
有機⼯業化学 2 
⽣活化学 2 
⽣命有機化学 2 

〔卒業に必要な単位数〕 
キャリア形成の基礎〔⼈⽂社会科学10単位、外国語8単位(英語6単位を含む)、体育2単位を含む〕・・・・・ 20単位 
⼯学の基礎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26単位
応⽤化学科の専⾨科⽬ 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34単位 
選択科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36単位 

その他(キャリア形成の基礎、⼯学の基礎、数理科学と教育、所属学科の専⾨科⽬、その他連携科⽬、他学科の専⾨科⽬お
よび他学部の科⽬) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8単位

(合計)     124単位
 
ト 環境⼯学科 

授業科⽬ 単位数 
基幹科⽬ 環境⼯学⼊⾨ 2 

環境量論基礎 ●2 
環境量論演習 1 
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環境統計解析 2 
環境⼯学演習a ●2 
環境⼯学演習b ●2 
環境⼯学演習c ●2 
実践環境⼯学 2 
研究基礎演習 1 
特別講義Ⅰ 2 
特別講義Ⅱ 2 
環境⼯学研究ゼミナールⅠ 2 
環境⼯学研究ゼミナールⅡ 2 

資源・エネルギー分野 エネルギー基礎Ⅰ ■2 
エネルギー基礎Ⅱ 2 
エネルギー物質科学 2 
移動現象論 2 
資源循環⼯学 2 
エネルギー変換⼯学 2 
空気調和制御・演習 3 
環境熱化学 2 

都市代謝分野 反応⼯学Ⅰ ■2 
反応⼯学Ⅱ 2 
上下⽔システムⅠ 2 
上下⽔システムⅡ 2 
⽔質変換⼯学 2 
バイオマス利活⽤技術 2 
公衆衛⽣リスク通論 2 

⾃然共⽣分野 環境化学Ⅰ ■2 
環境化学Ⅱ 2 
森林⽣態学 2 
環境分析 2 
⼤気環境学 2 
環境バイオテクノロジー 2 
⽔環境学 3 
⾃然⽣態系修復 2 
⼟壌環境学 2 

技術⼀般分野 CAD製図・演習 3 
電気設備⼯学 2 
環境計画 2 
環境⼟⽊通論Ⅰ 2 
環境⼟⽊通論Ⅱ 2 
数値解析・演習 3 
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環境倫理 2 
 環境施設設計 2 

〔卒業に必要な単位数〕 
キャリア形成の基礎〔⼈⽂社会科学10単位、外国語8単位(英語6単位を含む)、体育2単位を含む・・・・・・ 20単位 
⼯学の基礎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26単位
環境⼯学科の専⾨科⽬ 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8単位
選択科⽬(選択必修科⽬で4単位を含む)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62単位

その他(キャリア形成の基礎、⼯学の基礎、数理科学と教育、所属学科の専⾨科⽬、その他連携科⽬、他学科の専⾨科⽬お
よび他学部の科⽬) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8単位

(合計)        124単位
 
チ ⽣命⼯学科 

授業科⽬ 単位数 
基幹科⽬ ⽣物実験 ●2 

化学実験 ●2 
医⼯学実験 ●2 
⽣命⼯学PBLⅠ ●2 
⽣命⼯学PBLⅡ ●2 
⽣命⼯学ゼミナール ●2 
⽣命⼯学研究ゼミナールⅠ ●2 
⽣命⼯学研究ゼミナールⅡ ●2 
キャリアデベロップメント ●2 
⼯学英語 ●2 
⽣命数学演習 ●1 
⽣命物理演習 ●1 
⼈体⽣理学Ⅰ ■2 
⼈体⽣理学Ⅱ ■2 
⽣化学Ⅰ ■2 
⽣化学Ⅱ ■2 
電気⼯学基礎 ■2 
微⽣物学 ■2 
無機化学 ■2 
有機化学Ⅰ ■2 
有機化学Ⅱ ■2 
⽣命⼯学概論Ⅰ 2 
⽣命⼯学概論Ⅱ 2 
先進研究ゼミナールⅠ 2 
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先進研究ゼミナールⅡ 2 
 遺伝⼦⼯学 2 

公衆衛⽣学 2 
 ⾷品衛⽣学 2 

⾷品化学⼯学 2 
⾷品加⼯学 2 
先端技術論 2 
バイオエレクトロニクス 2 
バイオメカニクス 2 
分析化学 2 

医⼯学系 ⾼分⼦⼯学 2 
⼈⼯臓器 2 
⽣体システム⼯学 2 
⽣体物性⼯学 2 
⽣命計測⼯学 2 
バイオマテリアル 2 
⽣物化学⼯学 2 

⽣命科学系 医薬概論 2 
免疫学 2 
機能性⾷品学 2 
細胞・組織⼯学 2 
⽣物情報⼯学 2 
⽣物物理学 2 
タンパク質⼯学 2 

〔卒業に必要な単位数〕 
キャリア形成の基礎〔⼈⽂社会科学10単位、外国語8単位(英語6単位を含む)、体育2単位を含む〕・・・・・ 20単位 
⼯学の基礎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26単位
・解析学Ⅰ、解析学Ⅰ演習、解析学Ⅱ、解析学Ⅱ演習、解析学Ⅲ、解析学Ⅲ演習、線形代数学Ⅰ、線形代数学Ⅱ、微分

⽅程式Ⅰ、微分⽅程式Ⅱ、確率と統計Ⅰ、確率と統計Ⅱから2単位以上修得していること 
・物理学a、物理学b、物理学c、物理学d、物理学実験から2単位以上修得していること 
・基礎情報処理Ⅰ、基礎情報処理Ⅱから1単位以上修得していること 
・⼯学倫理およびキャリアデザインを修得していること 
⽣命⼯学科の専⾨科⽬ 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22単位 
選択科⽬(選択必修科⽬で14単位を含む)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48単位 

その他(キャリア形成の基礎、⼯学の基礎、数理科学と教育、所属学科の専⾨科⽬、その他連携科⽬、他学科の専⾨科⽬お
よび他学部の科⽬) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8単位

(合計)        124単位
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4 数理科学と教育 

イ 都市デザイン⼯学科 
授業科⽬ 単位数 

数理科学と教育 数学 級数とフーリエ解析 2 
ベクトル解析 2 
線形代数学Ⅲ 2 
線形代数学Ⅳ 2 
複素解析Ⅰ 2 
複素解析Ⅱ 2 
応⽤数学Ⅰ 2 
応⽤数学Ⅱ 2 

化学 実践化学 2 
地学 地球システムと⼈間 2 
⽣物 環境⽣物学 2 
⼈間 ⼈間発達と⼈権 2 

教育原論 2 
道徳教育 2 

数学教育 現代代数学 4 
数学特論 4 
現代幾何学 4 
現代解析学 4 

注) 数学教育の分野に区分した授業科⽬の単位は、卒業に必要な単位数には含めない。 
 

ロ 建築学科 
授業科⽬ 単位数 

数理科学と教育 数学 級数とフーリエ解析 2 
ベクトル解析 2 
線形代数学Ⅲ 2 
線形代数学Ⅳ 2 
複素解析Ⅰ 2 
複素解析Ⅱ 2 
応⽤数学Ⅰ 2 
応⽤数学Ⅱ 2 

化学 実践化学 2 
地学 地球システムと⼈間 2 
⽣物 環境⽣物学 2 
⼈間 ⼈間発達と⼈権 2 

教育原論 2 
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道徳教育 2 
数学教育 現代代数学 4 

数学特論 4 
現代幾何学 4 
現代解析学 4 

注) 数学教育の分野に区分した授業科⽬の単位は、卒業に必要な単位数には含めない。 
 
ハ 機械⼯学科 

授業科⽬ 単位数 
数理科学と教育 数学 級数とフーリエ解析 2 

ベクトル解析 2 
線形代数学Ⅲ 2 
線形代数学Ⅳ 2 
複素解析Ⅰ 2 
複素解析Ⅱ 2 
応⽤数学Ⅰ 2 
応⽤数学Ⅱ 2 

化学 実践化学 2 
地学 地球システムと⼈間 2 
⽣物 環境⽣物学 2 
⼈間 ⼈間発達と⼈権 2 

教育原論 2 
道徳教育 2 

数学教育 現代代数学 4 
数学特論 4 
現代幾何学 4 
現代解析学 4 

注) 数学教育の分野に区分した授業科⽬の単位は、卒業に必要な単位数には含めない。 
 
ニ 電気電⼦システム⼯学科 

授業科⽬ 単位数 
数理科学と教育 数学 級数とフーリエ解析 2 

ベクトル解析 2 
線形代数学Ⅲ 2 
線形代数学Ⅳ 2 
複素解析Ⅰ 2 
複素解析Ⅱ 2 
応⽤数学Ⅰ 2 
応⽤数学Ⅱ 2 
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化学 実践化学 2 
 地学 地球システムと⼈間 2 

⽣物 環境⽣物学 2 
⼈間 ⼈間発達と⼈権 2 

教育原論 2 
道徳教育 2 

数学教育 現代代数学 4 
数学特論 4 
現代幾何学 4 
現代解析学 4 

注) 数学教育の分野に区分した授業科⽬の単位は、卒業に必要な単位数には含めない。 
 

ホ 電⼦情報システム⼯学科 
授業科⽬ 単位数 

数理科学と教育 数学 級数とフーリエ解析 2 
ベクトル解析 2 
線形代数学Ⅲ 2 
線形代数学Ⅳ 2 
複素解析Ⅰ 2 
複素解析Ⅱ 2 
応⽤数学Ⅰ 2 
応⽤数学Ⅱ 2 

化学 実践化学 2 
地学 地球システムと⼈間 2 
⽣物 環境⽣物学 2 
⼈間 ⼈間発達と⼈権 2 

教育原論 2 
道徳教育 2 

数学教育 現代代数学 4 
数学特論 4 
現代幾何学 4 
現代解析学 4 

注) 数学教育の分野に区分した授業科⽬の単位は、卒業に必要な単位数には含めない。 
 

ヘ 応⽤化学科 
授業科⽬ 単位数 

数理科学と教育 数学 級数とフーリエ解析 2 
ベクトル解析 2 
線形代数学Ⅲ 2 
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線形代数学Ⅳ 2 
複素解析Ⅰ 2 
複素解析Ⅱ 2 
応⽤数学Ⅰ 2 
応⽤数学Ⅱ 2 

化学 実践化学 2 
地学 地球システムと⼈間 2 
⽣物 環境⽣物学 2 
⼈間 ⼈間発達と⼈権 2 

教育原論 2 
道徳教育 2 

理科教育 教職物理学 4 
地学Ⅰ 2 
地学Ⅱ 2 
地学実験 2 
⽣物学Ⅰ 2 
⽣物学Ⅱ 2 
⽣物学実験 2 

注) 理科教育の分野に区分した授業科⽬の単位は、卒業に必要な単位数には含めない。 
 

ト 環境⼯学科 
授業科⽬ 単位数 

数理科学と教育 数学 級数とフーリエ解析 2 
ベクトル解析 2 
線形代数学Ⅲ 2 
線形代数学Ⅳ 2 
複素解析Ⅰ 2 
複素解析Ⅱ 2 
応⽤数学Ⅰ 2 
応⽤数学Ⅱ 2 

化学 実践化学 2 
地学 地球システムと⼈間 2 
⽣物 環境⽣物学 2 
⼈間 ⼈間発達と⼈権 2 

教育原論 2 
道徳教育 2 

理科教育 教職物理学 4 
化学実験 2 
地学Ⅰ 2 
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地学Ⅱ 2 
    地学実験 2 

⽣物学Ⅰ 2 
⽣物学Ⅱ 2 
⽣物学実験 2 

注) 理科教育の分野に区分した授業科⽬の単位は、卒業に必要な単位数には含めない。 
 

チ ⽣命⼯学科 
授業科⽬ 単位数 

数理科学と教育 数学 級数とフーリエ解析 2 
ベクトル解析 2 
線形代数学Ⅲ 2 
線形代数学Ⅳ 2 
複素解析Ⅰ 2 
複素解析Ⅱ 2 
応⽤数学Ⅰ 2 
応⽤数学Ⅱ 2 

化学 実践化学 2 
地学 地球システムと⼈間 2 
⽣物 環境⽣物学 2 
⼈間 ⼈間発達と⼈権 2 

教育原論 2 
道徳教育 2 

理科教育 教職物理学 4 
地学Ⅰ 2 
地学Ⅱ 2 
地学実験 2 
⽣物学Ⅰ 2 
⽣物学Ⅱ 2 

注) 理科教育の分野に区分した授業科⽬の単位は、卒業に必要な単位数には含めない。 
 
5 その他連携科⽬ 

授業科⽬ 単位数 
その他連携科⽬ キャリアデザイン 1 

キャリア形成⽀援 1 
インターンシップ 2 
グローバルテクノロジー論a 1 
グローバルテクノロジー論b 1 
OIT概論 1 
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Ⅱ ロボティクス＆デザイン⼯学部 
1 共通教養科⽬(全学科共通) 

区分 授業科⽬ 単位数 
共通教養科⽬ ⼈⽂社会科学 ⽂章表現基礎Ⅰ 2 

⽂章表現基礎Ⅱa 1 
⽂章表現基礎Ⅱb 1 
哲学 1 
倫理学 1 
美術史 1 
⽇本語の歴史 1 
憲法a 1 
憲法b 1 
経済学 1 
歴史学 1 
⼼理学 1 
※⽇本の⽂化と社会 1 
⼈⽂社会特殊講義 2 

体育 健康体育Ⅰ 1 
健康体育Ⅱ 1 

外国語 
 

プラクティカル・イングリッシュa 1 
プラクティカル・イングリッシュb 1 
アカデミック・イングリッシュa 1 
アカデミック・イングリッシュb 1 
オーラル・イングリッシュa 1 
オーラル・イングリッシュb 1 
ベーシック・プレゼンテーション 1 
ビジネス・イングリッシュa 1 
ビジネス・イングリッシュb 1 
アカデミック・プレゼンテーション 1 
プロフェッショナル・イングリッシュ 1 
海外語学研修 2 
※⽇本語Ⅰ 2 
※⽇本語Ⅱ 2 

キャリア形成 キャリアデザイン 1 
インターンシップ 2 

注) 授業科⽬名の前に※を付した科⽬は、外国⼈留学⽣を対象とする。 
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2 ⼯学関連科⽬(全学科共通) 
区分 授業科⽬ 単位数 

⼯学関連科⽬ 数理科⽬ 解析学Ⅰ 2 
解析学Ⅱ 2 
解析学Ⅲ 2 
線形代数学Ⅰ 2 
線形代数学Ⅱ 2 
確率・統計学 2 
応⽤解析学Ⅰ 2 
応⽤解析学Ⅱ 2 
物理学Ⅰ 2 
物理学Ⅱ 2 
物理学実験 2 
地球科学 2 
⽣物科学 2 

⼯学マネジメント科⽬ ⼯学倫理 1 
知的財産法概論 2 
⽣産マネジメント 2 

 
3 その他連携科⽬(全学科共通) 

区分 授業科⽬ 単位数 
その他連携科⽬ グローバルテクノロジー論a 1 

グローバルテクノロジー論b 1 
OIT概論 1 

 
4 専⾨横断科⽬ 

イ ロボット⼯学科 
区分 授業科⽬ 単位数 

専⾨横断科⽬ デザイン思考関連科⽬ デザイン思考概論 2 
造形演習 2 
ロボティクス＆デザイン⼯学演習 ●2 
ロボティクス＆デザイン⼯学実践演習(国際PBL) 1 

計算機技術演習科⽬ 基礎情報処理 1 
プログラミング演習Ⅰ ●1 
プログラミング演習Ⅱ 1 
プログラミング演習Ⅲ 1 
プログラミング演習Ⅳ 1 
プログラミング実践演習 ●1 
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ロ システムデザイン⼯学科 
区分 授業科⽬ 単位数 

専⾨横断科⽬ デザイン思考関連科⽬ デザイン思考概論 2 
造形演習 2 
ロボティクス＆デザイン⼯学演習 ●2 
ロボティクス＆デザイン⼯学実践演習(国際PBL) 1 

計算機技術演習科⽬ 基礎情報処理 1 
プログラミング演習Ⅰ ●1 
プログラミング演習Ⅱ ●1 
プログラミング演習Ⅲ 1 
プログラミング演習Ⅳ 1 
プログラミング実践演習 ●1 

ハ 空間デザイン学科 
区分 授業科⽬ 単位数 

専⾨横断科⽬ デザイン思考関連科⽬ デザイン思考概論 2 
造形演習 2 
ロボティクス＆デザイン⼯学演習 ●2 
ロボティクス＆デザイン⼯学実践演習(国際PBL) 1 

計算機技術演習科⽬ 基礎情報処理 1 
プログラミング演習Ⅰ ●1 
プログラミング演習Ⅱ 1 
プログラミング演習Ⅲ 1 
プログラミング演習Ⅳ 1 
プログラミング実践演習 ●1 

 
5 専⾨科⽬ 

イ ロボット⼯学科 
区分 授業科⽬ 単位数 

専⾨科⽬ 機械系科⽬ 機械材料 2 
材料⼒学Ⅰa ●1 
材料⼒学Ⅰb 1 
設計製図 2 
材料⼒学Ⅱ 2 
機械⼒学Ⅰ ●2 
機械⼒学Ⅱ 2 
熱流体⼒学 2 

電気電⼦系科⽬ 電気回路Ⅰ ●2 
電気回路Ⅱ 2 
アナログ電⼦回路 2 
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ディジタル電⼦回路 2 
電磁気学 2 
アクチュエータ⼯学 2 

計測制御系科⽬ 計測⼯学 2 
制御⼯学Ⅰ ●2 
制御⼯学Ⅱ 2 
信号処理 2 
画像処理 2 

情報系科⽬ アルゴリズムとデータ構造 2 
計算機アーキテクチャ 2 
統計解析 2 
数値計算法 2 

ロボット系科⽬ ラピッドプロトタイピング 2 
ロボット機構学 ●2 
先端ロボット技術概論 1 
メカトロニクス 2 
ロボットシステム設計論A 2 
ロボットシステム設計論B 2 
機械学習 2 
知能ロボット 2 
ヒューマンロボットインタラクション 2 
バイオメカニクス 2 

実験実習系科⽬ 基礎ロボット⼯学演習 1 
機械⼯作実習 2 
ロボット⼯学実験Ⅰ ●2 
ロボット⼯学実験Ⅱ ●2 
機械CAD演習 1 
電気CAD演習 1 
ロボットシステム創造演習 ●2 
ロボット⼯学ゼミナール ●1 

〔卒業に必要な単位数〕 
共通教養科⽬〔外国語8単位含む〕・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20単位 
⼯学関連科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17単位
専⾨横断科⽬および専⾨科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 77単位

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20単位 
選択科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 57単位 

その他(共通教養科⽬、⼯学関連科⽬、その他連携科⽬、所属学科の専⾨横断科⽬および専⾨科⽬、他学科の専⾨科⽬およ
び他学部の科⽬) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10単位

(合計)        124単位
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ロ システムデザイン⼯学科 

区分 授業科⽬ 単位数 
専⾨科⽬ 機電系科⽬ 計測⼯学 2 

材料⼒学Ⅰa 1 
材料⼒学Ⅰb 1 
センサ⼯学 2 
電気回路Ⅰ ●2 
電気回路Ⅱ 2 
電磁気学 2 
熱流体⼒学 2 
ディジタル電⼦回路 ●2 
機械⼒学 2 
アナログ電⼦回路 2 

システム系科⽬ 情報理論 2 
離散数学 ●2 
AI・XR応⽤ 2 
制御⼯学Ⅰ ●2 
制御⼯学Ⅱ 2 
現代制御 2 
信号処理 2 
統計解析 2 
画像処理 2 
数値計算法 2 
システム⼯学 2 
ヒューマンインタラクション 2 
バイオメカニクス 2 

実験・演習科⽬ システムデザイン⼯学実験Ⅰ ●2 
システムデザイン⼯学実験Ⅱ ●2 
機械・電気CAD演習 1 
基礎ゼミナール 1 
ものづくりデザイン演習 2 
デザイン演習 1 
システムデザイン実践演習 ●2 
システムデザイン⼯学ゼミナール ●1 
webシステム開発 1 

IoTものづくり系科⽬ データ構造とアルゴリズム ●2 
オブジェクト指向プログラミング 2 
モデルベースシステム設計 2 
知能機械システム 2 
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⼈⼯知能概論 2 
クラウドコンピューティング 2 
⾳声⼯学 2 
現代デザイン論 2 
デザイン⼯学概論 2 
ユーザ⼯学 2 

〔卒業に必要な単位数〕 
共通教養科⽬〔外国語8単位含む〕・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20単位 
⼯学関連科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17単位
専⾨横断科⽬および専⾨科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 77単位

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22単位 
選択科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55単位 

その他(共通教養科⽬、⼯学関連科⽬、その他連携科⽬、所属学科の専⾨横断科⽬および専⾨科⽬、他学科の専⾨科⽬およ
び他学部の科⽬)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10単位

 (合計)        124単位
 
 
ハ 空間デザイン学科 

区分 授業科⽬ 単位数 
専⾨科⽬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

デザイン共通科⽬ 設計製図演習 ●3 
CG基礎演習 2 
CAD演習Ⅰ 2 
CAD演習Ⅱ 2 
⾊彩計画 2 
インテリアデザイン計画 2 
知の技法 2 
造形⼒学Ⅰ 2 
造形⼒学Ⅱ 2 
構造デザイン 2 
構造材料・構造実験 2 
デザイン論Ⅰ ●2 
デザイン論Ⅱ ●2 
デザイン論Ⅲ ●2 
空間形態論 2 
⽣活空間デザイン 2 
インテリアデザイン史 2 
商空間デザイン 2 
ものづくりデザイン演習 2 
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⼈間⼯学 2 
⽂化テクノロジー論 2 
基礎ゼミナール 1 
デザイン⼯学ゼミナール ●1 

空間テザイン系科⽬ 空間デザイン基礎演習 ■2 
空間デザイン演習Ⅰ ■2 
空間デザイン演習Ⅱ ■2 
空間デザイン演習Ⅲ ■2 
空間デザイン演習Ⅳ ■2 
建築計画Ⅰ 2 
建築計画Ⅱ 2 
建築設計⽅法論 2 
都市環境デザイン 2 
⽇本建築史 2 
⻄洋建築史 2 
近代建築史 2 
建築構法 2 
建築構造学 2 
建築環境⼯学Ⅰ 2 
建築環境⼯学Ⅱ 2 
建築法規 2 
建築施⼯ 2 
建築材料 2 
建築設備 2 

プロダクトデザイン系科⽬ プロダクトデザイン基礎演習 ■2 
プロダクトデザイン演習Ⅰ ■2 
プロダクトデザイン演習Ⅱ ■2 
プロダクトデザイン演習Ⅲ ■2 
プロダクトデザイン演習Ⅳ ■2 
プロダクト材料⼯学 2 
コミュニケーションデザイン論 2 
コンテンツ応⽤論 2 
情報デザイン論 2 
デザインマネジメント 2 
ラピッドプロトタイピング 2 
デザイン史 2 

共通教養科⽬〔外国語8単位含む〕・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20単位 
⼯学関連科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17単位
専⾨横断科⽬および専⾨科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 77単位
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必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14単位 
選択必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10単位 
選択科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63単位 

その他(共通教養科⽬、⼯学関連科⽬、その他連携科⽬、所属学科の専⾨横断科⽬および専⾨科⽬、他学科の専⾨科⽬およ
び他学部の科⽬)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10単位

(合計)        124単位
 
 
Ⅲ 情報科学部 

1 共通科⽬(各学科共通) 
区分 授業科⽬ 単位数 

総合⼈間学系 ⼈⽂社会科学 哲学基礎 2 
社会学基礎 2 
情報社会論 2 
倫理学基礎 2 
応⽤倫理学 2 
⽇本の歴史 2 
⼈類の歴史 2 
⽂学基礎 2 
観る⽂学 2 
⾔語学基礎 2 
⽇本国憲法 2 
法学基礎 2 
情報法学 2 
経済学基礎 2 
現代経済論 2 
⼼理学基礎 2 
⼈間発達と⼈権 2 

外国語 英語表現(basic1)a 1 
英語表現(basic1)b 1 
英語の語法 2 
⼝語英語Ⅰa 1 
⼝語英語Ⅰb 1 

    英語による情報技術Ⅱ 2 
英語表現(basic2)a 1 
英語表現(basic2)b 1 
⼝語英語Ⅱa 1 
⼝語英語Ⅱb 1 
英語による情報技術Ⅰa 1 
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英語による情報技術Ⅰb 1 
英語演習 1 
海外語学研修 2 
※⽇本語Ⅰ 2 
※⽇本語Ⅱ 2 

健康・スポーツ科学 基礎スポーツ科学a 1 
基礎スポーツ科学b 1 
健康科学 2 
スポーツ科学実習 1 

総合理学系 科学技術史 科学史 2 
物理 物理学基礎 2 

物理現象の数理 2 
⼒学 2 
電磁気学 2 
現代物理学⼊⾨ 2 

化学 化学基礎 2 
環境情報科学 2 

地学 地球科学基礎 2 
地球環境 2 

⽣物 ⽣命科学基礎 2 
情報⽣命科学 2 

総合 視る⾃然科学 2 

注) 授業科⽬名の前に※を付した科⽬は、外国⼈留学⽣を対象とする。 
 
2 キャリア科⽬(各学科共通) 

区分 授業科⽬ 単位数 
キャリア科⽬ 基礎ゼミナール 1 

キャリアステップ 1 
キャリアデザインⅠ 1 
キャリアデザインⅡ 1 
グローバルテクノロジ論 1 
OIT概論 1 

3 専⾨科⽬ 
イ データサイエンス学科 

区分 授業科⽬ 単位数 
数理科学 線形数学Ⅰ ●2 

線形数学Ⅱ 2 
微積分学Ⅰ ●2 
微積分学Ⅱ 2 
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情報数学 2 
微分⽅程式 2 
グラフ理論 2 
数理計画法 2 
確率・統計 ●2 

専⾨基礎 コンピュータ⼊⾨ ●2 
情報通信ネットワーク 2 
プログラミング基礎 ●2 
テクニカルライティング ●2 
情報処理基礎 2 
コンピュータリテラシー ●2 
データサイエンス⼊⾨ ●2 
データ構造とアルゴリズム ■2 
実験計画法 2 
統計解析 ●2 
多変量解析 2 
IoT概論 ■2 
教育⼼理 2 

基幹科⽬ データベースシステム ■2 
オペレーションズ・リサーチ 2 
情報技術者論 ●2 
情報ゼミナール ●2 
システム⼯学 2 
情報セキュリティの基礎 2 
経営システム論Ⅰ ●2 
データマイニング ■2 
テキストマイニング 1 
ビジュアルプログラミング論 2 
ソフトウェア⼯学 ■2 
⼈⼯知能 2 
パターン認識 2 
機械学習 ●2 
発想法と問題解決 1 

応⽤科⽬ 
 
 
 
 
 
 

モデリングとシミュレーション 2 
経営システム論Ⅱ 2 
情報科学実践演習(国際PBL) 1 
マーケティング論 ■2 
数理ファイナンス ■2 
ロジスティクス 2 
企業会計論 2 
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     教育⼯学 ■2 
教育技法 2 
情報科教育法 2 
⼯業経営論 ■2 
投資意思決定論 2 
経営戦略論 2 

演習科⽬ C演習Ⅰ ●3 
C演習Ⅱ ■3 
Java演習 ■3 
データサイエンス実践演習Ⅰ ●2 
データサイエンス実践演習Ⅱ ●2 
データサイエンス実践演習Ⅲ ■2 
価値創造演習 ■2 

〔卒業に必要な単位数〕 
共通科⽬(⼈⽂社会科学12単位以上、外国語8単位、健康・スポーツ科学2単位を含む) ・・・・・・・・・・ 36単位
キャリア科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2単位 
データサイエンス学科の専⾨科⽬ 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 33単位 
選択科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53(数理科学4単位以上、選択必修科⽬12単位含む)単位

(合計)        124単位
 
ロ 実世界情報学科 

区分 授業科⽬ 単位数 
数理科学 線形数学Ⅰ ■2 

線形数学Ⅱ 2 
微積分学Ⅰ ■2 
微積分学Ⅱ 2 
情報数学 ■2 
微分⽅程式 2 
グラフ理論 ■2 
数理計画法 2 
確率・統計 ■2 

専⾨基礎 コンピュータ⼊⾨ ●2 
実世界情報⼊⾨ ●2 
Ｕｎｉｘ⼊⾨ 1 

シェルスクリプト⼊⾨ 1 
コンピュータリテラシー 2 
ディジタル回路Ⅰ ■1 
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ディジタル回路Ⅱ ■1 
IoT概論 ●2 
テクニカルライティング ●2 
データ構造とアルゴリズム ■2 
情報通信ネットワーク ●2 
⼈⼯知能 ■2 
情報処理基礎 2 
オペレーティングシステム ●2 
ソフトウェア⼯学Ⅰ ■2 
画像情報処理 2 
情報セキュリティの基礎 ■2 

基幹科⽬ ロボティクス ■2 
実世界計測 ２ 
IoTデータベース 2 
Webプログラミング 2 
コンピュータビジョン 2 
IoTサーバ構築 2 
IoT通信 ■2 
情報技術者論 ●2 
情報ゼミナール ●2 

応⽤科⽬ ものづくり実習 1 
システムプログラム 2 
ソフトウェア⼯学Ⅱ 2 
ヒューマンインタフェース 2 
ロボット対話システム 2 
メディア通信概論 2 
情報科学実践演習(国際PBL) 1 
情報科学実践演習(国内PBL)a 1 
情報科学実践演習(国内PBL)b 1 

演習科⽬ 
    
 
    
 
 
     

C演習Ⅰ ●3 
C演習Ⅱ ■3 
Java演習 ■3 
ソフトウェア⼯学演習 2 
実世界情報基礎演習 ●2 
実世界情報専⾨演習 ●2 
実世界情報応⽤演習  2 

〔卒業に必要な単位数〕 
共通科⽬(⼈⽂社会科学12単位以上、外国語8単位、健康・スポーツ科学2単位、総合理学系12単位以上を含む) 

(⼈⽂社会科学、総合理学系のいずれかは14単位が必要)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36単位
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キャリア科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2単位 
実世界情報学科の専⾨科⽬ 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23単位 
選択科⽬(選択必修科⽬は12単位を含む)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63単位 

(合計)        124単位 
 
ハ 情報知能学科 

区分 授業科⽬ 単位数 
数理科学 線形数学Ⅰ ■2 

線形数学Ⅱ 2 
微積分学Ⅰ ■2 
微積分学Ⅱ 2 
情報数学 ■2 
周波数解析 2 
微分⽅程式 2 
グラフ理論 ■2 
確率・統計 ■2 

専⾨基礎 コンピュータ⼊⾨ ●2 
情報通信ネットワーク ■2 
プログラミング基礎 2 
⼈⼯知能概論 2 
テクニカルライティング ●2 
ディジタル回路 ●2 
情報処理基礎 2 
プログラミング⼊⾨ 2 
データ構造とアルゴリズムⅠ ■2 
アセンブリ⾔語 ●2 
ソフトウェア⼯学Ⅰ ■2 
組み込みシステム基礎 ●2 
コンピュータリテラシー 2 

基幹科⽬ オートマトンと形式⾔語 ■2 
計算機アーキテクチャ ●2 
コンピュータ設計 ■2 
データ構造とアルゴリズムⅡ 2 
システムプログラム 2 
オペレーティングシステム ●2 
プログラミング⾔語論 ■2 
データベースシステム ■2 
ソフトウェア⼯学Ⅱ ■2 
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Unixプログラミング 2 
情報技術者論 ●2 
情報ゼミナール ●2 
インターフェース・センサ回路 2 
情報セキュリティの基礎 ■2 
知能情報処理 2 
機械学習 2 

応⽤科⽬ 知能システムⅠ ●2 
画像処理 2 
信号処理 2 
コンピュータグラフィックス基礎 2 
知能情報処理 2 
知能システムⅡ 2 
情報科学実践演習(国際PBL) 1 
情報科学実践演習(国内PBL)a 1 
情報科学実践演習(国内PBL)b 1 

演習科⽬ C演習Ⅰ ●3 
C演習Ⅱ ■3 
Java演習 ■3 
ソフトウェア⼯学演習 ■2 
知能情報科学演習Ⅰ ●2 
知能情報科学演習Ⅱ ●2 
知能情報科学演習Ⅲ ●2 
機械学習演習 ●2 

〔卒業に必要な単位数〕 
共通科⽬(⼈⽂社会科学(コンピュータ・サイエンスコースは選択必修科⽬8単位を含む)12単位以上、外国語8単位、健

康・スポーツ科学2単位、総合理学系(コンピュータ・サイエンスコースは選択必修科⽬6単位を含む)12単位
以上を含む) 
(⼈⽂社会科学、総合理学系のいずれかは14単位が必要)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36単位 

キャリア科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2単位 
情報知能学科の専⾨科⽬ 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27単位 
選択科⽬(選択必修科⽬で総合コースは12単位、コンピュータ・サイエンスコースは39単位を含

む)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 59単位 
(合計)        124単位
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ニ 情報システム学科 
区分 授業科⽬ 単位数 

数理科学 線形数学Ⅰ ■2 
線形数学Ⅱ 2 
微積分学Ⅰ ■2 
微積分学Ⅱ 2 
情報数学 ■2 
周波数解析 2 
微分⽅程式 2 
グラフ理論 ■2 
数理計画法 2 
確率・統計 ■2 

専⾨基礎 
 

コンピュータ⼊⾨ ●2 
情報通信ネットワーク 2 
プログラミング基礎 2 
オートマトンと形式⾔語 ■2 
テクニカルライティング ●2 
ディジタル回路 2 
情報処理基礎 2 
計算機アーキテクチャ ●2 
データ構造とアルゴリズム ■2 
システムプログラム 2 
オペレーティングシステム ●2 
アセンブリ⾔語 2 
コンピュータリテラシー 2 
Unixシステム⼊⾨ 2 

基幹科⽬ プログラミング⾔語論 ■2 
データベースシステム ●2 
ソフトウェア⼯学Ⅰ ●2 
ソフトウェア⼯学Ⅱ ■2 
ヒューマンインタフェース 2 
ネットワーク設計 ■2 
オペレーションズ・リサーチ 2 
情報技術者論 ●2 
情報システムの計画策定 ■2 
情報ゼミナール ●2 
システム⼯学 ■2 
情報セキュリティの基礎 ■2 

応⽤科⽬ 情報検索 2 
⼈⼯知能 2 
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コンピュータグラフィックス基礎 2 
⾼信頼システム 2 
モデリングとシミュレーション 2 
情報セキュリティの応⽤ 2 
Webサービス論 2 
情報科学実践演習(国際PBL) 1 
情報科学実践演習(国内PBL)a 1 
情報科学実践演習(国内PBL)b 1 
特別講義a 1 
特別講義b 1 

演習科⽬ C演習Ⅰ ●3 
C演習Ⅱ ■3 
Java演習 ■3 
ソフトウェア⼯学演習 ■2 
情報システム基礎演習 ●2 
情報システム専⾨演習 ●2 
情報システム応⽤演習 ■2 

〔卒業に必要な単位数〕 
共通科⽬(⼈⽂社会科学(コンピュータ・サイエンスコースは選択必修科⽬8単位を含む)12単位以上、外国語8単位、健

康・スポーツ科学2単位、総合理学系(コンピュータ・サイエンスコースは選択必修科⽬6単位を含む)12単位
以上を含む) 
(⼈⽂社会科学、総合理学系のいずれかは14単位が必要)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36単位 

キャリア科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2単位 
情報システム学科の専⾨科⽬ 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23単位 
選択科⽬(選択必修科⽬で総合コースは12単位、コンピュータ・サイエンスコースは39単位を含

む)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63単位 
(合計)        124単位 

 
 
ホ 情報メディア学科 

区分 授業科⽬ 単位数 
数理科学 線形数学Ⅰ ■2 

線形数学Ⅱ 2 
微積分学Ⅰ ■2 
微積分学Ⅱ 2 
情報数学 ■2 
周波数解析 2 
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微分⽅程式 2 
グラフ理論 ■2 
確率・統計 ■2 

専⾨基礎 コンピュータ⼊⾨ ●2 
情報通信ネットワーク ■2 
オートマトンと形式⾔語 ■2 
テクニカルライティング ●2 
ディジタル回路 2 
情報処理基礎 2 
プログラミング⼊⾨ 2 
計算機アーキテクチャ ●2 
情報セキュリティの基礎 ■2 
データ構造とアルゴリズム ■2 
オペレーティングシステム ●2 
プログラミング⾔語論 ■2 
アセンブリ⾔語 2 
データベースシステム ■2 
ソフトウェア⼯学Ⅰ ■2 
ソフトウェア⼯学Ⅱ ■2 
コンピュータリテラシー 2 

基幹科⽬ メディアデータ論 2 
コンピュータグラフィックス基礎 ■2 
⼈間情報学 2 
ヒューマンインタフェース 2 
画像情報処理 ■2 
⾳響処理 ■2 
感性情報処理 2 
⾊彩学 2 
情報システムと⼼理学 2 
映像情報技術 2 
情報技術者論 ●2 
情報ゼミナール ●2 

応⽤科⽬ コンピュータグラフィックス応⽤ 2 
コンピュータビジョン 2 
⾳声情報処理 2 
感覚知覚⼼理学 2 
Webデザイン 2 
ユーザ調査法 2 
知能メディア処理→新設 2 
情報科学実践演習(国際PBL) 1 
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情報科学実践演習(国内PBL)a 1 
情報科学実践演習(国内PBL)b 1 
特別講義a 1 
特別講義b 1 

演習科⽬ アニメーション演習 1 
情報メディア⼊⾨ ●1 
C演習Ⅰ ●3 
C演習Ⅱ ■3 
 オブジェクトプログラミング演習 ■3 
ソフトウェア⼯学演習 ■2 
情報メディア演習Ⅰ ●2 
情報メディア演習Ⅱ ●2 
情報メディア演習Ⅲ ●2 

〔卒業に必要な単位数〕 
共通科⽬(⼈⽂社会科学(コンピュータ・サイエンスコースは選択必修科⽬8単位を含む)12単位以上、外国語8単位、健

康・スポーツ科学2単位、総合理学系(コンピュータ・サイエンスコースは選択必修科⽬6単位を含む)12単位
以上を含む) 
(⼈⽂社会科学、総合理学系のいずれかは14単位が必要)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36単位 

キャリア科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2単位 
情報メディア学科の専⾨科⽬ 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22単位 
選択科⽬(選択必修科⽬で総合コースは12単位、コンピュータ・サイエンスコースは41単位を含

む)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64単位 
(合計)        124単位
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Ⅳ 知的財産学部 
1 導⼊領域 

授業科⽬ 単位数 
導⼊領域 基礎ゼミナール 2 

⾔語表現技術Ⅰ 2 
⾔語表現技術Ⅱ 2 
ICTリテラシー 2 
健康体育Ⅰ 1 
健康体育Ⅱ 1 

 
2 教養領域 

授業科⽬ 単位数 
教養領域 英語科⽬ 受信英語Ⅰ 1 

受信英語Ⅱ 1 
発信英語Ⅰ 1 
発信英語Ⅱ 1 
資格英語Ⅰ 1 
資格英語Ⅱ 1 
法学英語基礎Ⅰ 1 
法学英語基礎Ⅱ 1 
メディア英語Ⅰ 1 
メディア英語Ⅱ 1 
メディア英語Ⅲ 1 

⼀般科⽬ ⾔語表現技術応⽤ 2 
哲学 2 
倫理学 2 
美術史 2 
⽂学 2 
歴史学 2 
⼼理学 2 
社会学 2 
⽇本の伝統と⽂化 2 
化学 2 
地球科学 2 
⽣物科学 2 
⽣涯スポーツⅠ 1 
⽣涯スポーツⅡ 1 
※⽇本語Ⅰ 2 
※⽇本語Ⅱ 2 
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※⽇本の⽂化と社会Ⅰ 2 
※⽇本の⽂化と社会Ⅱ 2 

注) 授業科⽬の前に※を付した科⽬は、外国⼈留学⽣を対象とする。 
 
3 専⾨領域 

授業科⽬ 単位数 
専⾨領域 
 
 
 
 

基幹科⽬ 産業社会と知的財産 2 
法学⼊⾨ 2 
⺠法基礎Ⅰ ●2 
⺠法基礎Ⅱ 2 
⺠法応⽤Ⅰ 2 
⺠法応⽤Ⅱ 2 
⺠事訴訟法 2 
憲法Ⅰ 2 
憲法Ⅱ 2 
⾏政法Ⅰ 2 
⾏政法Ⅱ 2 
国際関係法 2 
刑法 2 
企業法務概論 2 
独占禁⽌法 2 
経済学⼊⾨ 2 
経営学⼊⾨Ⅰ 2 
経営学⼊⾨Ⅱ 2 
会計学 2 
知的財産とビジネス⼊⾨ ●2 
データリテラシー 2 

知的財産法科⽬ 知的財産法⼊⾨ 2 
特許法・実⽤新案法Ⅰ ●2 
特許法・実⽤新案法Ⅱ 2 
特許法・実⽤新案法Ⅲ 2 
著作権法⼊⾨ 1 
著作権法 2 
商標法 2 
国際知的財産法 2 
意匠法 2 
不正競争防⽌法 2 

技術＆専⾨科⽬ ⼤阪技術学 2 
現代技術と産業 2 
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 現代機械技術概論 2 
現代化学概論 2 
エレクトロニクス概論 2 
バイオテクノロジー概論 2 
情報技術と特許 2 
知財情報分析 2 
⼯業デザインと知的財産 2 
現代技術と特許 2 
海外の知的財産制度概論 2 
特許⼿続 2 
マーケティングとブランド 2 
ブランドマネジメント 2 
デザインマネジメント 2 
コンテンツ知的財産概論 2 
コンテンツマネジメント概論 2 
コンテンツプロダクション概論 2 
情報技術とコンテンツビジネス 2 
海外のエンタテインメントと法 2 
⽂化と知的財産・ビジネス概論 1 
メディア論 2 

   ベンチャービジネス論 2 
イノベーションと企業戦略 2 
経営戦略論 2 
知的財産専⾨Ⅰ 2 
知的財産専⾨Ⅱ 2 

探求科⽬ 特許意匠探求 6 
コンテンツ知的財産探求 6 
ブランド＆デザイン知的財産探求 6 
国際知的財産探求 6 
知的財産経営探求 6 
著作権ビジネス探求 6 
地域知的財産探求 6 

研究科⽬ 研究基礎演習 ●4 

 
4 展開領域 

授業科⽬ 単位数 
展開領域 実践英語科⽬ ビジネス英語 2 

英語プレゼンテーション 2 
知的財産専⾨英語Ⅰ 2 
知的財産専⾨英語Ⅱ 2 
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展開科⽬ 展開ゼミナールa 2 
展開ゼミナールb 2 
キャリア形成Ⅰ 2 
キャリア形成Ⅱ 2 
キャリア形成Ⅲ 2 
ライフステージと法 2 
中国語コミュニケーション 1 
中国語と現代中国事情 1 
知的財産中国語 2 
海外語学研修 2 
知的財産インターンシップ 2 
知的財産研修 2 
キャリアゼミナール 2 

 
5 その他連携領域 

授業科⽬ 単位数 
その他連携領域 基礎英語 1 

基礎英会話 1 
OIT概論 1 
インターンシップ 2 
知的財産総合⼊⾨Ⅰ 1 
知的財産総合⼊⾨Ⅱ 1 
知的財産総合応⽤Ⅰ 1 
知的財産総合応⽤Ⅱ 1 
知的財産総合応⽤Ⅲ 1 

〔卒業に必要な単位数〕 
導⼊領域・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8単位 
教養領域(英語科⽬8単位、⼀般科⽬12単位を含む)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20単位 
専⾨領域 

必修科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10単位 
選択科⽬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64単位 
(基幹科⽬24単位、知的財産法科⽬10単位、技術＆専⾨科⽬14単位、探求科⽬6単位を含む) 

展開領域(実践英語科⽬2単位を含む)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14単位 
その他(導⼊領域、教養領域、専⾨領域、展開領域、その他連携領域、他学部の科⽬)・・・・・・・・・・・ 8単位 

(合計)        124単位
その他の要件 

◇知的財産プロフェッショナルコース 
特許法・実⽤新案法Ⅱ、著作権法、商標法、意匠法を修得していること 
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◇ブランド＆デザインコース 
著作権法、商標法、意匠法を修得していること 

◇ビジネスマネジメントコース 
経営学⼊⾨Ⅰ、経営学⼊⾨Ⅱ、イノベーションと企業戦略を修得していること 

◇コンテンツビジネスコース 
経営学⼊⾨Ⅰ、経営学⼊⾨Ⅱ、著作権法を修得していること 
 
 

V 教職課程の設置により開設する授業科⽬および単位数 
1 全学共通開設 

授業科⽬ 単位数 
教育原論 2 
教職⼊⾨ 2 
教育⾏政 2 
教育⼼理学 2 
特別⽀援教育 2 
教育課程論 2 
道徳教育 2 
特別活動・総合的な学習の時間の指導法 2 
教育⽅法論(ICT活⽤含む) 2 
⽣徒指導と進路指導 2 
教育相談 2 
中学校教育実習 5 
⾼等学校教育実習 3 
教職実践演習(中・⾼) 2 
⼈間発達と⼈権 2 
教職特論 2 

 
2 ⼯学部 

学科等 授業科⽬名 単位数 
都市デザイン⼯学科 ⼯業概論 2 
建築学科 ⼯業概論 2 
機械⼯学科 ⼯業概論 2 

⽊材加⼯ 2 
栽培 2 

電気電⼦システム⼯学科 ⼯業概論 2 
電⼦情報システム⼯学科 ⼯業概論 2 
応⽤化学科 ⼯業概論 2 
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環境⼯学科 ⼯業概論 2 
⽣命⼯学科 ⼯業概論 2 
学部共通 職業指導A 2 

職業指導B 2 
数学科教育法a 2 
数学科教育法b 2 
数学科教育法c 2 
数学科教育法d 2 
理科教育法a 2 
理科教育法b 2 
理科教育法c 2 
理科教育法d 2 
技術科教育法a 2 
技術科教育法b 2 
技術科教育法c 2 
技術科教育法d 2 
⼯業科教育法a 2 
⼯業科教育法b 2 
情報科教育法a 2 
情報科教育法b 2 

 
3 ロボティクス＆デザイン⼯学部 

学科等 授業科⽬名 単位数 
ロボット⼯学科 ⼯業概論 2 

⽊材加⼯ 2 
栽培 2 

システムデザイン⼯学科 ⼯業概論 2 
⽊材加⼯ 2 
栽培 2 

空間デザイン学科 ⼯業概論 2 
学部共通 職業指導A 2 

職業指導B 2 
技術科教育法a 2 
技術科教育法b 2 
技術科教育法c 2 
技術科教育法d 2 
⼯業科教育法a 2 
⼯業科教育法b 2 
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4 情報科学部 
学科等 授業科⽬名 単位数 

学部共通 数学科教育法a 2 
数学科教育法b 2 
数学科教育法c 2 
数学科教育法d 2 
情報科教育法a 2 
情報科教育法b 2 

 
 
別表第2―1(学費) 

(単位：円) 
学部 

種別 
⼯学部 ロボティクス＆デ

ザイン⼯学部 
情報科学部 知的財産学部 備考 

⼊学⾦ 250,000 250,000 250,000 250,000 ⼊学時納⼊ 
授業料 1,290,000 1,290,000 1,290,000 1,020,000 毎年度納⼊ 
教育充実費 100,000 150,000 100,000 50,000 1年次納⼊ 

200,000 300,000 200,000 150,000 2年次以降納⼊ 

学費の⾦額は、経済情勢の著しい変動があった場合、改定することがある。 
 

別表第2―2(履修料) 
(単位：円) 

学部 ⾦額 備考 
⼯学部 23,000 1単位あたり 
ロボティクス＆デザイン⼯学部 23,000
情報科学部 23,000
知的財産学部 20,000

 
別表第2―3(研究料) 

(単位：円) 
期間

種別 
6カ⽉ 1年 

研究料 180,000 360,000
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別表第2―4(在籍料) 
(単位：円) 

区分 ⾦額 
前期 60,000 
後期 60,000 

 
別表第3(教育職員免許状の種類および免許教科) 

免許状の種類 免許教科 学部 学科 
中学校教諭⼀種免許状 「数学」 ⼯学部 都市デザイン⼯学科 

建築学科 
機械⼯学科 
電気電⼦システム⼯学科 
電⼦情報システム⼯学科 

情報科学部 データサイエンス学科 
実世界情報学科 
情報知能学科 
情報システム学科 
情報メディア学科 

「理科」 ⼯学部 応⽤化学科 
環境⼯学科 
⽣命⼯学科 

「技術」 ⼯学部 機械⼯学科 
ロボティクス＆デザイン
⼯学部 

ロボット⼯学科 
システムデザイン⼯学科 

⾼等学校教諭⼀種免許状 「数学」 ⼯学部 都市デザイン⼯学科 
建築学科 
機械⼯学科 
電気電⼦システム⼯学科 
電⼦情報システム⼯学科 

情報科学部 データサイエンス学科 
実世界情報学科 
情報知能学科 
情報システム学科 
情報メディア学科 

「理科」 ⼯学部 応⽤化学科 
環境⼯学科 
⽣命⼯学科 
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「情報」 ⼯学部 電⼦情報システム⼯学科 

情報科学部 データサイエンス学科 
実世界情報学科 
情報知能学科 
情報システム学科 
情報メディア学科 

「⼯業」 ⼯学部 都市デザイン⼯学科 
建築学科 
機械⼯学科 
電気電⼦システム⼯学科 
電⼦情報システム⼯学科 
応⽤化学科 
環境⼯学科 
⽣命⼯学科 

ロボティクス＆デザイン
⼯学部 

ロボット⼯学科 
システムデザイン⼯学科 
空間デザイン学科 
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⼤阪⼯業⼤学 情報科学部 実世界情報学科 
設置の趣旨等を記載した書類 

⽬次
１ 設置の趣旨及び必要性  ··································································  P.2

２ 学部・学科等の特⾊  ······································································  P.9

３ ⼤学、学部・学科の名称及び学位の名称  ··································· P.10

４ 教育課程の編成の考え⽅及び特⾊  ··············································  P.10

５ 教育⽅法，履修指導⽅法及び卒業要件 ·········································· P.14

６ 多様なメディアを⾼度に利⽤して，

授業を教室以外の場所で履修させる場合の具体的計画  ············· P.19

７ 企業実習(インターンシップを含む)や海外語学研修等の

学外実習を実施する場合の具体的計画  ······································· P.19

８ 取得可能な資格 ··············································································· P.21

９ ⼊学者選抜の概要  ······································································· P.22

１０ 教育研究実施組織の編制の考え⽅及び特⾊  ······························· P.26

１１ 研究の実施についての考え⽅，体制，取組  ······························· P.29

１２ 施設，設備等の整備計画 ································································  P.30
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１５ 情報の公表  ··················································································  P.37

１６ 教育内容等の改善を図るための組織的な研修等  ························  P.39

１７ 社会的・職業的⾃⽴に関する指導等及び体制  ····························  P.41
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１ 設置の趣旨及び必要性 
１−１ 情報科学部 実世界情報学科を設置する理由・必要性 

世界を取り巻く環境は、気候変動、新型コロナウイルス感染症、政治経済状況の不確実性
の増⼤等の⼤きな変化の中にあり、国内においては⼈⼝減少や少⼦⾼齢化、潜在成⻑率の停
滞、⾃然災害の頻発等の構造的課題が深刻化している。 

このような状況下で、我が国は社会課題の解決に向けた取組みそれ⾃体を付加価値創造
の源泉として成⻑戦略に位置づけている。そのために科学技術・イノベーション、中でもデ
ジタルトランスフォーメーションを重視した取組みが進められている。 

しかしながら、このような未来を創造できる⼈材が圧倒的に不⾜しており、「我が国の未
来をけん引する⼤学等と社会の在り⽅について（第⼀次提⾔）」（令和４(2022)年５⽉１０
⽇：教育未来創造会議）でも指摘されているように、今後ますます深刻化が予想され、⼈材
育成が急務となっている。特に、専⾨的なデジタル知識・能⼒を有し、デジタル実装による
地域の課題解決をけん引する⼈材の育成が強く求められている。また、産業界においては我
が国の成⻑戦略として、「AI の活⽤に関する経団連の考え⽅」（令和３(2021)年１０⽉２７
⽇：経団連）において、AI 技術の特性と我が国の産業構造に基づく⽇本企業の勝ち筋とし
て、サイバー世界から実世界に AI の主戦場を展開していくことが提⾔されている。 

このような状況を受け、令和７(2025)年 4 ⽉、⼤阪⼯業⼤学情報科学部に実世界情報学
科を開設する（設置位置は、情報科学部の設置地である枚⽅第 2 校地（⼤阪府枚⽅市））。 

情報技術の社会実装に必要な理論と⼿法の教育を担う学科として、実世界におけるデジ
タルトランスフォーメーションを特⾊とした教育プログラムを⽤意するとともに、地域に
根差した産官学連携プロジェクトへの参画及び既設４学科との連携により、地域課題の解
決・新たな価値創造を⾏う実践的教育を⾏う。具体的には本学部及び本学科のディプロマ・
ポリシーに掲げている能⼒を習得させる。以上の⼈材養成の⽬的を達成するため、以下に⽰
す情報科学部及び実世界情報学科の３ポリシーを定める。 
 

1-1.情報科学部 ディプロマ・ポリシー  

4 年以上在学して所定の単位を修得し、授業および卒業研究を通じて、下記に掲げる能⼒
を備えていると判断できる学⽣に対して卒業を認定し、学⼠（情報学）の学位を授与する。 
（１）各種システムを開発することのできる専⾨能⼒ 

・数学・⾃然科学など理⼯系の専⾨基礎知識、およびソフトウェア・ハードウェア・シス
テムに関する専⾨知識を持ち、情報社会のためのシステム開発に活⽤できる。〔理⼯系
の基礎知識と専⾨的知識を活⽤する能⼒〕 

・豊かな感性・論理的な思考⼒と柔軟な発想⼒や正確かつ論理的に情報を伝えるコミュニ
ケーション能⼒を持ち、他者と協働して活動できる。〔豊かな感性・論理的な思考⼒と
柔軟な発想⼒およびコミュニケーション能⼒〕 
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（２）⾃然と⼈間が共⽣する、豊かで安⼼できる社会の実現に必要な⼈間⼒ 
・⾃然、社会、⽂化に対する広い⼈間的素養を持ち、地球的視野で物事を考え⾏動できる。

〔⾃然、社会、⽂化に対する広い⼈間的素養〕 
・責任感、倫理観、実⾏⼒を持ち⾃律的に判断し⾏動できる。〔責任感、倫理観、実⾏⼒〕 
・新しいものごとへの強い関⼼・興味を持ち、⾃主的・継続的に学習することができる。

〔⾃主的・継続的に学習する能⼒〕 
 

1-2.情報科学部 実世界情報学科 ディプロマ・ポリシー  

実世界情報学科では、情報科学部ディプロマ・ポリシーに基づき、専⾨学術の基礎と実践
⼒を継承できるよう、学科として下記に掲げる能⼒を備えていると判断できる学⽣に対し
て卒業を認定する。 
(A) 実世界情報技術が社会に及ぼす影響や技術者の社会的役割、責務などを理解し、適切に

判断して⾏動ができる。〔技術者倫理の習得〕 
(B) 実世界からの情報取得・分析技術、及び実世界へのインタラクション技術に関連する理

⼯学の基礎知識を持ち、専⾨的な技術の理解につなげられる。〔基礎知識の習得と活⽤
能⼒〕 

(C) 実世界からの情報取得・分析技術、及び実世界へのインタラクション技術を修得し、こ
れらを現実の問題解決に応⽤できる。〔専⾨知識の習得と問題解決への応⽤能⼒〕 

(D) 課題を解決するために、情報を収集、整理、分析し、問題解決のための計画、⽅策を⽴
案して推進できる。〔問題の設定と解決能⼒〕 

(E) 技術⽂書の作成、発表、討論において、正確かつ論理的に情報を伝えるコミュニケーシ
ョン能⼒を持つとともに、他者と協働して活動できる。〔他者と協働できる能⼒〕 

 

2-1.情報科学部 カリキュラム・ポリシー  

情報科学部ディプロマ・ポリシーに掲げた能⼒を備えた⼈材を育成するために、以下のよ
うな⽅針に基づいて必要な科⽬を開設し、主体的に学修できる科⽬運営を取り⼊れるとと
もに、科⽬間の連携を⾼めた体系的カリキュラムを編成する。 
1) 豊かな⼈間性を養う共通教育 

総合⼈間学系と総合理学系に関する教育を通して幅広い教養を⾝につけ、社会の多様
化や⾼度情報化に柔軟に対応できる能⼒を育成する。また、キャリアデザインに関する
教育により、⼤学での学修の動機付けを促し、社会⼈基礎⼒を養う。 

2) 実践的な情報技術者を育成する専⾨教育 
a) 情報科学の基礎となる「数理科学」では、情報数学、確率・統計などの数理科学的

能⼒を養い、学科共通的な科⽬を含む「専⾨基礎」では専⾨科⽬を体系的に学ぶ上
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で必要となる基礎的能⼒を育成する。 
b) 「データサイエンス」、「実世界情報」、「情報知能」、「情報システム」、「情報メディ

ア」の各分野の「基幹科⽬」、「応⽤科⽬」により専⾨性を⾼め、さらに「演習科⽬」
での学修を通して専⾨分野を統合してシステムの設計・実装⼒と問題解決⼒を養
う。 

3) 4 年次ではそれぞれの学科で学んだ内容の集⼤成として「卒業研究」を⾏い、論理的思
考⼒、コミュニケーションやプレゼンテーションの総合的能⼒の育成を図るとともに、
社会における情報技術の役割や情報技術者の責任などについても理解を深める。 

  

2-2.情報科学部 実世界情報学科 カリキュラム・ポリシー  

実世界情報学科ディプロマ・ポリシーに掲げた能⼒を備えた⼈材を育成するために、以下
のような⽅針に基づいてカリキュラムを編成する。 
1) 数理科学科⽬群では、専⾨科⽬を学ぶ上で必要となる数学の基礎を固める。 
2) 専⾨基礎科⽬群では、IoT による実世界からの情報収集、実世界理解のための画像処理

や⼈⼯知能の基礎を学ぶと同時にコンピュータやソフトウェアの仕組み、オペレーテ
ィングシステムやプログラミング⾔語、プログラミング技術、ネットワークの仕組み等
の情報科学に関する基礎的知識を⾝につける。 

3) 基幹科⽬群では、IoT システムの開発に必要な電⼦回路、通信プロトコル、サーバの利
⽤に加え、⽣活空間の環境設備やロボットなどの⾃動機器の制御に必要な位置推定、ロ
ボット操作、コンピュータビジョンどの専⾨的で実践的な技術を総合的に⾝につける。 

4) 応⽤科⽬群では、実世界へ導⼊するためのシステム構築、⼈とのインタラクションに必
要な画像処理などの技術を習得するほか、メディア情報の伝送などについても学び、価
値を⽣み出し実装していく⼒を⾝につける。 

5) 演習科⽬群では、プログラミングの演習ならびにそれまでに学んできた知識を IoT や
ロボットの動作に応⽤する実践的な演習を通じて理解を深める。 

6) 卒業研究では、これまで学んだ専⾨知識を駆使し、実世界の具体的な問題の解決策を考
案、実装、検証する実践的な能⼒を養う。 
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実世界情報学科のディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーの関係は以下の表のと
おりである。 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー 
DP（A）実世界情報技術が
社会に及ぼす影響や技術
者の社会的役割、責務など
を理解し、適切に判断して
⾏動ができる。〔技術者倫
理の習得〕 

CP3）基幹科⽬群に含まれる「情報技術者論」、「情報ゼミナ
ール」、CP6）卒業研究が対応する。 
CP3）基幹科⽬群：IoT システムの開発に必要な電⼦回路、
通信プロトコル、サーバの利⽤に加え、⽣活空間の環境設備
やロボットなどの⾃動機器の制御に必要な位置推定、ロボッ
ト操作、コンピュータビジョンなどの専⾨的で実践的な技術
を総合的に⾝につける。 
CP6）卒業研究：これまで学んだ専⾨知識を駆使し、実世界
の具体的な問題の解決策を考案、実装、検証する実践的な能
⼒を養う。 

DP（B）実世界からの情報
取得・分析技術、及び実世
界へのインタラクション
技術に関連する理⼯学の
基礎知識を持ち、専⾨的な
技術の理解につなげられ
る。〔基礎知識の習得と活
⽤能⼒〕 

CP1）数理科学科⽬群、CP2）専⾨基礎科⽬群が対応する 
CP1）数理科学科⽬群：専⾨科⽬を学ぶ上で必要となる数学
の基礎を固める。 
CP2）専⾨基礎科⽬群：IoT による実世界からの情報収集、
実世界理解のための画像処理や⼈⼯知能の基礎を学ぶと同
時にコンピュータやソフトウェアの仕組み、オペレーティン
グシステムやプログラミング⾔語、プログラミング技術、ネ
ットワークの仕組み等の情報科学に関する基礎的知識を⾝
につける。 

DP（C）実世界からの情報
取得・分析技術、及び実世
界へのインタラクション
技術を修得し、これらを現
実の問題解決に応⽤でき
る。〔専⾨知識の習得と問
題解決への応⽤能⼒〕 

CP3）基幹科⽬群、CP4）応⽤科⽬群、CP5）演習科⽬群が
対応する。 
CP3）基幹科⽬群：IoT システムの開発に必要な電⼦回路、
通信プロトコル、サーバの利⽤に加え、⽣活空間の環境設備
やロボットなどの⾃動機器の制御に必要な位置推定、ロボッ
ト操作、コンピュータビジョンなどの専⾨的で実践的な技術
を総合的に⾝につける。 
CP4）応⽤科⽬群：実世界へ導⼊するためのシステム構築、
⼈とのインタラクションに必要な画像処理などの技術を習
得するほか、メディア情報の伝送などについても学び、価値
を⽣み出し実装していく⼒を⾝につける。 
CP5）演習科⽬群：プログラミングの演習ならびにそれまで
に学んできた知識を IoT やロボットの動作に応⽤する実践
的な演習を通じて理解を深める。 
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DP（D）課題を解決するた
めに、情報を収集、整理、
分析し、問題解決のための
計画、⽅策を⽴案して推進
できる。〔問題の設定と解
決能⼒〕 

CP5）演習科⽬群、CP6）卒業研究が対応する。 
CP5）演習科⽬群：プログラミングの演習ならびにそれまで
に学んできた知識を IoT やロボットの動作に応⽤する実践
的な演習を通じて理解を深める。 
CP6）卒業研究：これまで学んだ専⾨知識を駆使し、実世界
の具体的な問題の解決策を考案、実装、検証する実践的な能
⼒を養う。 

DP（E）技術⽂書の作成、
発表、討論において、正確
かつ論理的に情報を伝え
るコミュニケーション能
⼒を持つとともに、他者と
協働して活動できる。〔他
者と協働できる能⼒〕 

CP3）基幹科⽬群に含まれる「情報技術者論」、CP5）演習科
⽬群が対応する。 
CP3）基幹科⽬群：IoT システムの開発に必要な電⼦回路、
通信プロトコル、サーバの利⽤に加え、⽣活空間の環境設備
やロボットなどの⾃動機器の制御に必要な位置推定、ロボッ
ト操作、コンピュータビジョンなどの専⾨的で実践的な技術
を総合的に⾝につける。 
CP5）演習科⽬群：プログラミングの演習ならびにそれまで
に学んできた知識を IoT やロボットの動作に応⽤する実践
的な演習を通じて理解を深める。 

 

3-1.情報科学部 アドミッション・ポリシー  

情報科学部は、豊かで安⼼できる社会の実現をめざし、情報技術を⾃在に駆使して社会の
発展に貢献できる「情報プロフェッショナルの育成」を教育理念としており、この理念に沿
った学⽣を受け⼊れる。 
＜求める⼈物像＞ 
（１）情報分野に強い関⼼を持ち、専⾨知識や技術を⾝につけることをめざす⼈ 
（２）専⾨的能⼒を修得するのに必要な基礎学⼒と論理的思考⼒を有し、⾃主的・積極的に

勉学に取り組める⼈ 
（３）情報プロフェッショナルとして、情報分野の第⼀線で活躍し、豊かで安⼼できる社会

の実現に貢献したい⼈ 
<⼊学前に学習しておくことが望ましい内容>  

情報科学部では、情報技術とその実践的な応⽤による問題解決⼿法を学び、情報技術で社
会を発展させる情報プロフェッショナルを育成する。情報科学部の⼊学⽣には、これらの学
びの基盤となる⾼校課程での数学、理科の基本的な能⼒を⾝につけておくことを求める。ま
た、実際の社会問題の解決には、情報技術の発達が社会や⼈の⽣活に与えた影響の理解、な
らびに政治、経済、国際情勢などの⼈⽂・社会科学に関する基礎知識を⾝につけておくこと
を求める。英語や国語については情報の収集・発信、他者との議論や協働を可能とするため
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の基本的な読解⼒と論理的な⽂章の作⽂⼒を⾝につけておくことを求める。 
 

3-2.情報科学部 実世界情報学科 アドミッション・ポリシー  

現実社会にある課題に取り組むためには、問題が発⽣している実世界の空間的状況や時
間的変化を把握したうえで、⼈への情報提⽰や機器の制御によって問題の解決を図ってい
く必要がある。実世界情報学科は様々なセンサによる実世界情報の収集と伝送、認識と理解
に基づく実世界情報の可視化や⾃動機器の制御を⾏う⼀連の技術を習得させ、現実的に課
題を解決していける実世界情報のプロフェッショナルを育成する。 
＜求める⼈物像> 
（１）持続可能な社会を⽬指すうえで取り上げられている様々な課題に関⼼がある⼈ 
（２）情報技術に関⼼を持ち、机上の知識ではなく実際に応⽤することに意欲のある⼈ 
（３）技術者の社会的責任について理解し、それを誠実に遂⾏しようとする倫理観を持つ⼈ 
（４）多様な⼈々と協働してプロジェクトを推進する⼒を⾝につけたい⼈ 
＜⼊学前に学習しておくことが望ましい内容＞ 

実世界情報学科に⼊学するまでに、以下に記した能⼒を⾝につけておくことを求める。 
（１）現実の問題を抽象化して数学的に表現するとともに、基本概念や法則を活⽤して論理

的に考察し数学的に処理する能⼒を有していること。 
（２）物理、化学、あるいは⽣物に関し、各々に関する現象をその背後にある理論を理解し

たうえで筋道⽴てて論理的に説明できること。 
（３）実世界の情報や情報社会の特性、ならびに政治、経済、国際情勢等の社会問題に関す

る基礎的知識を有していること。 
（４）基本的な英⽂の読解⼒・語彙⼒・⽂法⼒を有すること。また、平易な英⽂を⽤いて意

思を伝え、相⼿の意図を理解できる基本的なコミュニケーション能⼒を有している
こと。 

（５）国語は、基本的な読解⼒と論理的な⽂章の作⽂⼒を有すること。 
 

4.養成する⼈材像 

実世界情報学科では、様々な IoT センシング技術とデジタル技術によって、実世界の状
況をデータとして取得し、ヒト・モノ・環境の情報分析と可視化、⽣活空間の環境設備やロ
ボットなどの⾃動機器の制御（実世界インタラクション）により実世界の具体的な課題を解
決できる実世界情報のプロフェショナル⼈材を養成する。 

養成する⼈材像とアドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポ
リシーの関連性については、【別紙資料 1】「養成する⼈材像と 3 つのポリシーの相関図」で
⽰す。 
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5.卒業後の進路

卒業後は、さまざまな産業においてデジタル化が求められる幅広い業務で活躍すること
が想定される。以下に具体的な例を挙げる。

(１) ライフライン運営業 (インフラ設備の遠隔運⽤監視)
電⼒・ガス・⽔道・通信・交通等社会のインフラは地理的に広い範囲に各種設備が
あり、効率的な運⽤監視あるいは災害時の状況把握にはドローンやロボット等の機
動⼒のある機器を⽤いることが想定されるため、ドローン・ロボット制御に長けた
技術者が求められる。

(２) 電気・電⼦・通信機器製造業 (IoT 機器の開発製造)
society 5.0 の実現においてインターネットに接続できる家電製品、⽣産設備が不可
⽋であり、IoT とその応⽤技術を持つ技術者が求められる。

(３) ソフトウェア開発業 (業務⽤ソフトウェア開発)
ソフトウェア技術者の不⾜は今後も継続すると予想され、情報システム開発全般に
関われる技術者が求められる。

6.組織として研究対象とする中⼼的な学問分野

本学科における主な研究対象分野は、情報の理論及び技術等の情報科学とする。その中で
も具体的には以下のとおりである。
（１） コンピュータビジョン

実世界の視覚的な情報取得と認識を⾏う
（２） IoT

実世界の視覚以外の情報取得と認識を⾏う
（３） ドローン・ロボット制御

実世界の制約条件に合わせた⾶⾏・⾛⾏の制御を⾏う
（４） デジタルツイン

実世界から取得した情報と⼈間の指⽰に基づいて具体的なドローン・ロボット等の
⾏動計画を⽴て、デジタルツイン上でシミュレーションを⾏う
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２ 学部・学科等の特⾊ 
⼤阪⼯業⼤学を設置する学校法⼈常翔学園の建学の精神は、「世のため、⼈のため、地域

のため、理論に裏付けられた実践的技術をもち、現場で活躍できる専⾨職業⼈を育成する。」
ことである。この精神にしたがって情報科学部では、既設の 4 学科が情報プロフェッショ
ナルの育成を図っている。データサイエンス学科ではデータサイエンスとその企業活動へ
の応⽤の分野を、情報知能学科では知能情報システムとそれを実現する組込みシステム技
術及びコンピュータ技術の分野を、情報システム学科ではビジネスシステムや産業・社会の
基盤となる情報システムの分野を、情報メディア学科ではメディアシステムや情報メディ
アの分野をそれぞれ教育・研究している。これらに対して、実世界情報学科は、実世界にフ
ォーカスしてセンサ等から得られる情報の分析に基づく⾃動機器の制御（実世界インタラ
クション）による実社会の様々な課題解決を⽬指すことが特⾊といえる。しかし、既設 4 学
科との関係も深く、各学科間での授業科⽬の相互履修、教員間での教育・研究の連携等、学
部全体としての有機的な連携を通じて、教育効果の向上を図る。 

近年、地球規模の環境変化や国際政治経済状況の変動等、我が国を取り巻く状況の不透明
感が増⼤している。また、少⼦⾼齢化に起因する様々な社会課題が顕在化しつつある。こう
した背景において、資源やエネルギーの効率的な利⽤と⾃動化や省⼒化が求められ、そのた
めには、デジタル技術の活⽤が必然となる。具体的には、⼈々が⽣活している実世界(=実空
間)において現象の観測と分析、そして⽣活空間の環境設備やロボット等の⾃動機器の制御
（実世界インタラクション）の各側⾯においてデジタル技術を⽤いることとなる。 

そこで、実世界情報学科では以下のように学びの特⾊を持たせている。まず、全ての専⾨
的な学びの基盤となる 1)数理科学について学び、その上に実世界からの情報収集や実世界
理解の基礎となる 2)専⾨基礎科⽬を⾝につける。そして、位置推定、ロボット操作、コン
ピュータビジョン等の専⾨的で実践的な技術を 3)基幹科⽬で修得し、実世界へ導⼊するた
めのシステム構築に関わる 4)応⽤科⽬を学ぶ。さらに、これらの学びと並⾏してプログラ
ミングや知識を応⽤する演習を含む 5)演習科⽬で理解を深め、これら全体の集⼤成となる
6)卒業研究で実世界の具体的な問題の解決策を考案、実装、検証する実践的な能⼒を養う。 
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３ ⼤学、学部・学科等の名称及び学位の名称 
３−１ 学科の名称 

 本学科では、実世界の課題解決を⾏う技術者の育成にあたり、⼈々が⽣活している実世
界 (=実空間)において現象の観測と分析、そして⽣活空間の環境設備やロボット等の⾃動
機器の制御（実世界インタラクション）にフォーカスしている。これらは情報科学の基盤の
上に成り⽴っていることと、実世界を対象としていることが特徴であるため、学科の名称及
び英訳を次のとおりとする。 
学科の名称 英訳名称 
実世界情報学科 Department of Real World Computing 

 
３−２ 学位の名称 

学位の名称に関しては、情報科学を基盤とする既設 4 学科と同⼀の学位名称とする。 
学位の名称 英訳名称 
学⼠（情報学） Bachelor of Information Science and Technology 

 
 
 
４  教育課程の編成の考え⽅及び特⾊ 

本学科は、情報科学部及び実世界情報学科のカリキュラム・ポリシーに則り教育課程を編
成した。教育課程の編成の考え⽅に関して、共通科⽬、キャリア科⽬、専⾨科⽬の順に述べ
る。 
４−１ 共通科⽬ 

情報科学部のカリキュラム・ポリシーにおける「豊かな⼈間性を養う共通教育として、総
合⼈間学系と総合理学系に関する教育を通して幅広い教養を⾝につけ、社会の多様化や⾼
度情報化に柔軟に対応できる能⼒を育成する。」に基づいて、以下のように編成を⾏う。 

情報科学部共通となる「共通科⽬」の授業科⽬は、「総合⼈間学系」と「総合理学系」に
区分している。さらに「総合⼈間学系」は、「⼈⽂社会科学」「外国語」「健康・スポーツ科
学」に細分し、「総合理学系」は「科学技術史」「物理」「化学」「地学」「⽣物」「総合」に細
分している。 
「⼈⽂社会科学」は低学年次に配置し、幅広い領域の知識・考え⽅を学ぶことで、専⾨知

識や思考⽅法を相対化し、社会意義について考え理解する契機として位置付けられる。「外
国語」は国際共通語として特に重要性が⾼い「英語」の実践的な授業を、1 年次、2 年次に
集中的に配置している。「健康・スポーツ科学」は学⽣間の⼈間関係構築の点からも重視し、
1 年次から 3 年次まで配置している。 

「総合理学系」のうち、「物理」「化学」「地学」「⽣物」「総合」は理学系授業科⽬に対す
る新⼊⽣の習熟レベルを統⼀し、情報科学の基礎を学修するために必要な科⽬を 1 年次、2
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年次に配置している。また「科学技術史」は専⾨分野の社会的意義等を俯瞰する科⽬を 4 年
次に配置している。 
 以上により、幅広い教養と社会の変化への対応⼒の涵養の狙いを達成していく。 
 
４−２ キャリア科⽬ 

情報科学部のカリキュラム・ポリシーにおける「豊かな⼈間性を養う共通教育として、キ
ャリアデザインに関する教育により、⼤学での学修の動機付けを促し、社会⼈基礎⼒を養
う。」に基づいて、以下のように編成を⾏う。 

「キャリア科⽬」は「基礎ゼミナール」「キャリアステップ」「キャリアデザインⅠ」「キ
ャリアデザインⅡ」「グローバルテクノロジ論」「OIT 概論」から構成される。「基礎ゼミナ
ール」「キャリアステップ」「OIT 概論」は初年次に配置し、本学部・学科全体の学びを俯瞰
し、学部全体の⽬標を理解したうえで、⾃らの専⾨分野の役割や専⾨性の重要性を把握する
とともに、学⽣のアイデンティティ確⽴、学修の⽅向性の明確化等、初年次におけるガイダ
ンス機能を有する。「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「グローバルテクノロジ
論」はコミュニケーション能⼒向上、問題解決のための論理的思考能⼒、⾃⾝のマネジメン
ト能⼒の育成等を⽬的とした実践的科⽬として、2 年次に配置している。 

以上により、学修の動機付け促進と社会⼈基礎⼒涵養の狙いを達成していく。 
 

４−３ 専⾨科⽬ 

実世界情報学科のカリキュラム・ポリシーに基づき、「専⾨科⽬」を編成する。「専⾨科⽬」
は、「数理科学」、「専⾨基礎」、「基幹科⽬」、「応⽤科⽬」、「演習科⽬」の各科⽬群で構成す
る。まず、「数理科学」科⽬群において数学に関する基礎的素養を⾝につけることからスタ
ートし、その後「専⾨基礎」科⽬群で情報科学に関する基礎的な知識を⾝につける。その基
礎の上に専⾨家としての基幹的、応⽤的な知識と技術を「基幹科⽬」群と「応⽤科⽬」群に
おいて修得する。また、それらを横断する形で実践⼒を⾝につけるための「演習科⽬」群が
あり、最後に本学科の集⼤成として卒業研究を⾏う。これらの科⽬区分はカリキュラム・ポ
リシーと⼀対⼀で対応している。カリキュラムとディプロマ・ポリシーで⾝につける能⼒の
関係については、【別紙資料 2】「情報科学部実世界情報学科カリキュラムマトリクス」【別
紙資料 3】「情報科学部実世界情報学科カリキュラムマップ」にて⽰す。 

各科⽬群の学びの⽬的、卒業後の進路の関係については下表にまとめる。 
各科⽬群の学びの⽬的、卒業後の進路の関係 

専⾨科⽬の 
科⽬群 

主要な科⽬ 学びの⽬的・卒業後の 
進路の関係 

数理科学 「線形数学 I」「線形数学 II」「微積分学 I」「微
積分学 II」「情報数学」「微分⽅程式」「グラフ
理論」「数理計画法」「確率・統計」 

情報科学のベースとなる数
学を学ぶ科⽬群 
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専⾨基礎 「コンピュータ⼊⾨」「実世界情報⼊⾨」
「Unix ⼊⾨」「シェルスクリプト⼊⾨」「コン
ピュータリテラシー」「ディジタル回路 I」「デ
ィジタル回路 II」「IoT 概論」「テクニカルラ
イティング」「データ構造とアルゴリズム」
「情報通信ネットワーク」「⼈⼯知能」「情報
処理基礎」「オペレーティングシステム」「ソ
フトウェア⼯学 I」「画像情報処理」「情報セ
キュリティの基礎」 

ドローン、IoT、コンピュー
タに対する導⼊教育として
の科⽬群 

基幹科⽬ 「ロボティクス」「実世界計測」「IoT データ
ベース」「Web プログラミング」「コンピュー
タビジョン」「IoT サーバ構築」「IoT 通信」
「情報技術者論」「情報ゼミナール」 

空間認識、ネットワーク通
信、システム構築のための
科⽬群 

応⽤科⽬ 「ものづくり実習」「システムプログラム」
「ソフトウェア⼯学 II」「ヒューマンインタ
フェース」「ロボット対話システム」「メディ
ア通信概論」「情報科学実践演習(国際 PBL)」
「情報科学実践演習(国内 PBL)a」「情報科学
実践演習(国内 PBL)b」 

ドローン・ロボットの応⽤
サービス構築や IoT 活⽤サ
ービス構築に必要な科⽬群 

演習科⽬ 「C 演習 I」「C 演習 II」「Java 演習」「ソフ
トウェア⼯学演習」「実世界情報基礎演習」
「実世界情報専⾨演習」「実世界情報応⽤演
習」 

プログラミングや座学で学
んだ内容を実践的に⾝につ
けるための科⽬群 

卒業研究 卒業研究 課題の選定、⽂献調査、計画
に基づく実験の実施、成果
の考察、最終的な論⽂作成
等の実践を通じて、実世界
情報学科の学び全体を体系
的に活⽤し、学⼠課程の学
びと探究を総括する。  

<配当年次の考え⽅> 
⼤学での学修の動機付けを促し、豊かな⼈間性を養う教育を出発点に据え、基礎から応⽤

へという発展過程を原則としつつ、低学年次においても実践的な学びを含めることで⾃ら
の専⾨性を⾼める意欲を涵養する意図で配当年次を定めている。 

1 年次では共通科⽬とキャリア科⽬を多く配当しつつ、情報処理と数理に関する⼊⾨教育
と、本学科で⽤いる機器類に対する知識や操作法を学ぶ導⼊教育を進める。 
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2 年次では引き続き共通科⽬とキャリア科⽬を配当し、併せて情報処理関連の通信、コン
ピュータ、ソフトウェアに関する基礎教育と、実世界の認識や実世界への働きかけに関わる
専⾨的な教育を⾏うとともに、開発を含む演習を配当する。 

3 年次ではさらに⾼度な情報処理、数理、実世界情報の収集・伝送・分析について学び、
実世界へ実装するうえで⽋かせない⼈とのインタラクションを含む応⽤的な科⽬や、実世
界で動作する機器を扱う演習を配当する。 

4 年次ではここまで積み上げてきた専⾨知識と開発⼒を基に卒業研究に取り組む。 
 

<必修・選択・⾃由科⽬、主要授業科⽬について> 
実世界情報に関する導⼊とドローンの操作を学ぶ科⽬である「実世界情報⼊⾨」と、IoT

システム実装の基盤となる「IoT 概論」を必修科⽬に設定している。そして、情報処理の最
も基礎となるイ)通信、ロ)コンピュータ、ハ)ソフトウェアに関する必修科⽬として、それ
ぞれイ)「情報通信ネットワーク」、ロ)「コンピュータ⼊⾨」、ハ)「オペレーティングシス
テム」を設定している。さらに⽂書作成や技術者倫理及びゼミナール活動である「テクニカ
ルライティング」「情報技術者論」「情報ゼミナール」も必修科⽬に指定している。また、プ
ログラミングや演習に関する「C 演習 I」「実世界情報基礎演習」「実世界情報専⾨演習」も
必修科⽬としている。 

 
上記以外の科⽬は全て選択科⽬とするが、科⽬群ごとに特に基盤となる以下の科⽬を含

め、12 単位を選択必修科⽬として単位取得を促している。 
（１） 数理科学：分野横断の科⽬群でありその中でも基本となる科⽬（「線形数学 I」「微積

分学 I」「情報数学」「グラフ理論」「確率・統計」） 
（２） 専⾨基礎：ドローン、IoT、コンピュータの導⼊に関わる科⽬（「ディジタル回路 I」

「ディジタル回路 II」「データ構造とアルゴリズム」「⼈⼯知能」「ソフトウェア⼯学
Ⅰ」「情報セキュリティの基礎」） 

（３） 基幹科⽬：空間認識、ネットワーク通信、システム構築に関わる科⽬（「ロボティク
ス」「IoT 通信」） 

（４） 応⽤科⽬：より専⾨的な観点で⾃由に履修科⽬を選べるように選択必修科⽬を設定
していない。 

（５） 演習科⽬：プログラミングおよび座学で学んだ内容の実践的な修得に関わる科⽬（「C
演習 II」「Java 演習」） 

⾃由科⽬については、⼤阪⼯業⼤学学則に定めるとおり⼤阪⼯業⼤学情報科学部履修規
定に基づくものとする。他学部または他学科の専⾨科⽬等が該当する。 

主要授業科⽬は実世界情報学科を特徴づける学びの網羅的な基盤を形成するものである
ため、必修科⽬と選択必修科⽬の⼀部を設定する。 

まず、必修科⽬は実世界に関わるうえで不可⽋なドローンと IoT の基礎になる科⽬と、
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情報処理の最も基礎となる科⽬、及び⽂書作成と技術者倫理に関する科⽬であるため全て
を主要授業科⽬とする。さらに、選択必修科⽬のうち、専⾨基礎、基幹科⽬、演習科⽬から
実世界の情報取集と分析、インタラクションの観点で特に基盤となる科⽬を主要授業科⽬
として選定している。これらの科⽬は、実世界情報学科が養成する「様々な IoT センシン
グ技術とデジタル技術によって、実世界の状況をデータとして取得し、ヒト・モノ・環境の
情報分析と可視化、⽣活空間の環境設備やロボット等の⾃動機器の制御（実世界インタラク
ション）により実世界の具体的な課題を解決できる実世界情報のプロフェッショナル⼈材」
に不可⽋な科⽬である。 
 
 
 
５ 教育⽅法，履修指導⽅法及び卒業要件 
５−１ 授業の内容に応じた授業の⽅法及び学⽣数の設定 

授業の内容に応じて、講義、演習、実験・実習の⽅法により授業を⾏う。授業ごとの学⽣
数については、次のとおり設定している。 
（１）共通科⽬・総合⼈間学系 

「⼈⽂社会科学」は情報科学部共通であり、学⽣が⾃⾝の関⼼と問題意識に応じて科⽬選
択して時間割を組み⽴てられるように、多くの科⽬を 2 回ずつ開講している。「外国語」は
30〜40 ⼈程度のグループに分けて実施する。「健康・スポーツ科学」の実習科⽬である「基
礎スポーツ科学 a」及び「基礎スポーツ科学 b」は 25 ⼈程度の 3 グループを作って実施す
る。 
（２）共通科⽬・総合理学系 

「科学技術史」の科⽬では、「科学史」は専⾨科⽬を学び終えた学⽣に俯瞰的な視野を持
たせるよう学科指定は⾏わず 4 年次に配当しており、数 10 名程度の受講を⾒込んでいる。
「物理」の科⽬では、「物理学基礎」と「電磁気学」については授業を学科別で指定して２
学科合同で⾏う。上限は 130 ⼈程度としている。「物理現象の数理」や「⼒学」、「現代物理
学⼊⾨」及び「化学」「地学」「⽣物」「総合」等の科⽬は学科指定ではないが、再履修者を
含めて上限を 150 ⼈程度となるように、同⼀科⽬を複数回開講している。 
（３）キャリア科⽬ 

「基礎ゼミナール」は 1 年⽣だけを対象とした科⽬であり、情報科学部全学科横断で開
講している。実世界情報学科の 1 年⽣を 3〜４⼈ずつ 20 程度に分けて、他学科の学⽣を含
めて 1 グループ 20〜25 ⼈程度に編成して実施する。「キャリアステップ」と「キャリアデ
ザインⅠ」は学科単独で開講し、それぞれ 20 ⼈程度と 60 ⼈程度を⾒込んでいる。「キャリ
アデザインⅡ」は、他学科と共通で開講するが、50 ⼈を超えない程度になると⾒込んでい
る。「グローバルテクノロジ論」は、⻑期交換留学等の⾼次元な国際的活動を対象とするも
ので 10 ⼈以下を⾒込んでいる。「OIT 概論」は、⼤阪⼯業⼤学に⼊学し勉学を志す⾼校⽣
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を対象とした⾼⼤連携科⽬であり、受講提出物に基づいて⼊学後に単位認定するため、10
⼈程度を⾒込んでいる。 
（４）専⾨科⽬ 

「数理科学」の科⽬で 1 年⽣配当のために習熟度差が想定される「線形数学Ⅰ」と「微積
分学Ⅰ」は 2 クラスに分けることにより 40 ⼈程度が上限となるように実施する。その他の
科⽬は 80 ⼈を基準として、再履修者を含めても 100 ⼈程度を上限として実施することを⾒
込んでいる。 

「専⾨基礎」の科⽬は学科単独で開講することにより、80 ⼈を基準として再履修者を含
めても 100 ⼈を上限として実施することを⾒込んでいる。 

「基幹科⽬」のうち、「情報技術者論」は学部合同での開講とし、学部全体を２つのグル
ープに分けるため１クラスが約 230 ⼈程度となる。講義はオムニバス形式であるが、グル
ープ討議では 8 ⼈の教員が分担して実施する。「情報ゼミナール」については実世界情報学
科の全教員で担当し、専⾨科⽬の教員は 8 ⼈程度の 9 つのグループ、共通科⽬の教員は 5
⼈程度の 4 つのグループに分けて指導する。その他の「基幹科⽬」は学科単独で開講するこ
とにより、80 ⼈を基準として再履修者を含めても 100 ⼈程度を上限として実施することを
⾒込んでいる。 

「応⽤科⽬」の「ものづくり実習」は⼯作機械を⽤いる実習であるため 20 ⼈程度を上限
として 2 ⼈の教員が共同で実施する。「情報科学実践演習(国際 PBL)」「情報科学実践演習
(国内 PBL)a」「情報科学実践演習(国内 PBL)b」は、それぞれ PBL 科⽬であり情報科学部
全学科横断で実施する。4〜6 ⼈程度のグループによる協働演習であり、本学科からの参加
⼈数は国際 PBL については 10 ⼈程度、国内 PBL については 30 ⼈程度を⾒込む。上記を
除く「応⽤科⽬」は学科単独で開講することにより、80 ⼈を基準として再履修者を含めて
も 100 ⼈を上限として実施することを⾒込んでいる。 

「演習科⽬」についても 80 ⼈を基準として再履修者を含めても 100 ⼈程度を上限として
実施することを⾒込んでいる。すべての演習には PC が必要であるが、基本的には BYOD
（Bring Your Own Device）である。「C 演習Ⅰ」「C 演習Ⅱ」「Java 演習」については、教員
のほかに複数の授業補助者を計画している。「ソフトウェア⼯学演習」は選択科⽬であり、
履修⼈数は 40 名程度を⾒込んで単⼀グループで実施する。「実世界情報基礎演習」「実世界
情報専⾨演習」については、いずれも必修科⽬であり、40〜50 名程度の 2 つのグループに
分かれて演習を実施する。「実世界情報応⽤演習」は選択科⽬であり、履修⼈数は 40 名程度
と想定して単⼀グループで実施する。 
 
５−２ 卒業要件 

本学科では各科⽬に関して、科⽬区分ごとに以下の科⽬数及び単位数が設定されている。
必修科⽬及び選択必修科⽬は、教育課程の編成の考え⽅及び特⾊で述べたように、本学科の
導⼊科⽬及び情報処理の最も基礎となる科⽬を選定している。さらに、⽂書作成や技術者倫
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理に関する科⽬、プログラミングの演習や実践的な演習の⼀部も必修科⽬としている。カリ
キュラム・ポリシーで定めた科⽬群ごとに特に基盤となる科⽬を選択必修科⽬として単位
取得を促している。 

 必修科⽬・選択必修科⽬・選択科⽬の配置数            ()内：単位数 
科⽬区分 必修科⽬数 選択必修科⽬数 選択科⽬数 
共通科⽬（総合⼈間学系・総合理学系） 0(0) 0(0) 50(86) 
キャリア科⽬ 0(0) 0(0)  6(6) 
専⾨科⽬ 数理科学 0(0) 5(10) 4(8) 

専⾨基礎 6(12) 6(10) 5(8) 
基幹科⽬ 2(4) 2(4) 5(10) 
応⽤科⽬ 0(0) 0(0) 9(14) 
演習科⽬ 3(7) 2(6) 2(4) 

合計 11（23） 15（30） 81（136） 
 

実世界情報学科の卒業要件は以下のとおりである。 
 実世界情報学科 卒業要件  

科⽬区分 条件 計 
共通科⽬ 総合⼈間学系 ⼈⽂社会科学 12 単位以上 124 単位 

外国語 8 単位 
健康・スポーツ科学 2 単位 

総合理学系 12 単位以上 
合計 
（⼈⽂社会科学、総合理学系のいずれか
は 14 単位が必要） 

36 単位 

キャリア科⽬ 2 単位 
専⾨科⽬ 必修科⽬ 23 単位 

選択科⽬ 63 単位 
（選択必修科⽬ 12 単
位を含む（注 1）） 

卒業研究 合格していること 
合計 86 単位 

４年以上在学 
 履修科⽬の登録の上限は、年間 44 単位としている。成績評価は、S、A、B、C、G を合格、
Ｆ、＊を不合格とし、厳正に評価する。 

(注 1)「線形数学 I」「微積分学 I」「情報数学」「グラフ理論」「確率・統計」「ディジタル
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回路 I」「ディジタル回路 II」「データ構造とアルゴリズム」「⼈⼯知能」「ソフトウェア⼯学
I」「情報セキュリティの基礎」「ロボティクス」「IoT 通信」「C 演習 II」「Java 演習」を選択
必修科⽬とする。 

なお、「⼤阪⼯業⼤学情報科学部履修規定」において、他学部または他学科の授業科⽬や
他⼤学等の授業科⽬の履修及び卒業に必要な単位として認める際の条件について規定され
ている。 
 
５−３ 履修モデル  

本学科では、実世界からの情報取得と実世界へのインタラクションを⾏える⼈材を養成
するための体系的な学びを講義、演習、実験・実習により 1 年次から 4 年次までバランス
良く配置し教育を⾏う。本学科の履修モデルを、Ⅰ.ライフライン運営モデル(インフラ設備
の遠隔運⽤監視)、Ⅱ.電気・電⼦・通信機器製造モデル(IoT 機器の開発製造)、Ⅲ.ソフトウ
ェア開発モデル(業務⽤ソフトウェア開発)に分けて説明する。（【別紙資料 4】「教育課程及
び履修モデル」参照） 

併せて本学科において教職課程を履修する学⽣を想定した履修モデル（Ⅳ.教職モデル）
も⽰す。授業科⽬は、「共通科⽬」「キャリア科⽬」「専⾨科⽬」に分類されており、いずれ
のモデルとも「共通科⽬」「キャリア科⽬」は同⼀である。以下では、「専⾨科⽬」について
各モデルの特徴的な科⽬を挙げる。 
Ⅰ.ライフライン運営モデル 

履修モデルの前提となる想定される業務内容として、鉄塔や⼟管等各地のフィールドに
配置されている設備の遠隔からの監視が挙げられる。ここで必要となる科⽬は、「実世界情
報⼊⾨」「ロボティクス」「実世界計測」「ロボット対話システム」等のドローンやロボット
に関わる科⽬及び遠隔監視のための科⽬が該当する。 
Ⅱ.電気・電⼦・通信機器製造モデル 

履修モデルの前提となる想定される業務内容として、スマートホーム向けの IoT 機器等
の開発業務が挙げられる。ここで必要となる科⽬は、「ディジタル回路 I」「ディジタル回路
Ⅱ」「IoT 概論」「IoT サーバ構築」「IoT 通信」等の IoT に関わる情報取得から通信による
伝達を受けてサーバ上で分析する⼀連の処理を⾏うための科⽬が該当する。 
Ⅲ.ソフトウェア開発モデル 

履修モデルの前提となる想定される業務内容として、顧客の様々な要望に対応するアプ
リケーションソフトウェアの開発業務が挙げられる。ここで必要となる科⽬は、「データ構
造とアルゴリズム」「オペレーティングシステム」「ソフトウェア⼯学 I」「システムプログラ
ム」「ソフトウェア⼯学 II」「ソフトウェア⼯学演習」等のコンピュータとソフトウェア⼯学
に関連する科⽬が該当する。 
Ⅳ.教職モデル 
 教職課程において、教科及び教科の指導法に関する科⽬を選択する必要がある。具体的に
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は、卒業要件の必修科⽬と選択必修科⽬の単位数を満たしつつ、教職課程における必修科⽬
を履修する。中学及び⾼校数学免許向けでは、「線形数学 I」「線形数学 II」「微積分学 I」「微
積分学 II」「情報数学」「確率・統計」「コンピュータ⼊⾨」が教科に関する専⾨的事項の必
修科⽬となる。⾼校情報免許では、「情報社会論(共通科⽬・総合⼈間学系)」「コンピュータ
⼊⾨」「情報通信ネットワーク」「ソフトウェア⼯学 I」「情報技術者論」「メディア通信概論」
「C 演習 I」が教科に関する専⾨的事項の必修科⽬となる。 
 
５−４ 履修指導 

 本学科では、⼊学後すぐに新⼊⽣ガイダンスを実施する。このガイダンスでは、本学科で
の学びについての説明と、授業を受けるにあたって必要な IT スキルについて指導するほか、
授業の理解度別クラス分けのために数学と英語の基礎学⼒テストを実施する。 

「基礎ゼミナール」は初年次教育として開講しており、20 ⼈程度の少⼈数で⼤学での学
び⽅を指導する。少⼈数で運営することにより、学⽣間及び学⽣と教員の⼈的な繋がりを構
築することも狙いとする。 

また、出席率の低い学⽣には学期途中で指導を⾏う。学期末には、所定の成績評価（GPA
と修得単位数）を満たさない学⽣は、学⽣本⼈と保護者等の保証⼈と「基礎ゼミナール」担
当教員による３者⾯談を⾏い、学修の意識付け等きめ細やかな指導を⾏う。２年次も所定の
成績評価を満たさない学⽣は、学⽣本⼈と「基礎ゼミナール」担当教員とで⾯談による指導
が⾏われる。3 年次以降は研究室に配属されるため、同様の⾯談を学⽣本⼈と研究室の指導
教員とで⾏う。 
 
５−５ CAP 制 

学⽣が個々の授業科⽬に対して⼗分な学修時間を確保できるように、履修科⽬の年間登
録上限を 44 単位に設定している(CAP 制)。また、勉学意欲が極めて⾼く成績優秀な学⽣の
学修を⽀援する観点から、前年度 1 年間の GPA 値が 3.0 以上を達成した学⽣に対して、44
単位に 4 単位を加えた 48 単位まで履修申請することを認めている。上限単位数に含めない
科⽬もあり、以下に⽰す。 
① 実世界情報学科の教育課程のうち、「海外語学研修」「⽇本語 I」「⽇本語Ⅱ」「基礎ゼミ

ナール」「グローバルテクノロジ論」「OIT 概論」「情報科学実践演習(国際 PBL)」「情
報科学実践演習(国内 PBL)a」「情報科学実践演習(国内 PBL)b」 

② 他学部の科⽬ 
③ 教職に関する科⽬のうち、卒業に必要な単位数に含まれないもの 
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６ 多様なメディアを⾼度に利⽤して，授業を教室以外の場所で 
履修させる場合の具体的計画 

本学での授業⽅法は、学則第 23 条の 2 に「授業は、講義、演習、実験、実習もしくは実
技のいずれかによりまたはこれらの併⽤により⾏うものとする。」と規定しており、これら
授業⽅法を原則対⾯で⾏うこととしている。ただし、同条第 2 項に「前項の授業は、多様
なメディアを⾼度に利⽤して、当該授業を⾏う教室等以外の場所で履修させることができ
る。」と規定しているとおり、新型コロナウイルス感染症の拡⼤に伴い取り組んだ遠隔授業
の経験や知⾒を引き続き活⽤していくため、⾼い教育効果が得られると授業担当者が判断
する場合は、遠隔授業を取り⼊れることを可としている。 

具体的には、同時かつ双⽅向の PC で動作するビデオ会議システムによって、教員の説
明をリアルタイムで遠隔受講者に届ける形態での利⽤である。双⽅向通信の機能を有して
いるため、遠隔に居る学修者からの質問を⾳声やチャット機能によって受け取ることも可
能である。その際に必要な URL 情報は、クラウド上のファイル共有サービスを利⽤して提
供する。このファイル共有サービスを利⽤して、授業の資料を PDF 形式で提供することに
より、学修者が適宜授業の内容を先読みしたり、あるいは振り返りながら、当⼈にとって
理解を進めやすい⽅法で学修することができる。 

上記に加えて、オンライン回答フォームも利⽤する。対⾯受講者と遠隔受講者が混在す
るハイブリッド形式での授業においても、受講場所によらず同じ課題に対して同じように
学修者は回答することができる。授業担当者がその場で回答状況を確認して正答・誤答の
内容に応じてその場で全受講者の学びを深めるフィードバックを⾏うことも可能である。 

これらの遠隔受講に必要なツールやサービスの利⽤にあたって、⼤学⼊学当初のオリエ
ンテーションにより利⽤⽅法を訓練することも重要なポイントである。 

 
 
 
７ 企業実習(インターンシップを含む)や海外語学研修等の学外実習を 

実施する場合の具体的計画 
7−１ 海外語学研修 
ア.実習先の確保の状況 

 本学では、複数の海外⼤学及び語学学校と連携し、学⽣に語学研修の機会を提供している。
令和４年（2022）年度の派遣機関は、以下の 5 校で、国や地域、プログラムの特⾊、費⽤等
学⽣の希望に応じた選択が可能となっている。本学では単位認定の取り決めを順守しなが
ら、学⽣のニーズの変化に応じて、派遣先を⾒直す等の対応を随時実施している。 
（１） 派遣型 

・ GLC(Global Language Cebu)【フィリピン・セブ】／個⼈参加形式（１⼈から実施） 
・ CCEL(Canadian College of English Language)【カナダ・バンクーバー】／個⼈参加
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形式（１⼈から実施） 
・ サンフランシス州⽴⼤学【アメリカ・サンフランシスコ】／個⼈参加形式（１⼈から

実施） 
（２） オンライン型 

・ Nexus TALK【フィリピン・セブ】／個⼈参加形式（１⼈から実施） 
・ ILAC【カナダ・トロント】／個⼈参加形式（１⼈から実施） 
・ GLC(Global Language Cebu)【フィリピン・セブ】／個⼈参加形式（１⼈から実施） 

イ.実習先との連携体制 

全学部を対象に従来からの海外語学研修プログラムにおいて、複数の実習先を⽤意して
いる。国際交流センターが担当し、⽇常的にメールや電話で連絡調整を⾏うほか、現地訪問
により、受⼊機関担当者との打ち合わせ、施設整備の確認、周辺環境調査を実施し、受⼊機
関として適切な運営が⾏われていることを確認している。 
ウ.成績評価体制及び単位認定⽅法 

「海外語学研修」の単位認定（2 単位）に必要な時間数は、事前学習、現地研修、事後学
習で合計 90 時間以上としている。また、成績評価は、現地受⼊機関発⾏の修了証等に加え、
事前・事後学習の記録や学⽣から提出された報告書等の成果を総合的に勘案して、本学の語
学担当教員が⾏う。 
 
７−２ インターンシップ 
ア.実習先の確保の状況 

本学では、独⾃のインターンシップ制度を持ち、令和４(2022)年度の受⼊機関は 47 団体
である。（【別紙資料 5】「令和 4(2022)年度インターンシップ受⼊機関」参照）この数字は、
景気の動向等によって変動は⾒られるものの、例年ほぼ安定した運⽤が図られている。 

情報科学部実世界情報学科の学⽣についても、既設の学部同様にこの制度を利⽤しなが
ら、新たな学科ニーズに合致する企業を開拓する。実習期間は既存制度同様 1 週間以上（実
質 5 ⽇間以上）であり、時期は夏期に実施するのが⼀般的である。 
イ.実習先との連携体制 

インターンシップの実施に先⽴ち、活動の内容、安全確保等について、本⼤学と受け⼊れ
先で協議する。参加学⽣には、事前学習において安全に関する注意喚起を⾏い、実習期間中
の安全確保とリスク軽減に努める。実習期間中は、参加学⽣が担当教員と連絡ができる状況
を確保し、不測の事態に対応できる体制を確保している。 

ウ.成績評価体制及び単位認定⽅法 
事前学習・事後学習の学習状況及び実習先での活動状況、実習担当者からの評価、⽇誌、

体験報告書、レポート作成提出、体験発表の内容等から総合的に評価する。 
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８ 取得可能な資格 
実世界情報学科では、以下の資格（免許）が取得可能である。 
<取得可能な資格> 

資格(免許)名 国家資格か、
⺠間資格か 

資格取得が可能か、受験
資格の取得が可能か 

資格取得が卒業要件な
のか、追加して科⽬履
修する必要があるか等 

中学校教諭⼀種免
許（数学） 

国家資格 必要な教職単位を履修
することで資格取得可
能。 

卒業要件単位に含まれ
る科⽬のほか、教職関
連科⽬の履修が必要。 ⾼等学校教諭⼀種

免許（数学） 
⾼等学校教諭⼀種
免許（情報） 
また、以下の⼀般的な情報系の国家資格については、資格取得に関連のある科⽬も設けて

いることから、在学中または卒業後の受験と資格取得を奨励する。 
<取得を奨励する資格> 

（１）基本情報技術者試験 
「情報処理の促進に関する法律」に基づき経済産業省が、情報処理技術者としての「知識・

技能」が⼀定以上の⽔準であることを認定している国家試験。「IT を活⽤したサービス、製
品、システム及びソフトウェアを作る⼈材に必要な基本的 知識・技能をもち、実践的な活
⽤能⼒を⾝につけた者」を対象とする。 
（2）応⽤情報技術者試験 

「情報処理の促進に関する法律」に基づき経済産業省が、情報処理技術者としての「知識・
技能」が⼀定以上の⽔準であることを認定している国家試験。「IT を活⽤したサービス、製
品、システム及びソフトウェアを作る⼈材に必要な応⽤的 知識・技能をもち、⾼度 IT ⼈
材としての⽅向性を確⽴した者」を対象とする。 
（3） エンベデッドシステムスペシャリスト試験 

「情報処理の促進に関する法律」に基づき経済産業省が、情報処理技術者としての「知識・
技能」が⼀定以上の⽔準であることを認定している国家試験。「⾼度 IT ⼈材として確⽴し
た専⾨分野をもち、IoT を含む組込みシステムの開発に関係する広い知識や技能を活⽤し
て、市場動向・関連業界の動向を踏まえて最適な組込みシステムの事業戦略や製品戦略を策
定し、ハードウェアとソフトウェアの要求仕様の策定、及び要求仕様に基づいた組込みシス
テムの設計・構築・製造を主導的に⾏う者」を対象とする。 
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９ ⼊学者選抜の概要 
９−１ 実世界情報学科のアドミッション・ポリシー及び受け⼊れる学⽣像 
 現実社会にある課題に取り組むためには、問題が発⽣している実世界の空間的状況や時
間的変化を把握したうえで、⼈への情報提⽰や機器の制御によって問題の解決を図ってい
く必要がある。実世界情報学科は様々なセンサによる実世界情報の収集と伝送、認識と理解
に基づく実世界情報の可視化や⾃動機器の制御を⾏う⼀連の技術を習得させ、現実的に課
題を解決していける実世界情報のプロフェッショナルを育成する。 
＜求める⼈物像> 
（１） 持続可能な社会を⽬指すうえで取り上げられている様々な課題に関⼼がある⼈

【AP1】 
（２） 情報技術に関⼼を持ち、机上の知識ではなく実際に応⽤することに意欲のある⼈

【AP2】 
（３） 技術者の社会的責任について理解し、それを誠実に遂⾏しようとする倫理観を持つ

⼈【AP3】 
（４） 多様な⼈々と協働してプロジェクトを推進する⼒を⾝につけたい⼈【AP4】 
＜⼊学前に学習しておくことが望ましい内容> 

実世界情報学科に⼊学するまでに、以下に記した能⼒を⾝につけておくことを求める。 
（１）現実の問題を抽象化して数学的に表現するとともに、基本概念や法則を活⽤して論理

的に考察し数学的に処理する能⼒を有していること。【AP5】 
（２）物理、化学、あるいは⽣物に関し、各々に関する現象をその背後にある理論を理解し

たうえで筋道⽴てて論理的に説明できること。【AP6】 
（３）実世界の情報や情報社会の特性、ならびに政治、経済、国際情勢等の社会問題に関す

る基礎的知識を有していること。【AP7】 
（４）基本的な英⽂の読解⼒・語彙⼒・⽂法⼒を有すること。また、平易な英⽂を⽤いて意

思を伝え、相⼿の意図を理解できる基本的なコミュニケーション能⼒を有している
こと。【AP8】 

（５）国語は、基本的な読解⼒と論理的な⽂章の作⽂⼒を有すること。【AP9】 
 
９−２ 学⽣募集の概要 

本学科の⼊学者選抜は「⼤学⼊学者選抜実施要項」に基づき、⼤学教育を受けるに相応し
い能⼒・意欲・適性等を多⾯的・総合的に評価し、公正かつ妥当な⽅法で次の趣旨に沿って
実施する。⼊学者選抜の実施にあたっては、本学科のアドミッション・ポリシーに基づき、
学⼒検査、適性検査、⼤学⼊学共通テスト、⾯接、書類審査等を⼊学者選抜ごとに組み合わ
せて⾏う。⼊学者選抜の多様化を図るため、次の（１）〜（４）の⽅法により本学科で学ぶ
に相応しい学⽣を選抜できるよう計画し、科⽬等履修⽣の受け⼊れについては、次の「１０
−３ 科⽬等履修⽣の受け⼊れ」のとおり実施することを計画する。全ての⼊学者選抜にお
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いて、AP を全て満たしているかを確認するが、各⼊学者選抜において特に重視する AP の
内容は、⼊試名称の後に記す。  
（１） 総合型選抜 ＡＯ⼊試［募集⼈員：2 ⼈（⼊学定員⽐率 2.50％）］（求める⼈物像：

AP1〜4／⼊学前の学習：AP7） 
⾼等学校在籍時の多様な活動や経験を通して⾝につけた能⼒や豊かな⼈間性等を積極的

に評価する。また、⾼等学校で本学が定めた基準以上の成績を収めていることを出願要件の
⼀つとし、全教科または特定教科の学習成績の状況（評定）による基準を定め、⼊学後の学
びで必要となる基礎学⼒を求める。１次選考では⾯接及び書類審査を課し、様々な活動や経
験を通してどのような能⼒を⾝につけてきたか、⼈間的な成⻑を遂げたかを評価する。２次
選考では書類審査を課し、本学で学ぶ意思と⼊学後のビジョン等を評価する。 

 
（２）学校推薦型選抜［募集⼈員：計 35 ⼈（⼊学定員⽐率 43.75％）］ 

①公募制推薦⼊試［募集⼈員：20 ⼈］（求める⼈物像：AP1〜4／⼊学前の学習：AP5、
8〜9） 

適性検査（素養を問う簡単なテスト）により選考を⾏い、出題教科・科⽬については本
学科の特性を考慮して決定する。素養を問う簡単なテストでは、⾼校教科書の内容の正確
な理解を求めるほか、⼀部の科⽬については記述式問題を出題し、単なる知識として問う 
だけではなく、思考⼒や表現⼒も評価する。 
②普通科⾼校特別推薦⼊試［募集⼈員：2 ⼈］（求める⼈物像：AP1〜4／⼊学前の学習：

AP5〜9） 
⾼等学校在籍時に普通科教育を中⼼としたカリキュラムを受講した者を対象とし、適

性検査（素養を問う簡単なテスト）及び⾯接により総合的に選考を⾏う。また、⾼等学校
で本学が定めた基準以上の成績を収めていることを出願要件の⼀つとし、全教科または
特定教科の学習成績の状況（評定）による基準を定め、⼊学後の学びで必要となる基礎学
⼒を求める。素養を問う簡単なテストでは⼊学後の学びで必要となる基礎学⼒等を評価
し、⾯接では本学で学ぶ意思や⼊学後のビジョン等を評価する。また、⼀定レベル以上の
英語資格等保持者や情報処理技術者試験合格者に対し、資格・検定試験に取り組んだ主体
性も評価する。 
③専⾨⾼校特別推薦⼊試［募集⼈員：2 ⼈］（求める⼈物像：AP1〜4／⼊学前の学習：

AP5〜9） 
⾼等学校在籍時に⼯業、商業、情報等に関する専⾨教育を受けた者を対象とし、適性検

査（素養を問う簡単なテスト）及び⾯接により総合的に選考を⾏う。また、⾼等学校で本
学が定めた基準以上の成績を収めていることを出願要件の⼀つとし、全教科または特定
教科の学習成績の状況（評定）による基準を定め、⼊学後の学びで必要となる基礎学⼒を
求める。素養を問う簡単なテストでは⼊学後の学びで必要となる基礎学⼒を評価し、⾯接
では本学で学ぶ意思や⼊学後のビジョン等を評価する。また、⼀定レベル以上の情報処理
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技術者試験合格者に対し、検定試験に取り組んだ主体性も評価する。 
④⼥⼦特別推薦⼊試［募集⼈員：2 ⼈］（求める⼈物像：AP1〜4／⼊学前の学習：AP5〜

9） 
⾼等学校在籍時に普通科教育を中⼼としたカリキュラムを受講した⼥⼦を対象とし、 

適性検査（素養を問う簡単なテスト）、⾯接及び書類審査により総合的に選考を⾏う。ま
た、⾼等学校で本学が定めた基準以上の成績を収めていることを出願要件の⼀つとし、全
教科または特定教科の学習成績の状況（評定）による基準を定め、⼊学後の学びで必要と
なる基礎学⼒を求める。素養を問う簡単なテストをでは⼊学後の学びで必要となる基礎
学⼒を評価し、⾯接では本学で学ぶ意思や⼊学後のビジョン等を評価する。また、書類審
査では本学科が指定する課題を課し、思考⼒、判断⼒、表現⼒等を評価する。加えて、⼀
定レベル以上の英語資格等保持者や情報処理技術者試験合格者に対し、資格・検定試験に
取り組んだ主体性も評価する。 
⑤その他（指定校推薦⼊試、内部推薦⼊試）［募集⼈員：9 ⼈］（求める⼈物像：AP1〜

4／⼊学前の学習：AP5〜9） 
本学への強い⼊学意思を持った者を対象とした専願制の推薦⼊試で、⾼等学校で本学

が定めた基準以上の成績を収めていることを出願要件の⼀つとし、全教科及び数学の学
習成績の状況（評定）による基準を定め、⼊学後の学びで必要となる基礎学⼒を求める。
選考は⾯接及び書類審査を課し、本学で学ぶ意思と⼊学後のビジョンに加え、思考⼒、判
断⼒、表現⼒、主体性や多様性、協働性等を総合的に評価する。 

 
（３）⼀般選抜［募集⼈員：計 43 ⼈（⼊学定員⽐率 53.75％）］ 

①本学独⾃試験を課す⼀般選抜（求める⼈物像：AP1〜4／⼊学前の学習：AP5〜9） 
学⼒検査により選抜を⾏い、出題教科・科⽬については本学科の特性を考慮して決定す

る。学⼒検査では、⾼校教科書の内容の正確な理解に加えそれらを応⽤できる能⼒を求め
るほか、⼀部の科⽬については記述式問題を出題し、単なる知識として問うだけではなく、
思考⼒や表現⼒も評価する。 
①−①⼀般⼊試前期Ａ⽇程・ＡＣ⽇程［募集⼈員：22 ⼈］ 

Ａ⽇程は配点均⼀⽅式の 3 教科⼊試で本学独⾃の学⼒検査の合計得点（450 点満点）
のみ、ＡＣ⽇程はＡ⽇程の学⼒検査の得点に⼤学⼊学共通テストの得点を加えた合計
得点（900 点満点）で選抜を⾏う。 

①−②⼀般⼊試前期Ｂ⽇程・ＢＣ⽇程［募集⼈員：11 ⼈］ 
Ｂ⽇程は⾼得点重視⽅式の 3 教科⼊試で本学独⾃の学⼒検査の合計得点（450 点満

点）のみ、ＢＣ⽇程はＢ⽇程の学⼒検査の得点に⼤学⼊学共通テストの得点を加えた合
計得点（900 点満点）で選抜を⾏う。 

①−③⼀般⼊試後期Ｄ⽇程・ＤＣ⽇程［募集⼈員：4 ⼈］ 
Ｄ⽇程は 3 教科のうち得点の⾼い 2 教科による⼊試で本学独⾃の学⼒検査の合計得
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点（300 点満点）のみ、ＤＣ⽇程はＤ⽇程の学⼒検査の得点に⼤学⼊学共通テストの得
点を加えた合計得点（600 点満点）で選抜を⾏う。 

②⼤学⼊学共通テストによる⼀般選抜（求める⼈物像：AP1〜4／⼊学前の学習：AP5〜
9） 

（⼀般⼊試前期Ｃ⽇程［募集⼈員：4 ⼈］、⼀般⼊試後期Ｃ⽇程［募集⼈員：2 ⼈］） 
本学独⾃の学⼒検査を課さず、⼤学⼊学共通テストの成績により選抜を⾏う。利⽤科⽬の

構成や配点の設定により、本学が求める様々な能⼒を評価する（400 点満点）。また後期Ｃ
⽇程では、外部英語検定試験を活⽤したみなし得点制度を導⼊し、英語の学⼒を多⾯的・総
合的に評価する。 
 
（４）その他の選抜 

①社会⼈⼊試［募集⼈員：若⼲名］（求める⼈物像：AP1〜4／⼊学前の学習：AP7） 
⾼等学校または中等教育学校を卒業後３年以上の社会⼈としての経験（正社員またはア

ルバイト等として働いていた期間、社会的活動（NPO、NGO、ボランティア活動等）に参
加していた期間、主婦としての期間を通算する）を有する者を対象とし、⾯接及び書類審査
により総合的に選考を⾏う。選考では、本学で学ぶ意思や⼊学後のビジョン等を評価すると
ともに、社会⼈経験で培った⼈間性、⼊学後の学びで必要となる基礎学⼒等を評価する。な
お、⼤学等で既修得単位のある者については、本学科の各授業科⽬に照らし単位認定を⾏う。 

②外国⼈留学⽣⼊試［募集⼈員：若⼲名］（求める⼈物像：AP1〜4／⼊学前の学習：AP5、
7〜8） 

海外での異なる⽂化や環境で⽣まれ育った者を対象とし、適性検査（素養を問う簡単なテ
スト）に加え⾯接及び書類審査により総合的に選考を⾏う。選考では、⼊学後の学びで必要
となる基礎学⼒等を評価するほか、本学で学ぶ意思や⼊学後のビジョン、⽇本語能⼒を総合
的に評価する。なお、出願資格は以下のとおりとする。 

⽇本語による授業が理解できる能⼒を有する外国籍の者（⽇本国内における永住許可を
受けている者及び⽇本国籍を含む重国籍者は除く）で、次の各項のいずれかに該当し、かつ
⼊学後は原則として「出⼊国管理及び難⺠認定法」による「留学」の在留資格を取得または
更新できる者 
① 外国において 12 年の学校教育の課程を修了した者及び 2025 年 3 ⽉までに修了⾒込み

の者 
② 外国において⾼等学校に対応する学校の課程で⽂部科学⼤⾂が別に指定するものを修

了した者 
③ 上記①に準ずる者で⽂部科学⼤⾂の指定した者 
④ 上記①に準ずる能⼒を持つと本学が認めた者 
【注意】志願者が外国⼈留学⽣であっても、次の場合は本⼊試には出願することができない。 
・⽇本国内の⾼等学校を卒業した者（卒業⾒込者を含む） 
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本⼊試志願者には、出願時に⽇本語学習歴（⽇本語を学習した学校名及び学習期間、⽇本
留学試験及び⽇本語能⼒試験の受験歴）を確認するほか、パスポート（写し）及び在留カー
ド（⽇本国内居住者のみ）の提出を求める。また合格者（⼊学許可者）が海外在住の場合は、
本⼈の希望により在留資格認定の代理申請⼿続きを本学が⾏い、その際「経費⽀弁に関する
証明書」「経費⽀弁能⼒を証明する資料」を提出させる。 

なお、⼊学後の在籍管理については、東京出⼊国在留管理局宛に、外国⼈留学⽣の在籍管
理について「中⻑期在留者の受⼊れに関する届出」を提出し、外国⼈留学⽣の受⼊れの開始
と終了を速やかに報告（名簿添付）しているほか、毎⽉、⽂部科学省に前⽉の退学者・除籍
者・所在不明者の定期報告を報告している（該当者がいる場合は名簿添付）。 
また、外国⼈留学⽣の在留期間更新や資格外活動、住所変更等について、諸⼿続きの怠りが
ないよう注意喚起をしており、在留期限やアルバイト先等の情報を把握・管理している。授
業の出席状況や学業成績の良好でない者に対する⾯談と指導も⾏っている。 

③帰国⽣徒⼊試［募集⼈員：若⼲名］（求める⼈物像：AP1〜4／⼊学前の学習：AP7） 
海外での学習経験を有する者を対象とし、⾯接及び書類審査により総合的に選抜を⾏う。

選考では、海外での経験を通じて⾝につけた多様性や協働性、主体性のほか、本学で学ぶ意
思や⼊学後のビジョン、⼊学後の学びで必要となる基礎学⼒等を評価する。 
 
９−３ 科⽬等履修⽣の受け⼊れ 

⾃⼰啓発、業務上の知識修得、資格取得等の⽬的、また本学の授業に興味のある⽅を受け
⼊れている。科⽬等履修⽣は、学修した授業科⽬につき単位を修得することができる。科⽬
等履修⽣の募集については、⼤学ホームページにて掲載し、広く周知している。 

2021 年度〜2023 年度の科⽬等履修⽣の受⼊れはない。 
 
 
 
１０ 教育研究実施組織の編制の考え⽅及び特⾊ 
１０−１ 教員配置 

基幹教員は、学校法⼈常翔学園の任⽤規定（【別紙資料 6】「任⽤規定」参照）に加えて、
⼤阪⼯業⼤学教員選考基準（【別紙資料 7】「⼤阪⼯業⼤学教員選考基準」参照）に照らして
任⽤される。実世界情報学科の基幹教員として 13 ⼈を配置する。基幹教員 13 ⼈は全て「専
ら実世界情報学科の教育研究に従事する者で、主要授業科⽬を担当する者（基（主専））」で
あり、その職位別内訳は、教授 7 ⼈、准教授 4 ⼈、講師 2 ⼈である。本学の他学部等の教
員、学外の⾮常勤講師を含む基幹教員以外の教員は、87 ⼈である。 

設置の趣旨、特⾊のある教育課程を実施するために次のような考え⽅で教員配置を⾏う。
以下に教育課程を構成する科⽬区分ごとに教員の配置の考え⽅と主要授業科⽬への基幹教
員の配置について述べる。 
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情報科学部では、カリキュラム・ポリシーのもとで豊かな⼈間性を養う教育を担う共通教
育科⽬、⾃らが学ぶ専⾨分野の役割や重要性を把握するためのキャリア科⽬並びに情報科
学の基礎となる数理科学科⽬（数学）について、学部を横断する基礎教育科⽬と位置づけ、
５学科で共通の教育課程を編成してきた。実世界情報学科においても共通教育科⽬並びに
数理科学科⽬（数学）を同様に位置づけている。 

共通教育では、総合⼈間学系（「⼈⽂社会科学」「外国語」「健康・スポーツ科学」）、総合
理学系（「科学技術史」「物理」「化学」「地学」「⽣物」「総合」）、キャリア科⽬という科⽬区
分を⽤意しており、それぞれの専⾨分野をもつ基幹教員とその他の教員が講義を担当する。
専⾨科⽬の数理科学科⽬（数学）についても各科⽬の教授内容を専⾨分野に持ち、他学科に
所属する基幹教員と⾮常勤講師が講義を担当する。 

専⾨基礎科⽬は、コンピュータやネットワーク等の情報科学に関する基礎的科⽬群と、実
世界からの情報収集、実世界を理解するため画像処理、⼈⼯知能といった先進技術を理解す
るための基礎を学ぶ科⽬群からなる。後者は、実世界情報学科の学びの特⾊となる実世界と
のインタラクション技術に関わる科⽬であり、主要授業科⽬として基幹教員を配置する。ま
た前者の中でも特に実世界とのインタラクションの基礎技術に関連したハードウェア（「コ
ンピュータ⼊⾨」「ディジタル回路Ⅰ」「ディジタル回路Ⅱ」）、ソフトウェア開発（「データ
構造とアルゴリズム」「情報通信ネットワーク」「オペレーティングシステム」「ソフトウェ
ア⼯学 I」「情報セキュリティの基礎」）を主要授業科⽬とし、その担当に基幹教員を配置す
る。これら以外の科⽬は他学科でも同内容で基礎科⽬として開講しているものが多く、他学
科の教員との共同担当で、あるいは兼担で実施するべく他学科の基幹教員も配置する。 

基幹科⽬は実世界情報学科の学びの特⾊となる実世界とのインタラクションに関わる科
⽬であり、ほぼ全ての科⽬を基幹教員が担当する。 

なお、基幹科⽬の「情報技術者論」は、実践的情報技術者が理解し、具備すべき情報技術
者の社会的役割、職業倫理、情報に関わる実際の現場での仕事について学び、⽣涯の⾃⼰学
習能⼒を⾝につけることを⽬的とする科⽬であり、主要授業科⽬（必修科⽬）として位置づ
けている。なお、本内容は本学で情報科学を学ぶ全員が共通して学ぶべき内容として、情報
科学部全学科共通して、共通科⽬として設定している。そのため当該科⽬は基幹教員と他学
科の基幹教員が合同担当することとしている。 

また、基幹科⽬の「情報ゼミナール」も情報科学部全学科に共通して主要授業科⽬（必修
科⽬）となるが、この科⽬は全基幹教員が担当し、学⽣は各研究室に配属され、それぞれ教
員が持つ多様な実世界情報分野のプロジェクト活動、プレ卒業研究活動に従事する。 

応⽤科⽬は、⽬指す⼈材像を想定して⾼学年次に、より専⾨的な観点で⾃由に選べる選択
科⽬で構成しており、教授内容を専⾨分野に持つ基幹教員、並びに他学科の基幹教員が担当
する。 

演習科⽬の中で「C 演習Ⅰ」「C 演習Ⅱ」「Java 演習」は、情報科学並びに実世界情報技術
の基盤として⾝につけるべきプログラミング演習科⽬である。加えて、基幹科⽬や応⽤科⽬

設置等の趣旨　-27-



 
 

での学びを実践する「実世界情報基礎演習」「実世界情報専⾨演習」は実践⼒を涵養する重
要な演習科⽬である。これらの演習科⽬は、主要授業科⽬と位置づけ、基幹教員が担当する。
より広いソフトウェアの演習を⾏う「ソフトウェア⼯学演習」は、情報科学部全学科に共通
的な内容であり、基幹教員及び他学科の基幹教員を配置している。 
 
１０−２ 中⼼となる研究分野 

実世界情報学科の基幹教員が実施する研究分野は、広くはサイバーフィジカルシステム
(CPS: Cyber Physical Systems)の研究開発分野の範疇にあり、センサで収集した実世界の多
様な情報や環境情報をサイバー空間で分析し、実際の課題解決⽅法をマイニングし、それら
をドローンやロボット等の⾃動機器へフィードバック制御するという⼀貫した実世界イン
タラクション技術の研究開発、その技術を実社会に応⽤して様々な課題解決するための応
⽤技術の研究開発が中⼼となる。すなわち、実世界の視覚的な情報取得と認識を⾏うコンピ
ュータビジョン、実世界の視覚以外の情報取得と認識を⾏う IoT システム、実世界の制約
条件に合わせた⾶⾏・⾛⾏の制御を⾏うドローン・ロボット制御、実世界から取得した情報
と⼈間の指⽰に基づいて具体的なドローン・ロボット等の⾏動計画の⽴案、デジタルツイン
上におけるシミュレーション等が研究テーマとなる。実世界情報学科を構成する基幹教員
は、⾼度な情報技術とソフトウェア技術に精通しており、それぞれが IoT、センシング、ロ
ボティクス、ネットワーク、AI、セキュリティ等の専⾨分野での研究業績を有しており、こ
れらの研究テーマに取り組むこととなる。 

 
１０−３ 教員の年齢構成 

本学においては、教員⼈事計画の基本⽅針は、学⻑が⼤学・⼤学院運営会議において⽰し、
審議の上、決定される（【別紙資料 8】「令和 7（2025）年度 ⼤阪⼯業⼤学教員⼈事につい
て」参照）。今回設置を計画している実世界情報学科の教員組織について、開設年度におけ
る年齢構成は、30 代１⼈、40 代５⼈、50 代６⼈、60 代１⼈であり、完成年度においても、
30 代 1 ⼈、40 代２⼈、50 代７⼈、60 代 3 ⼈であり、年齢の偏りのないバランスの取れた
教員組織となっている。教員の定年については、本学の「学校法⼈常翔学園就業規則」にお
いて 65 歳と定められており、完成年度である 2028 年度 3 ⽉ 31 ⽇までに定年を迎える教
員はいない。（【別紙資料 9】「学校法⼈常翔学園就業規則」参照） 

 
１０−４ 教育研究活動等の運営や厚⽣補導等における組織的な連携体制 

教育研究活動等の運営や厚⽣補導等の学部運営については、情報科学部内に教務担当委
員会、学⽣担当委員会、キャリア⽀援委員会等、各種の委員会が設置されており、実世界情
報学科を含む全学科から教員が委員として運営業務にあたる。⼀部の委員会には事務職員
が委員として参加する。また、学部内の各種委員会間の連携を取れるように、学部⻑、学科
⻑、教育センター⻑等の役職者を構成員とする⾃⼰評価・IR 委員会、教授会、学科⻑会議
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で情報共有と学部運営の意思決定が⾏われる組織的な連携体制をとる。また、各学科の基幹
教員は、学科事務室、学部事務室と連携して学⽣の厚⽣にあたる体制が構築されている。 
 
 
 
１１ 研究の実施についての考え⽅，体制，取組 
<実施体制・環境整備> 

実世界情報学科の基幹教員は、それぞれが実世界インタラクションの要素技術や応⽤技
術の研究開発を⾏うこととなり、その技術を実社会に応⽤して様々な課題解決することが
研究分野の中核となる。研究開発の性格としては、いずれも実世界（実社会）へ実装し、実
際の課題解決に資するシステムを指向した研究開発となる。したがって学外の企業、研究機
関との共同研究への発展を積極的に推進していくこととなる。その為に、研究コーディネー
ターと技術コーディネーターを配置し、共同研究の発展と知財の両⾯にわたり研究者をサ
ポートする体制となっている。 

さらに、単独研究、複数の基幹教員での共同研究が柔軟に実施できる体制をとっており、
基幹教員はそれぞれの専⾨分野を総合した実世界インタラクションシステムに関する研究
に従事することとなる。このような連携は、学科内にとどまらず他４学科の基幹教員との共
同研究体制を構成することも可能で、各学科の得意とする専⾨分野の融合領域の研究に発
展させることができる。そこに学⽣が参画することで実践的な実世界情報プロフェッショ
ナルの養成となる教育と連携させる。 

実世界情報学科の基幹教員には、「情報ゼミナール」「卒業研究」、⼤学院⽣の研究を実施
するための研究室とゼミ室がそれぞれ⼀室割り当てられており、ソフトウェア開発や室内
実験や勉強会等を実施する環境が整備されている。 

基幹教員が単独あるいは連携して実施する研究には、卒業研究を通じて学部⽣あるいは
修⼠研究を通じて⼤学院⽣が参画し、基幹教員から研究指導を受ける体制が取られる。学部
⽣は、卒業研究の開始以前の 3 年次必修科⽬である「情報ゼミナール」で各研究室に配属さ
れ、卒業研究につながる演習・実習やチームで実施するプロジェクト活動を通じて各基幹教
員から個別指導を受ける。このように従前から情報科学部の学部⽣は分散して各研究室に
配属され指導を受けており、実世界情報学科においてもこの仕組みを導⼊する。 
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１２ 施設，設備等の整備計画 
１２−１ 校地・運動場の整備計画 

本学は、⼤阪府⼤阪市に⼤宮校地（⼯学部・知的財産学部・⼯学研究科・知的財産研究科）
（69,690.26 ㎡）、梅⽥校地（ロボティクス＆デザイン⼯学部、ロボティクス＆デザイン⼯
学研究科）（4,648.29 ㎡）、京都府⼋幡市に⼋幡⼯学実験場（28,687.88 ㎡）、及び枚⽅第
２校地（情報科学部・情報科学研究科）（148,529.00 ㎡）を整備し、地域・産業界・公的機
関との連携により、社会や地域の課題解決を通じた社会貢献の拠点となり得る教育・研究を
⾏っている。このように各校地が拠点であり続けるために、現在⼤宮校地では再開発が進め
られている。 

枚⽅第２校地は、⼤阪市郊外に位置し、⼤阪府、京都府、奈良県の３県にまたがる関⻄⽂
化学術研究都市に属する枚⽅市にある。⼤阪府内からの交通について、⼤阪市と郊外を結ぶ
鉄路の拠点となる京橋から JR ⻄⽇本の学研都市線と京阪電鉄の京阪本線に挟まれる丘陵地
域にあり、JR ⻄⽇本の学研都市線の⻑尾駅が最寄駅となっている。鉄路で約 30 分、⻑尾駅
からは⼤学が契約している直通バスで７分程度である。このバスは、授業の開始、終了に合
わせて、最寄駅と⼤学間を運⾏している。京都府から通学する際は、京阪電鉄の京阪本線、
兵庫県・奈良県からはＪＲ⻄⽇本の学研都市線が便利である。実世界情報学科を含む情報科
学部は枚⽅第２校地を教育研究拠点としており、 官公庁や企業と連携して情報系分野の共
同研究等を⾏い、社会の⾃動化、デジタル化を推進する研究を⾏っている。既存の建物であ
る１号館・２号館では、空調の更新、教室のＡＶ機器の⼀部⼊替、学⽣が所有する個⼈端末
を教育学習に⽤いる（BYOD：Bring Your Own Device）に対応した充電対応什器の導⼊や照
明の LED 化等のインフラの整備更新を⾏い教育研究活動の場としての充実を図っている。
今後も引き続き空調の更新や教室の設備（AV 施設や BYOD に対応した充電対応什器導⼊）
の充実を計画している。 

また、実世界情報学科の開設前年度（2024 年度）中に、枚⽅第２校地に情報科学部の実
証実験施設「DX フィールド」を整備する。（【別紙資料 10】「DX フィールド図⾯」参照）
この DX フィールドは、縦 31m、奥⾏ 38m、⾼さ 19.7ｍの規模であり、100 ⼈収容できる
多⽬的室を完備し、講義やミーティングに利⽤する。屋内練習場は、ドローンの免許取得に
かかる要件を充たす広さであり、そこでは、実世界情報学科のドローンのプログラミングや
⾶⾏操作に関連する実習演習、授業を⾏うほか、⾬天時の体育の授業等で活⽤することを計
画している。 
 
１２−２ 学⽣の休息場所等の整備状況 

枚⽅第２校地１号館のエントランスホールやリフレッシュコーナーには椅⼦や飲料の⾃
動販売機等を設置し、学⽣が休息場所として利⽤できるように、建物周辺にもベンチを設
置している。エントランスホールは、学⽣が多く集う場所であるため、教育センターの教
員を兼ねる情報科学部の教員が、学⽣からの勉学に関する質問に対応するコーナーを設け
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ている。 
同１号館北側１階にはカフェテリア KITAYAMA（866 席）、２階には売店や⾷堂（ポエ

ム KITAYAMA（72 席））を設け、休息及び憩いの場そして BYOD パソコンの充電の場と
して提供している。また１号館・２号館や部室棟では無線ＬＡＮを利⽤可能としている。 

  

１２−３ 厚⽣補導施設の配置と利⽤計画について 
運動場を⼤宮校地に 24,610.77 ㎡、枚⽅第２校地に 76,592.00 ㎡を整備し、体育や課外の

スポーツ活動に役⽴てている。⼤宮校地には、ラグビー、アメリカンフットボール、陸上競
技、サッカー、ソフトボール、テニス等の関連施設を整備し、枚⽅第２校地には、野球、陸
上競技、サッカー、ラグビー、アーチェリー、テニス等の関連設備を整備している。 

枚⽅第２校地は、全校地の中で最も運動場の⾯積が⼤きく、野球場として専⽤の OIT ス
タジアムを整備し、ラグビー場も天然芝グラウンドを整備している。合宿施設と部室を併設
した体育館（1,020 ㎡）、クラブハウス（475 ㎡）、更⾐室棟（132 ㎡）を有し、運動場や
OIT スタジアム、ラグビー場や体育館は共⽤スペースとして授業や課外活動が共同で使⽤
している。合宿所や部室は、課外活動団体の活動のほか地域住⺠のイベントにも利⽤されて
いる。さらに、運動場においては地震や⽕災等の災害が発⽣した際の避難場所にも指定され
ている。 
 
１２−４ 校舎等施設の整備計画 

情報科学部の教育課程、個々の授業に適切なクラスサイズ等を実現するための教室数確
保や、低年次から⾏う「基礎ゼミナール」に対応する各ゼミ室の整備等⼗分な環境を整えて
おり、時間割編成上も問題はない。（【別紙資料 11】「情報科学部実世界情報学科 時間割表」
参照）詳細は次の「①教育研究施設・設備の整備」、「②情報科学部において使⽤する施設・
設備」のとおりである。 
① 教育研究施設・設備の整備 
実世界情報学科を設置する情報科学部の教育研究に活⽤する施設・設備等としては、枚⽅第
２校地に現存する建物（主として１号館（延べ 34,489.26 ㎡）並びに２号館（延べ 4,113.37
㎡））の講義室、演習室、実験実習室、情報処理学習施設及び敷地を最⼤限に活⽤し、IoT セ
ンシングデバイスを配置するとともに、そのデータを集約するための光ケーブルの更新、無
線アクセスポイントや LＡＮ回線の増強等通信環境を再整備する。また、取得データに基づ
くドローンやロボットを制御する演習が実施可能な DX フィールドの新設や、情報処理学
習施設における教育⽤パソコンの更新等既存演習室・講義室・ゼミ室の設備補強を⾏う。情
報科学部の教育研究施設の整備状況は②のとおりである。 

また、設備整備の⼀環として実世界情報学科の開設前年度（2024 年度）までに、教室の
既存天吊りプロジェクター等旧年式のオーディオ・ビジュアルシステム、マイク等放送設備、
BYOD に対応するための電源供給コンセントを更新または補強する計画である。 
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② 情報科学部において使⽤する施設・設備 
1) 共⽤施設 

講義室２３室、演習室７室、実験実習室１１室、情報処理学習施設６室、語学学習
施設４室、図書館（延床⾯積 2,582.60 ㎡)１室 

共⽤施設の主な設備、備品 
室名 主な設備、備品 
講義室 1〜２３ 教材提⽰装置（プロジェクター、液晶モニター、ビデオデ

ッキ、スクリーン、ホワイトボード等）、機器操作卓、机、
椅⼦、⾳響装置（マイク、スピーカー等）、無線アクセス
ポイント、ＩＣカードリーダー 

演習室１〜７ 机、椅⼦、ノートＰＣ、ホワイトボード、プリンター 
実験実習室１〜１１ 偏光顕微鏡、論理回路実習装置、デスクトップＰＣ、机、

椅⼦ 
情報処理学習施設１〜６ デスクトップＰＣ、教材提⽰装置（プロジェクター、液晶

モニター、ビデオデッキ、スクリーン、ホワイトボード
等）、操作卓、机、椅⼦、⾳響装置(マイク、スピーカー等)、
無線アクセスポイント、ＩＣカードリーダー 

語学学習施設１〜４ デスクトップＰＣ、ヘッドフォン、録画装置、机、椅⼦、
無線アクセスポイント、ＩＣカードリーダー 

図書館 リスニング装置、机、椅⼦、書架、視聴⽤ブース 
 

2) 実世界情報学科専⽤施設 
研究室１３室、演習室１３室 

実世界情報学科専⽤施設の主な設備、備品 
室名 主な設備、備品 
研究室 1〜１３ 机、椅⼦、キャビネット、デスクトップＰＣ，ノートＰＣ、

タブレットＰＣ、ワークステーション、ホワイトボード 
演習室１〜１３ 机、椅⼦、キャビネット、デスクトップＰＣ，ノートＰＣ、

タブレットＰＣ、スマートフォン、プリンター、ロッカー、
プロジェクター、ホワイトボード 

実世界情報学科専⽤の研究室、演習室は１号館と２号館の３〜６階に配置する。同学科で
まとめるのではなく他学科と隔たりなく配置することで、他学科とのコミュニケーション
の機会を円滑に提供できるように整備する。また、オフィスアワーについては、教員の研究
室で⾏うこと、事前に学⽣が教員に予約することにより、秘匿性は担保されている。 
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１２−５ 図書等の資料及び図書館の整備計画 

① 図書館の整備 
本学図書館は、⼤宮校地に⼤宮本館、梅⽥校地に梅⽥分館、枚⽅第 2 校地に枚⽅分館の 3

館で構成されている。各図書館は、図書館システムサービスにより情報を共有し、学内外か
らの相互利⽤（相互貸借及び⽂献複写等）を可能にしている。 
 実世界情報学科の設置地である枚⽅第 2 校地の枚⽅分館は 1 号館 3 階に位置する。ブッ
クシェルフコーナー、ライブラリーパーク、ブラウジングパーク、AV パーク、リスニング
コーナーで構成されており、学⽣が利⽤している。4 階には学修⽀援の⼀環として、「ラー
ニングコモンズ」を設置し、授業や⾃習、グループや個⼈等多様な学修ニーズに応え、それ
ぞれの学修スタイルに合わせた利⽤の場を提供している。 

② 整備計画冊数等について 
 新設する実世界情報学科を含め、情報科学部所属学⽣等が使⽤する枚⽅分館の図書収納
可能数は 160,000 冊である。情報科学部の開設は平成８(1996)年４⽉で、データサイエン
ス学科、情報知能学科、情報システム学科、情報メディア学科、ネットワークデザイン学科
がすでに設置されており、蔵書数は令和５(2023)年３⽉現在、専⾨図書と⼀般図書合わせて
72,111 冊（和書 56,059 冊、洋書 16,052 冊）である。なお、蔵書のうち 6,438 冊（令和５
(2023)年３⽉現在）は研究室保管であるが、卒業研究を⾏う学部⽣・⼤学院⽣等も必要に応
じて利⽤可能である。今後も、新設学科での学修の基礎となる数学、統計学、情報科学領域
を中⼼に既設学科と図書資料を共有し、年次進⾏に合わせて資料の整備・充実を図る。 
 また、⼤宮校地、梅⽥校地に設置している⼯学部及びロボティクス＆デザイン⼯学部には、
学問領域において情報科学部と関連性を有しており、後述の学園内定期連絡便により、⼤宮
本館、梅⽥分館所蔵資料についても原則翌開館⽇には資料が届く体制を整えている。 
 令和５(2023)年度現在、学術雑誌については、既設各学科で【別紙資料 12】「令和 5（2023）
年度 学術雑誌購⼊⼀覧」のとおり購⼊している。そして枚⽅第 2 校地で教員が個別に契約
しているデジタルデータベースは 3 種、電⼦ジャーナルは 26 誌ある。さらに⼤宮本館で契
約しているデジタルデータベースのうち、枚⽅分館含む 3 校地で利⽤可能なものは学部・
専攻が個別で契約しているもの含め次のとおり全部で 9 種である。（ID・パスワード発⾏
を受けた登録者のみ利⽤可能を含む）。図書・⽂献の検索ツールとして「JDream3」「Scopus」、
新聞・雑誌記事の検索ツールとして「朝⽇新聞クロスサーチ」「⽇経テレコン」「⽇経 BP
記事検索サービス」、辞書・辞典として「ジャパンナレッジ」、その他のデータサービスと
して「官報情報検索サービス」「理科年表プレミアム」、個別の学部・専攻が契約している
「ScFinder-n」がある。 
 また、開設前年度の図書購⼊費だが、旧学科(ネットワークデザイン学科)において購⼊し
ているため、学内の経理⼿続き上 0 千円となる。 
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③ 図書館の閲覧室、閲覧席数、レファレンス・ルーム、検索⼿法等 
 枚⽅分館には、3 階図書館（⾯積：1,620.21 ㎡）と 4 階ラーニングコモンズ（⾯積：423.04
㎡）を設置している。閲覧席数は、3 階に 173 席、4 階ラーニングコモンズでは、グループ
学習エリアに 70 席、プレゼンテーションブースに 20 席、ソファーコーナーが 25 席、ＰＣ
⾃習コーナーが 11 席で合わせて 299 席であり、新設学科完成時点の収容定員 1,965 ⼈（学
部 1,870 ⼈、研究科 95 ⼈）に対する閲覧席数⽐率は 15.2％である。 
 学⽣向け OPAC（所蔵検索）端末を 3 階に 10 台設置しているが、OPAC はキャンパス内
に限らずインターネットを通じて学外からもアクセス可能であり、⾃宅等からでも資料検
索できる。また、貸出利⽤状況の確認・貸出延⻑⼿続・予約・複写依頼・貸借依頼を⾏うこ
とも可能である。 

④ 他の⼤学図書館との協⼒体制 
 ⼤宮本館、梅⽥分館及び同⼀法⼈の摂南⼤学図書館（⼤阪府寝屋川市、枚⽅市：蔵書約 55
万冊）、広島国際⼤学図書館（広島県東広島市、呉市：蔵書約 23 万冊）と図書館システム
のデータを共有しており、⾃館に所蔵がない図書や学術雑誌については図書館システムか
らオンラインで複写や相互貸借が申込可能となっている。枚⽅分館、⼤宮本館、梅⽥分館及
び摂南⼤学の各キャンパス間では、学園内定期便を毎⽇運⾏している。また、遠隔地にある
広島国際⼤学についても、定期的に運送業者に書類等配送を委託しており、⼿配した資料は
迅速に⼊⼿可能である。 
 学園内以外の他⼤学・外部機関に対する複写・相互賃借については、国⽴情報学研究所の
CAT/ILL システムを昭和 61(1986)年から導⼊しており、⽇本国内の主な⼤学・研究機関と
の相互賃借や複写依頼が可能である。また、海外の図書館とは、個別に複写依頼が可能であ
る。他⼤学等に対する複写料⾦・相互賃借送料の決裁に関しては、国⽴情報学研究所⽂献複
写、現物賃借相殺制度に参加することにより、処理時間や振込⼿数料の⾯からも、利⽤者・
他⼤学負担を最⼩化している。 
 
 
１３ 管理運営 

本学の全学部に共通する重要事項を協議、審議する機関として「⼤阪⼯業⼤学⼤学・⼤学
院運営会議」を設けており、構成員は学⻑、副学⻑、研究科⻑、学部⻑、教務部⻑、学⽣部
⻑、図書館⻑、情報センター⻑、事務局⻑、⼊試部⻑、キャリア⽀援部⻑、国際交流センタ
ー⻑、教育センター⻑からなる。⽉ 1 回定例開会し、必要に応じ臨時の会議を開催すること
がある。 

具体的な審議事項としては以下のとおりである。 
イ 学⽣の⼊学ならびに卒業および課程修了にかかる基本⽅針に関すること 

ロ 年間⾏事予定に関すること 

ハ 教育課程の編成にかかる基本⽅針に関すること 
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ニ 教育研究上の重要な事項および教育研究の振興に関すること
ホ アセスメント・ポリシーの策定に関すること
ヘ 規定の制定・改廃に関すること
ト 教員の留学に関すること
チ 名誉教授の称号授与等に関すること
リ 理事会に付議する案件(教員の任免を除く)に関すること
ヌ 学⻑が諮問した事項に関すること
ル その他管理運営上の重要な事項に関すること

（【別紙資料 13】「⼤阪⼯業⼤学⼤学・⼤学院運営会議規定」参照） 

また、教授会は各学部に所属する学部⻑、教授、選任された准教授を構成員として、⽉ 1
回程度定例開会し、必要に応じ臨時の会議を開催している。

具体的な審議事項としては以下のとおりである。
イ 学⽣の⼊学および卒業に関すること
ロ 学位の授与に関すること
ハ 前 2 号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意⾒を聴

くことが必要と学⻑が定めるもの

教学に関する事項に与る機関としては「⼤阪⼯業⼤学教学推進委員会」を設けており、年
間 10 回程度開会している。構成員は、教務部⻑、学部⻑・研究科⻑、教育センター⻑、教
務部署担当課⻑職、その他必要に応じて学⻑が任命した者（若⼲名）から成り、同委員会の
決定事項は学部⻑を通して各学部の教務委員会、教授会等に報告されている。

具体的な審議事項としては以下のとおりである。
イ ディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・ポリシーの策定に関すること
ロ 教育改⾰および教育改善に関すること
ハ 教育課程および教育内容に関すること
ニ 数理・データサイエンス教育に関すること
ホ 教養教育に関すること
ヘ 年間授業計画に関すること
ト 授業時間割の編成に関すること
チ 履修制度、成績評価および卒業・修了資格等に関すること
リ 学⽣の学修指導に関すること
ヌ 教育技術の改善に関すること
ル ⾼⼤接続教育に関すること
ヲ その他学⻑が諮問した事項に関すること

（【別紙資料 14】「⼤阪⼯業⼤学教学推進委員会規定」参照） 
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１４ ⾃⼰点検・評価 
１４−１ 実施⽅法・実施体制 

本学の使命・⽬的を実現するために、教育研究や管理運営等の状況について、⾃ら点検・
評価する「⼤阪⼯業⼤学⾃⼰評価・IR 委員会」を組織している。 

同委員会は学⻑が委員⻑となり、⼤学の教育研究及び管理運営上の重要な事項の審議機
関である「⼤阪⼯業⼤学⼤学・⼤学院運営会議」の構成員に IR センターのセンター⻑と副
センター⻑を加えた委員会構成とし、さらに委員以外の事務系管理職を幹事とすることで、
実効⼒を具備した組織としている。任務として、⾃⼰点検・評価のほか、外部評価、認証評
価機関による第三者評価、内部質保証、点検・評価に係る情報の収集・分析及び提供があり、
包括的に点検・評価を担っている。また、同委員会の下部組織として、各学部にも同名の委
員会を設置し、全学の委員会で審議・報告された内容について、各学部の⾃⼰評価・IR 委
員会で審議・報告することとし、学⻑のリーダーシップのもと、全学で恒常的な⾃⼰点検・
評価に取り組んでいる。 

（【別紙資料 15】「⼤阪⼯業⼤学情報科学部⾃⼰評価・IR 委員会規定」参照） 
 
１４−２ 評価項⽬ 
（１）認証評価機関（公益財団法⼈⽇本⾼等教育評価機構）の評価基準項⽬ 

以下に記載の公益財団法⼈⽇本⾼等教育評価機構の評価基準項⽬について、⾃⼰点検・
評価を実施している。 

① 使命・⽬的等（領域：使命・⽬的、教育⽬的） 
② 学⽣（領域：学⽣の受⼊れ、学⽣の⽀援、学修環境、学⽣の意⾒等への対応） 
③ 教育課程（領域：卒業認定、教育課程、学修成果） 
④ 教員・職員（領域：教学マネジメント、教員・職員配置、研修、研究⽀援） 
⑤ 経営・管理と財務（領域：経営の規律、理事会、管理運営、財務基盤と収⽀、会計） 
⑥ 内部質保証（領域：組織体制、⾃⼰点検・評価、PDCA サイクル） 

（２）中期⽬標・計画 
建学の精神と教育の理念に基づき、⻑期ビジョン達成に向けた中期⽬標・計画を策定し、

その進捗状況を年度ごとに確認している。学校法⼈常翔学園として共通の「基本 10 項⽬」
である、①学⽣・⽣徒募集、②教育・研究、③学⽣⽀援、④進路・就職、⑤⼈事、⑥財務、
⑦学校間連携、⑧ブランディング、⑨社会貢献、⑩グローバル化の各項⽬と、設置学校の個
性・特⾊として重視している領域に関して「差別化項⽬」を設定している。 
 
１４−３ 結果の活⽤・公表 

⾃⼰点検・評価の結果は、「⼤阪⼯業⼤学⾃⼰評価・IR 委員会」を通じて学内で共有し
ている。全教職員で⼤学の現状を共有し、よりよい⾃⼰点検・評価とするため、実施体制と
⽅法、評価項⽬、結果の活⽤等について定期的に⾒直し、改善⽅策を打ち出すとともに実⾏
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へとつなげる体制を構築しており、継続的な教育研究、⼤学運営の改善を図っていく。 
また、⾃⼰点検・評価の結果はホームページに掲載し、本学の現状を広く学外に公表して

いる。なお本学は、令和 5（2023）年度に公益財団法⼈⽇本⾼等教育評価機構による⼤学機
関別認証評価を受審している。 

 
 
 
１５ 情報の公表 
１５−１ 情報公表の⽅針・考え⽅  
学校教育法第 113 条に基づき学校教育法施⾏規則第 172 条の 2 に⽰された事項及びその

他の事項について、本学ホームページ上にて情報を公表している（【別紙資料 16】「本学
HP における公表情報及び掲載先⼀覧」参照）。掲載しているホームページのアドレスは以
下のとおりである。 

ア ⼤学の教育研究上の⽬的及び 3 つのポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラ
ム・ポリシー、アドミッション・ポリシー）に関すること 

 [掲載場所] 
⼤学紹介＞情報の公表＞１．設置学部等の名称及び教育研究上の⽬的 
https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinfo-01 
イ 教育研究上の基本組織に関すること 

 [掲載場所] 
⼤学紹介＞情報の公表＞２．教育研究上の基本組織 
https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinfo-02 
ウ 教育研究実施組織，教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

 [掲載場所] 
⼤学紹介＞情報の公表＞３．教員組織、教育研究上の基本組織、各教員が保有する学位及
び業績、教員の年齢構成、教職員数 
https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinfo-03 
エ ⼊学者に関する受⼊れ⽅針及び⼊学者の数，収容定員及び在学する学⽣の数，卒業

⼜は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関
すること 

 [掲載場所] 
⼤学紹介＞情報の公表＞４．⼊学者の受⼊、収容定員、在学者・卒業（修了）者の状況、
進路、⼤学院進学率 
https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinfo-04 
オ 授業科⽬，授業の⽅法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

 [掲載場所] 
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⼤学紹介＞情報の公表＞５．授業科⽬、授業の⽅法及び内容並びに年間の授業計画 
https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinfo-05 
カ 学修の成果に係る評価及び卒業⼜は修了の認定に当たっての基準に関すること 

 [掲載場所] 
⼤学紹介＞情報の公表＞６．学修の成果に係る評価及び卒業⼜は修了の認定に当たって
の基準 
https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinfo-06 
キ 校地・校舎等の施設及び設備その他の学⽣の教育研究環境に関すること 

 [掲載場所] 
⼤学紹介＞情報の公表＞７．校地・校舎等の施設及び設備その他の学⽣の教育研究環境 
https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinfo-07 
ク 授業料，⼊学料その他の⼤学が徴収する費⽤に関すること 

 [掲載場所] 
⼤学紹介＞情報の公表＞８．授業料、⼊学料その他の費⽤ 

https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinfo-08 
ケ ⼤学が⾏う学⽣の修学，進路選択及び⼼⾝の健康等に係る⽀援に関すること 

 [掲載場所] 
⼤学紹介＞情報の公表＞９．学⽣の修学、進路選択及び⼼⾝の健康等に係る⽀援 

https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinfo-09 
コ その他（教育上の⽬的に応じ学⽣が修得すべき知識及び能⼒に関する情報，学則等

各種規定，設置認可申請書，設置届出書，設置計画履⾏状況等報告書，⾃⼰点検・
評価報告書，認証評価の結果 等） 

・教育上の⽬的に応じ学⽣が修得すべき知識及び能⼒に関する情報 
 [掲載場所] 

⼤学紹介＞情報の公表＞５．授業科⽬、授業の⽅法及び内容並びに年間の授業計画 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinfo-05 

・学則等各種規定 
 [掲載場所] 

⼤学紹介＞学則：⼤阪⼯業⼤学学則 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/rule_oit.html 

⼤学紹介＞学則：⼤阪⼯業⼤学院学則 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/rule_gradoit.html 

・設置認可申請書、設置届出書、設置計画履⾏状況等報告書 
 [掲載場所] 

⼤学紹介＞設置届出書、設置計画履⾏状況報告書 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/setti.html 
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・⾃⼰点検・評価報告書、認証評価の結果 
 [掲載場所] 

⼤学紹介＞認証評価、⾃⼰点検・評価 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/ninsyouhyouka.html#daigaku 

・学校教育法第 83 条の 2 第 2 項、第 99 条第 3 号及び第 108 条第 5 項 
 [掲載場所] 

⼤学紹介＞情報の公表＞１０．専⾨職⼤学における、専⾨性が求められる職業についてい
る者、当該職業に関連する事業を⾏う者等との協⼒の状況 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinfo-18 

・⼤学院設置基準第１４条の２第２項 
 [掲載場所] 

⼤学紹介＞情報の公表＞１１．⼤学院における学位論⽂に係る評価に当たっての基準 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinfo-19 
 また、法令で定められた情報の公開にとどまらず、広く社会の意⾒を取り⼊れながら⼤学
の諸活動改善に資するために、最新の情報をリアルタイムに提供する等本学ホームページ
を中⼼とした各種情報の発信を⾏っている。（http://www.oit.ac.jp） 
 
 
 
１６ 教育内容等の改善を図るための組織的な研修等 

全学的に教育⼒を増進するため「⼤阪⼯業⼤学 FD 委員会」を設置し、「⼤阪⼯業⼤学教
学推進委員会」及び各学部の委員会等と連携を図りながら、「FD·SD フォーラム」や「学⽣
による授業アンケート」等の FD 活動を実施している。各学部内にも、「⼤阪⼯業⼤学⾃⼰
評価・IR 委員会」等の FD 活動推進組織を設置して、フォーラムや検討会等の活動を実施
している。さらに活発に FD 活動を推進するため、FD 委員会で各学部の FD 活動推進組織
において蓄積された改善⼿法や内容等を総括することで、より全学的な取り組みに発展・運
営できる体制を構築している。（【別紙資料 17】「⼤阪⼯業⼤学 FD 委員会規定」参照） 

情報科学部では、教育課程に沿った教授⽅法の⼯夫・開発のため、FD WG を設け FD 活
動を実施している。具体的には、学部の教職員全員を対象として年 1〜4 回「FD フォーラ
ム」を開催しており、オンラインツールを利⽤し多くの教員が参加できるように配慮してい
る。授業技術を教員同⼠がお互いに学び合うことにより教育改善を図っている。その詳しい
内容は以下の「16-1 FD・SD フォーラム」のとおりである。 
１６−１ FD・SD フォーラム 

教職員全員を対象として年 1〜3 回「FD・SD フォーラム」を開催しており、オンライン
ツールを利⽤し多くの者が参加できるように配慮している。また、FD 活動の⼀環として年
1 回程度学部独⾃の授業参観及び「FD フォーラム」についても実施している。授業技術を
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教員同⼠がお互いに学び合うことにより教育改善を図っている。 
毎年度、⼤学の FD 活動に関する記事を掲載した刊⾏物「FD NEWS」を作成し、本学ホ

ームページに掲載している。「FD NEWS」には授業アンケートの集計結果を掲載しており、
教育改善に活⽤している。また、学内からのみアクセスが可能である学内専⽤ページに、よ
り詳細な集計結果を公表している。 

情報科学部では 2022 年度は４回、2023 年度は３回のフォーラムを実施した。 
<2022 年度> 
第１回 ・学⽣⽣活実態調査アンケートについての検討 
    ・⼈⽂社会科学系科⽬におけるアカデミック・ライティング指導の現状と課題 

 第２回 ・桃⼭学院⼤学「⼤学レポート⼊⾨」におけるライティング教育の実情 
第３回 ・過去 10 年分の学⽣の卒業・退学・除籍に⾄る傾向について 
第４回 ・情報メディア学科・ネットワークデザイン学科でのライティング授業 
    ・⼊学時ライティング教育について 
<2023 年度> 
第１回 ・教育 DX と事務 DX〜IS 科と OITDXWG の取り組みについて〜 
    ・２０２３年度「⼊学時ライティング教育」実施報告 
第２回 ・２０２２年度学⽣⽣活実態調査アンケートの結果報告 
第３回 ・ＡＩ時代のメタバース教育を考える 
    ・情報科学部ライティング 
 

１６−２ 教職員対象研修会 
 適切な⼤学運営に資するために、研修会やワークショップを開催している。 
（１） キャンパスミーティング 

キャンパスミーティングと称する学⻑室主催の研修会・情報共有会を、年に 2〜3 回開催
している。対象は、教育系・事務系職員（専任、特任、嘱託）全員で、平⽇の⼣刻に実施し
ている。当⽇の資料や撮影した動画はイントラネットで公開しており、授業や業務等で出席
できなかった教職員が視聴できるようにしている。直近の主なテーマは「次年度学⻑⽅針」
「⼊試結果と次年度の志願動向」「研究の現状」等である。 
（２） 教職員のための学⽣対応勉強会 

学⽣対応のための勉強会を学⽣部主催で毎年実施している。直近の主なテーマは「学⽣と
のコミュニケーションに役⽴つ⼼理テスト」「発達障害のある学⽣に対する教学⾯における
具体的⽀援について」「新型うつ病とは？その病態と⽀援の⽅法について」等である。 
（３） ハラスメント防⽌研修会（隔年） 

⼈権侵害防⽌委員会主催で、各種のハラスメントを防⽌するために、弁護⼠、関連 NPO、
産業カウンセラー等の外部講師から、⼤学におけるハラスメントの具体例や予防法につい
て学ぶ研修を実施している。 
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１６−３ 学⽣による授業アンケート 

平成 12(2000)年度から毎年、全学部・研究科において「学⽣による授業アンケート」を
実施している。平成 23(2011)年度からは、授業アンケートシステム (C-learning)を導⼊し、
学⽣の携帯電話・スマートフォンを利⽤した記名式のアンケートを、開講する全授業科⽬で
実施している。質問項⽬は、各授業における到達⽬標達成度の⾃⼰評価や教員の授業⽅法・
運営についての評価のほか、⾃由記述項⽬を設けている。授業担当教員はリアルタイムで学
⽣の回答（集計や⾃由記述内容）を閲覧することができる。教員は学⽣にコメントをフィー
ドバックするほか、各質問項⽬の評価結果を教授⽅法や授業運営等の改善に役⽴てている。 

平成 26(2014)年度からは、授業アンケートの集計結果及び当該授業科⽬の受講者数、成
績分布、合格率等について学内ホームページで公表しているほか、「総合的に考えて、この
授業を受講してよかったと思いますか？」という設問（５段階評価）で学⽣が回答したポイ
ント平均が 3.0 未満の授業科⽬については、「授業の⾃⼰評価と改善⽅策」を当該授業担当
教員から学⻑宛に提出させている。 
 
１６−４ 学外機関との連携 

本学は⼤阪府教育委員会、守⼝市教育委員会、堺市教育委員会、⼤阪市旭区、⼤阪市北区、
枚⽅市等と連携協定を締結し、⾼⼤連携事業や地域貢献事業を通じて、教育研究内容の向上
及び活性化を図る取り組みも⾏っている。 

 
 
 
１７ 社会的・職業的⾃⽴に関する指導等及び体制 
１７−１ 教育課程内の取組について 

既述のとおり、⼤阪⼯業⼤学を設置する学校法⼈常翔学園の建学の精神は、「世のため、
⼈のため、地域のため、理論に裏付けられた実践的技術をもち、現場で活躍できる専⾨職業
⼈を育成する。」ことである。この精神に沿って情報科学部では、「情報技術を⾃在に駆使し
て社会の発展に貢献する『情報プロフェッショナル』の育成」を理念に掲げ、平成８(1996)
年に開設以来、多数の情報技術者を輩出してきた。 

今般新設する実世界情報学科では、様々な IoT センシング技術とデジタル技術によって、
実世界の状況をデータとして取得し、ヒト・モノ・環境の情報分析と可視化、⽣活空間の環
境設備やロボット等の⾃動機器の制御（実世界インタラクション）により実世界の具体的な
課題を解決できる実世界情報のプロフェショナル⼈材を養成する。 

情報科学部のカリキュラム・ポリシーにあるとおり、学部の「共通科⽬」として、「総合
⼈間学系」「総合理学系」に関する教育を通して幅広い教養を⾝につけ、社会の多様化や⾼
度情報化に柔軟に対応できる能⼒を育成する。さらに、「キャリア科⽬」区分を設定し、⼤
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学での学修の動機付けを促し、社会⼈基礎⼒を養う。 
情報技術の社会実装に必要な理論と⼿法の教育を担う学科として、実世界におけるデジ

タルトランスフォーメーションを特⾊とした教育プログラムを⽤意するとともに、地域に
根差した産官学連携による実践的なプロジェクトへの参画及び既設４学科との連携により、
地域課題の解決・新たな価値創造を⾏う実践的教育を⾏う。 
 また、情報技術やプログラミングを専攻する本学科の特性上、学科の授業科⽬⾃体が卒業
後に就業して⾏う業務と直結していることが多く、本学科の専⾨科⽬は就業後の実践的科
⽬としても開講している。 
 
１７−２ 教育課程外の取組について 

本学では、キャリア⽀援部が教員との連携の基、学⽣の進路⽀援を⾏う体制を取っている。
３年次の４⽉から第 1 回就職ガイダンスを⾏い、その後、連続的に就職ガイダンス、関連す
る模擬試験、履歴書・エントリーシートの作成に関する指導等を⾏っている。（【別紙資料 18】
「令和 5（2023）年度就職⾏事と活動の流れ」参照） 

それと並⾏して、教員及びキャリア⽀援部員が学⽣と進路に関する⾯談を複数回に亘っ
て⾏い、学⽣が望むキャリア形成の⼀歩を踏み出せるように随伴する体制を敷いている。情
報科学部実世界情報学科においても同様の取組みにより、学⽣の社会的・職業的⾃⽴を⽀援
する。 

また、産官学地域課題解決「ソーシャル・オープンイノベーションチャレンジ」として、
⼀般的に多くの企業が抱えている業務課題や、⾏政が抱える地域課題をアイデアソン・ハッ
カソン形式で、企業・⾏政・⼤学の⼒を合わせて解決することを⽬的とした PBL（課題解
決型学習）を実施している。これにより、⼤学の専⾨性を⽣かしてニューノーマル社会にお
ける新たな街づくりに向けて学際的に取り組むことで、ビジネスアイデア創出スキルを⾼
めるためのアイデア発想のトレーニングの⼀助とし、学⽣の更なる成⻑を促している。 
 
１７−３ 適正な体制の整備について 

本学では、就職・進学に対する相談・助⾔の充実化と強化のため、全学的かつ組織的な⽀
援体制を整えており、すべての学科・専攻に専属の担当職員を配置し、各学科・専攻のキャ
リア⽀援担当教員、卒業研究指導教員と連携を密に取ることで、全学的かつ組織的な⽀援体
制を整備している。学則の定めにより「⼤阪⼯業⼤学キャリア⽀援委員会」を置き、キャリ
ア⽀援部⻑及び学部・研究科等から選出された委員等によって、学⽣のキャリア教育、就職
⽀援に関する⽅針等を審議している。また各学科でキャリア⽀援担当の教員を選出し、キャ
リア⽀援部キャリア⽀援課の職員、そして卒業研究の指導にあたっている教員が、緊密な協
⼒関係をもって、⼀⼈ひとりの学⽣をきめ細かく対⾯で指導・⽀援しており、情報科学部実
世界情報学科においても同様の体制となる。 
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［本学 HP（http://www.oit.ac.jp/japanese/career/support.html）より］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設置等の趣旨　-43-



1 3  

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8 7 2025   

9  

  

11    

12  5 2023   

13   

14   

15  IR  

16   

17  FD  

18   

設置等の趣旨　-44-



IoT

(A)

(B)

(C)

(D)

(E)

(1)

(2)
IoT

(3)
IoT

(4)

(5)

IoT

(6)

(1)

(2)

(3)

(4)

設置等の趣旨　-45-



演習

演習

設置等の趣旨　-46-



設置等の趣旨　-47-



【資料4】

Ⅰ ライフライン運営モデル

【教育課程】

必

修

選

択

自

由

１
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

哲学基礎 2
社会学基礎 2
情報社会論 2 ○
倫理学基礎 2
応用倫理学 2 ○
日本の歴史 2
人類の歴史 2
文学基礎 2
観る文学 2
言語学基礎 2 ○
日本国憲法 2
法学基礎 2 ○
情報法学 2 ○
経済学基礎 2
現代経済論 2
心理学基礎 2 ○
人間発達と人権 2
英語表現(basic1)a 1 〇
英語表現(basic1)b 1 ○
英語の語法 2
口語英語Ⅰa 1 ○
口語英語Ⅰb 1 ○
英語による情報技術Ⅱ 2 ○
英語表現(basic2)a 1
英語表現(basic2)b 1
口語英語Ⅱa 1
口語英語Ⅱb 1
英語による情報技術Ⅰa 1 ○
英語による情報技術Ⅰb 1 ○
英語演習 1
海外語学研修 2
日本語Ⅰ 2
日本語Ⅱ 2
基礎スポ－ツ科学a 1 ○
基礎スポ－ツ科学b 1 ○
健康科学 2
スポーツ科学実習 1

科学技術史 科学史 2
物理学基礎 2 ○
物理現象の数理 2 ○
力学 2 ○
電磁気学 2 ○
現代物理学入門 2
化学基礎 2
環境情報科学 2 ○
地球科学基礎 2
地球環境 2 ○
生命科学基礎 2
情報生命科学 2 ○

総合 視る自然科学 2
基礎ゼミナール 1 ○
キャリアステップ 1
キャリアデザインⅠ 1 ○
キャリアデザインⅡ 1
グローバルテクノロジ論 1
OIT概論 1

教育課程及び履修モデル

鉄塔や土管など各地のフィールドに配置されている設備の遠隔からの監視ができる技術者

科目
区分

授業科目の名称

単位数 年次

外
国
語

健康・スポー
ツ科学

共
通
科
目
・
総
合
理
学
系

物理

化学

地学

生物

共
通
科
目
・
総
合
人
間
学
系

人
文
社
会
科
学

キャリア科目
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【資料4】

必

修

選

択

自

由

１
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

科目
区分

授業科目の名称

単位数 年次

線形数学Ⅰ 2 ○
線形数学Ⅱ 2 ○
微積分学Ⅰ 2 ○
微積分学Ⅱ 2 ○
情報数学 2 ○
微分方程式 2 ○
グラフ理論 2 ○
数理計画法 2 ○
確率・統計 2 ○
コンピュータ入門 2 ○
実世界情報入門 2 ○
Ｕｎｉｘ入門 1 ○
シェルスクリプト入門 1 ○
コンピュータリテラシー 2 ○
ディジタル回路Ⅰ 1 ○
ディジタル回路Ⅱ 1
IoT概論 2 ○
テクニカルライティング 2 ○
データ構造とアルゴリズム 2 ○
情報通信ネットワーク 2 ○
人工知能 2 ○
情報処理基礎 2
オペレーティングシステム 2 ○
ソフトウェア工学Ⅰ 2 ○
画像情報処理 2
情報セキュリティの基礎 2 ○
ロボティクス 2 ○
実世界計測 2 ○
IoTデータベース 2 ○
Webプログラミング 2 ○
コンピュータビジョン 2 ○
IoTサーバ構築 2 ○
IoT通信 2 ○
情報技術者論 2 ○
情報ゼミナール 2 ○
ものづくり実習 1 ○
システムプログラム 2 ○
ソフトウェア工学Ⅱ 2 ○
ヒューマンインタフェース 2 ○
ロボット対話システム 2 ○
メディア通信概論 2 ○
情報科学実践演習(国際PBL) 1
情報科学実践演習(国内PBL)a 1
情報科学実践演習(国内PBL)b 1
C演習Ⅰ 3 ○
C演習Ⅱ 3 ○
Java演習 3
ソフトウェア工学演習 2 ○
実世界情報基礎演習 2 ○
実世界情報専門演習 2 ○
実世界情報応用演習 2 ○

（卒業研究） 0 ○

44 40 40 0

専
門
科
目

数
理
科
学

専
門
基
礎

基
幹
科
目

応
用
科
目

演
習
科
目

合計

卒業単位数 124

卒業要件及び履修方法

本大学に4年以上在学し、共通科目36単位（人文社会科学12単位以上、外国語8単位、健康・スポーツ科学2単位、総合理学系12単位
以上を含む<人文社会科学、総合理学系のいずれかは14単位が必要>）、キャリア科目2単位および所属する学科の専門科目86単位
（必修科目23単位、選択科目＜選択必修科目12単位を含む(注1)＞63単位）を含めて合計124単位以上修得すること。加えて、卒業研
究（0単位）も合格すること。
［履修科目の登録の上限：44単位（年間）］
(注1)線形数学I、微積分学I、情報数学、グラフ理論、確率・統計、ディジタル回路Ⅰ、ディジタル回路Ⅱ、データ構造とアルゴリズム、人
工知能、ソフトウェア工学Ⅰ、情報セキュリティの基礎、ロボティクス、IoT通信、C演習Ⅱ、Java演習を選択必修科目とする。
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【資料4】

Ⅱ電気・電⼦・通信機器製造モデル

【教育課程】

必

修

選

択

自

由

１
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

哲学基礎 2 ○
社会学基礎 2

情報社会論 2
倫理学基礎 2
応用倫理学 2 ○
日本の歴史 2
人類の歴史 2
文学基礎 2
観る文学 2

言語学基礎 2
日本国憲法 2
法学基礎 2 ○
情報法学 2 ○
経済学基礎 2 ○

現代経済論 2

心理学基礎 2 ○
人間発達と人権 2
英語表現(basic1)a 1 ○
英語表現(basic1)b 1 ○
英語の語法 2
口語英語Ⅰa 1 ○
口語英語Ⅰb 1 〇
英語による情報技術Ⅱ 2 ○
英語表現(basic2)a 1 ○
英語表現(basic2)b 1 ○
口語英語Ⅱa 1
口語英語Ⅱb 1
英語による情報技術Ⅰa 1
英語による情報技術Ⅰb 1
英語演習 1
海外語学研修 2
日本語Ⅰ 2
日本語Ⅱ 2
基礎スポ－ツ科学a 1 ○
基礎スポ－ツ科学b 1 ○
健康科学 2
スポーツ科学実習 1

科学技術史 科学史 2
物理学基礎 2 ○
物理現象の数理 2 ○
力学 2
電磁気学 2 ○
現代物理学入門 2
化学基礎 2 ○
環境情報科学 2 ○
地球科学基礎 2 ○
地球環境 2
生命科学基礎 2
情報生命科学 2 ○

総合 視る自然科学 2
基礎ゼミナール 1 ○
キャリアステップ 1
キャリアデザインⅠ 1 ○
キャリアデザインⅡ 1
グローバルテクノロジ論 1
OIT概論 1

教育課程及び履修モデル

スマートホーム向けのIoT機器などの開発業務に携わることができる技術者

科目
区分

授業科目の名称

単位数 年次

共
通
科
目
・
総
合
人
間
学
系

人
文
社
会
科
学

外
国
語

健康・スポー
ツ科学

共
通
科
目
・
総
合
理
学
系

物理

化学

地学

生物

キャリア科目
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必

修

選

択

自

由

１
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

科目
区分

授業科目の名称

単位数 年次

線形数学Ⅰ 2 ○
線形数学Ⅱ 2 ○
微積分学Ⅰ 2 ○
微積分学Ⅱ 2 ○
情報数学 2 ○
微分方程式 2 ○
グラフ理論 2 ○
数理計画法 2 ○
確率・統計 2 ○
コンピュータ入門 2 ○
実世界情報入門 2 ○
Ｕｎｉｘ入門 1 ○
シェルスクリプト入門 1 ○
コンピュータリテラシー 2 ○
ディジタル回路Ⅰ 1 ○
ディジタル回路Ⅱ 1 ○
IoT概論 2 ○
テクニカルライティング 2 ○
データ構造とアルゴリズム 2
情報通信ネットワーク 2 ○
人工知能 2 ○
情報処理基礎 2
オペレーティングシステム 2 ○
ソフトウェア工学Ⅰ 2 ○
画像情報処理 2 ○
情報セキュリティの基礎 2 ○
ロボティクス 2 ○
実世界計測 2
IoTデータベース 2
Webプログラミング 2 ○
コンピュータビジョン 2 ○
IoTサーバ構築 2 ○
IoT通信 2 ○
情報技術者論 2 ○
情報ゼミナール 2 ○
ものづくり実習 1 ○
システムプログラム 2 ○
ソフトウェア工学Ⅱ 2 ○
ヒューマンインタフェース 2 ○
ロボット対話システム 2 ○
メディア通信概論 2 ○
情報科学実践演習(国際PBL) 1
情報科学実践演習(国内PBL)a 1
情報科学実践演習(国内PBL)b 1
C演習Ⅰ 3 ○
C演習Ⅱ 3 ○
Java演習 3 ○
ソフトウェア工学演習 2 ○
実世界情報基礎演習 2 ○
実世界情報専門演習 2 ○
実世界情報応用演習 2 ○

（卒業研究） 0 ○

43 41 40 0

専
門
科
目

数
理
科
学

専
門
基
礎

基
幹
科
目

応
用
科
目

演
習
科
目

合計

卒業単位数 124

卒業要件及び履修方法

本大学に4年以上在学し、共通科目36単位（人文社会科学12単位以上、外国語8単位、健康・スポーツ科学2単位、総合理学系12単位
以上を含む<人文社会科学、総合理学系のいずれかは14単位が必要>）、キャリア科目2単位および所属する学科の専門科目86単位
（必修科目23単位、選択科目＜選択必修科目12単位を含む(注1)＞63単位）を含めて合計124単位以上修得すること。加えて、卒業研
究（0単位）も合格すること。
［履修科目の登録の上限：44単位（年間）］
(注1)線形数学I、微積分学I、情報数学、グラフ理論、確率・統計、ディジタル回路Ⅰ、ディジタル回路Ⅱ、データ構造とアルゴリズム、人
工知能、ソフトウェア工学Ⅰ、情報セキュリティの基礎、ロボティクス、IoT通信、C演習Ⅱ、Java演習を選択必修科目とする。
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Ⅲ ソフトウェア開発モデル

【教育課程】

必

修

選

択

自

由

１
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

哲学基礎 2
社会学基礎 2

情報社会論 2 ○
倫理学基礎 2
応用倫理学 2 ○
日本の歴史 2
人類の歴史 2
文学基礎 2 ○
観る文学 2

言語学基礎 2
日本国憲法 2
法学基礎 2 ○
情報法学 2
経済学基礎 2 ○

現代経済論 2

心理学基礎 2 ○
人間発達と人権 2
英語表現(basic1)a 1 ○
英語表現(basic1)b 1 ○
英語の語法 2
口語英語Ⅰa 1 ○
口語英語Ⅰb 1 〇
英語による情報技術Ⅱ 2 ○
英語表現(basic2)a 1 〇
英語表現(basic2)b 1 〇
口語英語Ⅱa 1
口語英語Ⅱb 1
英語による情報技術Ⅰa 1
英語による情報技術Ⅰb 1
英語演習 1
海外語学研修 2
日本語Ⅰ 2
日本語Ⅱ 2
基礎スポ－ツ科学a 1 ○
基礎スポ－ツ科学b 1 ○
健康科学 2
スポーツ科学実習 1

科学技術史 科学史 2
物理学基礎 2 ○
物理現象の数理 2 ○
力学 2 ○
電磁気学 2 ○
現代物理学入門 2
化学基礎 2
環境情報科学 2 ○
地球科学基礎 2
地球環境 2
生命科学基礎 2 ○
情報生命科学 2 ○

総合 視る自然科学 2
基礎ゼミナール 1 ○
キャリアステップ 1
キャリアデザインⅠ 1 ○
キャリアデザインⅡ 1
グローバルテクノロジ論 1
OIT概論 1

教育課程及び履修モデル

顧客の様々な要望に対応するアプリケーションソフトウェアの開発ができる技術者

科目
区分

授業科目の名称

単位数 年次

共
通
科
目
・
総
合
人
間
学
系

人
文
社
会
科
学

外
国
語

健康・スポー
ツ科学

共
通
科
目
・
総
合
理
学
系

物理

化学

地学

生物

キャリア科目
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必

修

選

択

自

由

１
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

科目
区分

授業科目の名称

単位数 年次

線形数学Ⅰ 2 ○
線形数学Ⅱ 2 ○
微積分学Ⅰ 2 ○
微積分学Ⅱ 2 ○
情報数学 2 ○
微分方程式 2 ○
グラフ理論 2 ○
数理計画法 2 ○
確率・統計 2 ○
コンピュータ入門 2 ○
実世界情報入門 2 ○
Ｕｎｉｘ入門 1 ○
シェルスクリプト入門 1 ○
コンピュータリテラシー 2 ○
ディジタル回路Ⅰ 1 ○
ディジタル回路Ⅱ 1
IoT概論 2 ○
テクニカルライティング 2 ○
データ構造とアルゴリズム 2 ○
情報通信ネットワーク 2 ○
人工知能 2 ○
情報処理基礎 2
オペレーティングシステム 2 ○
ソフトウェア工学Ⅰ 2 ○
画像情報処理 2 ○
情報セキュリティの基礎 2 ○
ロボティクス 2
実世界計測 2
IoTデータベース 2 ○
Webプログラミング 2 ○
コンピュータビジョン 2 ○
IoTサーバ構築 2 ○
IoT通信 2 ○
情報技術者論 2 ○
情報ゼミナール 2 ○
ものづくり実習 1
システムプログラム 2 ○
ソフトウェア工学Ⅱ 2 ○
ヒューマンインタフェース 2 ○
ロボット対話システム 2 ○
メディア通信概論 2 ○
情報科学実践演習(国際PBL) 1
情報科学実践演習(国内PBL)a 1
情報科学実践演習(国内PBL)b 1
C演習Ⅰ 3 ○
C演習Ⅱ 3 ○
Java演習 3 ○
ソフトウェア工学演習 2 ○
実世界情報基礎演習 2 ○
実世界情報専門演習 2 ○
実世界情報応用演習 2 ○

（卒業研究） 0 ○

44 42 38 0

専
門
科
目

数
理
科
学

専
門
基
礎

基
幹
科
目

応
用
科
目

演
習
科
目

合計

卒業単位数 124

卒業要件及び履修方法

本大学に4年以上在学し、共通科目36単位（人文社会科学12単位以上、外国語8単位、健康・スポーツ科学2単位、総合理学系12単位
以上を含む<人文社会科学、総合理学系のいずれかは14単位が必要>）、キャリア科目2単位および所属する学科の専門科目86単位
（必修科目23単位、選択科目＜選択必修科目12単位を含む(注1)＞63単位）を含めて合計124単位以上修得すること。加えて、卒業研
究（0単位）も合格すること。
［履修科目の登録の上限：44単位（年間）］
(注1)線形数学I、微積分学I、情報数学、グラフ理論、確率・統計、ディジタル回路Ⅰ、ディジタル回路Ⅱ、データ構造とアルゴリズム、人
工知能、ソフトウェア工学Ⅰ、情報セキュリティの基礎、ロボティクス、IoT通信、C演習Ⅱ、Java演習を選択必修科目とする。
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Ⅳ 教職モデル

【教育課程】

必

修

選

択

自

由

１
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

哲学基礎 2
社会学基礎 2

情報社会論 2 ○
倫理学基礎 2
応用倫理学 2 ○
日本の歴史 2
人類の歴史 2
文学基礎 2
観る文学 2

言語学基礎 2
日本国憲法 2 ○
法学基礎 2
情報法学 2 ○
経済学基礎 2

現代経済論 2

心理学基礎 2 ○
人間発達と人権 2 ○
英語表現(basic1)a 1 ○
英語表現(basic1)b 1 ○
英語の語法 2 〇
口語英語Ⅰa 1 ○
口語英語Ⅰb 1 ○
英語による情報技術Ⅱ 2
英語表現(basic2)a 1 ○
英語表現(basic2)b 1 ○
口語英語Ⅱa 1
口語英語Ⅱb 1
英語による情報技術Ⅰa 1
英語による情報技術Ⅰb 1
英語演習 1
海外語学研修 2
日本語Ⅰ 2
日本語Ⅱ 2
基礎スポ－ツ科学a 1 ○
基礎スポ－ツ科学b 1 ○
健康科学 2
スポーツ科学実習 1

科学技術史 科学史 2
物理学基礎 2 ○
物理現象の数理 2 ○
力学 2 ○
電磁気学 2 ○
現代物理学入門 2
化学基礎 2 ○
環境情報科学 2
地球科学基礎 2 ○
地球環境 2
生命科学基礎 2 ○
情報生命科学 2

総合 視る自然科学 2
基礎ゼミナール 1 ○
キャリアステップ 1 ○
キャリアデザインⅠ 1
キャリアデザインⅡ 1
グローバルテクノロジ論 1
OIT概論 1

教育課程及び履修モデル

教育機関などにおいて数学および情報の教員、教育コンテンツの開発ができる技術者

科目
区分

授業科目の名称

単位数 年次

共
通
科
目
・
総
合
人
間
学
系

人
文
社
会
科
学

外
国
語

健康・スポー
ツ科学

共
通
科
目
・
総
合
理
学
系

物理

化学

地学

生物

キャリア科目

設置等の趣旨　-54-



【資料4】

必

修

選

択

自

由

１
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

科目
区分

授業科目の名称

単位数 年次

線形数学Ⅰ 2 ○
線形数学Ⅱ 2 ○
微積分学Ⅰ 2 ○
微積分学Ⅱ 2 ○
情報数学 2 ○
微分方程式 2 ○
グラフ理論 2 ○
数理計画法 2 ○
確率・統計 2 ○
コンピュータ入門 2 ○
実世界情報入門 2 ○
Ｕｎｉｘ入門 1 ○
シェルスクリプト入門 1
コンピュータリテラシー 2 ○
ディジタル回路Ⅰ 1 ○
ディジタル回路Ⅱ 1 ○
IoT概論 2 ○
テクニカルライティング 2 ○
データ構造とアルゴリズム 2 ○
情報通信ネットワーク 2 ○
人工知能 2 ○
情報処理基礎 2 ○
オペレーティングシステム 2 ○
ソフトウェア工学Ⅰ 2 ○
画像情報処理 2
情報セキュリティの基礎 2 ○
ロボティクス 2
実世界計測 2 ○
IoTデータベース 2 ○
Webプログラミング 2 ○
コンピュータビジョン 2 ○
IoTサーバ構築 2 ○
IoT通信 2 ○
情報技術者論 2 ○
情報ゼミナール 2 ○
ものづくり実習 1 ○
システムプログラム 2 ○
ソフトウェア工学Ⅱ 2 ○
ヒューマンインタフェース 2 ○
ロボット対話システム 2 ○
メディア通信概論 2 ○
情報科学実践演習(国際PBL) 1
情報科学実践演習(国内PBL)a 1
情報科学実践演習(国内PBL)b 1
C演習Ⅰ 3 ○
C演習Ⅱ 3
Java演習 3 ○
ソフトウェア工学演習 2 ○
実世界情報基礎演習 2 ○
実世界情報専門演習 2 ○
実世界情報応用演習 2 ○

（卒業研究） 0 ○

43 41 40 0

本大学に4年以上在学し、共通科目36単位（人文社会科学12単位以上、外国語8単位、健康・スポーツ科学2単位、総合理学系12単位
以上を含む<人文社会科学、総合理学系のいずれかは14単位が必要>）、キャリア科目2単位および所属する学科の専門科目86単位
（必修科目23単位、選択科目＜選択必修科目12単位を含む(注1)＞63単位）を含めて合計124単位以上修得すること。加えて、卒業研
究（0単位）も合格すること。
［履修科目の登録の上限：44単位（年間）］
(注1)線形数学I、微積分学I、情報数学、グラフ理論、確率・統計、ディジタル回路Ⅰ、ディジタル回路Ⅱ、データ構造とアルゴリズム、人
工知能、ソフトウェア工学Ⅰ、情報セキュリティの基礎、ロボティクス、IoT通信、C演習Ⅱ、Java演習を選択必修科目とする。

専
門
科
目

数
理
科
学

専
門
基
礎

基
幹
科
目

応
用
科
目

演
習
科
目

合計

卒業単位数 124

卒業要件及び履修方法
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2
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38 36

2

3  
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( ) 

41

2

8  

( ) 

42

( )

2 24 2 3  

3  

( ) 

43  

( ) 

44  

2

( ) 

45

3

9  

( ) 

46  

1 24 4 25  

2 2023 4 1  

3  
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【資料11】

⼈⽂社会科学 外国語・健康・スポーツ科学 総合理学系
科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】

●コンピュータ⼊⾨
【1501】
■ロボティクス
【1303】

2限⽬
キャリアデザインⅠ
【1401,1402】

■微積分学Ⅰ
【1301、1302】

3限⽬
⼝語英語Ⅰa
【1304、第1・第2LL】

物理現象の数理
【1205】

ロボット対話システム
【1303】

4限⽬
物理現象の数理
【1205】

Webプログラミング
【第1情報処理演習室】

5限⽬
情報科教育法ａ
【第5情報処理演習室】

⾔語学基礎
【1311】

●情報通信ネットワーク
【1403】
システムプログラム
【第1・2情報処理演習室】

⾔語学基礎
【1311】

基礎スポーツ科学ａ
【1205】

■⼈⼯知能
【1502】

⽇本の歴史
【1310】
哲学基礎
【1601】

地球科学基礎
【1403,共通実験実習室2・3・4】

●実世界情報⼊⾨
【1310】

⽇本の歴史
【1502】

Ｕｎｉｘ⼊⾨
【第3・4情報処理演習室】

⽂学基礎
【1311】

■確率・統計
【1501】

哲学基礎
【1601】

英語による情報技術Ⅰａ
【1401】

⽣命科学基礎
【1301】

●実世界情報⼊⾨
【1310】

⽇本の歴史
【1502】

地球科学基礎
【1403,共通実験実習室2・3・4】

シェルスクリプト⼊⾨
【第3・4情報処理演習室】

⼒学
【1602,第6情報処理演習室】

ソフトウェア⼯学Ⅱ
【1302】

物理学基礎
【1404】

英語表現(basic2)a
【1303、1304】

道徳教育
【1402】

⼝語英語Ⅱａ
【1305】

1限⽬
情報法学
【1403】

英語の語法
【第1LL、1305】

基礎ゼミナール
【1201】

コンピュータリテラシー
【第4情報処理演習室】

情報法学
【1403】

健康科学
【1205】

基礎ゼミナール
【1203】

コンピュータリテラシー
【第4情報処理演習室】

英語の語法
【第2・第3LL】

■データ構造とアルゴリズム

【1310】

3限⽬
⼈間発達と⼈権
【1311】

⽇本語Ⅰ
【1202】

⼈間発達と⼈権
【1311】

4限⽬
⽇本語Ⅰ
【1202】

5限⽬
数学科教育法ｂ
【ラーニングコモンズ】

教職課程

⽔曜

2限⽬

情報科学部実世界情報学科 時間割表【前期】

⽕曜

1限⽬

2限⽬

3限⽬

4限⽬

5限⽬

専⾨科⽬

⽉曜

1限⽬

共通科⽬
キャリア科⽬
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⼈⽂社会科学 外国語・健康・スポーツ科学 総合理学系
科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】

1限⽬ 英語表現(basic1)a
【1304、第1・第2・第3LL】

■Ｃ演習Ⅱ
【第1・2・3・4・6情報処理演習室】

英語による情報技術Ⅱ
【1303】

■Ｃ演習Ⅱ
【第1・2・3・4・6情報処理演習室】

■線形数学Ⅰ
【1301】
■線形数学Ⅰ
【1302】

地球科学基礎
【1403,共通実験実習室2･3･4】

■グラフ理論
【1311】

⼒学
【1602】

●実世界情報専⾨演習
【第1・2情報処理演習室】

地球科学基礎
【1403,共通実験実習室2･3･4】

●実世界情報専⾨演習
【第1・2情報処理演習室】

教育原論
【1402】

⼒学
【1602】

数学科教育法ｄ
【ラーニングコモンズ】
教育⽅法論(ICT活⽤を含む)
【1401】
教育⾏政
【1402】

1限⽬
⼒学
【1404】

ソフトウェア⼯学演習
【第5情報処理演習室】

2限⽬
ソフトウェア⼯学演習
【第5情報処理演習室】

経済学基礎
【1501】

スポーツ科学実習
【1202】

化学基礎
【1403】

ヒューマンインタフェース
【1311】

社会学基礎
【1302】

⽣命科学基礎
【1310】

⼼理学基礎
【1301】

環境情報科学
【1502】

⽇本国憲法
【1205】
⽂学基礎
【1405】
倫理学基礎
【1601】
経済学基礎
【1501】

化学基礎
【1403】

コンピュータビジョン
【1502】

社会学基礎
【1302】

⽣命科学基礎
【1310】

⼼理学基礎
【1301】
⽇本国憲法
【1205】
⽂学基礎
【1405】
倫理学基礎
【1601】

5限⽬

⼟曜 1限⽬
教育相談
【1202】

海外語学研修 グローバルテクノロジ論 情報科学実践演習(国内PBL)a 特別⽀援教育

OIT概論 ものづくり実習
情報科教育法ｂ
【第5情報処理演習室】

福祉教育概論

⾼等学校教育実習

中学校教育実習

情報科学部実世界情報学科 時間割表【前期】
共通科⽬

キャリア科⽬ 専⾨科⽬ 教職課程

前
期
集
中

そ
の
他

⾦曜

3限⽬

4限⽬

⽊曜

2限⽬

3限⽬

4限⽬

5限⽬
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⼈⽂社会科学 外国語・健康・スポーツ科学 総合理学系
科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】

1限⽬
キャリアステップ
【1402】

微積分学Ⅱ
【1302】
■線形数学Ⅰ（再履修）
【1302】
■情報数学
【1310】
線形数学Ⅱ
【1403】

3限⽬
⼝語英語Ⅰｂ
【1304、第1・第2LL】

実世界計測
【1404】

4限⽬
●オペレーティングシステム
【1501】

5限⽬
■ソフトウェア⼯学Ⅰ
【1501】
微分⽅程式
【1304】
微分⽅程式
【1305】
■Java演習
【第1・2情報処理演習室】

メディア通信概論
【1303】

⾔語学基礎
【1502】

■Java演習
【第1・2情報処理演習室】

⼈類の歴史
【1311】

数理計画法
【1301】

倫理学基礎
【1303】
応⽤倫理学
【1302】

基礎スポーツ科学ｂ
【1205】

地球環境
【1403】

■ディジタル回路Ⅰ
【1301】

⾔語学基礎
【1502】

現代物理学⼊⾨
【1310】

■ディジタル回路Ⅱ
【1301】

⼈類の歴史
【1311】
応⽤倫理学
【1302】

英語による情報技術Ⅰｂ
【1401】

情報⽣命科学
【1205】

画像情報処理
【1501】

教職実践演習(中・⾼)
【1202】

⼈類の歴史
【1311】

地球環境
【1403】

⽂学基礎
【1502】

電磁気学
【1404】
現代物理学⼊⾨
【1310】

英語表現(basic2)b
【1304】

基礎⼒向上講座(電磁気学)
【1401】

教育⼼理学
【1404】

英語表現(basic2)b
【1303】

⽣徒指導と進路指導
【1305】

⼝語英語Ⅱb
【1305】

1限⽬
観る⽂学
【1401】

科学史
【1303】

●Ｃ演習Ⅰ
【第1〜6情報処理演習室】

応⽤倫理学
【1302】

視る⾃然科学
【1402,共通実験実習室3・4】

●Ｃ演習Ⅰ
【第1〜6情報処理演習室】

●情報技術者論
【1601】

3限⽬
⽇本語Ⅱ
【1202】

教育課程論
【1402】

4限⽬
⽇本語Ⅱ
【1202】

特別活動・総合的な学習の時間の指導法

【1402】

5限⽬
数学科教育法ｃ
【ラーニングコモンズ】

情報科学部実世界情報学科 時間割表【後期】

2限⽬

共通科⽬
キャリア科⽬ 専⾨科⽬ 教職課程

⽔曜

2限⽬

⽕曜

2限⽬

3限⽬

4限⽬

5限⽬

⽉曜

1限⽬

【資料11】

設置等の趣旨　-85-



⼈⽂社会科学 外国語・健康・スポーツ科学 総合理学系
科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】 科⽬名【教室】

1限⽬ 英語表現(basic1)b
【1304、第1・第2・第3LL】

●実世界情報基礎演習
【1205】

英語演習
【1201】

●テクニカルライティング
【1404】

英語による情報技術Ⅱ
【1202】

●テクニカルライティング
【1403】

英語の語法
【1305】

●実世界情報基礎演習
【1205】

地球環境
【1403】

キャリアデザインⅡ
【1401,1402】

■微積分学Ⅰ(再履修)
【1301】

キャリアデザインⅡ(再履修)
【1401,1402】

IoTサーバ構築
【メディアセンター】

4限⽬ ●情報ゼミナール 教職特論

教職⼊⾨
【1405】
数学科教育法ａ
【ラーニングコモンズ】

1限⽬
観る⽂学
【1401】

■IoT通信
【1302】

観る⽂学
【第6情報処理演習室】

●IoT概論
【1402】
■情報セキュリティの基礎
【1502】

現代経済論
【1301】

環境情報科学
【1311】

IoTデータベース
【1402】

情報社会論
【1302】

情報⽣命科学
【1310】

実世界情報応⽤演習
【1403】

⼼理学基礎
【1602】
法学基礎
【1205】
倫理学基礎
【1305】
経済学基礎
【1301】

化学基礎
【1501】

実世界情報応⽤演習
【1403,共通実験実習室2・4】

情報社会論
【1302】

環境情報科学
【1311】

⼼理学基礎
【1602】

情報⽣命科学
【1310】

法学基礎
【1205】

5限⽬
⼈間発達と⼈権
【1601】

⼈間発達と⼈権
【1601】

情報処理基礎
【1502】

情報科学実践演習（国内PBL）b

情報科学実践演習（国際PBL）

そ
の
他

後
期
集
中

情報科学部実世界情報学科 時間割表【後期】

集
中

そ
の
他

教職課程

⾦曜

2限⽬

3限⽬

4限⽬

共通科⽬
キャリア科⽬ 専⾨科⽬

⽊曜

2限⽬

3限⽬

5限⽬
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1996 2 27  

211 

2023 3 16  

( ) 

1 8 43 1

( )

( ) 

2  

2

( ) 

3  
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( )  

( ) 

4  

( ) 

5  

2 7 4

( ) 

6  

2  

( ) 

7  

( ) 

8

( ) 

9

1 1996 4 1  

2 2023 4 1  
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1996 2 27  

292 

2023 3 22  

( ) 

1 10 1 43 1

( )

( ) 

2  

( ) 

3  

2 1

( ) 

4  
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( ) 

5 1  

2

3  

4

( ) 

6  

2

3  

( ) 

7 3 2  

( ) 

8  

( ) 

9  

( ) 

10  

( ) 

11

1 1996 4 1  

2 2023 4 1  
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2004 3 17  

156 

2020 12 17  

( ) 

1 ( )

IR ( )  

( ) 

2  

5

2 5

( ) 

3 1 2

2 1  

( ) 

4  

(FD)  

IR  
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( ) 

5 1  

2

3  

4

( ) 

6  

( ) 

7  

( ) 

8  

1 2004 4 1  

2 2021 4 1  
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1 
3

 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/rule_oit.html#chap02 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/rule_gradoit.html#chap01 

2 
  https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/organization.html 

3 

 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/soshiki.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/data01.html 

4 

 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/admission.html 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/data05.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/data06.html 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/rule_oit.html#teiin 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/rule_gradoit.html#teiin 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/data07.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/data08.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/data09.html 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/data10.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/data12.html 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/data14.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/data15.html 

5 

 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/cu_policy.html 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/syllabus/index.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/syllabus/index2.html 

6 

 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/de_policy.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/rule_oit.html#chap06 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/rule_gradoit.html#chap05 

7 

 

 
https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/access_omiya.html 

 

https://www.oit.ac.jp/rd/umeda/index.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/access_hirakata.html  
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/data02.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/data03.html 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/data04.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/facility/index.html 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/gakusei/support.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/club/index.html 
8 

 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/gakusei/fee.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/juken/outline/fee.html 

9 

 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/gakusei/support.html 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/gakusei/scholarship000.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/career/index.html 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/health/index.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/gakusei/counseling.html 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/gakusei/counseling_time.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/gakusei/counseling.html#counse5 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/harassment.html 

AED  https://www.oit.ac.jp/japanese/gakusei/aed.html 
 https://www.oit.ac.jp/japanese/international/ 

本学HPにおける公表情報及び掲載先一覧
【資料16】
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10 

 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/cu_policy.html 
WEB  https://www.oit.ac.jp/japanese/syllabus/index.html 

 https://www.oit.ac.jp/japanese/syllabus/index2.html 

10  
2023   https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/rule_oit.html 
2023   https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/rule_gradoit.html 

10 

  https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/setti.html 

10 
  https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/ninsyouhyouka.html#daigaku 

10 83
2 2 99

3 108 5   

https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinf
o-18 

10 
  

https://www.oit.ac.jp/japanese/oit/openinfo/index.html#openinf
o-19 
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17

2009 10 15  

126 

2023 3 11  

( ) 

1

( FD )

FD ( )  

( ) 

2 IR

FD  

FD  

FD  

FD  

( ) 

3  

( ) 
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7

2  

( ) 

4 1 2

2 1 2

( ) 

5 1  

2  

3  

4

5

( ) 

6  

2

3

( ) 

7  

( ) 

8  

1 2009 10 15 2009 4 1  

2 2023 4 1  
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１）新設組織の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

①新設組織の概要

②新設組織の特色

Ｐ２ 
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（１）新設組織の概要

①新設組織の概要（名称，入学定員（編入学定員），収容定員，所在地）

新設組織 入学定員 編入学 

定員 

収容定員 所在地

（教育研究を行うキャンパス）

大阪工業大学 

情報科学部 

実世界情報学科 

80 0 320 大阪府枚方市北山 1－79－1 

②新設組織の特色

実世界情報学科は、様々な IoT センシング技術とデジタル技術によって、実世界の状況をデータとし

て取得し、ヒト・モノ・環境の情報分析と可視化、生活空間の環境設備やロボットなどの自動機器の制御

（実世界インタラクション）により実世界の具体的な課題を解決できる実世界情報のプロフェッショナ

ル人材を養成するとともに、情報技術の社会実装に必要な理論と手法の教育を担う学科として、実世界

におけるデジタルトランスフォーメーションを特色とした教育プログラムを用意するとともに、地域に

根差した産官学連携による実践的な教育ネットワークの構築および既設４学科との連携により、地域課

題の解決・新たな価値創造を行う実践的教育を行う。 

実世界情報学科（入学定員 80 人、枚方キャンパス）の開設と同時に、既設の情報科学部ネットワーク

デザイン学科（入学定員 90 人、3 年次編入学定員 5 名、同キャンパス）の学生募集を停止し、データサ

イエンス学科の入学定員を 10 名増加（70 人→80 人）、情報知能学科の入学定員を 10 名増加（90 人→10

人）、情報システム学科の入学定員を 5 名減（105 人→100 人）、情報メディア学科の入学定員を 5 名減

（105 人→100 人）し、大学全体では入学定員は 1,780 人で増減はなく、編入学定員が 85 人→80 人の 5

人減となり、収容定員は 7,290 人から 7,280 人に 10 人減少する。 

（２）人材需要の社会的な動向等

①新設組織で養成する人材の全国的，地域的，社会的動向の分析

実世界情報学科は、様々な IoT センシング技術とデジタル技術によって、実世界の状況をデータとし

て取得し、ヒト・モノ・環境の情報分析と可視化、生活空間の環境設備やロボットなどの自動機器の制

御（実世界インタラクション）により実世界の具体的な課題を解決できる実世界情報のプロフェッショ

ナル人材を養成する。本学科が養成する先進的な IT 人材には、自動運転などのデジタル技術の革新を

担う人材として、現在及び近い将来において強い人材需要が存在している。その人材需要に応える人材

供給が長期的に大きく不足していることは、2030 年の IT 人材需要 164.6 万人に対し 78.9 万人が不足す

るという推計（「ＩＴ人材の最新動向と将来推計に関する調査結果」平成 28 年 経済産業省）など、政

府の答申をはじめ様々な報告で示されている。本学科では、デジタル分野におけるフロンティア領域を

担っていく専門人材を養成し、IT・デジタル人材育成の社会的要請に応えていく。 

②中長期的な１８歳人口等入学対象人口の全国的，地域的動向の分析

全国及び本学が主な学生募集地域とする大阪府の 18 歳人口の本学科開設から 10 年間（2025 年度～

2034 年度）の 18 歳人口（高等学校卒業者相当）の推計を、学校基本調査の各学年在籍数から推測した表

学生確保 -2-



は以下の通りである。全国では▲102,998 人（2025 年度比 90.3％）、大阪府では▲7,174 人（同比 90.1％）

の減少が予測されている。10 年間で約 10％の 18 歳人口減は確実ではあり、大学全体の志願者、入学者

は大きく減少するものの、新設する実世界情報学科は、IT 業界をはじめとした実業界からの強い先進的

デジタル人材需要に応える形で設置する学科であることから、18 歳人口が大きく減少する局面において

も、卒業後の就職の確実性及び長期的かつグローバルなキャリアパスが見込めることから、安定した志

願者及び入学者が獲得できると考えている。 

全国及び大阪府の 10 年間の 18 歳人口推計 

2025 年度（開設時） 

18 歳人口 

2034 年度（10 年次） 

18 歳人口 
減少幅 

2025 年を 100％

とした割合 

全国 1,065,505 人 962,507 人 ▲102,998 人 90.3％ 

大阪府 72,994 人 65,820 人 ▲7,174 人 90.1％ 

（出典）学校基本調査 

※2025 年度進学対象者（令和 5年度高校第 2学年）は文部科学省「学校基本調査（令和 4年度版）」での「卒業後の状況調

査」の「中学校」における「都道府県別高等学校等への進学者数」の人数に基づく。2035 年度進学対象者（令和 5年度小

学 1年生）は「学校調査票（小学校）」における「学年別児童数」の各人数に基づく。 

③新設組織の主な学生募集地域

本学の入学者（1,844 人／2023 年度）の出身校都道府県は、大阪府が 847 人（45.9％）、兵庫県が 478

人（25.9％）、京都府が 112 人（6.1％）、奈良県が 95 人（5.2％）と、大阪府でほぼ半数、上記の 4府県

で 83.1％の入学者を得ている。学校基本調査によれば、大阪府全体の大学入学者 57,089 人に対し、大阪

府の高校出身者は 28,156 人（49.3％）とほぼ半数となっており、兵庫県が 13.1％、京都府が 5.5％、奈

良県が 5.1％、4 府県の合計で 73.0％と、本学の入学者の出身高校とほぼ同じ傾向となっている（別紙

１）。本学及び本学科では、全国からの学生確保、社会人や留学生の入学者など、多様な学生の確保には

努めていくが、本学科の入学者の約 50％が大阪府出身、約 80％が近畿地区 4府県の出身となると考えて

おり、同 4府県を本学科の学生募集地域と設定する。 

【添付データ】 

・新設組織が置かれる都道府県への入学状況（別紙１）

④既設組織の定員充足の状況

本学は、極めて高い実就職率（全国 4 位、関西の私立大学で 1 位）に見られる高い教育力が評価され、

既設学部学科においては継続的に定員を充足している。既設学部学科の充足状況の詳細は（別紙２）に記

載したが、全 17 学科において、過去 5 年間の収容定員充足率が 1.0 倍以上となっている。DX 化の推進に

よる理工系・IT 系の人材需要、さらに本学が養成する専門人材と採用企業の相互のマッチングの良好さ

に鑑みて、本学の養成人材の社会的ニーズは今後も堅調である。本学がこれまでに築いた高校との関係

性に加え、卒業後の就職状況の良好さが高校生や保護者、高校教員からの継続的な支持につながること

から、既設学部学科においては中長期的に定員を充足する見込みであると考えている。 
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【添付データ】 

・既設学科等の入学定員・収容定員の充足状況（直近５年間）（別紙２－１～１７（枝番））

（３）学生確保の見通し

①学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果

ア 既設組織における取組とその目標

本学は既設学部学科として工学部 8学科、ロボティクス＆デザイン工学部 3学科、情報科学部 5学科、

知的財産学部 1学科を擁しており、知的財産学部を除く、工学部、ロボティクス＆デザイン工学部、情報

科学部に属する学科は新たに設置する実世界情報学科と同じ工学分野である。既設学部学科の学生募集

活動の定量的な数値は以下に示す通りである。詳細は（別紙３）に記した。 

①オープンキャンパス来場者数（受験対象者のみ）：3,278 名／年間（4回／年、3キャンパス合計）のう

ち受験者数 1,604 人（受験率 48.9％）、入学者数 888 人（入学率 27.1％） 

②資料請求数：12,202 名／年のうち受験者数 2,431 人（受験率 19.9％）、入学者 790 人（入学率 6.5％） 

※全て 2023 年度の実績

オープンキャンパス、資料請求からの受験（志願）、入学の転換率は上記の通りであるが、ほぼ本学に

て想定、計画した数値となっており、問題はないと考えている。新学科の開設後も、オープンキャンパス

や資料請求等の一次接触から、志願、入学までの状況を定量的にデータ管理することで、学生募集の最適

化に努める。 

【添付データ】 

・既設学科等の学生募集のための PR 活動の過去の実績（別紙３）

イ 新設組織における取組とその目標

新たに設置する実世界情報学科においても、既設学部学科と同様の学生募集活動を展開していく。本

学では、高大接続改革の趣旨に沿い、本学の教育内容と卒業後のビジョンを高校生など潜在的志願者に

確実に伝えることで、高校生が求める進路と大学が求める学生の双方のニーズをマッチングさせる多様

な入学者選抜を実現させ、志願者及び入学者の確保につなげている。具体的には、オープンキャンパスや

大学説明会での直接的コンタクトを重視し、高校生の将来ビジョンを明確にするとともに、本学のスト

ロングポイントを伝え、他大学との差別化を図っている。WEB や SNS、大学案内等の各種媒体を通じて、

必要な情報の的確な伝達にも努めている。新学科の設置により、大学全体の入学定員が増えることはな

く、枚方キャンパスの 5 学科体制も維持されることから、オープンキャンパスの来場者数等の数値目標

を設定しその達成に努めることで、実世界情報学科の志願者の確保につなげる。 

ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく，新設組織での入学者の見込み数

新設する実世界情報学科では、上述した学生確保の取り組みを継続することで、入学定員 80 人が確保

できると考えている。具体的な数値目標（大学全体）と志願者等の目標設定は以下の通りである。既存学

科の募集状況（別紙３）から、十分可能な設定と考えている。 
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実世界情報学科の志願者等の目標設定 

オープンキャンパス（大学全体） 3,300 人 受験対象者（4回／年） 

資料請求者数（大学全体） 12,000 人 

実世界情報学科 志願者数 600 人 延べ数 

実世界情報学科 合格者数 200 人 

実世界情報学科 入学者数 80 人 歩留率 40％ 

②競合校の状況分析（立地条件，養成人材，教育内容と方法の類似性と定員充足状況）

ア 競合校の選定理由と新設組織との比較分析，優位性

本学科では、学校種、 定員規模、学問分野、所在地、 学力層の類似性から、以下の 4校を競合校と選

定し、競合校と本学科との比較分析を行った。本学科の共通して言える本学の強みは、「実世界情報学」

の教育研究を独立した学科において推進する点にあり、具体的には、実世界情報学の大規模な実験施設

である DX フィールド、ドローンやロボットも扱える実践的な学びが挙げられる。学びの内容以外にも、

オンラインオリエンテーション WG の取り組みや、「テクニカルライティング」による技術文書作成、キャ

リア教育、情報技術者養成のための教育が充実しており、他にも工業系専門大学ならではの修学指導、就

職支援などが挙げられる。競合大学との比較分析を以下の表にまとめた。 

競合校の一覧と本学科との比較分析 

競合校 立地 競合校の人材養成目的等の教育内容 本学科との比較・本学科の優位性 

1 立命館大学 

情報理工学部 

情報理工学科 

（実世界情報コ

ース） 

大阪府 

茨木市 

（2024 年

度 に 移

転） 

情報機器の利用空間を拡大するユビ

キタスコンピューティング、情報化

機械システムの知能化を実現するロ

ボティクス・メカトロニクス、人と

人および、人とモノとの界面となる

ヒューマンインタフェースを習得

し、実世界の高度情報化を支える人

材を育成する。

・競合校では、「実世界情報コース」に分か

れるのが入学後なので目的意識が薄れる。

・競合校では「バーチャルリアリティ、ロ

ボット、IoT、ヒューマンインタフェースな

どの先端技術を学ぶ」と総花的な内容にな

っており、本学科に比べ学びの焦点が明確

でない。

2 関西大学 

総合情報学部 

総合情報学科 

大阪府 

吹田市 

情報の理論とその意義や機能及び情

報と人間・社会との関係について幅

広い知識を培うとともに、情報技術

を活用して問題の解決を図ることの

できる人材の育成を目的とする。 

・競合校はコース分属ではなく、自由に文

系・理系科目を選ぶ形であり、文系科目だ

けを選択し卒業することも可能で、必ずし

も全員が IT 人材になるわけではない。

・競合校の教育課程の「メディア情報系」

「社会情報システム系」「コンピューティン

グ系」のうち IT 技術者向けは「コンピュー

ティング系」だが、その系だけでも科目は

極めて多岐にわたっていて、本学科と比べ

技術系科目の掘り下げ方が浅いと言える。

3 近畿大学 

情報学部 

情報学科 

 （実世界コン

ピューティングコ

ース) 

大阪府 

東大阪市 

4 年間のカリキュラムを通じて、

社会のニーズに応える情報技術者と

してふさわしい問題発見能力、制約

の中で他者と協調しながら問題を解

決する能力、情報分野における幅広

い専門技術の知識とそれらを問題解

決に応用できる能力、システム構想・

設計力、プログラミング能力に加え、

国際的に通用する英語コミュニケー

・競合校ではコースに分かれるのは入学後

なので目的意識が薄れる。

・競合校では「IoT、AI 及びシステムとユー

ザの相互作用に関する人間中心のシステム

設計」とあるが、本学科では、対人間だけ

でなく、環境設備の自動制御や農業の省力

化など人が介在しない対象にも有効な情報

システムが作れる学びとしている。
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ション能力と技術者倫理を身につけ

る。

4 大阪電気通信大学 

情報通信工学部 

 情報工学科 

総合情報学部 

情報学科 

大阪府 

寝屋川市 

（情報工学科） 

人間の活動に不可欠な「情報」を扱

うシステムを作り出すための基盤と

なるコンピュータハードウェア・ソ

フトウェア・ネットワークに関わる

知識と技術を、数理的な知識体系に

基づいて、基礎から応用に至るまで

実学教育を通して教授することによ

り、広く社会及び産業界で活躍でき

る専門的人材の育成を目的とする。

（情報学科）

進化し続ける ICT 技術や IoT 技

術の基盤となる知識の修得、即戦力

となり得る実践力の獲得、コミュニ

ケーション能力等を中心とした社会

性の向上の 3 項目を教育目標とし、

コンピュータスペシャリストとして

社会で活躍できる人材の育成を目的

とする。

・工業系大学という点では本学と同類の大

学と言えるが、ここに挙げた競合校の 2 学

科は、本学科と比べカバーする領域が格段

に広く、そのために実世界情報学に特化し

た本学科に比べ学びの内容の専門性が薄く

なることは否めない。実世界情報学の専門

的学びの深さが本学科の強みと言える。

イ 競合校の入学志願動向等

競合校の入学志願状況は【資料１】に示した。競合校 4校とも、問題なく志願者、入学者を集め定員を

充足しており、競合校となる本学科も同様の志願状況が予想されることから、定員を充足見込みと考え

ている。 

ウ 新設組織において定員を充足できる根拠等（競合校定員未充足の場合のみ）

競合校は全て定員を充足しているため該当なし。

エ 学生納付金等の金額設定の理由

本学科及び競合校に設定した 4 校の学納金は以下の通りである。本学の学納金設定は、近畿地区にお

ける当該分野の有力校である立命館大学、近畿大学よりも低く設定されており、競争力を持った水準と

なっている。学生募集と教育研究の維持継続の両方を満たす適切な学納金設定であると考えている。 

本学科及び競合校の学納金 

大学学部学科名 入学金 授業料等 初年度納付金 

大阪工業大学 

情報科学部 実世界情報学科 
250,000 1,490,000 1,640,000 

立命館大学 

 情報理工学部 情報理工学科 

（実世界情報コース） 

200,000 1,672,600 
1,872,600 

関西大学 

総合情報学部 総合情報学科 260,000 1,302,000 1,562,000 
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近畿大学 

情報学部 情報学科 
250,000 1,462,000 1,712,000 

大阪電気通信大学 

情報通信工学部 情報工学科 

総合情報学部 情報学科 

200,000 1,282,000 1,482,000 

（単位：円） ※2024 年度学納金。出典：各大学 HP 

③先行事例分析

大学内部での学科改組につき、修業年限や学納金に変更はなく本項は該当しない。

④学生確保に関するアンケート調査

本学科の学生確保の見通しを測定するために、入学意向アンケート調査【資料２】を実施した。調査

と結果の概要は以下の通りである。 

入学意向アンケート調査の概要 

調査時期 令和 5年 9月～12 月 

調査対象 近畿地区の高校 2年生（令和 5年度） 

回答件数 9,532 人（95 校） 

調査結果の 

概要 

（受験・入学意志） 

・受験意志（第一志望）：105 人（1.1％）

・受験意志（第一志望～第三志望以降を含む）：1,623 人（17.0％）

・受験意志かつ入学意志を示した者：297 人（3.1％）

（クロス集計）

・「大学進学希望」かつ「私立大学を希望」かつ「工学分野、電気通信工学分野を志望」

かつ「受験意志（第一志望）」かつ「入学意志」を示した者：36 人（0.4％）

以上の調査結果により、回収のあった9,532人（95校）のうち、105人（1.1％）が受験意志（第一志

望）を、297人（3.1％）が受験意志（第一志望～第三志望以降）かつ入学意志を示し、ともに入学定員

（80人）を上回る入学意志を得た。5重クロス集計では、「大学進学希望」かつ「私立大学を希望」かつ

「工学分野、電気通信工学分野を志望」かつ「受験意志（第一志望）」かつ「入学意志」を示した回答

者は36人（0.4％）となったが、第一志望以外の全ての受験意志を示した回答者が1,623人（17.0％）存

在する点、工学分野の中分類は14区分に細かく分かれており、本学科はその中の「電気通信工学」に分

類されているが、情報系学科の特徴として、実際には文系の高校生も含めた幅広い層から志願者を獲得

している点から、学生の確保と定員の充足には問題がないと考えている。 
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⑤人材需要に関するアンケート調査等

（人材需要アンケート調査） 

本学科の人材需要の見通しを測定するため、事業所向けに「採用意向アンケート調査」【資料３】を

実施した。調査の概要と結果の概略は以下の通りである。 

採用意向アンケート調査の概要 

調査実施時期 令和 5年 9月～12 月 

調査対象 

（送付・依頼先） 

実世界情報学科の卒業生の採用が見込まれる以下の事業所 

（業種） 

・ソフトウェア関係、情報処理・通信関係、製造業（電気・電子・通信関係）、製

造業（自動車関係）、製造業（機械関係）、製造業（化学・医薬関係）、エネルギー

（電気・ガス・水道）・インフラ関係、住宅・設備関係、建築・土木・道路・設計・

測量関係、商社・卸売・流通・小売等の企業 

（地域）近畿地区・首都圏等 

（依頼件数）1,500 事業所 

回収件数 355 件（回収率 23.7%） 

調査結果 
採用意向：271 事業所（76.3％） 

採用の場合の採用可能人数：728 人 

上記の1,500事業所にアンケート調査用紙を送付・依頼し、355事業所から回答を得た「採用意向アン

ケート調査」の結果の概要は以下の通りである。

「実世界情報学科で養成する人材の社会的ニーズ」について、324事業所（91.3％）から「人材ニー

ズは非常に高い」または「人材ニーズは高い」の回答を得た。「実世界情報学科卒業生の採用意向」で

は、271事業所（76.3％）から「採用したい」の回答を得た。さらに採用意向のあった271事業所から、

「採用の場合の採用可能人数」について、728人の採用可能人数が示された（入学定員80人の9.1倍）。 

以上の調査結果により、実世界情報学科の卒業後の人材需要について、事業所からの非常に強い採用

意向が示されている。 

（人材需給に関する調査や研究） 

本学科が養成するデジタル人材、ＩＴ人材の人材需要については多数の推計や報告が出されている。

ここでは、教育未来創造会議の第一次提言（令和4年）「我が国の未来をけん引する大学等と社会の在

り方について」を一部を引用する。デジタル人材の不足が課題として強調されていることから、以下に

て引用し要約する。 

国際経営開発研究所（IMD）の試算によれば、日本のデジタル競争力は28位となっており、先進諸国

の中では低い水準にある。特に、デジタル／技術スキルやビッグデータの分析と活用、国際経験等の項

目において他国に比べて後れをとっている状況にある。国内に目を転じると、IT人材需給に関する試算

では、人材のスキル転換が停滞した場合、2030年には先端IT人材が54.5万人不足するという調査結果も

ある。DXの取組を進めるに当たっての課題として人材不足を掲げる企業は、米国（27.2％）やドイツ

（31.7％）と比較して日本（53.1％）は高い割合を占めている。デジタル田園都市国家構想（令和4

年）の検討においては、全ての労働人口がデジタルリテラシーを身に付け、デジタル技術を利活用でき

ることを目指すとともに、専門的なデジタル知識・能力を有し、デジタル実装による地域の課題解決を
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けん引する人材を「デジタル推進人材」（ビジネスアーキテクト、データサイエンティストなどを想

定）と位置づけ、2024年度末までに年間45万人育成する体制を整え、2026年度までに230万人の育成を

目指すことが示されている。 

以上に引用した政府の提言からも、本学科が養成する人材の社会的な人材需要と必要性が明らかに示

されている。 

（４）新設組織の定員設定の理由

 上記の（１）～（３）で述べた定員充足の根拠に加え、新たに設置する実世界情報学科（入学定員 80

人）は、既設のネットワークデザイン学科（入学定員 90 人）を募集停止・廃止して設置するものであり、

各学科の定員調整により、大学全体の収容定員は 7,290 人から 7,280 人に 10 人の減員とする計画として

いる。本学は全 4 学部とも全て継続して定員を充足しており、本学科の教育内容による学生募集能力も

さることながら、大学全体の収容定員の増加はないことから、新設組織である本学科の定員設定は合理

的かつ問題ないと考えている。 
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学生の確保の見通し等を記載した書類 添付資料 

（別紙） 

別紙１ 新設組織が置かれる都道府県への入学状況 

別紙２ 既設学科等の入学定員・収容定員の充足状況（直近５年間） 

別紙３ 既設学科等の学生募集のためのPR 活動の過去の実績 

（資料） 

資料１ 競合校の入学志願状況 

資料２ 入学意向アンケート調査報告書 

資料３ 採用意向アンケート調査報告書 

学生確保 -10-



新設組織が置かれる都道府県への入学状況 別紙１

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 大阪府 28,156人 49.32%

2 兵庫県 7,486人 13.11%

3 京都府 3,156人 5.53%

4 奈良県 2,919人 5.11%

5 和歌山県 1,657人 2.90%

全　　体 57,089人 100.00%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 大阪府 103.58% 102.69% 101.65%

2

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 理・工学系（大学） 100.90% 104.35% 101.88%

2

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等専門
学校を含む）。大学院は作成不要。

新組織所在地
（都道府県）

充足率

系統区分
充足率
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１

大学学部学科等名：大阪工業大学　工学部　都市デザイン工学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

3人 3人 3人 3人 3人 3人 
延べ人数 志願者数 2人 2人 0人 1人 3人 2人 

受験者数 2人 2人 0人 1人 3人 2人 
合格者数 2人 2人 0人 1人 3人 2人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 2人 2人 0人 1人 3人 2人 
受験者数 2人 2人 0人 1人 3人 2人 
合格者数 2人 2人 0人 1人 3人 2人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

2人 2人 0人 1人 3人 2人 
42人 42人 42人 42人 42人 42人 

延べ人数 志願者数 262人 238人 223人 233人 227人 237人 
受験者数 260人 232人 221人 232人 227人 234人 
合格者数 91人 76人 140人 118人 116人 108.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 5人 6人 11人 9人 15人 9.2

実 人 数 志願者数 162人 147人 135人 160人 152人 151.2
受験者数 160人 143人 134人 159人 152人 149.6
合格者数 73人 63人 108人 90人 100人 86.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 5人 6人 11人 9人 15人 9.2

58人 51人 70人 58人 50人 57.4
49人 49人 49人 49人 49人 49

延べ人数 志願者数 631人 631人 414人 564人 422人 532.4
受験者数 620人 613人 388人 550人 399人 514
合格者数 172人 271人 356人 188人 266人 250.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 2人 67人 13.8
辞退者数 5人 6人 8人 0人 1人 4

実 人 数 志願者数 242人 222人 169人 255人 177人 213
受験者数 240人 218人 163人 251人 174人 209.2
合格者数 115人 183人 211人 139人 178人 165.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 2人 54人 11.2
辞退者数 5人 6人 8人 0人 1人 4

43人 52人 65人 37人 37人 46.8
6人 6人 6人 6人 6人 6

延べ人数 志願者数 285人 219人 167人 125人 157人 190.6
受験者数 285人 219人 167人 125人 157人 190.6
合格者数 62人 44人 36人 33人 61人 47.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 0人 0人 0人 0人 0.2

実 人 数 志願者数 209人 164人 132人 104人 112人 144.2
受験者数 209人 164人 132人 104人 112人 144.2
合格者数 44人 36人 28人 33人 48人 37.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 0人 0人 0人 0人 0.2

2人 0人 0人 2人 1人 1
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 2人 0人 0人 1人 2人 1
受験者数 2人 0人 0人 1人 2人 1
合格者数 0人 0人 0人 0人 1人 0.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 2人 0人 0人 1人 2人 1
受験者数 2人 0人 0人 1人 2人 1
合格者数 0人 0人 0人 0人 1人 0.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

0人 0人 0人 0人 0人 0
100人 100人 100人 100人 100人 100人 

延べ人数 志願者数 1182人 1090人 804人 924人 811人 962人 
受験者数 1169人 1066人 776人 909人 788人 942人 
合格者数 327人 393人 532人 340人 447人 408人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 2人 67人 14人 
辞退者数 11人 12人 19人 9人 16人 13人 

実 人 数 志願者数 617人 535人 436人 521人 446人 511人 
受験者数 613人 527人 429人 516人 443人 506人 
合格者数 234人 284人 347人 263人 330人 292人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 2人 54人 11人 
辞退者数 11人 12人 19人 9人 16人 13人 

105人 105人 135人 98人 91人 107人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

100人 100人 100人 100人 100人 100
1.05 1.05 1.35 0.98 0.91 1.07
0.32 0.27 0.25 0.29 0.20 0.27

入 学 定 員 充 足 率

（備考）
1.「学校推薦型選抜」および「一般選抜」の合格・辞退・入学者数は、第２志望による者を含む。
2.「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

総
合
型
選
抜

そ
の
他
の
特
別
選
抜

一
般
選
抜

学
校
推
薦
型
選
抜

入 学 定 員

歩 留 率

合
計

募集人数

入学者数

募集人数

入学者数
募集人数

募集人数

入学者数

入学者数
募集人数

入学者数
募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－２

大学学部学科等名：大阪工業大学　工学部　建築学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

3人 3人 3人 3人 3人 3人 
延べ人数 志願者数 1人 1人 0人 1人 1人 1人 

受験者数 1人 1人 0人 1人 1人 1人 
合格者数 1人 1人 0人 1人 1人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 1人 1人 0人 1人 1人 1人 
受験者数 1人 1人 0人 1人 1人 1人 
合格者数 1人 1人 0人 1人 1人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

1人 1人 0人 1人 1人 1人 
64人 64人 64人 64人 64人 64人 

延べ人数 志願者数 761人 831人 833人 828人 732人 797人 
受験者数 749人 823人 826人 819人 721人 788人 
合格者数 190人 158人 320人 196人 237人 220.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 13人 21人 32人 22人 34人 24.4

実 人 数 志願者数 411人 438人 435人 476人 420人 436
受験者数 405人 435人 430人 471人 414人 431
合格者数 121人 106人 201人 128人 155人 142.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 13人 21人 32人 22人 34人 24.4

82人 54人 120人 76人 89人 84.2
74人 74人 74人 74人 74人 74

延べ人数 志願者数 1772人 1827人 1651人 1647人 1343人 1648
受験者数 1720人 1773人 1599人 1585人 1282人 1591.8
合格者数 314人 421人 369人 232人 247人 316.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 6人 0人 1.2
辞退者数 5人 8人 6人 2人 2人 4.6

実 人 数 志願者数 632人 638人 569人 608人 499人 589.2
受験者数 619人 625人 558人 593人 484人 575.8
合格者数 185人 226人 207人 154人 162人 186.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 6人 0人 1.2
辞退者数 5人 8人 6人 2人 2人 4.6

72人 88人 68人 51人 60人 67.8
9人 9人 9人 9人 9人 9

延べ人数 志願者数 473人 427人 322人 272人 298人 358.4
受験者数 473人 427人 322人 272人 298人 358.4
合格者数 90人 79人 64人 67人 71人 74.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 1人 0人 0人 0人 0.2

実 人 数 志願者数 351人 318人 262人 216人 226人 274.6
受験者数 351人 318人 262人 216人 226人 274.6
合格者数 70人 65人 57人 60人 59人 62.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 1人 0人 0人 0人 0.2

6人 6人 3人 7人 3人 5
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 7人 1人 8人 4人 6人 5.2
受験者数 7人 1人 7人 4人 6人 5
合格者数 3人 1人 3人 2人 4人 2.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 7人 1人 8人 4人 6人 5.2
受験者数 7人 1人 7人 4人 6人 5
合格者数 3人 1人 3人 2人 4人 2.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

3人 0人 2人 2人 2人 1.8
150人 150人 150人 150人 150人 150人 

延べ人数 志願者数 3014人 3087人 2814人 2752人 2380人 2809人 
受験者数 2950人 3025人 2754人 2681人 2308人 2744人 
合格者数 598人 660人 756人 498人 560人 614人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 6人 0人 1人 
辞退者数 18人 30人 38人 24人 36人 29人 

実 人 数 志願者数 1402人 1396人 1274人 1305人 1152人 1306人 
受験者数 1383人 1380人 1257人 1285人 1131人 1287人 
合格者数 380人 399人 468人 345人 381人 395人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 6人 0人 1人 
辞退者数 18人 30人 38人 24人 36人 29人 

164人 149人 193人 137人 155人 160人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

150人 150人 150人 150人 150人 150
1.09 0.99 1.29 0.91 1.03 1.06
0.27 0.23 0.26 0.28 0.28 0.26

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数

学生確保 -13-



既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－３

大学学部学科等名：大阪工業大学　工学部　機械工学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

3人 3人 3人 3人 3人 3人 
延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 2人 2人 1人 

受験者数 0人 0人 0人 2人 2人 1人 
合格者数 0人 0人 0人 1人 2人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 2人 2人 1人 
受験者数 0人 0人 0人 2人 2人 1人 
合格者数 0人 0人 0人 1人 2人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 1人 2人 1人 
59人 59人 59人 59人 59人 59人 

延べ人数 志願者数 769人 895人 752人 760人 649人 765人 
受験者数 769人 887人 750人 757人 649人 762人 
合格者数 234人 229人 274人 263人 276人 255.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 30人 29人 35人 33人 35人 32.4

実 人 数 志願者数 411人 458人 393人 427人 380人 413.8
受験者数 411人 455人 392人 425人 380人 412.6
合格者数 146人 148人 164人 165人 182人 161
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 30人 29人 35人 33人 35人 32.4

73人 83人 79人 65人 75人 75
69人 69人 69人 69人 69人 69

延べ人数 志願者数 2149人 2299人 1619人 1538人 1372人 1795.4
受験者数 2104人 2228人 1562人 1501人 1327人 1744.4
合格者数 385人 475人 500人 471人 474人 461
うち追加合格者数 41人 0人 0人 10人 0人 10.2
辞退者数 8人 19人 11人 7人 9人 10.8

実 人 数 志願者数 848人 809人 602人 638人 553人 690
受験者数 836人 793人 585人 627人 534人 675
合格者数 252人 267人 274人 285人 264人 268.4
うち追加合格者数 34人 0人 0人 9人 0人 8.6
辞退者数 8人 19人 11人 7人 9人 10.8

61人 63人 71人 61人 63人 63.8
9人 9人 9人 9人 9人 9

延べ人数 志願者数 458人 488人 313人 263人 240人 352.4
受験者数 458人 488人 313人 263人 240人 352.4
合格者数 72人 87人 72人 69人 84人 76.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 1人 0人 0.2
辞退者数 1人 0人 0人 1人 1人 0.6

実 人 数 志願者数 353人 358人 251人 218人 192人 274.4
受験者数 353人 358人 251人 218人 192人 274.4
合格者数 52人 73人 66人 63人 69人 64.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 1人 0人 0.2
辞退者数 1人 0人 0人 1人 1人 0.6

0人 3人 1人 0人 3人 1.4
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 6人 5人 5人 4人 6人 5.2
受験者数 5人 5人 5人 3人 6人 4.8
合格者数 2人 2人 3人 2人 3人 2.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 1人 0人 2人 0.6

実 人 数 志願者数 6人 5人 5人 4人 6人 5.2
受験者数 5人 5人 5人 3人 6人 4.8
合格者数 2人 2人 3人 2人 3人 2.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 1人 0人 2人 0.6

1人 2人 2人 1人 1人 1.4
140人 140人 140人 140人 140人 140人 

延べ人数 志願者数 3382人 3687人 2689人 2567人 2269人 2919人 
受験者数 3336人 3608人 2630人 2526人 2224人 2865人 
合格者数 693人 793人 849人 806人 839人 796人 
うち追加合格者数 41人 0人 0人 11人 0人 10人 
辞退者数 39人 48人 47人 41人 47人 44人 

実 人 数 志願者数 1618人 1630人 1251人 1289人 1133人 1384人 
受験者数 1605人 1611人 1233人 1275人 1114人 1368人 
合格者数 452人 490人 507人 516人 520人 497人 
うち追加合格者数 34人 0人 0人 10人 0人 9人 
辞退者数 39人 48人 47人 41人 47人 44人 

135人 151人 153人 128人 144人 142人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

140人 140人 140人 140人 140人 140
0.96 1.08 1.09 0.91 1.03 1.02
0.19 0.19 0.18 0.16 0.17 0.18

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－４

大学学部学科等名：大阪工業大学　工学部　電気電子システム工学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

3人 3人 3人 3人 3人 3人 
延べ人数 志願者数 0人 0人 4人 5人 1人 2人 

受験者数 0人 0人 4人 5人 1人 2人 
合格者数 0人 0人 3人 2人 1人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 4人 5人 1人 2人 
受験者数 0人 0人 4人 5人 1人 2人 
合格者数 0人 0人 3人 2人 1人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 3人 2人 1人 1人 
52人 52人 52人 52人 52人 52人 

延べ人数 志願者数 296人 380人 353人 375人 332人 347人 
受験者数 292人 378人 352人 372人 327人 344人 
合格者数 145人 170人 187人 213人 210人 185
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 9人 14人 22人 24人 24人 18.6

実 人 数 志願者数 171人 211人 197人 238人 222人 207.8
受験者数 171人 210人 196人 236人 219人 206.4
合格者数 108人 123人 119人 153人 150人 130.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 9人 14人 22人 24人 24人 18.6

62人 74人 57人 78人 76人 69.4
62人 62人 62人 62人 62人 62

延べ人数 志願者数 948人 957人 759人 795人 754人 842.6
受験者数 915人 944人 737人 758人 717人 814.2
合格者数 291人 306人 433人 295人 274人 319.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 26人 0人 5.2
辞退者数 3人 5人 6人 3人 5人 4.4

実 人 数 志願者数 366人 376人 306人 371人 334人 350.6
受験者数 357人 372人 297人 358人 319人 340.6
合格者数 193人 188人 225人 196人 168人 194
うち追加合格者数 0人 0人 0人 23人 0人 4.6
辞退者数 3人 5人 6人 3人 5人 4.4

62人 65人 62人 54人 45人 57.6
8人 8人 8人 8人 8人 8

延べ人数 志願者数 314人 288人 201人 126人 163人 218.4
受験者数 314人 288人 201人 126人 163人 218.4
合格者数 65人 59人 53人 48人 69人 58.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 1人 2人 0人 0人 0.6

実 人 数 志願者数 235人 211人 159人 105人 125人 167
受験者数 235人 211人 159人 105人 125人 167
合格者数 50人 50人 48人 45人 53人 49.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 1人 2人 0人 0人 0.6

0人 1人 4人 2人 0人 1.4
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 2人 1人 9人 3人 4人 3.8
受験者数 2人 1人 8人 3人 3人 3.4
合格者数 0人 1人 5人 2人 2人 2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 1人 0人 0.2

実 人 数 志願者数 2人 1人 9人 3人 4人 3.8
受験者数 2人 1人 8人 3人 3人 3.4
合格者数 0人 1人 5人 2人 2人 2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 1人 0人 0.2

0人 1人 5人 1人 1人 1.6
125人 125人 125人 125人 125人 125人 

延べ人数 志願者数 1560人 1626人 1326人 1304人 1254人 1414人 
受験者数 1523人 1611人 1302人 1264人 1211人 1382人 
合格者数 501人 536人 681人 560人 556人 567人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 26人 0人 5人 
辞退者数 12人 20人 30人 28人 29人 24人 

実 人 数 志願者数 774人 799人 675人 722人 686人 731人 
受験者数 765人 794人 664人 707人 667人 719人 
合格者数 351人 362人 400人 398人 374人 377人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 23人 0人 5人 
辞退者数 12人 20人 30人 28人 29人 24人 

124人 141人 131人 137人 123人 131人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

125人 125人 125人 125人 125人 125
0.99 1.13 1.05 1.10 0.98 1.05
0.25 0.26 0.19 0.24 0.22 0.23

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）
1.「学校推薦型選抜」および「一般選抜」の合格・辞退・入学者数は、第２志望による者を含む。
2.「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数

学生確保 -15-



既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－５

大学学部学科等名：大阪工業大学　工学部　電子情報システム工学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

3人 3人 3人 3人 3人 3人 
延べ人数 志願者数 0人 0人 3人 1人 2人 1人 

受験者数 0人 0人 3人 1人 2人 1人 
合格者数 0人 0人 2人 0人 1人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 3人 1人 2人 1人 
受験者数 0人 0人 3人 1人 2人 1人 
合格者数 0人 0人 2人 0人 1人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 2人 0人 1人 1人 
47人 47人 47人 47人 47人 47人 

延べ人数 志願者数 259人 363人 293人 223人 278人 283人 
受験者数 254人 363人 293人 223人 275人 282人 
合格者数 96人 90人 127人 185人 159人 131.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 6人 4人 10人 15人 18人 10.6

実 人 数 志願者数 156人 211人 172人 155人 192人 177.2
受験者数 154人 211人 172人 155人 190人 176.4
合格者数 71人 78人 99人 133人 125人 101.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 6人 4人 10人 15人 18人 10.6

53人 63人 72人 75人 62人 65
54人 54人 54人 54人 54人 54

延べ人数 志願者数 770人 771人 749人 711人 525人 705.2
受験者数 762人 746人 730人 684人 498人 684
合格者数 214人 335人 234人 260人 262人 261
うち追加合格者数 12人 0人 0人 0人 0人 2.4
辞退者数 5人 6人 3人 1人 5人 4

実 人 数 志願者数 311人 305人 304人 370人 271人 312.2
受験者数 308人 296人 296人 360人 262人 304.4
合格者数 149人 190人 147人 171人 180人 167.4
うち追加合格者数 12人 0人 0人 0人 0人 2.4
辞退者数 5人 6人 3人 1人 5人 4

55人 66人 39人 48人 51人 51.8
6人 6人 6人 6人 6人 6

延べ人数 志願者数 289人 277人 200人 117人 170人 210.6
受験者数 289人 277人 200人 117人 170人 210.6
合格者数 63人 64人 46人 39人 75人 57.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 0人 1人 0人 0人 0.4

実 人 数 志願者数 218人 212人 156人 101人 127人 162.8
受験者数 218人 212人 156人 101人 127人 162.8
合格者数 46人 55人 37人 38人 58人 46.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 0人 1人 0人 0人 0.4

0人 1人 2人 4人 4人 2.2
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 1人 2人 5人 2人 3人 2.6
受験者数 1人 1人 5人 2人 2人 2.2
合格者数 1人 1人 4人 1人 0人 1.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2

実 人 数 志願者数 1人 2人 5人 2人 3人 2.6
受験者数 1人 1人 5人 2人 2人 2.2
合格者数 1人 1人 4人 1人 0人 1.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2

1人 1人 2人 1人 0人 1
110人 110人 110人 110人 110人 110人 

延べ人数 志願者数 1319人 1413人 1250人 1054人 978人 1203人 
受験者数 1306人 1387人 1231人 1027人 947人 1180人 
合格者数 374人 490人 413人 485人 497人 452人 
うち追加合格者数 12人 0人 0人 0人 0人 2人 
辞退者数 12人 10人 15人 16人 23人 15人 

実 人 数 志願者数 686人 730人 640人 629人 595人 656人 
受験者数 681人 720人 632人 619人 583人 647人 
合格者数 267人 324人 289人 343人 364人 317人 
うち追加合格者数 12人 0人 0人 0人 0人 2人 
辞退者数 12人 10人 15人 16人 23人 15人 

109人 131人 117人 128人 118人 121人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

110人 110人 110人 110人 110人 110
0.99 1.19 1.06 1.16 1.07 1.10
0.29 0.27 0.28 0.26 0.24 0.27

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）
1.「学校推薦型選抜」および「一般選抜」の合格・辞退・入学者数は、第２志望による者を含む。
2.「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－６

大学学部学科等名：大阪工業大学　工学部　応用化学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

3人 3人 3人 3人 3人 3人 
延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 1人 2人 1人 

受験者数 0人 0人 0人 1人 2人 1人 
合格者数 0人 0人 0人 1人 2人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 1人 2人 1人 
受験者数 0人 0人 0人 1人 2人 1人 
合格者数 0人 0人 0人 1人 2人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 1人 2人 1人 
56人 56人 56人 56人 56人 56人 

延べ人数 志願者数 299人 412人 362人 315人 367人 351人 
受験者数 299人 404人 362人 315人 365人 349人 
合格者数 170人 200人 240人 252人 247人 221.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 18人 18人 17人 14人 20人 17.4

実 人 数 志願者数 171人 217人 198人 188人 228人 200.4
受験者数 171人 214人 198人 188人 227人 199.6
合格者数 106人 128人 150人 157人 169人 142
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 18人 18人 17人 14人 20人 17.4

58人 63人 64人 63人 82人 66
63人 63人 63人 63人 63人 63

延べ人数 志願者数 905人 998人 757人 617人 669人 789.2
受験者数 883人 967人 727人 589人 638人 760.8
合格者数 321人 463人 480人 398人 314人 395.2
うち追加合格者数 21人 0人 0人 5人 0人 5.2
辞退者数 9人 8人 7人 7人 6人 7.4

実 人 数 志願者数 379人 391人 290人 302人 319人 336.2
受験者数 374人 384人 285人 294人 312人 329.8
合格者数 195人 228人 228人 238人 208人 219.4
うち追加合格者数 18人 0人 0人 5人 0人 4.6
辞退者数 9人 8人 7人 7人 6人 7.4

64人 70人 59人 63人 50人 61.2
8人 8人 8人 8人 8人 8

延べ人数 志願者数 242人 227人 178人 129人 159人 187
受験者数 242人 227人 178人 129人 159人 187
合格者数 80人 66人 73人 54人 69人 68.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 0人 0人 0人 0人 0.2

実 人 数 志願者数 175人 162人 143人 106人 114人 140
受験者数 175人 162人 143人 106人 114人 140
合格者数 60人 51人 64人 48人 51人 54.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 0人 0人 0人 0人 0.2

1人 0人 5人 1人 3人 2
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 5人 0人 4人 2人 5人 3.2
受験者数 4人 0人 4人 2人 5人 3
合格者数 2人 0人 4人 2人 5人 2.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2

実 人 数 志願者数 5人 0人 4人 2人 5人 3.2
受験者数 4人 0人 4人 2人 5人 3
合格者数 2人 0人 4人 2人 5人 2.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2

2人 0人 3人 2人 3人 2
130人 130人 130人 130人 130人 130人 

延べ人数 志願者数 1451人 1637人 1301人 1064人 1202人 1331人 
受験者数 1428人 1598人 1024人 1036人 1169人 1251人 
合格者数 573人 729人 797人 707人 637人 689人 
うち追加合格者数 21人 0人 0人 5人 0人 5人 
辞退者数 28人 26人 25人 21人 26人 25人 

実 人 数 志願者数 730人 770人 635人 599人 668人 680人 
受験者数 724人 760人 630人 591人 660人 673人 
合格者数 363人 407人 446人 446人 435人 419人 
うち追加合格者数 18人 0人 0人 5人 0人 5人 
辞退者数 28人 26人 25人 21人 26人 25人 

125人 133人 131人 130人 140人 132人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

130人 130人 130人 130人 130人 130
0.96 1.02 1.01 1.00 1.08 1.01
0.22 0.18 0.16 0.18 0.22 0.19

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）
1.「学校推薦型選抜」および「一般選抜」の合格・辞退・入学者数は、第２志望による者を含む。
2.「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数

学生確保 -17-



既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－７

大学学部学科等名：大阪工業大学　工学部　環境工学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

3人 3人 3人 3人 3人 3人 
延べ人数 志願者数 0人 0人 1人 2人 1人 1人 

受験者数 0人 0人 1人 2人 1人 1人 
合格者数 0人 0人 1人 2人 1人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 1人 2人 1人 1人 
受験者数 0人 0人 1人 2人 1人 1人 
合格者数 0人 0人 1人 2人 1人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 1人 2人 1人 1人 
30人 30人 30人 30人 30人 30人 

延べ人数 志願者数 144人 251人 196人 126人 177人 179人 
受験者数 142人 250人 196人 124人 176人 178人 
合格者数 88人 85人 80人 94人 89人 87.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 3人 4人 11人 5人 6人 5.8

実 人 数 志願者数 85人 133人 115人 90人 140人 112.6
受験者数 85人 132人 115人 88人 139人 111.8
合格者数 62人 57人 68人 68人 79人 66.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 3人 4人 11人 5人 6人 5.8

38人 32人 38人 38人 36人 36.4
37人 37人 37人 37人 37人 37

延べ人数 志願者数 558人 568人 360人 293人 406人 437
受験者数 537人 556人 348人 276人 394人 422.2
合格者数 199人 242人 154人 146人 169人 182
うち追加合格者数 0人 0人 0人 4人 0人 0.8
辞退者数 4人 3人 3人 2人 4人 3.2

実 人 数 志願者数 222人 222人 139人 154人 186人 184.6
受験者数 218人 220人 136人 148人 180人 180.4
合格者数 105人 123人 85人 96人 100人 101.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 4人 0人 0.8
辞退者数 4人 3人 3人 2人 4人 3.2

37人 51人 30人 35人 26人 35.8
5人 5人 5人 5人 5人 5

延べ人数 志願者数 215人 174人 124人 56人 81人 130
受験者数 215人 174人 124人 56人 81人 130
合格者数 56人 48人 35人 17人 38人 38.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2

実 人 数 志願者数 153人 123人 98人 43人 64人 96.2
受験者数 153人 123人 98人 43人 64人 96.2
合格者数 41人 35人 30人 15人 31人 30.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2

2人 0人 1人 0人 1人 0.8
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 2人 2人 3人 1人 1人 1.8
受験者数 2人 1人 3人 1人 1人 1.6
合格者数 2人 1人 3人 1人 1人 1.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2

実 人 数 志願者数 2人 2人 3人 1人 1人 1.8
受験者数 2人 1人 3人 1人 1人 1.6
合格者数 2人 1人 3人 1人 1人 1.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2

2人 0人 2人 1人 1人 1.2
75人 75人 75人 75人 75人 75人 

延べ人数 志願者数 919人 995人 684人 478人 666人 748人 
受験者数 896人 981人 672人 459人 653人 732人 
合格者数 345人 376人 273人 260人 298人 310人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 4人 0人 1人 
辞退者数 7人 7人 16人 7人 10人 9人 

実 人 数 志願者数 462人 480人 356人 290人 392人 396人 
受験者数 458人 476人 353人 282人 385人 391人 
合格者数 210人 216人 187人 182人 212人 201人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 4人 0人 1人 
辞退者数 7人 7人 16人 7人 10人 9人 

79人 83人 72人 76人 65人 75人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

75人 75人 75人 75人 75人 75
1.05 1.11 0.96 1.01 0.87 1.00
0.23 0.22 0.26 0.29 0.22 0.24

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）
1.「学校推薦型選抜」および「一般選抜」の合格・辞退・入学者数は、第２志望による者を含む。
2.「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－８

大学学部学科等名：大阪工業大学　工学部　生命工学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

3人 3人 3人 3人 3人 3人 
延べ人数 志願者数 0人 0人 3人 0人 0人 1人 

受験者数 0人 0人 3人 0人 0人 1人 
合格者数 0人 0人 3人 0人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 3人 0人 0人 1人 
受験者数 0人 0人 3人 0人 0人 1人 
合格者数 0人 0人 3人 0人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 3人 0人 0人 1人 
28人 28人 28人 28人 28人 28人 

延べ人数 志願者数 202人 244人 193人 196人 168人 201人 
受験者数 202人 244人 186人 196人 168人 199人 
合格者数 115人 113人 90人 111人 116人 109
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 13人 11人 7人 8人 9人 9.6

実 人 数 志願者数 109人 132人 111人 119人 113人 116.8
受験者数 109人 132人 109人 119人 113人 116.4
合格者数 67人 73人 65人 77人 85人 73.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 13人 11人 7人 8人 9人 9.6

30人 33人 35人 44人 50人 38.4
34人 34人 34人 34人 34人 34

延べ人数 志願者数 484人 479人 326人 265人 290人 368.8
受験者数 463人 463人 316人 260人 279人 356.2
合格者数 180人 226人 203人 146人 124人 175.8
うち追加合格者数 7人 0人 0人 0人 0人 1.4
辞退者数 6人 8人 7人 3人 2人 5.2

実 人 数 志願者数 189人 203人 138人 145人 152人 165.4
受験者数 182人 197人 133人 142人 150人 160.8
合格者数 100人 120人 101人 93人 92人 101.2
うち追加合格者数 7人 0人 0人 0人 0人 1.4
辞退者数 6人 8人 7人 3人 2人 5.2

33人 43人 29人 36人 24人 33
5人 5人 5人 5人 5人 5

延べ人数 志願者数 178人 193人 117人 57人 85人 126
受験者数 178人 193人 117人 57人 85人 126
合格者数 75人 64人 35人 17人 38人 45.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 0人 1人 0人 0人 0.4

実 人 数 志願者数 129人 136人 86人 49人 62人 92.4
受験者数 129人 136人 86人 49人 62人 92.4
合格者数 55人 44人 28人 16人 29人 34.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 0人 1人 0人 0人 0.4

1人 0人 1人 0人 1人 0.6
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 3人 0人 2人 1人 3人 1.8
受験者数 2人 0人 1人 0人 3人 1.2
合格者数 1人 0人 1人 0人 3人 1
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 3人 0人 2人 1人 3人 1.8
受験者数 2人 0人 1人 0人 3人 1.2
合格者数 1人 0人 1人 0人 3人 1
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

1人 0人 1人 0人 3人 1
70人 70人 70人 70人 70人 70人 

延べ人数 志願者数 867人 916人 641人 519人 546人 698人 
受験者数 845人 900人 623人 513人 535人 683人 
合格者数 371人 403人 332人 274人 281人 332人 
うち追加合格者数 7人 0人 0人 0人 0人 1人 
辞退者数 20人 19人 15人 11人 11人 15人 

実 人 数 志願者数 430人 471人 340人 314人 330人 377人 
受験者数 422人 465人 332人 310人 328人 371人 
合格者数 223人 237人 198人 186人 209人 211人 
うち追加合格者数 7人 0人 0人 0人 0人 1人 
辞退者数 20人 19人 15人 11人 11人 15人 

65人 76人 69人 80人 78人 74人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

70人 70人 70人 70人 70人 70
0.93 1.09 0.99 1.14 1.11 1.05
0.18 0.19 0.21 0.29 0.28 0.23

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）
1.「学校推薦型選抜」および「一般選抜」の合格・辞退・入学者数は、第２志望による者を含む。
2.「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－９

大学学部学科等名：大阪工業大学　ロボティクス＆デザイン工学部　ロボット工学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

3人 3人 3人 3人 3人 3人 
延べ人数 志願者数 1人 0人 1人 4人 3人 2人 

受験者数 1人 0人 1人 4人 3人 2人 
合格者数 1人 0人 1人 3人 3人 2人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 1人 0人 1人 4人 3人 2人 
受験者数 1人 0人 1人 4人 3人 2人 
合格者数 1人 0人 1人 3人 3人 2人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

1人 0人 1人 3人 3人 2人 
37人 37人 37人 37人 37人 37人 

延べ人数 志願者数 312人 323人 258人 311人 272人 295人 
受験者数 309人 321人 256人 311人 269人 293人 
合格者数 107人 99人 149人 138人 132人 125
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 4人 13人 7人 12人 6人 8.4

実 人 数 志願者数 175人 175人 142人 205人 177人 174.8
受験者数 174人 174人 141人 205人 175人 173.8
合格者数 74人 69人 96人 98人 99人 87.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 4人 13人 7人 12人 6人 8.4

53人 38人 52人 54人 64人 52.2
44人 44人 44人 44人 44人 44

延べ人数 志願者数 864人 821人 516人 611人 539人 670.2
受験者数 830人 792人 502人 592人 527人 648.6
合格者数 138人 223人 297人 190人 172人 204
うち追加合格者数 0人 0人 0人 6人 0人 1.2
辞退者数 6人 6人 4人 3人 2人 4.2

実 人 数 志願者数 301人 287人 171人 249人 215人 244.6
受験者数 298人 281人 170人 243人 211人 240.6
合格者数 97人 137人 146人 121人 101人 120.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 6人 0人 1.2
辞退者数 6人 6人 4人 3人 2人 4.2

41人 58人 57人 38人 30人 44.8
6人 6人 6人 6人 6人 6

延べ人数 志願者数 253人 276人 143人 117人 133人 184.4
受験者数 253人 276人 143人 117人 133人 184.4
合格者数 59人 52人 33人 28人 46人 43.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 4人 0人 0.8
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 184人 197人 108人 95人 100人 136.8
受験者数 184人 197人 108人 95人 100人 136.8
合格者数 42人 42人 29人 28人 34人 35
うち追加合格者数 0人 0人 0人 4人 0人 0.8
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

0人 0人 0人 2人 1人 0.6
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 6人 4人 4人 4人 4人 4.4
受験者数 6人 3人 4人 3人 4人 4
合格者数 3人 2人 3人 0人 2人 2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 1人 0.2

実 人 数 志願者数 6人 4人 4人 4人 4人 4.4
受験者数 6人 3人 4人 3人 4人 4
合格者数 3人 2人 3人 0人 2人 2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 1人 0.2

1人 2人 3人 0人 1人 1.4
90人 90人 90人 90人 90人 90人 

延べ人数 志願者数 1436人 1424人 922人 1047人 951人 1156人 
受験者数 1399人 1392人 906人 1027人 936人 1132人 
合格者数 308人 376人 483人 359人 355人 376人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 10人 0人 2人 
辞退者数 10人 19人 11人 15人 9人 13人 

実 人 数 志願者数 667人 663人 426人 557人 499人 562人 
受験者数 663人 655人 424人 550人 493人 557人 
合格者数 217人 250人 275人 250人 239人 246人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 10人 0人 2人 
辞退者数 10人 19人 11人 15人 9人 13人 

96人 98人 113人 97人 99人 101人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

90人 90人 90人 90人 90人 90
1.07 1.09 1.26 1.08 1.10 1.12
0.31 0.26 0.23 0.27 0.28 0.27

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）
1.「学校推薦型選抜」および「一般選抜」の合格・辞退・入学者数は、第２志望による者を含む。
2.「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１０

大学学部学科等名：大阪工業大学　ロボティクス＆デザイン工学部　システムデザイン工学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

3人 3人 3人 3人 3人 3人 
延べ人数 志願者数 1人 1人 1人 2人 0人 1人 

受験者数 1人 1人 1人 2人 0人 1人 
合格者数 1人 1人 1人 1人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 1人 1人 1人 2人 0人 1人 
受験者数 1人 1人 1人 2人 0人 1人 
合格者数 1人 1人 1人 1人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

1人 1人 1人 1人 0人 1人 
37人 37人 37人 37人 37人 37人 

延べ人数 志願者数 277人 292人 175人 240人 270人 251人 
受験者数 276人 290人 173人 240人 270人 250人 
合格者数 101人 112人 121人 143人 146人 124.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 9人 10人 9人 12人 5人 9

実 人 数 志願者数 153人 151人 97人 157人 192人 150
受験者数 152人 151人 96人 157人 192人 149.6
合格者数 66人 75人 77人 94人 114人 85.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 9人 10人 9人 12人 5人 9

44人 50人 46人 51人 66人 51.4
44人 44人 44人 44人 44人 44

延べ人数 志願者数 637人 595人 349人 444人 420人 489
受験者数 619人 583人 323人 424人 405人 470.8
合格者数 141人 169人 182人 152人 175人 163.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 16人 0人 3.2
辞退者数 3人 5人 1人 2人 5人 3.2

実 人 数 志願者数 227人 217人 132人 193人 180人 189.8
受験者数 219人 215人 118人 185人 174人 182.2
合格者数 96人 106人 99人 101人 101人 100.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 14人 0人 2.8
辞退者数 3人 5人 1人 2人 5人 3.2

50人 48人 54人 33人 31人 43.2
6人 6人 6人 6人 6人 6

延べ人数 志願者数 242人 218人 125人 77人 96人 151.6
受験者数 242人 218人 125人 77人 96人 151.6
合格者数 56人 45人 28人 25人 32人 37.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 6人 0人 1.2
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2

実 人 数 志願者数 175人 148人 96人 62人 77人 111.6
受験者数 175人 148人 96人 62人 77人 111.6
合格者数 38人 37人 24人 24人 25人 29.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 6人 0人 1.2
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2

1人 3人 1人 1人 2人 1.6
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 0人 1人 2人 3人 0人 1.2
受験者数 0人 1人 1人 3人 0人 1
合格者数 0人 1人 1人 2人 0人 0.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 1人 0人 0.2

実 人 数 志願者数 0人 1人 2人 3人 0人 1.2
受験者数 0人 1人 1人 3人 0人 1
合格者数 0人 1人 1人 2人 0人 0.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 1人 0人 0.2

0人 1人 1人 1人 0人 0.6
90人 90人 90人 90人 90人 90人 

延べ人数 志願者数 1157人 1107人 652人 766人 786人 894人 
受験者数 1138人 1093人 623人 746人 771人 874人 
合格者数 299人 328人 333人 323人 353人 327人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 22人 0人 4人 
辞退者数 12人 15人 11人 15人 10人 13人 

実 人 数 志願者数 556人 518人 328人 417人 449人 454人 
受験者数 547人 516人 312人 409人 443人 445人 
合格者数 201人 220人 202人 222人 240人 217人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 20人 0人 4人 
辞退者数 12人 15人 11人 15人 10人 13人 

96人 103人 103人 87人 99人 98人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

90人 90人 90人 90人 90人 90
1.07 1.14 1.14 0.97 1.10 1.08
0.32 0.31 0.31 0.27 0.28 0.30

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）
1.「学校推薦型選抜」および「一般選抜」の合格・辞退・入学者数は、第２志望による者を含む。
2.「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１１

大学学部学科等名：大阪工業大学　ロボティクス＆デザイン工学部　空間デザイン学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

3人 3人 3人 3人 3人 3人 
延べ人数 志願者数 1人 1人 4人 4人 1人 2人 

受験者数 1人 1人 4人 4人 1人 2人 
合格者数 1人 1人 1人 2人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 1人 1人 4人 4人 1人 2人 
受験者数 1人 1人 4人 4人 1人 2人 
合格者数 1人 1人 1人 2人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

1人 1人 1人 2人 0人 1人 
42人 42人 42人 42人 42人 42人 

延べ人数 志願者数 451人 433人 370人 381人 445人 416人 
受験者数 442人 428人 370人 381人 439人 412人 
合格者数 103人 95人 112人 140人 112人 112.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 4人 4人 3人 3人 7人 4.2

実 人 数 志願者数 249人 228人 204人 238人 301人 244
受験者数 245人 226人 204人 238人 298人 242.2
合格者数 73人 71人 80人 99人 96人 83.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 4人 4人 3人 3人 7人 4.2

58人 51人 59人 71人 65人 60.8
49人 49人 49人 49人 49人 49

延べ人数 志願者数 1095人 821人 741人 804人 729人 838
受験者数 1068人 803人 727人 768人 707人 814.6
合格者数 151人 210人 222人 144人 162人 177.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 3人 0人 0.6
辞退者数 6人 8人 4人 2人 0人 4

実 人 数 志願者数 338人 264人 224人 300人 254人 276
受験者数 333人 257人 223人 290人 248人 270.2
合格者数 84人 109人 104人 99人 92人 97.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 3人 0人 0.6
辞退者数 6人 8人 4人 2人 0人 4

35人 61人 57人 39人 44人 47.2
6人 6人 6人 6人 6人 6

延べ人数 志願者数 283人 252人 154人 127人 143人 191.8
受験者数 283人 252人 154人 127人 143人 191.8
合格者数 58人 56人 23人 24人 37人 39.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 198人 187人 113人 104人 105人 141.4
受験者数 198人 187人 113人 104人 105人 141.4
合格者数 41人 47人 19人 21人 28人 31.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

2人 1人 1人 0人 3人 1.4
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 5人 1人 2人 2人 2人 2.4
受験者数 5人 0人 1人 1人 2人 1.8
合格者数 2人 0人 0人 1人 2人 1
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 5人 1人 2人 2人 2人 2.4
受験者数 5人 0人 1人 1人 2人 1.8
合格者数 2人 0人 0人 1人 2人 1
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

2人 0人 0人 1人 2人 1
100人 100人 100人 100人 100人 100人 

延べ人数 志願者数 1835人 1508人 1271人 1318人 1320人 1450人 
受験者数 1799人 1484人 1256人 1281人 1292人 1422人 
合格者数 315人 362人 358人 311人 313人 332人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 3人 0人 1人 
辞退者数 10人 12人 7人 5人 7人 8人 

実 人 数 志願者数 791人 681人 547人 648人 663人 666人 
受験者数 782人 671人 545人 637人 654人 658人 
合格者数 201人 228人 204人 222人 218人 215人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 3人 0人 1人 
辞退者数 10人 12人 7人 5人 7人 8人 

98人 114人 118人 113人 114人 111人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

100人 100人 100人 100人 100人 100
0.98 1.14 1.18 1.13 1.14 1.11
0.31 0.31 0.33 0.36 0.36 0.34

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１２

大学学部学科等名：大阪工業大学　情報科学部　データサイエンス学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

0人 0人 2人 2人 2人 2人
延べ人数 志願者数 0人 0人 2人 2人 1人 2人

受験者数 0人 0人 2人 2人 1人 2人
合格者数 0人 0人 2人 0人 1人 1人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人

実 人 数 志願者数 0人 0人 2人 2人 1人 2人
受験者数 0人 0人 2人 2人 1人 2人
合格者数 0人 0人 2人 0人 1人 1人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人

0人 0人 2人 0人 1人 1人
0人 0人 29人 29人 29人 29人

延べ人数 志願者数 0人 0人 219人 339人 238人 265人
受験者数 0人 0人 219人 331人 231人 260人
合格者数 0人 0人 135人 103人 144人 127人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人
辞退者数 0人 0人 20人 12人 12人 15人

実 人 数 志願者数 0人 0人 108人 199人 151人 153人
受験者数 0人 0人 108人 196人 147人 150人
合格者数 0人 0人 83人 80人 111人 91人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人
辞退者数 0人 0人 20人 12人 12人 15人

0人 0人 35人 46人 55人 45人
0人 0人 34人 34人 34人 34人

延べ人数 志願者数 0人 0人 596人 631人 401人 543人
受験者数 0人 0人 560人 604人 376人 513人
合格者数 0人 0人 171人 95人 98人 121人
うち追加合格者数 0人 0人 16人 4人 0人 7人
辞退者数 0人 0人 5人 1人 1人 2人

実 人 数 志願者数 0人 0人 252人 287人 207人 249人
受験者数 0人 0人 243人 280人 198人 240人
合格者数 0人 0人 104人 70人 68人 81人
うち追加合格者数 0人 0人 16人 4人 0人 7人
辞退者数 0人 0人 5人 1人 1人 2人

0人 0人 33人 15人 19人 22人
0人 0人 5人 5人 5人 5人

延べ人数 志願者数 0人 0人 223人 182人 166人 190人
受験者数 0人 0人 223人 182人 166人 190人
合格者数 0人 0人 63人 65人 59人 62人
うち追加合格者数 0人 0人 7人 0人 0人 2人
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0人

実 人 数 志願者数 0人 0人 142人 137人 115人 131人
受験者数 0人 0人 142人 137人 115人 131人
合格者数 0人 0人 44人 55人 39人 46人
うち追加合格者数 0人 0人 7人 0人 0人 2人
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0人

0人 0人 2人 5人 1人 3人
0人 0人 0人 0人 0人 0人

延べ人数 志願者数 0人 0人 3人 2人 2人 2人
受験者数 0人 0人 3人 2人 2人 2人
合格者数 0人 0人 0人 1人 0人 0人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人

実 人 数 志願者数 0人 0人 3人 2人 2人 2人
受験者数 0人 0人 3人 2人 2人 2人
合格者数 0人 0人 0人 1人 0人 0人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人

0人 0人 0人 1人 0人 0人
0人 0人 70人 70人 70人 70人 

延べ人数 志願者数 0人 0人 1,043人 1,156人 808人 1,002人
受験者数 0人 0人 1,007人 1,121人 776人 968人
合格者数 0人 0人 371人 264人 302人 312人
うち追加合格者数 0人 0人 23人 4人 0人 9人
辞退者数 0人 0人 26人 13人 13人 17人

実 人 数 志願者数 0人 0人 507人 627人 476人 537人
受験者数 0人 0人 498人 617人 463人 526人
合格者数 0人 0人 233人 206人 219人 219人
うち追加合格者数 0人 0人 23人 4人 0人 9人
辞退者数 0人 0人 26人 13人 13人 17人

0人 0人 72人 67人 76人 72人

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

0人 0人 70人 70人 70人 70人
#DIV/0! #DIV/0! 1.03 0.96 1.09 1.02
#DIV/0! #DIV/0! 0.19 0.25 0.25 0.23

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）
1.令和3(2021)年4月開設。
2.「学校推薦型選抜」および「一般選抜」の合格・辞退・入学者数は、第２～５志望による者を含む。
3.「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１３

大学学部学科等名：大阪工業大学　情報科学部　情報知能学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

2人 2人 2人 2人 2人 2人 
延べ人数 志願者数 0人 1人 0人 0人 2人 1人 

受験者数 0人 1人 0人 0人 2人 1人 
合格者数 0人 1人 0人 0人 1人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 1人 0人 0人 2人 1人 
受験者数 0人 1人 0人 0人 2人 1人 
合格者数 0人 1人 0人 0人 1人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 1人 0人 0人 1人 0人 
46人 46人 38人 38人 38人 41人 

延べ人数 志願者数 243人 277人 212人 206人 242人 236人 
受験者数 237人 265人 212人 206人 238人 232人 
合格者数 92人 136人 125人 91人 73人 103.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 9人 7人 5人 7人 5人 6.6

実 人 数 志願者数 138人 158人 121人 130人 151人 139.6
受験者数 136人 156人 121人 130人 148人 138.2
合格者数 78人 108人 91人 75人 59人 82.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 9人 7人 5人 7人 5人 6.6

46人 78人 67人 49人 37人 55.4
51人 51人 44人 44人 44人 46.8

延べ人数 志願者数 681人 693人 425人 407人 416人 524.4
受験者数 657人 653人 423人 389人 402人 504.8
合格者数 212人 183人 226人 196人 220人 207.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 31人 0人 6.2
辞退者数 3人 4人 2人 1人 3人 2.6

実 人 数 志願者数 266人 281人 178人 194人 205人 224.8
受験者数 261人 267人 178人 191人 199人 219.2
合格者数 145人 113人 128人 142人 147人 135
うち追加合格者数 0人 0人 0人 27人 0人 5.4
辞退者数 3人 4人 2人 1人 3人 2.6

49人 32人 37人 38人 47人 40.6
6人 6人 6人 6人 6人 6

延べ人数 志願者数 251人 212人 141人 117人 129人 170
受験者数 251人 212人 141人 117人 129人 170
合格者数 66人 37人 34人 31人 50人 43.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2

実 人 数 志願者数 183人 157人 110人 95人 104人 129.8
受験者数 183人 157人 110人 95人 104人 129.8
合格者数 49人 31人 29人 27人 39人 35
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2

3人 2人 2人 2人 2人 2.2
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 1人 2人 5人 3人 1人 2.4
受験者数 1人 2人 4人 3人 0人 2
合格者数 0人 0人 1人 1人 0人 0.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 1人 2人 5人 3人 1人 2.4
受験者数 1人 2人 4人 3人 0人 2
合格者数 0人 0人 1人 1人 0人 0.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

0人 0人 1人 1人 0人 0.4
105人 105人 90人 90人 90人 96人 

延べ人数 志願者数 1176人 1185人 783人 733人 790人 933人 
受験者数 1146人 1133人 780人 715人 771人 909人 
合格者数 370人 357人 386人 319人 344人 355人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 31人 0人 6人 
辞退者数 12人 11人 8人 8人 8人 9人 

実 人 数 志願者数 588人 599人 414人 422人 463人 497人 
受験者数 581人 583人 413人 419人 453人 490人 
合格者数 272人 253人 249人 245人 246人 253人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 27人 0人 5人 
辞退者数 12人 11人 8人 8人 8人 9人 

98人 113人 107人 90人 87人 99人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

105人 105人 90人 90人 90人 96
0.93 1.08 1.19 1.00 0.97 1.03
0.26 0.32 0.28 0.28 0.25 0.28

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）
1.「学校推薦型選抜」および「一般選抜」の合格・辞退・入学者数は、第２～５志望による者を含む。
2.「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１４

大学学部学科等名：大阪工業大学　情報科学部　情報システム学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

2人 2人 2人 2人 2人 2人 
延べ人数 志願者数 0人 0人 2人 1人 3人 1人 

受験者数 0人 0人 2人 1人 3人 1人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 1人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 2人 1人 3人 1人 
受験者数 0人 0人 2人 1人 3人 1人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 1人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 1人 0人 
46人 46人 46人 46人 46人 46人 

延べ人数 志願者数 614人 580人 652人 748人 666人 652人 
受験者数 596人 569人 650人 746人 652人 643人 
合格者数 93人 100人 163人 121人 119人 119.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 5人 7人 14人 14人 11人 10.2

実 人 数 志願者数 339人 319人 349人 426人 388人 364.2
受験者数 336人 316人 348人 425人 381人 361.2
合格者数 81人 80人 115人 99人 99人 94.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 5人 7人 14人 14人 11人 10.2

65人 60人 72人 64人 65人 65.2
51人 51人 51人 51人 51人 51

延べ人数 志願者数 1421人 1378人 1145人 1280人 956人 1236
受験者数 1398人 1318人 1107人 1229人 916人 1193.6
合格者数 159人 200人 224人 143人 171人 179.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 10人 7人 4人 2人 4.8

実 人 数 志願者数 530人 513人 436人 514人 396人 477.8
受験者数 525人 491人 424人 497人 384人 464.2
合格者数 103人 134人 134人 95人 112人 115.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 10人 7人 4人 2人 4.8

47人 44人 38人 35人 34人 39.6
6人 6人 6人 6人 6人 6

延べ人数 志願者数 314人 318人 240人 246人 202人 264
受験者数 314人 318人 240人 246人 202人 264
合格者数 58人 51人 47人 49人 54人 51.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 1人 0人 0.2

実 人 数 志願者数 246人 241人 196人 200人 163人 209.2
受験者数 246人 241人 196人 200人 163人 209.2
合格者数 43人 42人 40人 44人 44人 42.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 1人 0人 0.2

1人 5人 3人 1人 2人 2.4
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 8人 1人 7人 6人 4人 5.2
受験者数 8人 1人 5人 6人 1人 4.2
合格者数 2人 1人 0人 0人 0人 0.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 8人 1人 7人 6人 4人 5.2
受験者数 8人 1人 5人 6人 1人 4.2
合格者数 2人 1人 0人 0人 0人 0.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

2人 1人 0人 0人 0人 0.6
105人 105人 105人 105人 105人 105人 

延べ人数 志願者数 2357人 2277人 2046人 2281人 1831人 2158人 
受験者数 2316人 2206人 2004人 2228人 1774人 2106人 
合格者数 312人 352人 434人 313人 345人 351人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 6人 17人 21人 19人 13人 15人 

実 人 数 志願者数 1123人 1074人 990人 1147人 954人 1058人 
受験者数 1115人 1049人 975人 1129人 932人 1040人 
合格者数 229人 257人 289人 238人 256人 254人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 6人 17人 21人 19人 13人 15人 

115人 110人 113人 100人 102人 108人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

105人 105人 105人 105人 105人 105
1.10 1.05 1.08 0.95 0.97 1.03
0.37 0.31 0.26 0.32 0.30 0.31

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１５

大学学部学科等名：大阪工業大学　情報科学部　情報メディア学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

2人 2人 2人 2人 2人 2人 
延べ人数 志願者数 1人 2人 1人 3人 0人 1人 

受験者数 1人 2人 1人 3人 0人 1人 
合格者数 1人 2人 0人 1人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 1人 2人 1人 3人 0人 1人 
受験者数 1人 2人 1人 3人 0人 1人 
合格者数 1人 2人 0人 1人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

1人 2人 0人 1人 0人 1人 
46人 46人 46人 46人 46人 46人 

延べ人数 志願者数 439人 409人 339人 290人 292人 354人 
受験者数 430人 400人 339人 290人 290人 350人 
合格者数 81人 103人 148人 110人 147人 117.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 5人 8人 13人 13人 7人 9.2

実 人 数 志願者数 251人 222人 188人 179人 180人 204
受験者数 249人 220人 188人 179人 179人 203
合格者数 71人 81人 105人 86人 115人 91.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 5人 8人 13人 13人 7人 9.2

57人 57人 60人 51人 72人 59.4
51人 51人 51人 51人 51人 51

延べ人数 志願者数 1182人 900人 591人 526人 359人 711.6
受験者数 1169人 869人 570人 507人 342人 691.4
合格者数 159人 268人 269人 144人 173人 202.6
うち追加合格者数 0人 13人 0人 9人 0人 4.4
辞退者数 2人 6人 6人 0人 4人 3.6

実 人 数 志願者数 381人 307人 207人 210人 154人 251.8
受験者数 377人 298人 201人 203人 149人 245.6
合格者数 111人 157人 152人 102人 107人 125.8
うち追加合格者数 0人 13人 0人 9人 0人 4.4
辞退者数 2人 6人 6人 0人 4人 3.6

47人 52人 73人 34人 35人 48.2
6人 6人 6人 6人 6人 6

延べ人数 志願者数 312人 246人 145人 134人 100人 187.4
受験者数 312人 246人 145人 134人 100人 187.4
合格者数 49人 41人 30人 32人 35人 37.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 230人 183人 108人 109人 78人 141.6
受験者数 230人 183人 108人 109人 78人 141.6
合格者数 34人 34人 24人 29人 27人 29.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

1人 1人 2人 2人 0人 1.2
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 1人 2人 3人 1人 2人 1.8
受験者数 1人 2人 3人 1人 1人 1.6
合格者数 0人 1人 0人 0人 0人 0.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 1人 2人 3人 1人 2人 1.8
受験者数 1人 2人 3人 1人 1人 1.6
合格者数 0人 1人 0人 0人 0人 0.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

0人 0人 0人 0人 0人 0
105人 105人 105人 105人 105人 105人 

延べ人数 志願者数 1935人 1559人 1079人 954人 753人 1256人 
受験者数 1913人 1519人 1058人 935人 733人 1232人 
合格者数 290人 415人 447人 287人 355人 359人 
うち追加合格者数 0人 13人 0人 9人 0人 4人 
辞退者数 7人 14人 19人 13人 11人 13人 

実 人 数 志願者数 864人 716人 507人 502人 414人 601人 
受験者数 858人 705人 501人 495人 407人 593人 
合格者数 217人 275人 281人 218人 249人 248人 
うち追加合格者数 0人 13人 0人 9人 0人 4人 
辞退者数 7人 14人 19人 13人 11人 13人 

106人 112人 135人 88人 107人 110人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

105人 105人 105人 105人 105人 105
1.01 1.07 1.29 0.84 1.02 1.04
0.37 0.27 0.30 0.31 0.30 0.31

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）
1.「学校推薦型選抜」および「一般選抜」の合格・辞退・入学者数は、第２～５志望による者を含む。
2.「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数

学生確保 -26-



既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１６

大学学部学科等名：大阪工業大学　情報科学部　ネットワークデザイン学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

2人 2人 2人 2人 2人 2人 
延べ人数 志願者数 0人 1人 1人 1人 1人 1人 

受験者数 0人 1人 1人 1人 1人 1人 
合格者数 0人 1人 1人 1人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 1人 1人 1人 1人 1人 
受験者数 0人 1人 1人 1人 1人 1人 
合格者数 0人 1人 1人 1人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 1人 1人 1人 0人 1人 
46人 46人 38人 38人 38人 41人 

延べ人数 志願者数 123人 157人 123人 105人 137人 129人 
受験者数 121人 156人 121人 105人 136人 128人 
合格者数 103人 103人 112人 91人 91人 100
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 2人 8人 1人 3人 3人 3.4

実 人 数 志願者数 71人 97人 77人 69人 91人 81
受験者数 71人 96人 76人 69人 90人 80.4
合格者数 84人 82人 87人 82人 79人 82.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 2人 8人 1人 3人 3人 3.4

52人 55人 62人 49人 59人 55.4
51人 51人 44人 44人 44人 46.8

延べ人数 志願者数 352人 338人 215人 265人 230人 280
受験者数 327人 323人 212人 254人 215人 266.2
合格者数 175人 198人 191人 162人 157人 176.6
うち追加合格者数 0人 23人 0人 27人 0人 10
辞退者数 3人 6人 1人 1人 0人 2.2

実 人 数 志願者数 143人 126人 90人 111人 97人 113.4
受験者数 137人 124人 89人 109人 90人 109.8
合格者数 122人 144人 117人 122人 112人 123.4
うち追加合格者数 0人 23人 0人 27人 0人 10
辞退者数 3人 6人 1人 1人 0人 2.2

64人 58人 43人 35人 36人 47.2
6人 6人 6人 6人 6人 6

延べ人数 志願者数 200人 175人 110人 104人 101人 138
受験者数 200人 175人 110人 104人 101人 138
合格者数 52人 37人 27人 23人 34人 34.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 137人 127人 84人 85人 81人 102.8
受験者数 137人 127人 84人 85人 81人 102.8
合格者数 34人 29人 21人 21人 27人 26.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

0人 0人 2人 4人 1人 1.4
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 1人 0人 2人 3人 0人 1.2
受験者数 1人 0人 1人 3人 0人 1
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 1人 0人 2人 3人 0人 1.2
受験者数 1人 0人 1人 3人 0人 1
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

0人 0人 0人 0人 0人 0
105人 105人 90人 90人 90人 96人 

延べ人数 志願者数 676人 671人 451人 478人 469人 549人 
受験者数 649人 655人 445人 467人 453人 534人 
合格者数 330人 339人 331人 277人 282人 312人 
うち追加合格者数 0人 23人 0人 27人 0人 10人 
辞退者数 5人 14人 2人 4人 3人 6人 

実 人 数 志願者数 352人 351人 254人 269人 270人 299人 
受験者数 346人 348人 251人 267人 262人 295人 
合格者数 240人 256人 226人 226人 218人 233人 
うち追加合格者数 0人 23人 0人 27人 0人 10人 
辞退者数 5人 14人 2人 4人 3人 6人 

116人 114人 108人 89人 96人 105人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

105人 105人 90人 90人 90人 96
1.10 1.09 1.20 0.99 1.07 1.09
0.35 0.34 0.33 0.32 0.34 0.34

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）
1.「学校推薦型選抜」および「一般選抜」の合格・辞退・入学者数は、第２～５志望による者を含む。
2.「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１７

大学学部学科等名：大阪工業大学　知的財産学部　知的財産学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

2人 2人 2人 2人 12人 4人 
延べ人数 志願者数 10人 20人 19人 20人 27人 19人 

受験者数 10人 20人 19人 20人 27人 19人 
合格者数 7人 14人 15人 16人 27人 16人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 10人 20人 19人 20人 27人 19人 
受験者数 10人 20人 19人 20人 27人 19人 
合格者数 7人 14人 15人 16人 27人 16人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

7人 14人 15人 16人 27人 16人 
68人 68人 68人 68人 58人 66人 

延べ人数 志願者数 367人 359人 292人 179人 204人 280人 
受験者数 362人 358人 290人 179人 200人 278人 
合格者数 137人 137人 161人 131人 121人 137.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 2人 1人 3人 1人 1.6

実 人 数 志願者数 305人 280人 244人 135人 167人 226.2
受験者数 303人 279人 243人 135人 164人 224.8
合格者数 130人 128人 146人 110人 114人 125.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 2人 1人 3人 1人 1.6

107人 104人 106人 97人 100人 102.8
64人 64人 64人 64人 64人 64

延べ人数 志願者数 1164人 894人 494人 239人 271人 612.4
受験者数 1103人 849人 465人 233人 257人 581.4
合格者数 161人 197人 253人 112人 70人 158.6
うち追加合格者数 0人 22人 59人 9人 0人 18
辞退者数 0人 4人 1人 1人 2人 1.6

実 人 数 志願者数 585人 423人 270人 122人 134人 306.8
受験者数 566人 409人 259人 120人 128人 296.4
合格者数 125人 140人 174人 73人 49人 112.2
うち追加合格者数 0人 22人 48人 9人 0人 15.8
辞退者数 0人 4人 1人 1人 2人 1.6

39人 34人 46人 29人 23人 34.2
6人 6人 6人 6人 6人 6

延べ人数 志願者数 179人 142人 59人 41人 54人 95
受験者数 179人 142人 59人 41人 54人 95
合格者数 57人 40人 17人 19人 21人 30.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 122人 96人 42人 33人 43人 67.2
受験者数 122人 96人 42人 33人 43人 67.2
合格者数 40人 30人 12人 16人 16人 22.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

1人 0人 0人 1人 0人 0.4
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 0人 0人 2人 0人 0人 0.4
受験者数 0人 0人 2人 0人 0人 0.4
合格者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

実 人 数 志願者数 0人 0人 2人 0人 0人 0.4
受験者数 0人 0人 2人 0人 0人 0.4
合格者数 0人 0人 1人 0人 0人 0.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0

0人 0人 0人 0人 0人 0
140人 140人 140人 140人 140人 140人 

延べ人数 志願者数 1720人 1415人 866人 479人 556人 1007人 
受験者数 1654人 1369人 835人 473人 538人 974人 
合格者数 362人 388人 447人 278人 239人 343人 
うち追加合格者数 0人 22人 59人 9人 0人 18人 
辞退者数 1人 6人 2人 4人 3人 3人 

実 人 数 志願者数 1022人 819人 577人 310人 371人 620人 
受験者数 1001人 804人 565人 308人 362人 608人 
合格者数 302人 312人 348人 215人 206人 277人 
うち追加合格者数 0人 22人 48人 9人 0人 16人 
辞退者数 1人 6人 2人 4人 3人 3人 

154人 152人 167人 143人 150人 153人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

140人 140人 140人 140人 140人 140
1.10 1.09 1.19 1.02 1.07 1.09
0.43 0.39 0.37 0.51 0.63 0.47

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）「その他の特別選抜」における募集人数は若干名。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３

①募集を行った学科等名称及び取組の名称：大阪工業大学オープンキャンパス

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 4325人 6220人

うち受験対象者数(b) 2201人 3278人

うち受験者数(c) 1255人 1604人

うち入学者数(d) 695人 888人

（受験率 c/b） 57.0% 48.9%

（入学率 d/b） 31.6% 27.1%

②募集を行った学科等名称及び取組の名称：大阪工業大学大学案内の送付

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) - -

うち受験対象者数(b) 11530人 12202人

うち受験者数(c) 3002人 2431人

うち入学者数(d) 893人 790人

（受験率 c/b） 26.0% 19.9%

（入学率 d/b） 7.7% 6.5%

①取組概要
オープンキャンパス（3・7・8・12月実施分）

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
全学部の入学定員（1,780人）の半数程度がオープンキャンパスに参加。
現状を維持することで、新設学科の入学定員を充足することが可能。

①取組概要
資料請求登録者　※(a)は非公表

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
全学部の入学定員（1,780人）の半数程度が本学資料を請求。現状を維持
することで、新設学科の入学定員を充足することが可能。
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【資料１】競合校の入学志願状況

募集定員 志願者数 受験者数 合格者数 倍率 募集定員 志願者数 受験者数 合格者数 倍率 募集定員 志願者数 受験者数 合格者数 倍率

立命館大学 情報理工学部 情報理工学科 2004 475 149 1,945 1,877 808 2.3 174 2,181 2,126 775 2.7 174 2,528 2,429 807 3.0 499 1.05
全学統一理系入試
（一般）
学部全体

関西大学 総合情報学部 総合情報学科 1994 500 235 3,666 3,590 635 5.7 235 3,615 3,532 736 4.8 235 3,349 3,300 545 6.1 502 1.00 全学入試

近畿大学 情報学部 情報学科 2022 330 - - - - - - 1,951 1,920 177 10.8 - 1,333 1,305 111 11.8 323 0.98
一般前期AS英数理
のみ

情報工学科 2005 160 48 1,296 1,253 236 5.3 53 1,115 1,057 143 7.4 53 754 734 178 4.1 一般入試

通信工学科 2005 80 25 175 168 33 5.1 27 186 179 37 4.8 27 162 157 43 3.7 一般入試

※出典：各大学の公表データ及び旺文社「蛍雪時代」

※入学定員は2023年度の定員

大阪電気通信大学 情報通信工学部

2021年度

一般入試（前期）志願者数 2023年度充足率

大学 学部 学科 開設
入学
定員

2023年度

入学者数
定員超過

率

2022年度
備考

275 1.15
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【資料２】 

大阪工業大学 

情報科学部 実世界情報学科 (仮称) 

入学意向アンケート調査 

報告書 

令和 5 年 12 月 27 日 

株式会社高等教育総合研究所 
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１．入学意向アンケート調査 概要 

調査目的 

大阪工業大学 情報科学部 実世界情報学科(仮称)（入学定員 80 人・令和 7年（2025

年）度設置予定）における志願者・入学者等の学生確保の見込みを測定することを

目的とする。 

調査対象 

調査対象：令和 7年 3月に高校卒業予定である高校 2 年生（令和 5年度） 

調査地域：実世界情報学科（仮称）の主たる学生募集エリアと想定される大阪府を

中心とした近畿地区の高等学校等から調査の協力を得た。 

調査内容 

・回答者の基本情報（居住地・性別）

・卒業後の進路

・学校の設置者種別

・興味のある学問分野

・大阪工業大学 情報科学部 実世界情報学科（仮称）への受験・入学意志

（すべて選択肢式） 

調査時期 令和 5年 9月～12月 

調査方法 

調査実施の了承が得られた高校に対しアンケート用紙を送付し、各校の教職員の監

督のもと、高校において実施した。一部の高校（26 校）では、教職員の指示により

オンライン形式（設問等は全て紙のアンケートと同一）で調査を実施した。

回収件数 有効回答数：9,532 件（95 校） 

調査結果 

[受験意志]予定する入学定員 80 名に対し、105 人（1.1％）が受験意志（第一志望）、

1623 人（17.0％）が受験意志（第一志望、第二志望、第三志望以降を含む）を示し

た。 

[入学意志]受験意志を示した回答者のうち 297 人（3.1％）が入学意志を示した。 

[クロス集計]：36 人（0.4％）が「卒業後の進路が大学」かつ「私立大学を志望」か

つ「工学分野、電気通信工学分野を志望」かつ「受験意志」（第一志望）かつ「入学

意志」を示した。 
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２．調査実施高等学校等一覧 

番号 高校 実施件数 番号 高校 実施件数 

1 常翔啓光学園 405 人 49 芥川 74 人 

2 崇徳 393 人 50 福崎 71 人 

3 高田 377 人 51 明石城西 71 人 

4 河南 263 人 52 堺 66 人 

5 常翔学園 263 人 53 奈良商工 65 人 

6 岡山理科大学附属 259 人 54 岡山 62 人 

7 松山中央 258 人 55 姫路飾西 62 人 

8 京都文教 256 人 56 尼崎北 59 人 

9 姫路 222 人 57 善通寺第一 58 人 

10 就実 221 人 58 花園 54 人 

11 甲西 212 人 59 岡山学芸館 49 人 

12 箕面自由学園 211 人 60 高松中央 48 人 

13 県立和歌山工業 210 人 61 東海大学附属大阪仰星 47 人 

14 滝川 199 人 62 久米田 45 人 

15 神戸国際大学附属 189 人 63 奈良育英 44 人 

16 いちりつ 186 人 64 京都府立工業 43 人 

17 有馬 186 人 65 伊丹西 41 人 

18 豊岡 177 人 66 皇學館 41 人 

19 高砂 174 人 67 岡山工業 40 人 

20 四天王寺東 163 人 68 鳥取工業 40 人 

21 金光学園 152 人 69 神戸鈴蘭台 39 人 

22 四条畷学園 143 人 70 和泉 38 人 

23 興國 130 人 71 布施 37 人 

24 近畿大学泉州 124 人 72 交野 37 人 

25 寝屋川 124 人 73 兵庫工業 37 人 

26 紀北工業 122 人 74 生駒 37 人 

27 大阪信愛学院 122 人 75 桜塚 36 人 

28 仁川学院 117 人 76 上宮 36 人 

29 玉川 107 人 77 高円芸術 36 人 

30 都島工業 107 人 78 西宮南 35 人 

31 米原 105 人 79 工芸 35 人 

32 星翔 103 人 80 今治北 35 人 

33 刀根山 102 人 81 高松商業 31 人 

34 天理 101 人 82 龍野北 31 人 

35 園部 101 人 83 大阪産業大学附属 29 人 

36 海星 93 人 84 洲本 28 人 
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37 阪南大学 93 人 85 奈良大学附属 27 人 

38 近江兄弟社 92 人 86 多度津 27 人 

39 大阪府教育センター附属 90 人 87 赤穂 27 人 

40 京都成章 89 人 88 社 25 人 

41 育英 88 人 89 王寺工業 24 人 

42 小野工業 84 人 90 神戸龍谷 23 人 

43 済美 84 人 91 大手前高松 19 人 

44 咲くやこの花 83 人 92 大阪学芸 16 人 

45 初芝橋本 82 人 93 東洋大学附属姫路 12 人 

46 加古川南 76 人 94 渋谷 6 人 

47 初芝立命館 75 人 95 飾磨 1 人 

48 狭山 75 人 

合 計 9,532 人 
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３．入学意向アンケート調査 集計結果 

回答者数合計 9,532 100.0% 

設問 回答選択肢 回答数 割合 

問

1 

あなたの性別を

お答えくださ

い。 

（択一回答） 

1 男性 5,572 58.5% 

2 女性 3,597 37.7% 

3 回答しない 363 3.8% 

合計 9,532 100.0% 

問

2 

あなたがお住ま

いの都道府県を

お答えくださ

い。 

（択一回答） 

1 大阪府 3,320 34.8% 

2 京都府 513 5.4% 

3 兵庫県 2,122 22.3% 

4 奈良県 362 3.8% 

5 和歌山県 377 4.0% 

6 滋賀県 555 5.8% 

7 その他 2,283 24.0% 

合計 9,532 100.0% 

問

3 

卒業後の進路を

どのように考え

ているかお答え

ください。 

（複数回答可

能） 

1 大学 8,101 85.0% 

2 短期大学 369 3.9% 

3 専門職大学 255 2.7% 

4 専門職短期大学 75 0.8% 

5 専門学校 1,260 13.2% 

6 就職 923 9.7% 

7 その他 194 2.0% 

合計 9,532 100.0% 

問

4 

（進学の場合）

志望する大学等

の設置者（国公

私立）の希望を

ご回答くださ

い。（複数回答

可能） 

1 国立 3,268 34.3% 

2 公立 3,163 33.2% 

3 私立 8,251 86.6% 

合計 9,532 100.0% 

問

5 

高校を卒業後、

学びたいと考え

ている興味のあ

る学問分野をご

回答ください。 

（複数回答可

能） 

1 人文科学（文学、史学、哲学、外国語等） 1,314 13.8% 

2 社会科学（法学・政治学、商学・経済学、社会学等） 2,074 21.8% 

3 理学（数学、物理学、化学、生物、地学等） 1,669 17.5% 

4 工学（電気通信工学、機械工学、土木建築工学等） 2,380 25.0% 

5 
農学（農学、農芸化学、農業工学、農業経済学、林学、

林産学、獣医学畜産学、水産学等） 
726 7.6% 

6 保健（医学、薬学、看護学等） 1,856 19.5% 

7 家政（家政学、食物学、被服学、住居学、児童学等） 486 5.1% 

8 教育（教育学、教職課程、体育等） 1,180 12.4% 

9 芸術（美術、デザイン、音楽等） 956 10.0% 

10 その他 1,136 11.9% 

合計  9,532 100.0% 
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問

6 

【問 5 の「工

学」の回答者の

み】 

工学分野の中

で、学びたいと

考えている興味

のある学問分野

をご回答くださ

い。 

（複数回答可

能） 

1 
工学（電気通信工学）[情報工学、実世界情報学等を含

む] 
1,175 12.3% 

2 工学（機械工学） 1,014 10.6% 

3 工学（土木建築工学） 562 5.9% 

4 工学（応用化学） 235 2.5% 

5 工学（応用理学） 157 1.6% 

6 工学（原子力工学） 134 1.4% 

7 工学（鉱山学） 41 0.4% 

8 工学（金属工学） 128 1.3% 

9 工学（繊維工学） 42 0.4% 

10 工学（船舶工学） 72 0.8% 

11 工学（航空工学） 171 1.8% 

12 工学（経営工学） 129 1.4% 

13 工学（工芸学） 70 0.7% 

14 工学（その他） 117 1.2% 

回答権利なし（工学以外） 8,218 86.2% 

合計 9,532 100.0% 

問

7 

あなたは情報工

学やコンピュー

タ・プログラミ

ングに興味や関

心があります

か？（択一回

答）

1 興味や関心がある 4,184 43.9% 

2 興味や関心はない 5,348 56.1% 

合計 9,532 100.0% 

問

8 

あなたは大阪工

業大学 情報科

学部 実世界情

報学科（仮称）

が開設された場

合、受験を希望

しますか。 

（択一回答） 

1 第一志望として受験する 105 1.1% 

2 第二志望として受験する 720 7.6% 

3 第三志望以下として受験する 798 8.4% 

4 受験しない 7,909 83.0% 

合計 9,532 100.0% 

問

9 

【問 8 で受験意

志の回答者の

み】あなたは大

阪工業大学 情

報科学部 実世

界情報学科（仮

称）を受験して

合格した場合、

入学を希望しま

すか。（択一回

答） 

1 入学する 297 3.1% 

2 志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する 1,265 13.3% 

3 入学しない 61 0.6% 

回答権利なし（受験しない） 7,909 83.0% 

合計 9,532 100.0% 

問

10 

大阪工業大学情

報科学部の既存

学科で、受験し

たい学科があれ

ばお答えくださ

い。（複数回答

可能） 

1 データサイエンス学科 844 8.9% 

2 情報知能学科 651 6.8% 

3 情報システム学科 1,351 14.2% 

4 情報メディア学科 1,077 11.3% 

無回答 6,337 66.5% 

合計 9,532 100.0% 
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４．入学意向アンケート調査 結果の要点 

要点１）大阪工業大学 情報科学部 実世界情報学科（仮称）への受験意志 

アンケート実施合計 9,532 人のうち、1,623 人（17.0％）（入学定員の 20.3 倍）より受験意志（第

一志望～第三志望以降）が示された。受験意志（第一志望）を示した者（105 人）で、入学定員であ

る 80人を上回る結果（1.3 倍）となった。 

第一志望として受験する 105 人 1.1％ 

1,623 人 17.0％ 第二志望として受験する 720 人 7.6％ 

第三志望以降として受験する 798 人 8.4％ 

合計 9,532 人 100.0% 
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要点２）クロス集計① 

「卒業後の進路」（問 3）、「学校の設置者種別（問 4）」、「興味のある学問分野」（問 5、問 6）、「受

験意志」（問 8）、「入学意志」（問 9）の 6重クロス集計を行ったところ、「大学進学を希望」し、「私

立大学を希望」し、「工学分野のうち電気通信工学（情報工学、実世界情報学を含む）に興味」を持

ち、「受験意志」を持ち、「入学意志」を持つ者は 36 人（アンケート回答者全体の 0.4％）であっ

た。 

6 重クロス集計で入学意志を示した者は 36人と入学定員 80人を下回ったが、本クロス集計におい

て、第二志望、第三志望以降も合わせた受験意志者合計（506 人、5.3％）の者のうち「入学する」

と回答した者は 94人（36 人＋40 人＋18 人）（1.0％）となり、入学定員（80 人）を上回った。これ

らの集団は、本学科への強い入学意志を持っていると考えられる。 

[クロス集計表①]

回答者合計 [卒業後の進

路] 

（問 3） 

[学校の設置

者種別] 

（問 4） 

[興味のある

学問分野（大

分類）] 

（問 5） 

[興味のある

学問分野（工

学の小分

類）] 

（問 6） 

[受験意志] 

（問 8） 

[入学意志]

（問 9） 

回答者合計 

9,532 人 

（％は全体回

答者に対する

割合） 

「大学」 

8,101 人 

（86.6％） 

「私立」 

7,526 人 

（80.5％） 

「工学」 

1,993 人 

（21.3％） 

「工学（電気

通信工学）」 

1,036 人 

（11.1％） 

「受験したい

（第一志

望）」 

38 人 

（0.4％） 

「入学する」 

36 人 

（0.4％） 

「受験したい

（第二志

望）」 

175 人 

（1.9％） 

「入学する」 

40 人 

（0.4％） 

「受験したい

（第三志望以

降）」 

293 人 

（3.1％） 

「入学する」 

18 人 

（2.9％） 

※割合（％）は全て全回答者（9,532 人）に対する割合

※表の面積は回答者数を示すものではない。
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要点３）クロス集計② 

「受験意志」（問 8）と「入学意志」（問 9）のクロス集計は以下に示す通りとなった。 

「受験意志（第一志望）」と「入学する」の回答者は 103 人（1.1％）、「受験意志（第一志望～第三

志望以降）」と「入学する」の回答者は 297 人（3.1％）、「受験意志（第一志望～第三志望以降）」と

「入学する」＋「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する」の回答者は 1,562 人

（16.4％）であった。 

[クロス集計表②]

入学意志 （問 9） 

入学する 
志望順位が上位の他の志望校が不合

格の場合に入学する 
入学しない 合計 

受
験
意
志

8

第一志望とし

て受験する 103 人 1.1％ 

297 人 3.1％ 

2 人 0.0％ 

1,265

人 
13.3％ 

0 人 
0.0

％ 
105 人 

1.1

％ 

第二志望とし

て受験する 140 人 1.5％ 580 人 6.1％ 0 人 
0.0

％ 
720 人 

7.6

％ 

第三志望以降

として受験す

る 

54 人 0.6％ 683 人 7.2％ 61 人 
0.6

％ 
798 人 

8.4

％ 

受験・入学意

志 

合計 

1,562 人 

（16.4％） 
－ － － － 

以上 
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本アンケート調査用紙に印刷されている
QRコードは集計時に使用するものです。
個人の特定を目的とするものではありません。

大阪工業大学
情報科学部　実世界情報学科（仮称）

入学意向アンケート調査
アンケート対象：高校2年生（2023年度現在）

　大阪工業大学は、大阪府枚方キャンパスにおける新学科として、2025年4月に情報科学部　実世界情報学科（仮称）の開
設を構想しています。本学ではこのアンケート調査を通して、高校生の皆様からさまざまなご意見をお伺いし、新学科の構
想の参考にさせていただきたいと考えています。本アンケートは匿名回答であり、個人が特定されることはございません。
集計結果は、新学科の設置構想に係る統計資料としてのみ活用いたします。アンケート調査へのご協力をよろしくお願い申
し上げます。
問 1  あなたの性別をお答えください。（あてはまるもの１つにマーク）

        男性 女性 回答しない

問 2  あなたがお住まいの都道府県をお答えください。（あてはまるもの１つにマーク）

        大阪府 京都府 兵庫県 奈良県 和歌山県 滋賀県 その他

問 3  卒業後の進路をどのように考えているかお答えください。（複数回答可能）

        大学 短期大学 専門職大学 専門職短期大学 専門学校

就職 その他

問 4  （進学の場合）志望する大学等の設置者（国公私立）の希望をご回答ください。（複数回答可能）

        国立 公立 私立

問 5  高校を卒業後、学びたいと考えている興味のある学問分野をご回答ください。（いくつでも複数回答可能）

        人文科学（文学、史学、哲学、外国語等）

社会科学（法学・政治学、商学・経済学、社会学等）

理学（数学、物理学、化学、生物、地学等）

工学（電気通信工学、機械工学、土木建築工学等）

農学（農学、農芸化学、農業工学、農業経済学、林学、林産学、獣医学畜産学、水産学等）

保健（医学、薬学、看護学等）

家政（家政学、食物学、被服学、住居学、児童学等）

教育（教育学、教職課程、体育等）

芸術（美術、デザイン、音楽等）

その他
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本アンケート調査用紙に印刷されている
QRコードは集計時に使用するものです。
個人の特定を目的とするものではありません。

以下の問６は問５で「工学」を選んだ方のみお答えください。

問 6  工学分野の中で、学びたいと考えている興味のある学問分野をご回答ください。（いくつでも複数回答可能）

        工学（電気通信工学）[情報工学、実世界情報学等を含む] 工学（機械工学）

工学（土木建築工学） 工学（応用化学）

工学（応用理学） 工学（原子力工学）

工学（鉱山学） 工学（金属工学）

工学（繊維工学） 工学（船舶工学）

工学（航空工学） 工学（経営工学）

工学（工芸学） 工学（その他）

問７以降は全ての方がお答えください。

問 7  あなたは情報工学やコンピュータ・プログラミングに興味や関心がありますか？（あてはまるもの１つにマーク）

        興味や関心がある 興味や関心はない

　別紙の大阪工業大学　情報科学部　実世界情報学科（仮称）の概要と資料をご覧の上で以下の質問にお答えください。

問 8  あなたは大阪工業大学 情報科学部 実世界情報学科（仮称）が開設された場合、受験を希望しますか。（あてはまるもの１つにマー
ク）

        第一志望として受験する 第二志望として受験する 第三志望以下として受験する

受験しない

問 9  （受験意志のあった方のみ）あなたは大阪工業大学 情報科学部 実世界情報学科（仮称）を受験して合格した場合、入学を希望しま
すか。（あてはまるもの１つにマーク）

        入学する 志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する

入学しない

問 10  大阪工業大学情報科学部の既存学科で、受験したい学科があればお答えください。（複数回答可能）

        データサイエンス学科 情報知能学科 情報システム学科 情報メディア学科

アンケートは以上になります。ご協力ありがとうございました。

学生確保 -42-



開 設 時 期 入 学 定 員 取 得 学 位 修 業 年 限 設 置 場 所

2025（令和7）年4月 80人
（収容定員320人） 学士（情報学） 4年 大阪府枚方市

北山 1-79-1

学部・学科の特色

大阪工業大学情報科学部実世界情報学科（仮称）では、以下を学び
の特色としています。
① プログラミングや情報技術の基礎的なところから応用まで、

講義と演習をミックスした丁寧な指導により実世界情報学に
必要な専門知識を学べます。

② ドローン、自動運転、ロボット、ＡＩなど最先端の分野に関
わる実世界情報学を実践的に学びます。

③ 探究学習型の学生プロジェクトや研究室での個別指導を通し
た実世界情報学の学びにより、卒業後に即戦力として通用す
る能力と技術を身につけます。

④ 情報科学部（5学科）では、ソフトウェア、ＡＩ、情報システ
ム、メディア、セキュリティ、ネットワークなど様々な分野
を幅広く学べる共通科目を開講しています。

設置の理念
インターネットやコンピュータなど情報技術の発展は地球規模で我々の生活を大
きく変えています。エアコンや照明をスマートフォンやスマートスピーカーから
操作できるなど、モノとインターネットが融合したIoT(モノのインターネット)
が身近になりつつあります。さらにクルマの自動運転やドローンなどにも情報技
術が欠かせないものとなっています。これからの情報技術には、人々が生活して
いる「実世界」で何が起きているのかを知り、様々な自動機器(自動運転車、ド
ローン、ロボット、電気・ガス等のインフラ設備)を制御することが求められて
います。実世界情報学科（仮称）は、このような先端分野を情報技術の側面から
支える人材を養成することを目指します。具体的には、カメラやIoTを活用して
実世界の情報をキャッチして、その情報をAI(人工知能)も活用しながら分析し、
その分析結果に基づきドローンを自動操縦したり、スマートフォンなどに情報発
信を行います。これらの技術の学びから実世界での問題解決を担えるプロフェッ
ショナル人材を養成していきます。

養成する人材像
実世界情報学科（仮称）では、様々なIoTセンシング技術によって、
人間が活動する現実の空間「実世界」の情報を取得し、ヒト・モ
ノ・環境の情報分析と可視化、空調・照明等の環境整備、インフラ
設備やロボット制御などの実世界インタラクションにより、実世界
の具体的な課題を解決できるプロフェッショナル人材を養成します。

実世界情報学科（仮称）では、以下の能力を身につけます。
① 実世界情報技術が社会に及ぼす影響や技術者の社会的役割、責務などを理解
し、適切に判断して行動ができる技術者倫理

② 実世界からの情報取得・分析技術、及び実世界へのインタラクション技術に
関連する理工学の基礎知識を持ち、専門的な技術の理解につなげられる基礎
知識と活用能力

③ 実世界からの情報取得・分析技術、及び実世界へのインタラクション技術を
修得し、これらを現実の問題解決に応用できる専門知識と問題解決への応用
能力

④ 課題を解決するために、情報を収集、整理、分析し、問題解決のための計画、
方策を立案して推進できる問題の設定と解決能力

⑤ 技術文書の作成、発表、討論において、正確かつ論理的に情報を伝えるコ
ミュニケーション能力を持つとともに、他者と協働して活動できる能力

身につける能力

入学金 授業料(1年次） 授業料※2年次以降 初年度納付金

250,000円 1,390,000円 1,490,000円 1,640,000円

情報科学部
工学部
ロボティクス＆デザイン工学部
知的財産学部

https://www.oit.ac.jp/

枚方キャンパス  
〒573-0196 大阪府枚方市北山 1-79-1

京阪本線・樟葉駅
京阪バス 北山中央、大阪工大下車（京阪祇園四条駅から計42分）
JR学研都市線・長尾駅
北山中央、大阪工大下車（JR京橋駅から計31分）

大阪工業大学 情報科学部 実世界情報学科（仮称・設置構想中）
掲載内容は予定であり、変更になる可能性があります。

取得可能な資格・免許
• 中学校教諭一種免許(数学)
• 高等学校教諭一種免許(数学)
• 高等学校教諭一種免許(情報)

卒業後の進路・職種
• 通信や交通などの企業や地方自治体でのインフラ設備の遠隔監視
• 電機メーカーにおけるIoT機器の開発製造
• ソフトウェア会社での業務用ソフトウェア開発

情報科学部 実世界情報学科（仮称）に類似する学部・学科
• 立命館大学 情報理工学部 情報理工学科 実世界情報コース
• 関西大学 総合情報学部
• 近畿大学 情報学部
• 大阪電気通信大学 情報通信工学部／総合情報学部

学納金（予定）

人にやさしく社会に役立つサービスには、現実の世界との関わりが欠か
せません。例えば、普及しつつあるドローンや自動配送ロボットを安全
に動かすには、現実の空間の状況（＝「実世界情報」 ）を認識しなけれ
ばなりません。つまり実世界情報とは、カメラやセンサなどの入力をも
とに得られる現実の世界の情報であり、それをAIも活用して分析した結
果です。これを社会の様々な問題の解決に応用していくことが、今後の
情報分野で重要となります。

実世界情報学科（仮称）では、以下のような学生を求めます。
1. 持続可能な社会を目指すうえで取り上げられている様々な

課題に関心がある人
2. 情報技術に関心を持ち、机上の知識ではなく実際に
応用することに意欲のある人

3. 技術者の社会的責任について理解し、それを誠実に
遂行しようとする倫理観を持つ人

4. 多様な人々と協働してプロジェクトを推進する力を
身につけたい人

アドミッションポリシー 実世界情報 とは
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【資料３】 

大阪工業大学 

情報科学部 実世界情報学科 (仮称) 

採用意向アンケート調査 

報告書 

令和 5 年 12 月 27 日 

株式会社高等教育総合研究所 
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（報告書）P 2 
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（報告書）P 3 

１．採用意向アンケート調査 概要 

調査目的 

令和 7年（2025 年）度に設置予定の「大阪工業大学 情報科学部 実世界情報学

科(仮称)」（入学定員 80人）における卒業後の採用・就職（人材需要）の見込み

を測定することを目的とする。 

調査対象 

実世界情報学科（仮称）の卒業後に採用が見込まれる以下の業種の事業所 

（業種） 

・ソフトウェア関係、情報処理・通信関係、製造業（電気・電子・通信関係）、

製造業（自動車関係）、製造業（機械関係）、製造業（化学・医薬関係）、エネルギ

ー（電気・ガス・水道）・インフラ関係、住宅・設備関係、建築・土木・道路・設

計・測量関係、商社・卸売・流通・小売等 

（地域）近畿地区・首都圏等 

（依頼件数）合計：1,500 事業所 

調査内容 

・回答事業所の基本情報（業種・所在地）

・実世界情報学科（仮称）卒業生の人材ニーズ

・実世界情報学科（仮称）卒業生の採用意向

調査時期 令和 5年 9月～11月 

調査方法 調査対象事業所に対しアンケートを郵送し依頼することにより実施 

回収件数 有効回答数 355 件（回収率 23.7%） 

調査結果 
採用意向：271 事業所（76.3％）より採用意向が示された。 

採用可能人数：採用の場合の採用可能人数は 728 人（271 事業所）であった。 
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（報告書）P 4 

２．採用意向アンケート調査 集計結果 

回収数 355 

設問 回答選択肢 回答数 割合 

問 1 貴社の主となる業

種をお答えくださ

い。 

（択一回答） 

1 ソフトウェア関係 82 23.1% 

2 情報処理・通信関係 48 13.5% 

3 製造業（電気・電子・通信関係） 38 10.7% 

4 製造業（自動車関係） 13 3.7% 

5 製造業（機械関係） 62 17.5% 

6 製造業（化学・医薬関係） 8 2.3% 

7 エネルギー（電気・ガス・水道）・インフラ関係 7 2.0% 

8 住宅・設備関係 15 4.2% 

9 建築・土木・道路・設計・測量関係 35 9.9% 

10 商社・卸売・流通・小売 12 3.4% 

11 その他 35 9.9% 

合計 355 100.0% 

問 2 貴社の所在地（本

社または主たる所

在地）をお答えく

ださい。 

（択一回答） 

1 大阪府 140 39.4% 

2 兵庫県 34 9.6% 

3 京都府 23 6.5% 

4 奈良県 3 0.8% 

5 和歌山県 5 1.4% 

6 東京都 89 25.1% 

7 愛知県 16 4.5% 

8 その他 45 12.7% 

合計 355 100.0% 

問 3 貴社の従業員規模

をお答えくださ

い。 

（択一回答） 

1 〜20 人 9 2.5% 

2 21〜100 人 37 10.4% 

3 101〜300 人 96 27.0% 

4 301〜1,000 人 100 28.2% 

5 1,001〜3,000 人 73 20.6% 

6 3,001〜10,000 人 30 8.5% 

7 10,001 人〜 10 2.8% 

合計 355 100.0% 

問 4 大阪工業大学が設

置構想中の「実世

界情報学科（仮

称）」が養成する

人材は、今後の社

会においてニーズ

が高いと思われま

1 人材ニーズは非常に高い 151 42.5% 

2 人材ニーズは高い 173 48.7% 

3 人材ニーズはあまり高くない 7 2.0% 

4 人材ニーズは高くない 6 1.7% 

5 わからない 18 5.1% 

合計 355 100.0% 
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（報告書）P 5 

すか。（択一回

答） 

問 5 大阪工業大学が設

置構想中の「実世

界情報学科（仮

称）」が養成する

人材を、貴社・貴

機関・貴団体で採

用したいと思われ

ますか。 

（択一回答） 

1 採用したい 271 76.3% 

2 採用しない 7 2.0% 

3 わからない 77 21.7% 

合計 355 100.0% 

問 6 「採用したい」と

回答された場合、

採用可能な人数に

ついてお答えくだ

さい。 

（択一回答） 

1 1 人 75 27.7% 

2 2 人 81 29.9% 

3 3 人 40 14.8% 

4 4 人 4 1.5% 

5 5 人以上 71 26.2% 

合計 271 100.0% 
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（報告書）P 6 

３．採用意向アンケート調査 結果の要点 

要点１）実世界情報学科（仮称）で養成する人材の社会的ニーズ 

回答のあった 355 事業所の 42.5％にあたる 151 事業所から「実世界情報学科（仮称）で養成する

人材ニーズは非常に高い」、91.2%の 324 事業所から「人材ニーズは非常に高い」及び「人材ニーズ

は高い」との回答を得た（問 4）。養成人材について、事業者からは極めて高い評価を得た。 

問 4 [実世界情報学科で養成する人材の社会的ニーズ] 

人材ニーズは非常に高い 151 事業所 42.5% 
324 事業所 91.2% 

人材ニーズは高い 173 事業所 48.7% 

合計 355 事業所 100.0% 
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（報告書）P 7 

要点２）実世界情報学科の卒業生の採用意向 

回答のあった 355 事業所の 76.3％にあたる 271 事業所から、実世界情報学科（仮称）の卒業予定

者の採用意向が示された。また、その 271 事業所における採用可能人数の合計は、入学定員の 80人

の 9.1 倍にあたる 728 人（1 事業所あたり平均 2.7 人）であった。養成人材について、事業者からは

極めて強い人材需要が示された。 

問 5 [実世界情報学科の採用意向] 

採用意向 

（問 5） 

採用したい 271 事業所 76.3% 

合計 355 事業所 100.0% 

採用の場合の採用可能人数の合計 728 人 - 

回答選択肢 回答数 
採

用 

可

能 

人

数 

合計 

採用可能 

人数 

（問 6） 

1 人 75 事業所 75 人 

2 人 81 事業所 162 人 

3 人 40 事業所 120 人 

4 人 4 事業所 16 人 

5 人以上 71 事業所 355 人 

合計 271 事業所 728 人 
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（報告書）P 8 

要点３）業種別クロス集計 

回答事業所の業種（問 1）と採用意向（問 5）のクロス集計を行ったところ、「採用したい」の回答を

得た業種は、その他の回答を除き、上位から 3 業種は、ソフトウェア関係（90.2％）、情報処理・通信関

係（89.6％）、製造業（機械関係）（77.4％）との結果となった。その他の業種においても、高い割合で

採用意向を得ており、本学科が養成する人材が人材需要とマッチしていることが示された。 

[回答事業所の業種（問 1）と採用意向（問 5）のクロス集計] 

業種 採用したい 
採用しない 

わからない 
総計 

1 ソフトウェア関係 74 90.2% 8 9.8% 82 

2 情報処理・通信関係 43 89.6% 5 10.4% 48 

3 製造業（機械関係） 48 77.4% 14 22.6% 62 

4 製造業（自動車関係） 10 76.9% 3 23.1% 13 

5 その他 25 71.4% 10 28.6% 35 

6 製造業（電気・電子・通信関係） 27 71.1% 11 28.9% 38 

7 商社・卸売・流通・小売 8 66.7% 4 33.3% 12 

8 建築・土木・道路・設計・測量関係 22 62.9% 13 37.1% 35 

9 住宅・設備関係 8 53.3% 7 46.7% 15 

10 
エネルギー（電気・ガス・水道）・イン

フラ関係
3 42.9% 4 57.1% 7 

11 製造業（化学・医薬関係） 3 37.5% 5 62.5% 8 

合計 271 76.3% 84 23.7% 355 

以上 
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本アンケート調査用紙に印刷されている
QRコードは集計時に使用するものです。
個人の特定を目的とするものではありません。

大阪工業大学　実世界情報学科（仮称）
採用意向アンケート調査

アンケート対象：企業等の人事・採用担当者

　大阪工業大学では、大阪府枚方キャンパスにおける新学科として、2025年4月に情報科学部　実世界情報学科（仮称）の
開設を構想しています。本学ではこのアンケート調査を通して、企業等の事業所の皆さまからご意見をお伺いし、新学科の
構想内容に反映したいと考えています。本アンケートは匿名回答であり、集計結果は、新学科の設置構想に係る統計資料と
してのみ活用いたします。アンケート調査へのご協力をお願いいたします。

※別紙の大阪工業大学情報科学部実世界情報学科（仮称）の概要をご覧の上で、以下の設問にお答えください。

問 1   貴社の主となる業種をお答えください。（最もよくあてはまるもの１つにマーク）

        ソフトウェア関係 情報処理・通信関係

 製造業（電気・電子・通信関係）  製造業（自動車関係）

製造業（機械関係） 製造業（化学・医薬関係）

エネルギー（電気・ガス・水道）・インフラ関係 住宅・設備関係

 建築・土木・道路・設計・測量関係 商社・卸売・流通・小売

その他

問 2  貴社の所在地（本社または主たる所在地）をお答えください。（最もよくあてはまるもの１つにマーク）

        大阪府 兵庫県 京都府 奈良県 和歌山県 東京都 愛知県

その他

問 3  貴社の従業員規模をお答えください。（あてはまるもの１つにマーク）

        〜20人 21〜100人 101〜300人 301〜1,000人

 1,001〜3,000人 3,001〜10,000人　　　 10,001人〜

問 4  大阪工業大学が設置構想中の「実世界情報学科（仮称）」が養成する人材は、今後の社会においてニーズが高いと思われますか。
（あてはまるもの１つにマーク）　　　

        人材ニーズは非常に高い 人材ニーズは高い 人材ニーズはあまり高くない

人材ニーズは高くない わからない

問 5  大阪工業大学が設置構想中の「実世界情報学科（仮称）」が養成する人材を、貴社・貴機関・貴団体で採用したいと思われます
か。（あてはまるもの１つにマーク）

        採用したい 採用しない わからない
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本アンケート調査用紙に印刷されている
QRコードは集計時に使用するものです。
個人の特定を目的とするものではありません。

問 6   「採用したい」と回答された場合、採用可能な人数についてお答えください。（あてはまるもの１つにマーク）

        1人 2人 3人 4人 5人以上

問 7  大阪工業大学「実世界情報学科（仮称）」について期待される点、要望がございましたらご記入をお願いします。

アンケートは以上になります。ご協力ありがとうございました。
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開 設 時 期 入 学 定 員 取 得 学 位 修 業 年 限 設 置 場 所

2025（令和7）年4月 80人
（収容定員320人） 学士（情報学） 4年 大阪府枚方市

北山 1-79-1

学部・学科の特色

大阪工業大学情報科学部実世界情報学科（仮称）では、以下を学び
の特色としています。
① プログラミングや情報技術の基礎的なところから応用まで、

講義と演習をミックスした丁寧な指導により実世界情報学に
必要な専門知識を学べます。

② ドローン、自動運転、ロボット、ＡＩなど最先端の分野に関
わる実世界情報学を実践的に学びます。

③ 探究学習型の学生プロジェクトや研究室での個別指導を通し
た実世界情報学の学びにより、卒業後に即戦力として通用す
る能力と技術を身につけます。

④ 情報科学部（5学科）では、ソフトウェア、ＡＩ、情報システ
ム、メディア、セキュリティ、ネットワークなど様々な分野
を幅広く学べる共通科目を開講しています。

設置の理念
インターネットやコンピュータなど情報技術の発展は地球規模で我々の生活を大
きく変えています。エアコンや照明をスマートフォンやスマートスピーカーから
操作できるなど、モノとインターネットが融合したIoT(モノのインターネット)
が身近になりつつあります。さらにクルマの自動運転やドローンなどにも情報技
術が欠かせないものとなっています。これからの情報技術には、人々が生活して
いる「実世界」で何が起きているのかを知り、様々な自動機器(自動運転車、ド
ローン、ロボット、電気・ガス等のインフラ設備)を制御することが求められて
います。実世界情報学科（仮称）は、このような先端分野を情報技術の側面から
支える人材を養成することを目指します。具体的には、カメラやIoTを活用して
実世界の情報をキャッチして、その情報をAI(人工知能)も活用しながら分析し、
その分析結果に基づきドローンを自動操縦したり、スマートフォンなどに情報発
信を行います。これらの技術の学びから実世界での問題解決を担えるプロフェッ
ショナル人材を養成していきます。

養成する人材像
実世界情報学科（仮称）では、様々なIoTセンシング技術によって、
人間が活動する現実の空間「実世界」の情報を取得し、ヒト・モ
ノ・環境の情報分析と可視化、空調・照明等の環境整備、インフラ
設備やロボット制御などの実世界インタラクションにより、実世界
の具体的な課題を解決できるプロフェッショナル人材を養成します。

実世界情報学科（仮称）では、以下の能力を身につけます。
① 実世界情報技術が社会に及ぼす影響や技術者の社会的役割、責務などを理解
し、適切に判断して行動ができる技術者倫理

② 実世界からの情報取得・分析技術、及び実世界へのインタラクション技術に
関連する理工学の基礎知識を持ち、専門的な技術の理解につなげられる基礎
知識と活用能力

③ 実世界からの情報取得・分析技術、及び実世界へのインタラクション技術を
修得し、これらを現実の問題解決に応用できる専門知識と問題解決への応用
能力

④ 課題を解決するために、情報を収集、整理、分析し、問題解決のための計画、
方策を立案して推進できる問題の設定と解決能力

⑤ 技術文書の作成、発表、討論において、正確かつ論理的に情報を伝えるコ
ミュニケーション能力を持つとともに、他者と協働して活動できる能力

身につける能力

入学金 授業料(1年次） 授業料※2年次以降 初年度納付金

250,000円 1,390,000円 1,490,000円 1,640,000円

情報科学部
工学部
ロボティクス＆デザイン工学部
知的財産学部

https://www.oit.ac.jp/

枚方キャンパス  
〒573-0196 大阪府枚方市北山 1-79-1

京阪本線・樟葉駅
京阪バス 北山中央、大阪工大下車（京阪祇園四条駅から計42分）
JR学研都市線・長尾駅
北山中央、大阪工大下車（JR京橋駅から計31分）

大阪工業大学 情報科学部 実世界情報学科（仮称・設置構想中）
掲載内容は予定であり、変更になる可能性があります。

取得可能な資格・免許
• 中学校教諭一種免許(数学)
• 高等学校教諭一種免許(数学)
• 高等学校教諭一種免許(情報)

卒業後の進路・職種
• 通信や交通などの企業や地方自治体でのインフラ設備の遠隔監視
• 電機メーカーにおけるIoT機器の開発製造
• ソフトウェア会社での業務用ソフトウェア開発

情報科学部 実世界情報学科（仮称）に類似する学部・学科
• 立命館大学 情報理工学部 情報理工学科 実世界情報コース
• 関西大学 総合情報学部
• 近畿大学 情報学部
• 大阪電気通信大学 情報通信工学部／総合情報学部

学納金（予定）

人にやさしく社会に役立つサービスには、現実の世界との関わりが欠か
せません。例えば、普及しつつあるドローンや自動配送ロボットを安全
に動かすには、現実の空間の状況（＝「実世界情報」 ）を認識しなけれ
ばなりません。つまり実世界情報とは、カメラやセンサなどの入力をも
とに得られる現実の世界の情報であり、それをAIも活用して分析した結
果です。これを社会の様々な問題の解決に応用していくことが、今後の
情報分野で重要となります。

実世界情報学科（仮称）では、以下のような学生を求めます。
1. 持続可能な社会を目指すうえで取り上げられている様々な

課題に関心がある人
2. 情報技術に関心を持ち、机上の知識ではなく実際に
応用することに意欲のある人

3. 技術者の社会的責任について理解し、それを誠実に
遂行しようとする倫理観を持つ人

4. 多様な人々と協働してプロジェクトを推進する力を
身につけたい人

アドミッションポリシー 実世界情報 とは
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学長

ｲﾉｳｴ ｽｽﾑ

井上　晋

＜令和3年11月＞

博士
(工学）

学校法人常翔学園
大阪工業大学 学長

＜令和3.11～令和7.10＞

現　職
（就任年月）

別記様式第３号（その１）

（用紙　日本産業規格Ａ４横型）

教 員 名 簿

学 長 又 は 校 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名 年齢
保有

学位等
月額基本給
（千円）

教員名簿 -1-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

1 基（主専）
教授

(学科長)

ｻｶｻﾞﾜ　ｼｹﾞﾕｷ

酒澤　茂之

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

基礎ゼミナール
OIT概論 ※
コンピュータ入門
画像情報処理
情報セキュリティの基礎
Webプログラミング
情報技術者論 ※
情報ゼミナール
メディア通信概論
実世界情報基礎演習

〇

〇

〇
〇

〇

1前
1前
1前
2後
2後
3前
3後
3後
3後
2後

1
0.1
2
2
2
2

0.6
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

ネットワークデザイン学科
教授

（平29.4）

〇 〇 5日

2 基（主専） 教授

ｱﾗｷ　ﾋﾃﾞｵ

荒木　英夫

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

ディジタル回路Ⅰ
ディジタル回路Ⅱ
IoT概論
実世界計測 ※
IoTデータベース
情報ゼミナール
ものづくり実習
実世界情報専門演習

〇
〇
〇

〇

〇

1後
1後
1後
2後
2後
3後
2前
3前

1
1
2

0.9
2
2
1
2

1
1
1
1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

データサイエンス学科
教授

（平19.4）

〇 〇 5日

3 基（主専） 教授

ｲﾉｳｴ　ﾕﾐｺ

井上　裕美子

＜令和7年4月＞

博士
（学術）

基礎スポーツ科学a
基礎スポーツ科学b
健康科学
視る自然科学 ※
基礎ゼミナール
情報ゼミナール 〇

1前
2後
3前
2後
1前
3後

1
1
2

0.6
1
2

1
1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

ネットワークデザイン学科
教授

（平8.4）

〇 〇 5日

4 基（主専） 教授

ｶｼﾊﾗ　ｼｹﾞﾙ

樫原　茂

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

実世界情報入門
テクニカルライティング
情報ゼミナール
C演習Ⅰ
実世界情報専門演習

〇
〇
〇
〇
〇

1前
1後
3後
1後
3前

2
2
2
3
2

1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

ネットワークデザイン学科
准教授

（令2.4）

〇 〇 5日

5 基（主専） 教授

ﾆｼｸﾞﾁ　ｻﾄｼ

西口　敏司

＜令和7年4月＞

博士
（情報学）

データ構造とアルゴリズム
オペレーティングシステム
ソフトウェア工学Ⅰ
情報技術者論 ※
情報ゼミナール
システムプログラム
実世界情報基礎演習

〇
〇
〇
〇
〇

〇

2前
2後
2後
3後
3後
3前
2後

2
2
2

0.6
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

ネットワークデザイン学科
教授

（平17.4）

〇 〇 5日

6 基（主専） 教授

ﾔﾉ ｺｳｼﾞﾛｳ

矢野　浩二朗

＜令和7年4月＞

博士
（生理学）

生命科学基礎
情報生命科学
視る自然科学 ※
基礎ゼミナール
情報ゼミナール 〇

1前
1後
2後
1前
3後

2
2

0.6
1
2

1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

ネットワークデザイン学科
准教授

（平23.4）

〇 〇 5日

7 基（主専） 教授

ﾖｺｶﾜ　ﾐﾜ

横川　美和

＜令和7年4月＞

博士
（理学）

地球科学基礎
地球環境
視る自然科学 ※
基礎ゼミナール
キャリアステップ
情報ゼミナール 〇

1前
1後
2後
1前
1後
3後

2
2

0.6
1
1
2

1
1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

ネットワークデザイン学科
教授

（平13.4）

〇 〇 5日

別記様式第３号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４横型 ） 

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

教員名簿 -2-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

8 基（主専） 准教授

ｺｼﾞﾏ　ﾋﾃﾞﾊﾙ

小島　英春

＜令和7年4月＞

博士
（情報学）

基礎ゼミナール
IoT通信
情報ゼミナール
C演習Ⅱ
ソフトウェア工学演習
実世界情報基礎演習

〇
〇
〇

〇

1前
3後
3後
2前
3前
2後

1
2
2
3
2
2

1
1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

ネットワークデザイン学科
准教授

（令4.4）

〇 5日

9 基（主専） 准教授

ｼﾏﾉ　ｱｷﾂｸﾞ

島野　顕継

＜令和7年4月＞

博士
（水産学）

Ｕｎｉｘ入門
シェルスクリプト入門
情報通信ネットワーク
IoTサーバ構築
情報ゼミナール
Java演習
実世界情報専門演習

〇

〇
〇
〇

1前
1前
2前
3後
3後
2後
3前

1
1
2
2
2
3
2

1
1
1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

ネットワークデザイン学科
准教授

（平9.4）

〇 5日

10 基（主専） 准教授

ｽｷﾞｶﾜ　ｻﾄｼ

杉川　智

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

人工知能
情報処理基礎　※
情報ゼミナール
情報科学実践演習(国内PBL)a
情報科学実践演習(国内PBL)b
C演習Ⅱ
Java演習
実世界情報応用演習

〇

〇

〇
〇

2前
2後
3後
2前
2後
2前
2後
3後

2
0.1
2
1
1
3
3
2

1
1
1
1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

ネットワークデザイン学科
講師

（平25.4）

〇 5日

11 基（主専） 准教授

ﾐﾔﾜｷ　ｹﾝｻﾞﾌﾞﾛｳ

宮脇　健三郎

＜令和7年4月＞

博士
（情報学）

ロボティクス
実世界計測 ※
情報ゼミナール
ものづくり実習
ロボット対話システム
実世界情報基礎演習
実世界情報応用演習

〇

〇

〇

2前
2後
3後
2前
3前
2後
3後

2
0.9
2
1
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
准教授

（平19.4）

〇 5日

12 基（主専） 講師

ｵｵｲ　ｼｮｳ

大井　翔

＜令和7年4月＞

博士
（情報学）

実世界計測 ※
コンピュータビジョン
情報ゼミナール
C演習Ⅰ
実世界情報専門演習
情報科教育法a
情報科教育法b

〇
〇
〇

2後
3前
3後
1後
3前

3前・後
3前・後

0.9
2
2
3
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
講師

（令3.4）

〇 5日

13 基（主専） 講師

ｸﾒ　ﾀﾞｲｽｹ

久米　大祐

＜令和7年4月＞

博士
（健康学）

基礎スポーツ科学a
基礎スポーツ科学b
スポーツ科学実習
基礎ゼミナール
キャリアデザインⅠ
情報ゼミナール 〇

1前
2後
3前
1前
2前
3後

1
1
1
1
1
2

1
1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

ネットワークデザイン学科
講師

（令3.4）

〇 5日

14 その他 教授

ｱﾒﾐﾔ　ﾄｵﾙ

雨宮　徹

＜令和7年4月＞

博士
（学術）

哲学基礎
倫理学基礎
応用倫理学 ※
基礎ゼミナール

1・2前
1・2前･後
1・2後
1前

2
2

1.3
1

1
2
1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報システム学科
教授

（令1.4）

〇 〇

教員名簿 -3-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

15 その他 教授

ｲｴﾓﾄ　ﾏﾐ

家本　真実

＜令和9年4月＞

修士
（法学）

情報法学 3前 2 1

摂南大学
法学部

法律学科
教授

（平17.4）

16 その他 教授

ｲﾜｻｷ　ﾊﾝｼﾞ

岩﨑　判二

＜令和7年4月＞

理学士 OIT概論　※ 1前 0.1 1

大阪工業大学
教育センター

教授
（令1.4）

17 その他 教授

ｵｻﾞｷ　ｱﾂｵ

尾崎　敦夫

＜令和7年4月＞

博士
（情報科学)

基礎ゼミナール
情報技術者論 ※
情報科学実践演習(国内PBL)a
情報科学実践演習(国内PBL)b

〇
1前
3後
2前
2後

1
0.6
1
1

1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報知能学科
教授

（平30.4）

〇 〇

18 その他 教授

ｶﾏｸﾗ　ﾖｼﾅﾘ

鎌倉　良成

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

基礎ゼミナール
線形数学Ⅱ

1前
3後

1
2

1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報知能学科
教授

(令1.4）

〇 〇

19 その他 教授

ｷﾑﾗ　ﾄﾓｷ

木村　朋紀

＜令和7年4月＞

博士
（薬学）

環境情報科学 ※ 1後・2前 0.3 2

摂南大学
薬学部
薬学科
教授

（平13.4）

20 その他 教授

ｸﾗﾏｴ　ﾋﾛﾕｷ

倉前　宏行

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

OIT概論　※ 1前 0.1 1

大阪工業大学
ロボティクス＆デザイン工

学部
ロボット工学科

教授
（平9.4）

21 その他 教授

ｺｳﾀﾞ　ﾄﾓｺ

神田　智子

＜令和9年4月＞

博士
(情報科学）

情報技術者論 ※
ヒューマンインタフェース

〇 3後
3前

0.7
2

1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
教授

（平18.4）

〇 〇

教員名簿 -4-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

22 その他 教授

ｺｻｷ　ﾔｽﾉﾘ

古崎　康哲

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

OIT概論　※ 1前 0.1 1

大阪工業大学
工学部

環境工学科
教授

（平19.4）

23 その他 教授

ｻｶｲ　ｹｲｺ

酒井　恵子

＜令和7年4月＞

博士
（教育学）

教育心理学
教育相談
中学校教育実習
高等学校教育実習
教職実践演習（中・高）

1前・後
3前・後

4前
4前
4後

2
2
5
3
2

1
1
1
1
1

大阪工業大学
教職教室

教授
（令3.4）

24 その他 教授

ｻﾉ　ﾑﾂｵ

佐野　睦夫

＜令和9年4月＞

博士
（工学）

情報技術者論 ※ 〇 3後 0.1 1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
教授

（平14.4）

〇 〇

25 その他 教授

ｼｲﾊﾗ　ﾏｻﾂｸﾞ

椎原　正次

＜令和9年4月＞

博士
（工学）

情報技術者論 ※ 〇 3後 0.6 1

大阪工業大学
情報科学部

データサイエンス学科
教授

（平6.4）

〇 〇

26 その他 教授

ｼﾝｶｲ　ﾋｻｱｷ

真貝　寿明

＜令和7年4月＞

博士
（理学）

微分方程式
確率・統計

1後
3前

2
2

1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報システム学科
教授

(平18.4）

〇 〇

27 その他 教授

ｽｽﾞｷ　ﾓﾄﾕｷ

鈴木　基之

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

基礎ゼミナール 1前 1 1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
教授

（平24.4）

〇 〇

28 その他 教授

ｽﾔﾏ　ﾀｶﾕｷ

須山　敬之

＜令和9年4月＞

博士
(情報科学)

情報技術者論 ※ 〇 3後 0.7 1

大阪工業大学
情報科学部

データサイエンス学科
教授

（令3.4）

〇 〇

教員名簿 -5-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

29 その他 教授

ﾀｵｶ　ｲｸｴ

田岡　育恵

＜令和7年4月＞

博士
（文学）

英語表現(basic1)a
英語表現(basic1)b
英語の語法
基礎ゼミナール

1前
1後

3前･後
1前

1
1
2
1

1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
教授

(平13.4）

〇 〇

30 その他 教授

ﾀﾂﾐ　ｲｸｵ

辰巳　育男

＜令和8年4月＞

修士
（教育学）

生徒指導と進路指導　※
中学校教育実習
高等学校教育実習
教職実践演習（中・高）

2前・後
4前
4前
4後

1
5
3
2

1
1
1
1

大阪工業大学
教職教室

教授
（令4.4）

31 その他 教授

ﾀﾅｶ　ｹﾝｽｹ

田中　謙介

＜令和10年4月＞

博士
（学校教育

学）

中学校教育実習
高等学校教育実習
教職実践演習（中・高）
教職特論

4前
4前
4後
4後

5
3
2
2

1
1
1
1

大阪工業大学
教職教室

教授
（平31.4）

32 その他 教授

ﾂｶﾓﾄ　ｶﾂﾄｼ

塚本　勝俊

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

微分方程式 1後 2 1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
教授

(平14.4）

〇 〇

33 その他 教授

ﾆｼｶﾜ　ｲｽﾞﾙ

西川　出

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

OIT概論　※ 1前 0.1 1

大阪工業大学
工学部

機械工学科
教授

（平15.4）

34 その他 教授

ﾊｼﾓﾄ　ﾜﾀﾙ

橋本　渉

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

基礎ゼミナール
情報処理基礎 ※

1前
2後

1
0.3

1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
教授

(平24.4）

〇 〇

教員名簿 -6-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

35 その他 教授

ﾊﾞﾊﾞ　ﾉｿﾞﾑ

馬場　望

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

OIT概論　※ 1前 0.1 1

大阪工業大学
工学部

建築学科
教授

（平13.4）

36 その他 教授

ﾊﾏﾀﾞ　ｴﾂｵ

濵田　悦生

＜令和7年4月＞

博士
（理学）

基礎ゼミナール 1前 1 1

大阪工業大学
情報科学部

データサイエンス学科
教授

（令3.4）

〇 〇

37 その他 教授

ﾋｷﾀﾞ　ﾖｼﾄ

疋田　祥人

＜令和7年4月＞

博士
（教育学）

教育原論
教職入門
教育行政
中学校教育実習
高等学校教育実習
教職実践演習（中・高）

2前・後
1前・後
3前・後

4前
4前
4後

2
2
2
5
3
2

1
1
1
1
1
1

大阪工業大学
教職教室
准教授

（平25.4）

38 その他 教授

ﾋﾗﾉ ﾕｳｲﾁ

平野 裕一

＜令和8年4月＞

教職修士
（専門職）

生徒指導と進路指導　※ 2前・後 1 1

大阪工業大学
教育センター

特任教授（２号俸）
（令2.4）

39 その他 教授

ﾋﾗﾔﾏ　ﾏｺﾄ

平山　亮

＜令和8年4月＞

博士
（工学）

英語による情報技術Ⅰa
英語による情報技術Ⅰb
グローバルテクノロジ論
情報技術者論 ※
情報科学実践演習(国際PBL)

〇

2前
2後

2前・後
3後
2後

1
1
1

0.7
1

1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
教授

(平25.4）

〇 〇

40 その他 教授

ﾌｸｻﾞﾜ　ﾔｽｺ

福澤　寧子

＜令和9年4月＞

博士
（工学）

情報技術者論 ※ 〇 3後 0.1 1

大阪工業大学
情報科学部

ネットワークデザイン学科
教授

（平28.4）

〇 〇

41 その他 教授

ﾌｸﾔｽ　ﾅｵｷ

福安　直樹

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

基礎ゼミナール
情報処理基礎 ※
情報技術者論 ※ 〇

1前
2後
3後

1
0.4
0.7

1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報システム学科
教授

（令3.4）

〇 〇

教員名簿 -7-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

42 その他 教授

ﾌｼﾞ　ﾋﾛﾕｷ

藤　博之

＜令和7年4月＞

博士
（理学）

物理現象の数理
力学
現代物理学入門
視る自然科学 ※
基礎ゼミナール

2前
1前
2後
2後
1前

2
2
2

0.3
1

1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報知能学科
教授

(令2.4）

〇 〇

43 その他 教授

ﾌｼﾞｲ　ｹﾝｲﾁ

藤井　研一

＜令和7年4月＞

博士
（理学）

物理学基礎
電磁気学
視る自然科学　※
基礎ゼミナール

1前
1後
2後
1前

2
2

0.6
1

1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報知能学科
教授

(平19.4）

〇 〇

44 その他 教授

ﾏｷﾉ　ﾋﾛｼ

牧野　博之

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

基礎ゼミナール
情報技術者論 ※ 〇

1前
3後

1
0.7

1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報知能学科
教授

（平20.4）

〇 〇

45 その他 教授

ﾐﾅｶﾞﾜ　ｹﾝﾀﾛｳ

皆川　健多郎

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

基礎ゼミナール 1前 1 1

大阪工業大学
情報科学部

データサイエンス学科
教授

（平16.4）

〇 〇

46 その他 教授

ﾐﾔﾓﾄ　ﾄｼﾕｷ

宮本　俊幸

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

基礎ゼミナール
微積分学Ⅰ
数理計画法

1前
1前・後

3後

1
2
2

1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報システム学科
教授

(令5.4）

〇 〇

47 その他 教授

ﾑｸﾋﾗ　ｱﾂｼ

椋平　淳

＜令和7年4月＞

修士
（教育学）

 OIT概論　※ 1前 0.1 1

大阪工業大学
工学部

総合人間学系教室
教授

（平3.4）

〇

教員名簿 -8-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

48 その他 教授

ﾑﾗｶﾜ　ｶｽﾞｵ

村川　一雄

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

OIT概論　※ 1前 0.1 1

大阪工業大学大学院
知的財産研究科

教授
（平26.4）

49 その他 教授

ﾑﾄｳ　ﾄｼｱｷ

武藤　寿彰

＜令和8年4月＞

学士
（理学）

数学科教育法a
数学科教育法b
数学科教育法c
数学科教育法d
特別活動・総合的な学習の時間の指導法 ※
教育方法論(ICT活用含む)　※
教職特論

2前・後
3前・後
3前・後
4前・後

2・3前・後
2前・後

4後

2
2
2
2
1
1
2

1
1
1
1
2
1
1

大阪工業大学
教職教室

教授
（令4.4）

50 その他 教授

ﾔｽﾄﾒ　ｾｲｺﾞ

安留　誠吾

＜令和8年4月＞

博士
（工学）

情報処理基礎 ※ 2後 0.6 1

大阪工業大学
情報科学部

データサイエンス学科
教授

(平16.4）

〇 〇

51 その他 教授

ﾔﾏﾀﾞ　ﾀｶｱｷ

山田　隆亮

＜令和9年4月＞

博士
（情報科学)

情報技術者論 ※
ソフトウェア工学Ⅱ

〇 3後
3前

0.9
2

1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報システム学科
教授

（令1.4）

〇 〇

52 その他 准教授

ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ ﾒﾛｳ

Andrew　Mellor

＜令和9年4月＞

Doctor of
Philosophy
（英国）

英語演習 3後 1 1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
准教授

(平21.4）

〇

53 その他 准教授

ｵｸﾉ　ﾋﾛﾂｸﾞ

奥野　弘嗣

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

基礎ゼミナール 1前 1 1

大阪工業大学
情報科学部

情報知能学科
准教授

（平28.4）

〇

54 その他 准教授

ｶﾏｸﾗ　ﾖｼﾕｷ

鎌倉　快之

＜令和7年4月＞

博士
（情報学）

基礎ゼミナール 1前 1 1

大阪工業大学
情報科学部

情報システム学科
准教授

（平21.4）

〇

教員名簿 -9-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

55 その他 准教授

ｶﾜｲ　ﾉﾘﾋｺ

河合　紀彦

＜令和8年4月＞

博士
（工学）

情報科学実践演習(国内PBL)a
情報科学実践演習(国内PBL)b

2前
2後

1
1

1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
准教授

（令2.4）

〇

56 その他 准教授

ｸﾂｷ　ﾖｼﾂﾅ

朽木　順綱

＜令和7年4月＞

博士
（情報工学）

OIT概論　※ 1前 0.1 1

 大阪工業大学
工学部

　空間デザイン学科
准教授

（平15.4）

57 その他 准教授

ｸﾛｶﾜ　ﾅｵﾋｺ

黒川　尚彦

＜令和7年4月＞

博士
(文学)

英語表現(basic1)a
英語表現(basic1)b
英語の語法
基礎ゼミナール
キャリアデザインⅡ

1前
1後

3前･後
1前
2後

1
1
2
1
1

1
1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報システム学科
准教授

（平23.4）

〇

58 その他 准教授

ｻﾜﾀﾞ　ﾄｼﾔ

澤田　俊也

＜令和8年4月＞

博士
（教育学）

教育課程論
道徳教育
特別活動・総合的な学習の時間の指導法 ※
教育方法論（ICT活用含む）　※
中学校教育実習
高等学校教育実習
教職実践演習（中・高）

2前・後
2前・後

2・3前・後
2前・後

4前
4前
4後

2
2
1
1
5
3
2

1
1
2
1
1
1
1

大阪工業大学
教職教室

講師
（平31.4）

59 その他 准教授

ｼﾞﾝﾉｳ　ﾀｶｵ

神納　貴生

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

基礎ゼミナール 1前 1 1

大阪工業大学
情報科学部

情報知能学科
准教授

（平29.4）

〇

60 その他 准教授

ｽﾞｵﾝ ｸｱﾝ ﾀﾝ

Duong Quang Thang

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

基礎ゼミナール 1前 1 1

大阪工業大学
情報科学部

情報知能学科
准教授

（令5.4）

〇

教員名簿 -10-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

61 その他 准教授

ﾀｹｳﾁ　ｹﾝｼﾞ

竹内　健治

＜令和7年4月＞

博士
（薬学）

化学基礎 1前・後 2 1

摂南大学
薬学部
薬学科
准教授

（平4.4）

62 その他 准教授

ﾄﾖｳﾗ　ﾖｼﾋﾛ

豊浦　由浩

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

コンピュータリテラシー 1前 2 1

大阪工業大学
情報センター

准教授
（平15.4）

63 その他 准教授

ﾅｶｵ　ﾃﾙﾕｷ

中尾　晃幸

＜令和7年4月＞

博士
（薬学）

環境情報科学 ※ 1後・2前 0.6 2

摂南大学
薬学部
薬学科
准教授

（平8.4）

64 その他 准教授

ﾅｶﾆｼ　ﾁｶｺ

中西　知嘉子

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

基礎ゼミナール
情報処理基礎 ※

1前
2後

1
0.6

1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報知能学科
准教授

（平28.4）

〇

65 その他 准教授

ﾇﾉﾑﾗ　ﾔｽﾋﾛ

布村　泰浩

＜令和7年4月＞

博士
(情報科学)

基礎ゼミナール
情報技術者論 ※ 〇

1前
3後

1
0.1

1
1

大阪工業大学
情報科学部

コンピュータ科学科
准教授

（平27.4）

〇

66 その他 准教授

ﾌｸｼﾏ　ﾀｸ

福島　拓

＜令和9年4月＞

博士
（工学）

システムプログラム 3前 2 1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
准教授

（平28.4）

〇

67 その他 准教授

ﾌｼﾞｲ　ｼﾝｽｹ

藤井　伸介

＜令和7年4月＞

修士
（工学）

OIT概論　※ 1前 0.1 1

大阪工業大学
工学部

建築学科
准教授

（令2.4）

教員名簿 -11-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

68 その他 准教授

ﾌﾙﾋ　ﾅｵｷ

古樋　直己

＜令和7年4月＞

修士
（英語学）

英語の語法
英語表現(basic2)a
英語表現(basic2)b
基礎ゼミナール

3前･後
2前
2後
1前

2
1
1
1

1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
准教授

(平29.4）

〇

69 その他 准教授

ﾖｺﾔﾏ　ｴﾘ

横山　恵理

＜令和7年4月＞

博士
（文学）

文学基礎
観る文学
言語学基礎
基礎ゼミナール

1・2前･後
1・2後

1・2前･後
1前

2
2
2
1

2
1
2
1

大阪工業大学
情報科学部

情報システム学科
准教授

（平28.4）

〇

70 その他 講師

ｱﾙﾝﾄﾞﾚｲ　ﾋﾟﾉｰﾙ

Arndrei Pinol

＜令和7年4月＞

Bachelor
of

Society
（カナダ）

口語英語Ⅰa
口語英語Ⅰb

1前
1後

1
1

1
1

大阪工業大学
兼任講師

（令1.10）

71 その他 講師

ｲｹﾀﾞ　ﾄﾓｶ

池田　知加

＜令和7年4月＞

博士
（社会学）

社会学基礎
情報社会論

1・2前
1・2後

2
2

1
1

大阪工業大学
兼任講師

（平14.4）

72 その他 講師

ｲﾁﾓﾄ　ﾔｽﾖ

市本　泰代

＜令和7年4月＞

学士
（英文学）

英語表現(basic1)a
英語表現(basic1)b

1前
1後

1
1

1
1

大阪工業大学
兼任講師
（令5.4）

73 その他 講師

ｵｵﾑﾗ　ﾀｸｵ

大村　拓生

＜令和7年4月＞

博士
（文学）

日本の歴史
人類の歴史

1・2前
1・2後

2
2

1
1

大阪工業大学
兼任講師
（平9.4）

74 その他 講師

ｵｶﾞﾀ　ﾅｵｺ

尾形　尚子

＜令和7年4月＞

博士
（理学）

線形数学Ⅰ
微積分学Ⅰ
微積分学Ⅱ

1前・後
1前・後

3後

2
2
2

1
1
1

大阪工業大学
兼任講師

（平18.4）

教員名簿 -12-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

75 その他 講師

ｵﾁ　ﾄｵﾙ

越智　徹

＜令和7年4月＞

修士
（情報学）

応用倫理学 ※
Java演習 〇

1・2後
2後

0.9
3

2
1

大阪工業大学
情報センター

講師
（平25.4）

76 その他 講師

ｵﾊﾞﾅ　ﾏｻｷ

尾花　将輝

＜令和9年4月＞

博士
（工学）

ソフトウェア工学演習 3前 2 1

大阪工業大学
情報科学部

情報システム学科
講師

（平25.4）

〇

77 その他 講師

ｵﾝｼﾞｮｳ ｷﾖｼ

恩圧　澄

＜令和8年4月＞

教職修士
（専門職）

人間発達と人権 2前・後 2 1
大阪工業大学

兼任講師
（令3.4）

78 その他 講師

ｶｸﾀﾆ　ﾋﾃﾞｷ

角谷　秀樹

＜令和7年4月＞

博士
（薬学）

環境情報科学 ※ 1後・2前 0.6 2

摂南大学
薬学部
薬学科
講師

（平22.4）

79 その他 講師

ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ　ﾎﾟﾗｽ

Gabriel Porras

＜令和8年4月>

　Bachelor
of

Arts
（米国）

口語英語Ⅱa
口語英語Ⅱb

2前
2後

1
1

1
1

大阪工業大学
兼任講師

（平31.2）

80 その他 講師

ｶﾜｸﾞﾁ　ﾂﾖｼ

川口　剛

＜令和8年4月>

修士
（英語教育

学）

英語表現(basic2)a
英語表現(basic2)b

2前
2後

1
1

1
1

大阪工業大学
兼任講師
（令3.4）

81 その他 講師

ｸﾎﾞﾀ　ｼｮｳ

久保田　匠

＜令和7年4月＞

博士
（情報学）

線形数学Ⅰ 1前・後 2 1

大阪工業大学
情報科学部

情報システム学科
講師

(令5.4）

〇

教員名簿 -13-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

82 その他 講師

ｹﾞﾝ　ﾃﾂﾋﾛ

玄　哲浩

＜令和7年4月＞

修士
（法学）

日本国憲法
法学基礎

1・2前
1・2後

2
2

1
1

大阪工業大学
兼任講師

（平25.4）

83 その他 講師

ｺﾀﾆ　ﾅｵｷ

小谷　直樹

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

基礎ゼミナール 1前 1 1

大阪工業大学
情報科学部

情報知能学科
講師

（平25.4）

〇

84 その他 講師

ｼﾗﾊﾀ　ﾏｻﾖｼ

白畑　正芳

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

微積分学Ⅰ 1前・後 2 1
大阪工業大学

兼任講師
（令3.4）

85 その他 講師

ﾀｷｶﾜ　ﾋﾛｷ

瀧川　宏樹

＜令和7年4月＞

博士
（文学）

海外語学研修 1･2･3･4前・後 2 2

大阪工業大学
工学部
講師

（平30.4）

86 その他 講師

ﾀｼﾞﾏ　ﾄｵﾙ

但馬　亨

＜令和10年4月＞

修士
（学術）

科学史 4後 2 1
大阪工業大学

兼任講師
（平23.4）

87 その他 講師

ﾀﾅｶ　ﾘｭｳｲﾁﾛｳ

田中　龍一郎

＜令和7年4月＞

博士
（薬学）

化学基礎 1前・後 2 1

摂南大学
薬学部
薬学科
講師

（平3.4月）

88 その他 講師

ﾁｻｷ　ｼｮｳｺ

地嵜　頌子

＜令和8年4月＞

博士
（理学）

情報数学
グラフ理論

2後
2前

2
2

1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報システム学科
講師

(令2.4）

〇

教員名簿 -14-



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

89 その他 講師

ﾅｶﾆｼ　ｱﾂｼ

中西　淳

＜令和7年4月＞

博士
（文学）

英語表現(basic1)a
英語表現(basic1)b
英語の語法
基礎ゼミナール

1前
1後

3前･後
1前

1
1
2
1

1
1
1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報メディア学科
講師

(令3.4）

〇

90 その他 講師

ﾅｶﾑﾗ　ﾀｹﾋﾛ

中村　武浩

＜令和7年4月>

博士
（薬学）

環境情報科学 ※ 1後・2前 0.6 2

摂南大学
薬学部
薬学科
講師

（令5.4）

91 その他 講師

ﾊｾｶﾞﾜ　ﾖｳｲﾁ

長谷川　陽一

＜令和8年4月＞

修士
（文学）

特別支援教育 2・3前・後 2 2

桃山学院教育大学
人間教育学部人間教育学科

教授
（令2.4）

92 その他 講師

ﾊﾗﾀﾞ　ｶﾖｺ

原田　佳代子

＜令和7年4月＞

博士
（文学）

日本語Ⅰ
日本語Ⅱ

1前
1後

2
2

1
1

大阪工業大学
兼任講師

（平24.4）

93 その他 講師

ﾋｶﾞｼｻｶ　ﾉﾘｵ

東坂　範雄

＜令和7年4月＞

学士
（物理）

テクニカルライティング 〇 1後 2 1
大阪工業大学

兼任講師
（令4.4）

94 その他 講師

ﾎｰﾀｯﾋﾟﾝ

Ho Tat Hing

＜令和9年4月＞

Computer
Science
（米国）

英語による情報技術Ⅱ 3前・後 2 1
大阪工業大学

兼任講師
（令4.4）

95 その他 講師

ﾎﾝﾀﾞ　ｷﾖｼ

本田　澄

＜令和8年4月＞

博士
（工学）

情報科学実践演習(国内PBL)a
情報科学実践演習(国内PBL)b

2前
2後

1
1

1
1

大阪工業大学
情報科学部

情報システム学科
講師

（令1.4）

〇
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 「その他」の場合、会議等の名称

配 当
年 次

担 当
単 位数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

教 員 の 氏 名 等
（情報科学部　実世界情報学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況 申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

申請に係る学部等
以外の組織（他の
大学等に置かれる
学部等を含む）で
の基幹教員として
の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

96 その他 講師

ﾐﾅﾐ　ｼﾝｼﾞﾛｳ

南　慎二郎

＜令和7年4月>

博士
（政策科学）

経済学基礎
現代経済論

1・2前・後
1・2後

2
2

2
1

大阪工業大学
兼任講師
（令5.4）

97 その他 講師

ﾒﾘｯｻ　ｳｵﾝ

Melissa Wong

＜令和7年4月>

Bachelor
of

Education
（カナダ）

口語英語Ⅰa
口語英語Ⅰb

1前
1後

1
1

1
1

大阪工業大学
兼任講師
（令4.4）

98 その他 講師

ﾓﾁﾂﾞｷ　ﾁｶﾕｷ

望月　慎之

＜令和7年4月＞

修士
（政策科学）

基礎スポーツ科学a
基礎スポーツ科学b

1前
2後

1
1

1
1

大阪工業大学
兼任講師

（平13.4）

99 その他 講師

ﾔｷﾞ　ｼｹﾞｶｽﾞ

八木　成和

＜令和7年4月＞

修士
（教育学）

心理学基礎 1・2前・後 2 2

桃山学院教育大学
人間教育学部

教授
（令2.4）

100 その他 講師

ﾗﾌｨ　ﾋﾞｾﾘｬﾝ

Raffi Besalyan

＜令和7年4月＞

Master
of

Music
（米国）

口語英語Ⅰa
口語英語Ⅰb

1前
1後

1
1

1
1

大阪工業大学
兼任講師
（令4.4）

教員名簿 -16-



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 5人 2人 人 人 7人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 1人 2人 1人 人 人 4人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 1人 人 人 人 人 2人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 2人 7人 3人 人 人 13人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

講 師

助 教

合 計

准 教 授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基幹教員の年齢構成・学位保有状況

教 授
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